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倉
敷
美
観
地
区
の
最
古
の
町
屋
で
あ
る
宮
崎
屋
井
上
家
住
宅

（
国
指
定
重
要
文
化
財
）
は
、
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
か
ら
令

和
四
年
（
二
〇
二
二
）
ま
で
一
〇
年
に
及
ぶ
保
存
修
理
工
事
が
完

成
し
、
令
和
五
年
三
月
か
ら
一
般
公
開
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
平
成
六
年
か
ら
七
年
に
倉
敷
市
が
借
用
し
て
整
理
し
た
宮

崎
屋
井
上
家
の
古
文
書
は
、
令
和
四
年
に
現
在
の
当
主
で
あ
る
井

上
典
彦
氏
か
ら
倉
敷
市
へ
寄
附
さ
れ
、
市
民
共
有
の
財
産
と
し
て

活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

本
号
で
は
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
記
念
し
て
、
宮
崎
屋
井
上
家
の

特
集
を
組
み
ま
し
た
。
ま
ず
井
上
家
文
書
を
使
用
し
た
論
考
と
し

て
、
経
営
活
動
を
ふ
ま
え
た
井
上
家
文
書
の
構
造
分
析
と
、
学
芸

を
通
し
て
み
る
宮
崎
屋
一
〇
世
当
主
の
端
木
の
人
物
像
を
採
り
上

げ
ま
し
た
。
次
に
井
上
家
住
宅
の
保
存
修
理
工
事
に
つ
い
て
、
現

場
に
駐
在
し
一
貫
し
て
設
計
監
理
を
担
当
さ
れ
た
文
化
財
建
造
物

保
存
技
術
協
会
の
小
嶋
は
る
か
氏
に
よ
る
保
存
修
理
経
過
の
振
り

返
り
と
、
岡
山
県
教
育
庁
文
化
財
課
の
担
当
者
と
し
て
携
ら
れ
た

内
池
英
樹
氏
に
よ
る
住
宅
の
魅
力
の
紹
介
を
掲
載
し
ま
し
た
。
ま

た
、
井
上
典
彦
氏
に
は
聞
き
書
き
に
御
協
力
い
た
だ
き
、
興
味
深

い
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
諸
論
考
は
い
ず

れ
も
、
今
後
井
上
家
や
井
上
家
住
宅
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
基
礎

と
な
る
成
果
と
確
信
し
ま
す
。

読
者
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
の
特
集
の
論
考
を
一
読
さ
れ
、

世
界
に
一
つ
し
か
な
い
井
上
家
文
書
と
井
上
家
住
宅
の
豊
饒
な
世

界
の
魅
力
を
存
分
に
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、
歴
史
資
料
整
備
室
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
た
井
上

家
文
書
の
目
録
を
手
掛
か
り
に
、
こ
れ
か
ら
井
上
家
や
井
上
家
を

と
り
ま
く
地
域
社
会
に
つ
い
て
の
研
究
が
進
展
す
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
本
）

特
集
に
あ
た
っ
て

特
集
―
倉
敷
宮
崎
屋
井
上
家
―
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は
じ
め
に

令
和
四
年
に
倉
敷
村
の
古
禄
・
宮
崎
屋
井
上
家
の
古
文
書
二
九

箱
（
五
九
四
九
点
）
が
倉
敷
市
に
寄
贈
さ
れ
た
。
本
稿
で
は
そ
の
宮

崎
屋
井
上
家
文
書
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。
ま
ず
寄
贈
・
整
理
の

経
緯
を
紹
介
し
、
次
に
古
文
書
か
ら
み
た
井
上
家
の
屋
敷
の
変
遷

や
当
主
の
役
職
、
構
成
員
や
家
経
営
の
実
態
を
分
析
す
る
。
最
後

に
、
井
上
家
文
書
と
い
う
文
書
群
に
つ
い
て
、
い
か
な
る
組
織
体

の
管
理
・
運
営
に
関
わ
る
行
為
の
所
産
か
と
い
う
観
点
か
ら
構
造

を
分
析
す
る
。

一　

井
上
家
文
書
の
寄
贈
・
整
理
の
経
緯

市
史
編
さ
ん
事
業
の
た
め
、
小
野
敏
也
氏
（
倉
敷
市
史
研
究
会

員
、
当
時
倉
敷
市
立
中
央
図
書
館
）
の
仲
介
に
よ
り
、
倉
敷
市
総
務
部

市
史
編
さ
ん
室
（
当
時
）
の
職
員
が
平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
一
月

二
十
一
日
に
、
倉
敷
市
本
町
の
井
上
家
を
訪
れ
、
二
八
箱
の
文
書

を
借
用
し
た
。
平
成
七
年
一
月
二
十
日
に
さ
ら
に
一
箱
の
文
書
を

借
用
し
た
。
倉
敷
市
史
研
究
会
近
世
部
会
は
、岡
山
大
学
文
学
部
・

教
育
学
部
の
学
生
な
ど
の
協
力
を
得
て
井
上
家
文
書
の
二
九
箱
の

箱
ご
と
に
分
類
・
整
理
・
カ
ー
ド
作
成
を
行
っ
た
。
カ
ー
ド
作
成

は
平
成
六
年
四
月
五
日
～
七
日
、
八
月
二
十
五
日
～
二
十
八
日
、

平
成
七
年
四
月
六
日
～
八
日
の
三
回
に
分
け
て
集
中
的
に
実
施
し

た
。
一
部
整
理
し
残
し
た
分
は
市
史
編
さ
ん
室
で
カ
ー
ド
作
成
を

行
い
、
二
九
箱
の
カ
ー
ド
作
成
を
終
了
し
た
。
市
史
編
さ
ん
室
は

カ
ー
ド
を
も
と
に
目
録
作
成
を
行
い
、
さ
ら
に
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル

ム
撮
影
を
行
っ
た
。
井
上
家
文
書
は
、平
成
七
年
一
月
二
十
日
（
箱

一
～
一
五
）
と
平
成
十
八
年
五
月
十
八
日
（
箱
一
六
～
二
九
）
に
井
上

昌
氏
（
当
時
の
当
主
）
へ
す
べ
て
返
却
し
た
。

倉
敷
市
所
蔵
備
中
国
窪
屋
郡
倉
敷
村
井
上
家
文
書山　

本　

太　

郎
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そ
の
後
、
井
上
家
住
宅
の
保
存
修
理
に
伴
い
、
平
成
二
十
四
年

七
月
二
十
六
日
に
、
文
化
財
保
護
課
職
員
と
歴
史
資
料
整
備
室
職

員
が
、
以
前
整
理
し
返
却
し
て
い
た
井
上
家
文
書
二
九
箱
を
井
上

家
の
三
階
蔵
か
ら
歴
史
資
料
整
備
室
へ
搬
入
し
た
。
そ
の
後
歴
史

資
料
整
備
室
で
保
管
し
て
い
た
が（

（
（

、
令
和
四
年
五
月
十
九
日
、
井

上
典
彦
氏
と
尚
子
氏
が
来
室
さ
れ
、
井
上
家
文
書
の
倉
敷
市
へ
の

寄
附
の
意
向
を
示
さ
れ
、
手
続
き
を
行
っ
た
。

歴
史
資
料
整
備
室
が
保
管
す
る
井
上
家
文
書
の
目
録
は
歴
史
資

料
整
備
室
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
で
公
開
し
て
い
る
。
ま
た
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
は
電
子
化
し
て
お
り
、
歴
史
資
料
整
備
室
で
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

二　

宮
崎
屋
井
上
家
に
つ
い
て

「
井
上
氏
系
譜
図
（
（
（

」・「
宮
崎
屋
系
譜
考
（
（
（

」・『
早
島
の
歴
史
１
（
（
（

』

に
よ
る
と
、
井
上
家
の
祖
先
は
小
笠
原
信
濃
守
長
清
で
、
そ
の
子

孫
の
一
部
が
阿
波
国
高
畠
へ
移
り
住
み
、
高
畠
氏
を
名
乗
っ
た
。

応
永
年
間
（
一
三
九
四
～
一
四
二
八
）、
備
前
国
児
島
へ
移
り
、
高
畠

城
を
本
拠
に
し
た
。
さ
ら
に
高
畠
和
泉
守
が
小
串
城
を
築
い
た
。

後
に
小
串
城
の
廃
城
に
と
も
な
っ
て
、
宇
喜
多
氏
の
政
策
の
も

と
で
高
畠
市
正
が
備
中
国
宮
崎
（
現
、
早
島
町
）
に
移
住
し
た
と
い

う
。
屋
号
を
宮
崎
屋
と
称
す
る
の
は
こ
れ
に
由
来
す
る
。
文
禄
二

年
（
一
五
九
三
）
市
正
が
大
檀
那
と
し
て
宮
崎
の
御
崎
宮
の
社
殿

を
上
棟
し
た（

（
（

。
市
正
の
次
男
の
新
右
衛
門
が
舟
元
油
屋
吉
田
氏
、

加
賀
屋
井
上
氏
と
と
も
に
倉
敷
へ
移
住
し
、
姓
を
井
上
と
改
め
た

と
さ
れ
る（

（
（

。

【
宮
崎
屋
の
屋
敷
の
変
遷
】

「
慶
長
拾
四
年
酉
霜
月
吉
日　

倉
敷
屋
敷
方
御
免
被
成
分
之

帳
（
（
（

」
を
見
る
と
、
現
在
の
井
上
家
住
宅
の
敷
地
は
、
慶
長
十
四
年

（
一
六
〇
九
）
の
時
点
で
は
、
西
か
ら
順
に
「
彦
右
衛
門
」（
一
八

歩
）「
新
右
衛
門
」（
二
三
歩
）「
次
右
衛
門
」（
一
八
歩
）「
孫
兵
衛
」

（
一
六
歩
）「
与
右
衛
門
」（
一
畝
一
八
歩
）
の
屋
敷
に
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
、
初
代
の
新
右
衛
門
は
慶
長
十
四
年
に
は
既
に
現
在
の

井
上
家
住
宅
の
敷
地
の
一
部
に
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
慶
長
十
四

年
の
名
前
の
下
に
は
帳
面
か
ら
は
み
だ
す
形
で
付
紙
が
貼
ら
れ
て

お
り
、
ま
た
名
前
の
上
に
は
付
箋
が
貼
ら
れ
て
お
り
、
時
の
経
過

に
よ
る
所
持
者
の
異
動
を
示
し
て
い
る
。
下
の
付
紙
（
（
（

は
、
西
か
ら

順
に「
治
左
衛
門
」「
治
左
衛
門
」「
油　

孫
右
衛
門
」「
又
右
衛
門
」

と
あ
り
、
初
代
新
右
衛
門
が
一
つ
の
屋
敷
だ
っ
た
の
に
比
べ
て
、

二
代
治
左
衛
門
は
そ
の
西
側
の
屋
敷
も
増
や
し
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
。
上
の
付
箋
は
、
西
か
ら
順
に
「
孫
兵
衛
」「
孫
兵
衛
」「
孫
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兵
衛
」「
孫
兵
衛
」「
早
し
ま　

孫
右
衛
門
」
と
あ
り
、
四
代
孫
兵

衛
は
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
前
後
の
時
点（

（
（

で
、
二
代
治
左
衛
門

の
二
つ
の
屋
敷
か
ら
さ
ら
に
東
側
の
二
つ
の
屋
敷
も
増
や
し
て
い

た
こ
と
が
分
か
る
。

貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
か
ら
同
二
年
（
一
六
八
五
）
ま
で
の
間

と
推
定
さ
れ
る
「
倉
敷
村
屋
敷
割
絵
図
（
（1
（

」
に
よ
る
と
、
現
在
の
井

上
家
住
宅
の
敷
地
に
は
西
か
ら
「
次
左
衛
門
」
の
屋
敷
、「
次
左

衛
門
借
家
」、「
孫
右
衛
門
」
の
屋
敷
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
四
代

当
主
は
孫
兵
衛
か
ら
次
左
衛
門
へ
名
を
変
え
た
。
次
左
衛
門
借
家

は
次
左
衛
門
の
屋
敷
の
東
南
隅
に
、
東
側
の
孫
右
衛
門
の
屋
敷
に

一
部
は
み
出
す
形
で
記
載
さ
れ
て
い
る
。
四
代
次
左
衛
門
は
こ
の

ほ
か
こ
の
絵
図
上
に
借
家
を
所
有
し
て
い
る
。
な
お
、
道
を
隔
て

て
西
南
に
花
屋
新
右
衛
門
の
屋
敷
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
二
代
治

（
次
）
左
衛
門
の
三
男
新
右
衛
門
が
分
家
し
て
花
屋
と
号
し
た（
（1
（

。

宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
の
「
窪
屋
郡
倉
敷
村
屋
敷
割
絵
図（
（1
（

」

に
よ
る
と
、
現
在
の
井
上
家
住
宅
の
敷
地
に
は
西
か
ら
「
宮
崎
屋

安
兵
衛
」
の
屋
敷
、「
同
人
借
屋　

宇
兵
衛
」、「
吉
郎
兵
衛
借
屋

　

勘
兵
衛
」
の
屋
敷
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
六
代
安
兵
衛
の
借
屋

は
安
兵
衛
の
屋
敷
の
東
南
隅
に
細
長
く
区
切
ら
れ
て
い
る
。
な

お
、
安
兵
衛
は
こ
の
ほ
か
絵
図
上
に
複
数
の
借
屋
や
借
地
を
所
有

し
て
い
る
。本
町
通
り
を
隔
て
て
西
南
に「
花
や
」の
屋
敷
が
あ
る
。

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
八
月
の
「
倉
敷
村
本
田
小
割
絵
図（
（1
（

」

は
「
壱
」
か
ら
「
六
」
に
分
か
れ
て
お
り
、
井
上
家
は
こ
の
う
ち

「
三
」
に
描
か
れ
て
い
る
。
井
上
家
住
宅
の
敷
地
に
は
十
二
代
信

蔵
の
名
が
記
さ
れ
、屋
敷
地
の
地
番
は
「
三
十
五
」
か
ら
「
五
十
」

ま
で
で
現
在
よ
り
東
方
に
広
い
。こ
の
う
ち
東
寄
り
の「
四
十
一
」

か
ら
「
五
十
」
ま
で
が
お
よ
そ
現
在
の
敷
地
の
範
囲
と
考
え
ら
れ

る
。な
お
、信
蔵
は
周
辺
に
も
複
数
の
屋
敷
地
を
所
有
し
て
い
る
。

西
南
の
花
屋
の
屋
敷
に
も
信
蔵
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。

【
当
主
の
役
職
】

図
１
「
宮
崎
屋
井
上
家
当
主
系
図
」
に
み
る
よ
う
に
、
三
郎
右

衛
門（
三
代
）が
寛
永
十
九
年（
一
六
四
二
）に
は
倉
敷
村「
く
み
頭
」

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、孫
兵
衛
（
→
次
左
衛
門
→
円
遊
）（
四
代
）

が
年
寄
を
、
安
兵
衛
（
六
代
）・
安
兵
衛
（
七
代
）・
安
兵
衛
（
八
代
）

が
百
姓
代
、
五
蔵
（
九
代
）
が
百
姓
代
・
年
寄
を
、
三
左
衛
門
（
→

三
郎
右
衛
門
→
広
祐
（
輔
））（
十
代
）
が
年
寄
を
、
三
郎
右
衛
門
（
十
一

代
）
が
百
姓
代
・
年
寄
を
勤
め
た
。

ま
た
、
三
左
衛
門
（
十
代
）
は
、
年
寄
の
一
人
と
し
て
、
享
和

元
年
（
一
八
〇
一
）
か
ら
文
政
初
期
ま
で
、
倉
敷
代
官
役
所
管
下
幕

府
領
の
年
貢
銀
・
貸
付
金
等
を
扱
う
役
で
あ
る
掛
屋
を
勤
め
た（
（1
（

。
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【
宮
崎
屋
の
構
成
員
】

延
宝
九
年（
一
六
八
一
）の
村
百
姓
次
左
衛
門（
四
代
）の
一
家
は
、

次
左
衛
門
家
族
が
八
人
、
下
人
が
七
人
、
門
百
姓
伝
右
衛
門
家
族

が
三
人
、
門
百
姓
長
助
家
族
が
三
人
、
門
百
姓
猪
之
助
家
族
が
四

人
、門
百
姓
五
兵
衛
家
族
が
四
人
、門
百
姓
六
兵
衛
家
族
が
四
人
、

そ
の
下
人
が
一
人
、
門
百
姓
太
郎
左
衛
門
家
族
が
四
人
で
、
合
計

三
八
人
い
る（
（1
（

。
こ
こ
で
門
百
姓
と
は
ど
う
い
う
存
在
だ
ろ
う
か
。

三
年
後
の
天
和
四
年
（
一
六
八
四
）
の
宮
崎
屋
次
左
衛
門
の
借
屋

注：「年寄五蔵先祖書」（倉敷市所蔵小野家文書162-1-1）、「寛永拾九年極月五日
備中御蔵入倉敷村午ノ御年貢免割帳　庄屋助右衛門」（倉敷市所蔵小野家文書13-1）、
「安政五午改　累世祖先年廻録」（倉敷市所蔵井上家文書7-21-10-6）、「井上氏系譜
図」（『倉敷市史　第六冊』名著出版、1973年、p207～219）、「宮崎屋系譜考」
（『倉敷市史　第六冊』名著出版、1973年、p266～274）、「倉敷村歴代村役人」
（『倉敷市史　第三冊』名著出版、1973年、p26～37）、『井上家住宅調査報告書』
（編集著作：公益財団法人文化財建造物保存技術協会、発行：倉敷市教育委員会、1998
年）、「井上家家系図」（『重要文化財井上家住宅主屋ほか四棟保存修理工事報告書
（本文編）』編集著作：公益財団法人文化財建造物保存技術協会、発行：井上典彦、
2022年、p10）、大島千鶴「倉敷村出身の文化人・井上端木の生涯～法橋になった古禄
～」（令和４年度歴史資料講座資料）などより作成。＝は養子関係。

十四代
榮夫
明治30.8.19生
―昭和62.11.26
没（90歳）

十五代
昌
昭和8.4.3生
―平成19.9.21没
（74歳）

十六代
典彦

図１　宮崎屋井上家当主系図

初代
新右衛門
寛永11.8.16没

二代
治（次）左衛門
天正18生
―寛永8.7.11没
（42歳）
治左衛門の三男新
右衛門が分家して
花屋

三代
三郎右衛門
慶長16生
―貞享4.3.10
（77歳）
くみ頭

四代
治（次）左衛門
はじめ孫兵衛
剃髪して園遊
寛永10生
―元禄3.10.12
没（58歳）
年寄

五代
三郎右衛門
承応3生
―享保15.10.24没
（77歳）

六代
安兵衛
のち三郎右衛門
諱永俊
貞享元生
―宝暦3.5.13没
（70歳）
百姓代

七代
安兵衛
享保14生
―寛延4.9.19没
（23歳）
百姓代

八代
安兵衛
享保19生
―明和3.正.15没
（33歳）
百姓代

九代
五蔵
諱夏鼎
号素堂
元文5生
―享和3.2.23没
（64歳）
百姓代→年寄

十代
三左衛門
三郎右衛門
広祐（輔）
諱輗字端木
号慶雲
明和5
―天保11.8.16
没（73歳）
年寄

十一代
三郎右衛門
安兵衛
諱惟寧
文化元生
―万延元.6.20没
（57歳）
花屋から養子
百姓代→年寄

十二代
信蔵
天保6生
―明治40.8.15没
（73歳）

十三代
冬太郎
安政3生
―昭和6.11.18没
（76歳）

注：「年寄五蔵先祖書」（倉敷市所蔵小野家文書 162-1-1）、「寛永拾九年極月五日　備
中御蔵入倉敷村午ノ御年貢免割帳　庄屋助右衛門」（倉敷市所蔵小野家文書 13-1）、
「安政五午改　累世祖先年廻録」（倉敷市所蔵井上家文書 7-21-10-6）、「井上氏系譜
図」（『倉敷市史　第六冊』名著出版、1973 年、p207～ 219）、「宮崎屋系譜考」（『倉
敷市史　第六冊』名著出版、1973 年、p266 ～ 274）、「倉敷村歴代村役人」（『倉敷
市史　第三冊』名著出版、1973 年、p26 ～ 37）、『井上家住宅調査報告書』（編集著
作：公益財団法人文化財建造物保存技術協会、発行：倉敷市教育委員会、1998 年）、
「井上家家系図」（『重要文化財井上家住宅主屋ほか四棟保存修理工事報告書（本文
編）』編集著作：公益財団法人文化財建造物保存技術協会、発行：井上典彦、2022 年、
p10）、大島千鶴「倉敷村出身の文化人・井上端木の生涯～法橋になった古禄～」（令
和４年度歴史資料講座資料）などより作成。＝は養子関係。

図１　宮崎屋井上家当主系図
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人
は
六
兵
衛
・
勘
七
・
長
助
・
次
兵
衛
・
六
郎
兵
衛
・
五
兵
衛
で

あ
り（
（1
（

、
三
人
の
名
前
が
一
致
し
て
い
る
。
延
宝
九
年
の
他
の
村
百

姓
の
門
百
姓
と
天
和
四
年
の
借
屋
人
の
名
前
の
大
部
分
の
一
致
か

ら
考
え
て
も（
（1
（

、門
百
姓
は
借
屋
人
と
考
え
ら
れ
る
。だ
と
す
れ
ば
、

次
左
衛
門
一
家
は
、
家
持
と
借
屋
人
の
結
び
つ
き
で
あ
る
。
十
七

世
紀
中
の
人
数
改
め
で
は
、
家
持
の
家
屋
敷
に
包
摂
さ
れ
る
借
屋

人
の
家
族
は
家
持
の
家
族
と
一
緒
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る（
（1
（

。

十
九
世
紀
の
宮
崎
屋
の
構
成
員
を
み
て
い
く
。「
文
化
五
年
辰

二
月
始
メ　

宗
門
請
状
年
々
扣　

宮
崎
屋
（
（1
（

」
に
よ
る
と
、
文
化
五

年
（
一
八
〇
八
）
に
は
（
十
代
）「
三
郎
右
衛
門（
（2
（

」（
四
十
一
歳
）・「
こ

の
（
（2
（

」（
三
十
四
歳
）・
母
「
く
か（
（2
（

」（
六
十
一
歳
）
の
三
人
で
、
下
人
が

一
四
人
い
る
。
文
化
九
年
に
は
「
く
か
」
が
亡
く
な
り
、「
三
左

衛
門
」（
四
十
五
歳
）・「
さ
た
」（
三
十
八
歳
）
の
二
人
と
な
り
、
下

人
は
一
三
人
い
る
。
文
化
十
年
に
は
「
広
輔
」（
四
十
六
歳
）・「
か

の
」（
四
十
歳
）・「
秀
蔵
」（
十
歳
）
の
三
人
と
な
り
、
下
人
は
八
人

で
あ
る
。「
秀
蔵
」
は
花
屋
か
ら
宮
崎
屋
へ
養
子
に
入
っ
た
。
文

政
四
年（
一
八
二
一
）に
は「
秀
蔵
」改
め「
三
郎
右
衛
門
」（
十
八
歳
）

が
宮
崎
屋
の
十
一
代
当
主
と
な
っ
た
た
め
、
花
屋
の
家
族
も
宮
崎

屋
に
含
ま
れ
、
家
族
は
九
人
に
な
っ
て
い
る
。「
三
郎
右
衛
門
」

は
宮
崎
屋
に
養
子
に
入
っ
た
た
め
、宮
崎
屋
の
「
広
輔
」
改
め
「
蘆

汀
」（
五
十
四
歳
）
が
父
と
な
り
、
実
の
父
で
あ
る
花
屋
の
善
左
衛

門（
四
十
六
歳
）が
伯
父
と
記
さ
れ
て
い
る
。
下
人
は
八
人
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
史
料
で
は
十
一
代
三
郎
右
衛
門
が
宮
崎
屋
当

主
に
な
っ
た
と
き
は
、
花
屋
は
一
時
宮
崎
屋
に
吸
収
さ
れ
た
形
に

な
っ
て
い
る
。
後
に
花
屋
は
秀
蔵
の
兄
で
あ
る
東
七
郎
が
善
左
衛

門
と
し
て
当
主
に
な
り
、
善
左
衛
門
没
後
は
宮
崎
屋
十
一
代
三
郎

右
衛
門
の
次
男
の
秀
三
が
相
続
し
た（
（2
（

。

宮
崎
屋
の
下
人
に
つ
い
て
み
る
と
、
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
と

宝
永
五
年
に
は
そ
れ
ぞ
れ
五
人
（
男
三
人
・
女
二
人
）
い
て
、
う
ち

女
一
人
が
重
複
し
て
い
る
。
時
代
が
下
っ
て
文
化
五
年
か
ら
七
年

の
下
人
を
み
る
と
、
文
化
五
年
は
一
四
人
（
男
八
人
、
女
六
人
）、
文

化
六
年
は
一
三
人
（
男
七
人
、
女
六
人
）、
文
化
七
年
は
一
二
人
（
男

七
人
、
女
五
人
）
い
る
。
文
化
六
年
の
一
三
人
の
う
ち
七
人
が
文
化

五
年
か
ら
の
継
続
で
あ
る
。
文
化
七
年
の
一
二
人
の
う
ち
九
人
が

文
化
六
年
か
ら
継
続
で
あ
る
。
文
化
五
年
か
ら
文
化
七
年
ま
で
継

続
し
て
い
る
の
が
五
人
い
る
。
こ
の
こ
ろ
に
は
継
続
し
て
勤
め
る

下
人
が
か
な
り
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
文
化
五
年
か
ら
七
年
の
下

人
の
出
身
地
を
み
る
と
、
男
は
倉
敷
村
の
者
も
い
る
が
多
く
は
西

は
備
中
国
小
田
郡
富
岡
村
、
東
は
備
前
国
上
道
郡
乙
多
見
村
の
範

囲
の
他
村
で
あ
る
。
女
は
他
村
の
者
も
い
る
が
多
く
は
倉
敷
村
で
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あ
る（
（2
（

。
こ
う
し
た
下
人
は
な
ぜ
宮
崎
屋
へ
奉
公
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
延

享
三
年
（
一
七
四
六
）
正
月
に
加
須
山
村
奉
公
人
吉
兵
衛
の
請
人

で
あ
る
与
介
が
宮
崎
屋
安
兵
衛
に
出
し
た
奉
公
人
請
状（
（2
（

を
み
る

と
、
吉
兵
衛
が
延
享
三
年
正
月
か
ら
十
二
月
ま
で
奉
公
し
、
給
銀

は
七
五
文
銭
で
六
五
匁
に
定
め
た
。
う
ち
三
五
匁
の
前
渡
し
金
に

よ
っ
て
延
享
二
年
の
年
貢
を
支
払
っ
た
。
残
り
の
給
銀
は
つ
つ
が

な
く
勤
め
る
こ
と
で
支
給
さ
れ
る
約
束
に
な
っ
て
い
る
。
万
一
吉

兵
衛
が
取
逃
げ
や
駆
落
ち
を
し
た
ら
、
請
人
は
そ
の
盗
品
を
返
済

す
る
。
さ
ら
に
奉
公
人
が
既
に
受
け
取
っ
た
給
銀
に
利
息
を
加
え

て
請
人
が
弁
償
す
る
か
、
人
を
替
え
る
か
は
宮
崎
屋
が
自
由
に
で

き
る
。
井
上
家
文
書
に
は
延
享
元
年
か
ら
寛
政
十
年
ま
で
の
奉
公

人
請
状
が
あ
る
が
、
ほ
ぼ
こ
れ
と
同
様
の
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

奉
公
人
請
状
の
文
言
で
は
、
年
貢
を
払
え
な
い
な
ど
経
済
的
に
困

窮
し
た
人
が
、
前
貸
し
の
給
銀
を
主
な
目
当
て
に
奉
公
す
る
こ
と

に
な
る
が
、
宮
崎
屋
の
側
で
も
需
要
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

【
宮
崎
屋
の
経
営
】

①
土
地
所
持

宮
崎
屋
の
土
地
所
持
に
つ
い
て
倉
敷
村
内
と
他
村
に
分
け
て

み
て
ゆ
く
。
倉
敷
村
内
で
は
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
に
初
代

新
右
衛
門
が
七
石
五
升
二
合
を
所
持
し
て
い
る
。
寛
永
十
九
年

（
一
六
四
二
）
に
は
三
代
三
郎
右
衛
門
が
二
三
石
四
斗
七
升
六
合
五

勺
を
、
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
に
は
六
代
安
兵
衛
が
三
八
石
九

斗
六
升
五
合
七
勺
を
所
持
し
て
い
る
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
大
幅
に
増

加
し
、
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
に
は
十
一
代
三
郎
右
衛
門
の
所

持
高
は
一
三
七
石
四
斗
二
合
七
勺
に
達
し
た
。
そ
の
後
天
保
十
二

年
（
一
八
四
一
）
に
は
三
郎
右
衛
門
の
所
持
高
は
八
八
石
五
斗
七

升
二
合
三
勺
に
減
少
し
、
元
治
二
年
（
一
八
六
五
）
に
は
十
二
代

信
蔵
の
所
持
高
は
二
六
石
二
斗
二
升
七
合
七
勺
に
ま
で
大
幅
に
減

少
し
た（
（2
（

。
な
お
、
宮
崎
屋
は
倉
敷
村
内
で
は
本
田
畑
よ
り
新
田
に

多
く
の
土
地
を
所
持
し
て
い
る（
（2
（

。

次
に
他
村
の
土
地
所
持
を
み
て
い
く
。
他
村
の
土
地
所
持
を
数

値
で
把
握
す
る
た
め
に
は
他
村
の
名
主
・
庄
屋
か
ら
の
年
貢
米
請

取
通
を
み
る
必
要
が
あ
る
。
享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）、
元
文
五

年
（
一
七
四
〇
）、
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）、
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）

の
年
貢
米
請
取
通
か
ら
集
計
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
六
二
石
以
上
、

二
三
五
石
以
上
、
二
九
六
石
以
上
、
二
二
六
石
以
上
を
他
村
に
所

持
し
て
い
る（
（2
（

。
享
保
～
寛
保
期
に
急
激
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。
宮
崎
屋
の
加
地
子
米
は
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
に
は

自
村
・
他
村
で
二
七
〇
石
一
斗
一
升
五
合
六
勺
で
あ
る（
（2
（

。
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そ
れ
で
は
宮
崎
屋
は
ど
の
よ
う
に
し
て
土
地
所
持
を
増
や
し
て

い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

②
金
融

井
上
家
文
書
に
は
、
田
畑
や
屋
敷
の
売
渡
証
文
が
数
多
く
含
ま

れ
て
い
る
。
売
渡
証
文
に
は
一
年
切
、
三
年
切
、
五
年
切
、
十
年

切
等
が
あ
る
。
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
十
二
月
の
一
年
切
田
地

売
渡
証
文
（
（3
（

を
み
る
と
、
売
主
の
徳
芳
村
治
左
衛
門
は
田
一
反
一
畝

一
五
歩
を
宮
崎
屋
安
兵
衛
（
六
代
）
に
売
り
渡
し
、
受
け
取
る
新

銀
三
九
〇
目
六
分
は
当
年
の
年
貢
に
宛
て
る
。
翌
年
の
十
月
中
に

銀
を
返
弁
し
た
ら
田
地
は
戻
し
て
も
ら
う
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
土

地
は
宮
崎
屋
が
自
由
に
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
三
年

切
、
五
年
切
、
十
年
切
も
年
数
は
異
な
る
が
同
様
の
内
容
と
な
っ

て
い
る
。

ま
た
、
井
上
家
文
書
に
は
田
畑
や
屋
敷
の
質
入
証
文
が
あ
る
。

一
例
と
し
て
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
十
一
月
の
田
地
質
入
証
文（
（3
（

を
み
る
と
、
質
入
主
の
俵
屋
又
五
郎
は
六
反
二
畝
二
八
歩
半
の

田
畑
を
宮
崎
屋
三
左
衛
門
（
十
代
）
に
一
カ
年
季
質
入
れ
し
、
銀

一
七
貫
三
九
〇
目
二
厘
を
借
用
す
る
。
年
季
明
ま
で
に
受
け
戻
さ

な
か
っ
た
ら
流
地
に
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る（
（3
（

。

宮
崎
屋
は
売
渡
証
文
や
質
入
証
文
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
土
地

を
担
保
と
し
た
金
融
に
よ
っ
て
土
地
を
集
積
し
て
い
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
売
渡
証
文
は
享
保
～
寛
政
期
、
質
入
証
文
は
安
永
～
明

治
期
で
あ
り
、
時
期
に
差
が
あ
る
。

土
地
を
担
保
に
入
れ
な
い
金
融
も
行
っ
て
い
た
。
数
例
を
挙
げ

る
と
、
寛
延
元
年
（
一
七
四
八
）
十
二
月
に
は
代
官
千
種
清
右
衛
門

手
代
の
三
島
専
蔵
と
高
城
理
助
が
、
安
兵
衛
か
ら
銀
九
貫
目
を
翌

年
五
月
と
九
月
に
は
返
済
す
る
約
束
で
借
用
し
て
い
る
。
寛
政
元

年
（
一
七
八
九
）
十
一
月
二
十
九
日
に
は
庄
屋
孫
太
夫
が
、五
蔵
（
九

代
）
か
ら
銀
五
貫
目
を
翌
年
十
一
月
晦
日
に
は
元
利
と
も
返
済
す

る
約
束
で
借
用
し
て
い
る
。
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
十
一
月
に

は
備
前
国
児
島
郡
の
上
村
ほ
か
六
カ
村
の
組
合
が
年
貢
銀
差
支
え

の
た
め
広
祐
（
十
代
）
か
ら
文
銀
一
〇
貫
目
を
、
翌
年
十
一
月
に

は
利
息
五
歩
で
元
利
と
も
返
済
す
る
約
束
で
借
用
し
て
い
る（
（3
（

。

文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
の
前
後
に
は
、
信
蔵
（
十
二
代
）
は
多

額
の
金
銀
を
倉
敷
村
の
有
力
者
な
ど
か
ら
借
用
し
て
お
り（
（3
（

、
家
の

経
営
が
苦
し
く
な
っ
て
き
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

③
貸
家
経
営

天
和
四
年
（
一
六
八
四
）
に
次
左
衛
門
（
四
代
）
の
借
屋
人
が

六
人
い
た
こ
と
は
前
述
し
た
。
時
代
が
下
っ
て
文
化
十
一
年

（
一
八
一
四
）
か
ら
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
ま
で
の
広
輔
（
十
代
）・
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三
郎
右
衛
門（
十
一
代
）の
貸
家
・
貸
屋
敷
を
み
る
と
、多
く
の
貸
家
・

貸
屋
敷
を
所
有
し
て
お
り
、
場
所
は
川
西
町
・
阿
知
町
・
東
町
が

多
い
。
文
政
五
年
以
降
広
畑
に
も
所
有
す
る
。
信
蔵
（
十
二
代
）

は
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
に
屋
敷
一
カ
所
と
屋
敷
六
軒
を
売
り

払
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
文
久
二
年
に
は
、
居
宅
・
花
屋
旧
宅
の
ほ

か
、
貸
家
八
軒
を
所
有
し
、
家
賃
約
二
九
一
六
匁
を
得
て
い
る（
（3
（

。

④
酒
造

宮
崎
屋
の
酒
造
の
実
態
に
つ
い
て
、
史
料
に
も
と
づ
い
て
具
体

的
に
検
討
し
て
い
く
。
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
の
「
亥
之
寒
造

并
酒
道
具
改
帳
（
（3
（

」
に
よ
る
と
、
倉
敷
村
と
浜
村
で
一
六
人
が
酒
造

し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
一
人
と
し
て
安
兵
衛
（
六
代
）
は
酒
道

具
を
使
用
し
て
酒
造
米
一
石
七
斗
か
ら
一
石
九
斗
四
升
八
合
の
滴

り
酒
を
つ
く
り
、
滴
り
酒
は
販
売
し
て
運
上
銀
を
納
め
て
い
る
。

享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
の
「
酒
株
高
酒
造
米
高
書
上
帳（
（3
（

」
に
よ

る
と
、
倉
敷
村
で
は
一
六
人
の
酒
屋
が
い
て
、
村
役
人
は
全
員
酒

屋
で
あ
る
。
酒
株
高
は
四
一
二
石
で
あ
る
。
そ
の
中
で
安
兵
衛（
六

代
）
は
酒
株
高
二
五
石
で
、
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
に
は
酒
造
高

三
八
石
四
斗
で
あ
っ
た
が
、
享
保
五
年
か
ら
酒
造
せ
ず
休
株
と
あ

る
。
こ
こ
か
ら
、
宮
崎
屋
は
実
際
に
酒
造
を
し
て
い
た
が
、
享
保

五
年
か
ら
は
酒
造
を
し
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

し
か
し
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
の
「
酒
造
株
高
書
上
帳（
（3
（

」
に

よ
る
と
五
蔵
（
九
代
）
は
酒
造
株
二
五
石
を
持
ち
、
冥
加
銀
七
匁

五
分
を
上
納
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は
な
ぜ
宮
崎
屋
は
酒
造
を
し
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
酒
造
株
を
持
ち
冥
加
銀
を
上
納
し
て
い
た
の

だ
ろ
う
か
。
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
の
「
口
上
書
を
以
御
願
申

候
（
（3
（

」
に
よ
る
と
、
倉
敷
村
の
酒
造
株
は
一
六
株
で
、
無
株
の
者
は

休
業
し
て
い
る
株
を
、
年
季
を
限
り
借
料
を
出
し
て
借
株
す
る
決

ま
り
に
な
っ
て
い
る
。
宮
崎
屋
は
二
五
石
の
酒
造
株
を
持
ち
、
借

料
を
と
っ
て
貸
株
を
し
て
い
た（
（4
（

。

天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
八
月
十
八
日
、三
郎
右
衛
門
（
十
一
代
）

と
黒
崎
村
南
浦
万
平
は
議
定
証
文
を
取
り
交
わ
し
た
。
天
保
十
年

か
ら
五
箇
年
の
間
、
表
向
き
は
三
郎
右
衛
門
が
万
平
方
へ
出
稼
ぎ

す
る
と
い
う
が
、
内
実
は
万
平
が
酒
造
株
を
借
り
て
稼
ぐ
。
元
金

一
〇
〇
両
を
万
平
が
三
郎
右
衛
門
へ
渡
す
。
年
限
が
経
ち
出
稼
ぎ

を
や
め
た
ら
二
五
両
は
株
料
と
し
て
三
郎
右
衛
門
が
受
け
取
り
、

残
り
七
五
両
は
万
平
へ
返
済
す
る
約
束
で
あ
る
。
天
保
十
四
年
六

月
、
再
度
議
定
証
文
を
取
り
交
し
た
。
貸
株
出
稼
は
で
き
な
い
と

の
法
が
発
せ
ら
れ
た
か
ら
、
一
〇
箇
年
の
間
、
内
実
は
万
平
へ
貸

株
に
す
る
が
表
向
き
は
株
式
を
譲
り
渡
す
。
三
郎
右
衛
門
は
元
金

二
〇
〇
両
を
万
平
か
ら
預
か
る
。
一
一
年
目
に
株
式
は
三
郎
右
衛



- 11 - - 10 -

門
へ
譲
り
戻
し
、
二
〇
〇
両
は
万
平
へ
返
済
す
る
。
返
済
が
滞
っ

た
ら
株
式
は
戻
ら
な
く
て
も
文
句
は
な
い
と
い
う
約
束
で
あ
る（
（4
（

。

そ
し
て
、
酒
造
株
譲
受
は
倉
敷
代
官
役
所
か
ら
許
可
さ
れ
た（
（4
（

。
以

上
の
一
連
の
文
書
か
ら
、
酒
造
株
を
持
ち
実
際
の
酒
造
を
や
め
た

後
も
貸
株
を
し
て
い
た
宮
崎
屋
は
天
保
十
四
年
に
つ
い
に
株
を
譲

渡
し
た
こ
と
が
分
か
る（
（4
（

。

三　

井
上
家
文
書
の
概
要

井
上
家
文
書
の
作
成
年
代
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
る
限

り
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
か
ら
で
あ
る（
（4
（

。
井
上
家
文
書
と
い
う

ひ
と
つ
の
家
を
出
所
に
も
つ
文
書
群
は
、
い
か
な
る
組
織
体
の
管

理
・
運
営
に
か
か
わ
る
行
為
の
所
産
か
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
次

の
よ
う
な
点
が
重
要
で
あ
ろ
う（
（4
（

。

第
一
に
、
近
世
の
村
行
政
と
の
か
か
わ
り
で
は
、
三
郎
右
衛
門

（
三
代
）
が
寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
に
は
倉
敷
村
「
く
み
頭
」

と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
後
も
歴
代
当
主
は
倉
敷
村
年
寄
や
百
姓
代

を
勤
め
た
。

第
二
に
、
幕
府
領
の
中
間
支
配
機
構
と
の
か
か
わ
り
で
は
、
三

左
衛
門
（
→
三
郎
右
衛
門
→
広
祐
（
輔
））（
十
代
）
が
、
年
寄
の
一
人

と
し
て
、
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
か
ら
文
政
初
期
ま
で
掛
屋
を

勤
め
た
。

第
三
に
、
宮
崎
屋
の
家
経
営
の
側
面
を
み
る
と
、
倉
敷
村
と
他

村
に
合
わ
せ
て
所
持
高
三
〇
〇
石
を
超
え
る
地
主
で
あ
る
。
貸
屋

経
営
や
貸
株
を
含
め
た
酒
造
業
も
行
っ
て
い
た
。
宮
崎
屋
の
家
組

織
体
と
し
て
の
機
能
を
、
ａ
「
経
営
活
動
」、
ｂ
「
家
政
活
動
」、

ｃ「
情
報
文
化
活
動
」と
い
う
三
つ
の
柱
に
分
け
て
考
え
て
み
る
。

ａ
「
経
営
活
動
」
は
家
産
管
理
と
家
業
経
営
を
中
心
と
し
た
機

能
群
で
あ
り
、
井
上
家
文
書
の
中
で
最
も
多
く
の
分
量
を
占
め

る
。
構
成
は
、
①
地
主
経
営
、
②
金
融
、
③
貸
家
経
営
、
④
酒
造
、

な
ど
か
ら
な
る
。

ｂ
「
家
政
活
動
」
は
家
系
、
仏
事
、
葬
儀
、
奉
公
人
、
家
計
な

ど
、「
経
営
活
動
」
以
外
の
家
組
織
体
の
機
能
の
全
般
に
わ
た
る
。

ｃ
「
情
報
文
化
活
動
」
は
、
宮
崎
屋
の
当
主
お
よ
び
家
族
構
成

員
の
文
化
活
動
や
情
報
収
集
活
動
の
結
果
と
し
て
集
積
さ
れ
た
書

簡
・
書
籍
・
歌
集
・
和
歌
詠
草
・
旅
日
記
・
風
聞
書
・
諸
芸
関
係

文
書
な
ど
で
あ
る
。
宮
崎
屋
は
和
歌
に
通
じ
た
人
が
多
く
、
和
歌

詠
草
が
大
量
に
残
る
。
五
蔵
（
九
代
）
宛
て
の
香
川
木
工（
（4
（

か
ら
の

書
状
も
多
く
残
る
。
ま
た
、
端
木
（
十
代
）
は
諸
芸
に
通
じ
て
い

た
の
で
、
絵
画
・
能
楽
・
蹴
鞠
な
ど
芸
能
関
係
文
書
も
あ
る（
（4
（

。

第
四
に
、
家
族
の
書
上
、
酒
株
借
用
証
文
、
家
普
請
入
用
帳
、
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金
借
用
証
文
、
な
ど
分
家
の
花
屋
の
家
組
織
体
と
し
て
の
文
書
が

あ
る
。

第
五
に
、
文
化
～
天
保
期
の
勘
定
帳
・
田
地
帳
な
ど
俵
屋
の
文

書
が
あ
る（
（4
（

。

第
六
に
、
安
兵
衛
（
六
代
）
が
独
力
で
建
立
し
た
寺
院
で
あ
る

玉
泉
寺
（
（4
（

の
文
書
が
あ
る
。

第
七
に
、
榮
夫
（
十
四
代
）
が
昭
和
期
に
阿
智
神
社
社
司
を
勤

め
た
た
め
、
阿
智
神
社
文
書
が
あ
る
。

井
上
家
文
書
の
大
半
部
分
は
お
お
む
ね
右
に
あ
げ
た
公
私
の
諸

活
動
の
結
果
と
し
て
発
生
し
蓄
積
・
伝
来
し
た
も
の
で
あ
る
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
。
井
上
家
と
い
う
ひ
と
つ
の
家
を
出
所
に
も
つ

文
書
群
は
、
図
２
の
よ
う
に
大
き
く
分
け
て
、
１
倉
敷
村
村
方
文

書
（
近
世
年
寄
文
書
）、
２
幕
府
領
の
掛
屋
文
書
（
中
間
支
配
機
構
文

書
）、３
宮
崎
屋
「
家
」
文
書
、４
花
屋
「
家
」
文
書
、５
俵
屋
「
家
」

文
書
、
６
玉
泉
寺
文
書
、
７
阿
智
神
社
文
書
の
、
合
わ
せ
て
七
つ

の
文
書
群
の
複
合
体
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

記
録
史
料
学
上
、
井
上
家
文
書
の
全
体
は
同
一
出
所
の
文
書
群

と
い
う
意
味
で
「
フ
ォ
ン
ド
」
と
呼
ば
れ
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て

七
つ
の
文
書
群
は
、
フ
ォ
ン
ド
内
の
組
織
区
分
に
も
と
づ
く
副
次

的
分
割
単
位
と
い
う
意
味
で
、「
サ
ブ
フ
ォ
ン
ド
」
と
呼
ば
れ
る
。

お
わ
り
に

宮
崎
屋
井
上
家
は
、
慶
長
期
に
は
既
に
現
在
地
に
居
住
し
て
い

る
の
で
、
四
〇
〇
年
以
上
同
じ
場
所
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
土
地
所
持
は
、
倉
敷
村
内
で
は
次
第
に
増
加
し
て
い
き
、

文
政
期
に
一
四
〇
石
近
く
に
な
る
が
、
幕
末
に
大
き
く
減
少
す

る
。
他
村
の
土
地
所
持
も
一
八
世
紀
か
ら
急
増
し
ピ
ー
ク
時
に
は

三
〇
〇
石
に
上
る
。
土
地
を
集
積
す
る
原
因
は
土
地
を
担
保
と
し

た
金
融
で
あ
る
。
ま
た
、多
く
の
貸
家
・
貸
屋
敷
を
抱
え
て
い
た
。

奉
公
人
は
多
い
と
き
は
一
〇
人
以
上
抱
え
て
い
た
。
分
家
の
花
屋

倉
敷
市
所
蔵
井
上
家
文
書

〔
フ
ォ
ン
ド
〕

阿
智
神
社
文
書

玉
泉
寺
文
書

俵
屋
「
家
」
文
書

花
屋
「
家
」
文
書

宮
崎
屋
「
家
」
文
書

幕
府
領
の
掛
屋
文
書（
中
間
支
配
機
構
文
書
）

倉
敷
村
村
方
文
書
（
近
世
年
寄
文
書
）

〔
サ
ブ
フ
ォ
ン
ド
〕

図２　倉敷市所蔵井上家文書の基礎構造
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は
宮
崎
屋
に
ご
く
近
く
、
宮
崎
屋
と
花
屋
の
関
係
は
極
め
て
密
接

で
あ
っ
た
。
宮
崎
屋
に
は
和
歌
な
ど
文
芸
に
秀
で
た
人
が
多
く
、

玉
泉
寺
と
い
う
寺
院
を
独
力
で
建
立
す
る
な
ど
独
自
の
活
動
が
光

彩
を
放
っ
た
が
、
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
は
経
済
力
で
あ
っ
た
。

井
上
家
文
書
は
こ
の
よ
う
な
宮
崎
屋
・
花
屋
な
ど
の
諸
活
動
を

跡
づ
け
る
も
の
で
あ
り
、
極
め
て
広
範
囲
で
豊
富
な
内
容
を
有
す

る
。
詳
細
な
住
宅
の
修
理
工
事
報
告
書
（
（5
（

や
、
本
号
に
掲
載
し
た
宮

崎
屋
井
上
家
特
集
の
大
島
・
小
嶋
・
内
池
氏
の
論
考
に
加
え
て
、

井
上
家
文
書
を
活
用
し
た
研
究
が
進
展
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

 

註
（
1
）
平
成
三
十
年
七
月
豪
雨
に
よ
り
倉
敷
市
真
備
地
区
は
甚
大
な
洪
水
被
害

を
被
っ
た
が
、
歴
史
資
料
整
備
室
の
収
蔵
庫
は
真
備
支
所
三
階
に
あ
っ

た
た
め
、
資
料
は
水
没
を
免
れ
た
。

（
2
）『
倉
敷
市
史　

第
六
冊
』（
名
著
出
版
、
一
九
七
三
年
）
二
〇
七
～
二�

一
九
頁
。

（
3
）『
倉
敷
市
史　

第
六
冊
』（
名
著
出
版
、
一
九
七
三
年
）
二
六
六
～
二�

七
七
頁
。

（
4
）『
早
島
の
歴
史
１　

通
史
編
（
上
）』（
早
島
町
、
一
九
九
七
年
）
一�

一
八
～
一
一
九
頁
。

（
5
）『
備
中
誌　

上
編
』（
日
本
文
教
出
版
、
一
九
七
二
年
）
一
〇
四
頁
。

（
6
）
井
上
家
文
書
の
中
で
宮
崎
屋
の
人
物
に
井
上
と
い
う
姓
が
確
認
で
き
る�

の
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
管
見
の
か
ぎ
り
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
が
最
初�

で
あ
る
（
倉
敷
市
所
蔵
井
上
家
文
書
29
︱
22
︱
１
「
奉
納
百
首
和
歌
」）。

（
7
）
倉
敷
市
所
蔵
小
野
家
文
書
１
︱
１
。『
倉
敷
市
史　

第
三
冊
』（
名
著
出

版
、
一
九
七
三
年
）
七
七
～
八
六
頁
。

（
8
）
二
代
治
左
衛
門
は
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
に
死
去
し
て
い
る
か
ら
、

こ
の
付
紙
は
寛
永
八
年
ま
で
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
慶
長
十
四
年
の

与
右
衛
門
の
下
の
部
分
の
付
紙
は
破
損
し
て
い
る
。

（
9
）
慶
長
十
四
年
の
名
前
の
上
の
付
箋
は
、
そ
の
名
前
が
「
延
宝
五
年
巳
ノ

　

備
中
御
蔵
入
窪
屋
郡
倉
敷
村
水
夫
屋
敷
帳
」（
倉
敷
市
所
蔵
小
野
家
文

書
１
︱
３
）
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
延
宝
五
年
か
そ
の
前
後

の
時
点
と
判
断
し
た
。

（
10
）
倉
敷
市
所
蔵
小
野
家
文
書
54
︱
３
。（
小
野
）
孫
太
夫
・（
宮
崎
屋
）

次
左
衛
門
な
ど
の
人
名
か
ら
考
え
て
、
七
太
夫
が
孫
太
夫
に
改
名
す
る

の
が
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）、
次
左
衛
門
が
死
去
す
る
の
が
元
禄
三
年

（
一
六
九
〇
）
な
の
で
、
そ
の
間
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
広
島
屋
の

人
名
か
ら
絞
る
こ
と
が
で
き
る
。（
広
島
屋
）
惣
兵
衛
の
名
前
が
記
さ
れ

て
い
る
が
、
二
代
惣
兵
衛
が
死
去
す
る
の
が
貞
享
二
年
で
あ
る
。
三
代

惣
兵
衛
が
継
ぎ
、
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
に
死
去
す
る
（
倉
敷
市
所

蔵
黒
川
清
一
氏
関
係
文
書
326
︱
15
）。
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
の
水
夫

屋
敷
帳
に
は
広
島
屋
は
弥
十
郎
と
い
う
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
（『
倉
敷

市
史　

第
三
冊
』
九
〇
頁
）
の
で
、
三
代
惣
兵
衛
は
少
な
く
と
も
元
禄

十
年
ま
で
は
弥
十
郎
と
称
し
、
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
の
「
窪
屋
郡

倉
敷
村
屋
敷
割
絵
図
」（
註
12
）
で
は
広
島
屋
惣
兵
衛
と
記
載
さ
れ
て
い

る
の
で
、
そ
れ
ま
で
に
は
惣
兵
衛
と
改
名
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
貞
享
元
年
か
ら
元
禄
三
年
ま
で
の
間
で
惣
兵
衛
の

名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
貞
享
元
年
か
ら
貞
享
二
年
の
間
と

考
え
ら
れ
る
。
広
島
屋
の
人
名
か
ら
絞
る
考
察
は
、
畑
和
良
氏
の
御
教

示
に
よ
る
。
本
号
掲
載
の
畑
和
良
「
古
図
に
み
る
倉
敷
村
中
心
市
街
の
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成
立
過
程
」
も
参
照
の
こ
と
。
な
お
、
こ
の
貞
享
元
年
か
ら
二
年
ま
で

の
間
と
考
え
ら
れ
る
絵
図
は
、
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
に
倉
敷
村
が

庭
瀬
藩
主
に
な
っ
た
久
世
出
雲
守
重
之
の
支
配
下
に
入
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
新
領
主
に
提
出
し
た
絵
図
の
控
え
と
考
え
ら
れ
る
。

（
11
）『
倉
敷
市
史　

第
六
冊
』
二
七
四
頁
。

（
12
）
倉
敷
市
所
蔵
小
野
家
文
書
54
︱
４
。『
新
修
倉
敷
市
史　

第
十
巻
』（
倉

敷
市
、
一
九
九
七
年
）
付
録
絵
図
１
。
こ
の
絵
図
も
宝
永
七
年
に
新
領

主
と
な
っ
た
内
藤
紀
伊
守
弌
信
へ
提
出
し
た
控
え
と
考
え
ら
れ
る
。『
重

要
文
化
財　

井
上
家
住
宅
主
屋
ほ
か
四
棟
保
存
修
理
工
事
報
告
書
（
本

文
編
）』（
編
集
著
作
：
公
益
財
団
法
人
文
化
財
建
造
物
保
存
技
術
協
会
、

発
行
：
井
上
典
彦
、
二
〇
二
二
年
）
二
四
八
頁
の
記
述
を
参
考
に
し
た
。

（
13
）
大
橋
紀
寛
家
文
書
別
１
︱
24
︱
５
。

（
14
）
倉
敷
市
所
蔵
井
上
家
文
書
２
︱
４
、３
︱
16
︱
１
、４
︱
４
︱
Ａ
、�

４
︱
12
︱
１
、５
︱
３
︱
２
。
山
本
太
郎
「
幕
府
領
陣
屋
元
村
の
掛
屋�

と
陣
屋
・
地
域
社
会
―
備
中
国
窪
屋
郡
倉
敷
村
を
事
例
と
し
て
―
」（『
ヒ

ス
ト
リ
ア
』
第
二
四
七
号
、
二
〇
一
四
年
）。

（
15
）
倉
敷
市
所
蔵
小
野
家
文
書
14
︱
６
「〔
延
宝
九
年　

備
中
国
窪
屋
郡�

倉
敷
村
宗
門
改
帳
〕」。

（
16
）
倉
敷
市
所
蔵
小
野
家
文
書
17
︱
４
「
天
和
四
年
子
正
月
十
一
日　

倉�

敷
町
五
人
組
之
帳
」。

（
17
）
例
え
ば
、
延
宝
九
年
の
庄
屋
七
太
夫
の
門
百
姓
四
二
人
の
名
前
と
、
天

和
四
年
の
庄
屋
孫
太
夫
（
七
太
夫
が
改
名
）
の
借
屋
人
四
三
人
の
名
前

の
う
ち
、
三
三
人
が
一
致
し
て
い
る
。

（
18
）
塚
本
明
「
家
持
」『
日
本
都
市
史
入
門
Ⅲ
人
』（
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
九
〇
年
）
二
二
七
頁
。

（
19
）
倉
敷
市
所
蔵
井
上
家
文
書
９
︱
６
︱
２
。

（
20
）
十
代
の
三
郎
右
衛
門
で
あ
る
。「
三
左
衛
門
」「
広
祐
」「
広
輔
」「
蘆
汀
」

「
端
木
」
等
の
名
が
あ
る
。

（
21
）
十
代
三
郎
右
衛
門
の
室
で
あ
る
。「
こ
の
」「
さ
た
」「
か
の
」
等
の
名

が
あ
る
。

（
22
）
九
代
五
蔵
の
室
で
十
代
三
郎
右
衛
門
の
継
母
で
あ
る
。
歌
人
と
し
て
有

名
で
、
歌
名
を
政
子
と
す
る
。

（
23
）
新
右
衛
門
と
も
い
う
。
の
ち
亮
三
と
改
め
る
（『
倉
敷
市
史　

第
六
冊
』

二
七
六
～
二
七
七
頁
）。

（
24
）
以
上
の
下
人
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
山
本
太
郎
「
古
文
書
か
ら
み
る
倉

敷
村
の
古
禄
・
井
上
家
」（
令
和
５
年
度
歴
史
資
料
講
座
第
１
回
資
料
、

倉
敷
市
総
務
課
歴
史
資
料
整
備
室
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
「
講
座
配
布
資
料
」

に
掲
載
）
の
表
１
を
参
照
の
こ
と
。

（
25
）
倉
敷
市
所
蔵
井
上
家
文
書
１
︱
７
︱
１
。
前
掲
歴
史
資
料
講
座
資
料
に

写
真
と
翻
刻
を
掲
載
し
て
い
る
。
井
上
家
文
書
に
は
、
下
人
と
奉
公
人

と
い
う
記
述
が
あ
る
が
、
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
の
「
奉
公
人
請
状

之
事
」（
１
︱
７
︱
18
）
で
奉
公
人
と
記
さ
れ
て
い
る
玉
島
村
弥
介
が
、

天
明
四
年
の
「
下
人
」（
１
︱
７
︱
19
）
で
は
下
人
と
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
下
人
と
奉
公
人
を
概
念
的
に
区
別
し
て
い
る
記
述
が
見
ら
れ
な
い

こ
と
か
ら
、
下
人
と
奉
公
人
は
区
別
さ
れ
て
い
な
い
と
判
断
し
た
。

（
26
）
倉
敷
市
所
蔵
小
野
家
文
書
26
︱
５
、
13
︱
１
、
14
︱
17
、
22
︱
22
。
倉

敷
市
所
蔵
井
上
家
文
書
９
︱
４
︱
１
。
大
橋
紀
寛
家
文
書
２
︱
６
︱
１
。

（
27
）
倉
敷
市
所
蔵
小
野
家
文
書
13
︱
１
、
16
︱
20
。

（
28
）
前
掲
歴
史
資
料
講
座
資
料
の
表
２
を
参
照
の
こ
と
。
年
貢
米
請
取
通
に�

所
持
高
が
記
さ
れ
て
い
な
い
村
も
あ
る
の
で
正
確
な
数
値
は
把
握
で
き�

な
い
。

（
29
）
倉
敷
市
所
蔵
井
上
家
文
書
11
︱
Ａ
︱
25
「
文
政
己
卯　

加
地
子
算�

用
帳
」。

（
30
）
倉
敷
市
所
蔵
井
上
家
文
書
16
︱
16
︱
７
。
前
掲
歴
史
資
料
講
座
資
料
に
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写
真
と
翻
刻
を
掲
載
し
て
い
る
。

（
31
）
倉
敷
市
所
蔵
井
上
家
文
書
１
︱
16
︱
Ａ
︱
140
。
前
掲
歴
史
資
料
講
座
資

料
に
写
真
と
翻
刻
を
掲
載
し
て
い
る
。

（
32
）
実
際
に
寛
政
九
年
八
月
に
質
流
れ
に
な
っ
た
（
倉
敷
市
所
蔵
小
野
家
文

書
136
︱
２
︱
４
︱
２
「
覚
」）。

（
33
）
倉
敷
市
所
蔵
井
上
家
文
書
16
︱
16
︱
149
︱
２
、
16
︱
16
︱
149
︱
４
、
16

︱
16
︱
149
︱
14
。
最
初
の
二
点
は
前
掲
歴
史
資
料
講
座
資
料
に
写
真
と

翻
刻
を
掲
載
し
て
い
る
。

（
34
）
倉
敷
市
所
蔵
井
上
家
文
書
５
︱
16
︱
Ｅ
「
文
久
元
辛
酉
八
月
ゟ　

借�

用
金
払
出
帳
」、
11
︱
Ａ
︱
35
「
文
久
元
辛
酉
年
よ
り
同
二
壬
戌
年
十
二

月
迄　

借
用
金
預
金
証
文
留
」な
ど
。
一
例
を
挙
げ
る
と
万
延
元
年
に「
七

之
割
」
の
亀
山
か
ら
四
四
三
両
永
二
〇
〇
文
を
借
用
し
て
い
る
。
分
家

の
花
屋
も
多
額
の
借
金
を
し
て
い
る
。
一
例
を
挙
げ
る
と
慶
応
元
年
に

大
橋
平
右
衛
門
か
ら
五
〇
〇
両
を
借
用
し
て
い
る
（
倉
敷
市
所
蔵
井
上

家
文
書
３
︱
16
︱
15
︱
３
）。

（
35
）
貸
家
経
営
に
つ
い
て
は
前
掲
歴
史
資
料
講
座
資
料
と
資
料
の
表
３
・
表

４
を
参
照
の
こ
と
。

（
36
）
倉
敷
市
所
蔵
小
野
家
文
書
69
︱
33
。『
新
修
倉
敷
市
史　

第
十
巻
』（
倉

敷
市
、
一
九
九
七
年
）
近
世
編
一
五
九
号
。

（
37
）
倉
敷
市
所
蔵
小
野
家
文
書
107
︱
７
︱
４
。

（
38
）
倉
敷
市
所
蔵
小
野
家
文
書
69
︱
26
。『
新
修
倉
敷
市
史　

第
十
巻
』（
倉

敷
市
、
一
九
九
七
年
）
近
世
編
一
六
三
号
。

（
39
）
倉
敷
市
所
蔵
小
野
家
文
書
69
︱
32
。『
新
修
倉
敷
市
史　

第
十
巻
』（
倉

敷
市
、
一
九
九
七
年
）
近
世
編
一
六
二
号
。

（
40
）
倉
敷
市
所
蔵
小
野
家
文
書
69
︱
29
「
寛
延
弐
年
巳
十
二
月　

酒
株
願
留

帳
」
な
ど
。

（
41
）
倉
敷
市
所
蔵
井
上
家
文
書
４
︱
12
︱
５
、４
︱
12
︱
６
。

（
42
）
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
小
野
家
文
書
五
七
九
九
。

（
43
）
酒
造
に
つ
い
て
は
前
掲
歴
史
資
料
講
座
資
料
を
参
照
の
こ
と
。

（
44
）
倉
敷
市
所
蔵
井
上
家
文
書
22
︱
Ｈ
︱
１
「
覚
」。

（
45
）
安
藤
正
人
『
記
録
史
料
学
と
現
代
―
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
科
学
を
め
ざ
し

て
―
』（
吉
川
弘
文
館
、一
九
九
八
年
）
の
分
析
手
法
に
依
拠
し
て
い
る
。

（
46
）
香
川
景
平
（
一
七
二
二
～
一
七
八
九
）。
江
戸
時
代
中
期
の
歌
人
。
通

称
木
工
。（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
公
開
の
思
文
閣
美
術
人
名
辞
典
）

（
47
）
端
木
に
つ
い
て
は
本
書
大
島
千
鶴
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
48
）
俵
屋
は
宮
崎
屋
と
同
じ
く
倉
敷
村
の
旧
家
で
あ
る
古
禄
の
う
ち
の
一
家

で
あ
る
。

（
49
）
玉
泉
寺
に
つ
い
て
は
『
倉
敷
市
史　

第
三
冊
』（
名
著
出
版
、
一
九�

七
三
年
）
七
一
九
～
七
二
六
頁
参
照
。

（
50
）『
重
要
文
化
財　

井
上
家
住
宅
主
屋
ほ
か
四
棟
保
存
修
理
工
事
報
告

書
』（
本
文
編
）（
図
面
編
）（
写
真
編
一
）（
写
真
編
二
）（
編
集
著
作
：

公
益
財
団
法
人
文
化
財
建
造
物
保
存
技
術
協
会
、
発
行
：
井
上
典
彦
、

二
〇
二
二
年
）

〔
付
記
〕
宮
崎
屋
井
上
家
文
書
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
と
り
上
げ
た
も
の
と

は
別
に
、
井
上
家
住
宅
の
保
存
修
理
に
あ
た
っ
て
文
化
財
保
護
課
が
真

備
歴
史
民
俗
資
料
館
に
移
動
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
平
成
三
十
年
七
月
豪

雨
に
よ
り
水
損
し
、
岡
山
史
料
ネ
ッ
ト
等
が
修
復
と
目
録
作
成
を
行
っ

た
文
書
が
あ
る
。
令
和
六
年
一
月
に
井
上
典
彦
氏
が
こ
の
文
書
一
箱

（
六
四
一
点
）
を
倉
敷
市
へ
寄
贈
さ
れ
た
が
、
脱
稿
後
で
あ
っ
た
た
め

本
稿
に
は
組
み
込
め
な
か
っ
た
。

（
や
ま
も
と　

た
ろ
う　

倉
敷
市
総
務
局
総
務
部
総
務
課
歴
史
資
料
整
備
室
主
任
）
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は
じ
め
に

井
は
し

上
端
木き

は
倉
敷
村
の
古
禄
・
宮
崎
屋
井
上
家（
１
）の
一
〇
世
当
主

で
あ
る
。
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）、
父
の
隠
居
に
と
も
な
い
二
八

歳
で
宮
崎
屋
の
家
督
を
継
い
だ
が
、
新
禄
古
禄
騒
動（
２
）に
よ
る
古
禄

と
の
対
立
を
き
っ
か
け
に
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
に
隠
居
し
、

間
も
な
く
京
都
へ
出
た
。
当
時
京
都
画
壇
の
重
鎮
で
あ
っ
た
岸が
ん

駒く（
３
）に
画
を
学
ん
だ
端
木
は
、
画
家
と
し
て
生
計
を
立
て
た
が
、

和
歌
・
能
楽
（
舞
・
太
皷
・
笛
）・
蹴
鞠
な
ど
の
諸
芸
に
も
通
じ
て

お
り
、
画
業
の
傍
ら
御
所
や
青
蓮
院
、
あ
る
い
は
千
種
家
な
ど
公

家
の
屋
敷
に
参
上
し
て
、
芸
を
披
露
し
た
り
指
導
を
し
た
り
も
し

て
い
る
。
ま
た
、多
く
の
著
名
な
文
化
人
と
交
流
し
て
い
る
が
（
次

頁
表
１
）、
そ
の
交
友
範
囲
の
広
さ
に
驚
か
さ
れ
る
。

上
京
し
て
間
も
な
く
、
京
都
在
住
の
文
化
人
・
知
識
人
な
ど
を

掲
載
し
た
人
名
録
『
平
安
人
物
志（
４
）』
に
名
を
連
ね
て
お
り
、
文
政

一
〇
年（
一
八
二
七
）に
は
青
蓮
院
門
跡
か
ら
法
橋
（
５
）に
叙
せ
ら
れ
た
。

端
木
の
学
芸
に
つ
い
て
は
『
倉
子
城
史
談
』『
倉
敷
市
史
』『
新

修
倉
敷
市
史
』
な
ど
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
（
６
）、
井
上
家
文
書
を
読

み
解
く
こ
と
で
、
さ
ら
に
そ
の
詳
細
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
本
稿

は
、
井
上
端
木
の
遺
し
た
書
状
な
ど
を
基
に
、
学
芸
に
生
き
た
端

木
の
人
物
像
に
せ
ま
り
、
あ
わ
せ
て
化
政
期
社
会
の
一
端
を
見
つ

め
る
も
の
で
あ
る
。

一　

お
い
た
ち
と
家
族

井
上
端
木
は
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）、
宮
崎
屋
井
上
家
九
世
井

上
素
堂
（
通
称
善
左
衛
門
の
ち
五
蔵
）
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
通

称
は
三
左
衛
門
・
三
郎
右
衛
門
の
ち
広
輔
（
祐
）。
広
人
と
名
乗
っ

た
時
期
も
あ
る
。
名
は
常
之
、
字あ
ざ
なは
端
木
。
慶
雲
・
慶
雲
斎
・
旭

井
上
端
木
と
学
芸

―
法
橋
に
な
っ
た
古
禄
―

大　

島　

千　

鶴
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岡
・
蘆
汀
な
ど
の
号
が
あ
る
。
井
上
家
の
祖
先
が
小
笠
原
氏
で
あ

る
と
い
う
伝
承
か
ら
小
原
姓
を
名
乗
り（
７
）、
能
楽
で
は
原
三
左
衛
門

と
名
乗
っ
た
（
８
）。

実
母
は
西
郡
村
（
現
総
社
市
西
郡
）
の
剣
持
中
左
衛
門
の
娘
く
ら

（
戒
名
・
知
水
妙
澄
信
女
）。
史
料
に
は
「
五
蔵
客
分
く
ら
」
と
あ

る（
９
）。

客
分
が
ど
う
い
う
立
場
か
は
不
明
だ
が
、
く
ら
は
端
木
を
生

ん
で
ひ
と
月
も
経
ず
亡
く
な
っ
て
お
り
、
実
際
に
端
木
を
育
て
た

の
は
素
堂
の
妻
く
が
（
雅
名
政
子
（
（1
（

）
で
あ
っ
た
。

端
木
の
幼
少
期
を
知
る
史
料
は
な
い
が
、
端
木
自
身
が
「
幼
き

頃
よ
り
く
さ
ぐ
さ
の
わ
ざ
学
び
侍
れ
ど（
（1
（

」「
我
わ
か
ゝ
り
し
時
よ

り
み
や
こ
小
沢
翁
の
な
が
れ
を
く
み
折
々
は
行
て
道
の
お
し
へ
な

と
を
聞
侍
り
（
（1
（

」
と
記
し
て
お
り
、
幼
い
頃
か
ら
様
々
な
芸
事
を
学

び
、
時
に
は
上
京
し
て
学
ん
で
い
た
よ
う
だ
。

妻
は
児
島
の
修
験
太
法
院
、細
川
宣
海
の
娘
鼎さ
だ
こ子

（
通
称
か
の
）。

鼎
子
と
の
間
に
は
子
が
な
く
、
宮
崎
屋
の
分
家
花
屋
五
世
善
左
衛

門
の
長
男
菊
太
郎
を
養
子
と
し
た
が
、
菊
太
郎
は
五
歳
で
没
し
た

た
め
菊
太
郎
の
弟
を
養
子
に
迎
え
た
。
こ
れ
が
後
の
一
一
世
三
郎

右
衛
門
惟
寧
で
あ
る
。

父
の
隠
居
に
と
も
な
い
二
八
歳
で
家
督
を
継
い
だ
端
木
は
、
宮

崎
屋
一
〇
世
と
し
て
金
融
・
地
主
経
営
・
酒
造
・
薬
種
取
扱
い
な

ど
に
携
わ
り
、そ
の
傍
ら
倉
敷
村
の
年
寄
役
も
務
め
た
。し
か
し
、

文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）、
新
禄
古
禄
騒
動
の
係
争
の
中
で
新
禄
の

註 1　�『倉敷市史』第 4冊 P780 ～ 784・第 6冊 271P、倉敷市所蔵井上家文書 2-19-A・B、
2-22-B-2、2-22-A、7-21-10-10、7-21-15 などを基に作成

　 2　�（）は年代から推測した当主名。備考欄の略歴は『日本人名大辞典』（講談社）、『朝
日日本歴史人物事典』（朝日新聞社）、『大辞泉』（小学館）、思文閣美術人名辞典、「系
図纂要」「地下家伝」「平安人物志」などを参照した

表１　端木と交流があった文化人たち
氏名 生没年 備考

青蓮院宮
（尊宝法親王）

1804～1832 青蓮院門跡。223世天台座主。伏見宮貞敬親王次男

近衛（忠熙） 1808～1898 安政4年左大臣。後に関白、内覧、氏長者となる

二条（斉信） 1788～1847 文政7年左大臣

千種有功 1797～1854 公卿・歌人。香川景樹・加茂季鷹らと交流

飛鳥井（雅光） 1783～1851 公卿・歌人。従一位大納言

穂波（経治） 1824～1842 穂波家（勧修寺家の庶流の堂上家）当主。勧修寺経則の子

東儀伊勢守（如寿） 1793～1846 雅楽を伝える家・東儀家の当主

岸駒 1756～1839 画家。加賀国金沢の生まれ。岸派の祖

松村景文 1779～1843 画家。花鳥画を得意とした。井上可堂の師匠

池坊専定（養道） 1769～1832 華道家。池坊家40代。岸駒に学び画もよくした

金春惣右衛門國義 1772～1833 太皷金春家15世。代々惣右衛門を名乗る

佐々木真足 1761～1838 金沢藩の能楽者。本居宣長に入門。小沢蘆庵・香川景樹に学ぶ

小沢蘆庵 1723～1801 歌人。澄月・慈延・伴藁蹊と共に平安和歌四天王に数えられる

小川萍流 1756～1839 歌人。小沢蘆庵に学び、同門の四天王の一人に数えられる

香川景樹 1768～1843 歌人。桂園派の祖となり全国に多くの門弟を抱えた

小川弥彦 1792～？ 歌人。小沢蘆庵の息子

小野重賢 1776～1834 歌人・国学者。小沢蘆庵の弟子

加茂季鷹 1756～1820 歌人・国学者。京都上賀茂神社の祠官

羽倉信美 1750～1828 歌人。京都伏見稲荷大社の神職。小沢蘆庵門下

前波黙軒 1745～1819 歌人。小沢蘆庵門下四天王の一人

菅沼斐雄 1786～1838 歌人。香川景樹に学ぶ。桂門十哲の一人

熊谷直好 1782～1862 歌人。香川景樹に学び木下幸文とともに桂園の双璧と称された

大村重矩樵斎 1778～1843 医師。眼科医。詩歌を好み「平安人物志」にも載る

　　　　『大辞泉』（小学館）、思文閣美術人名辞典、「系図纂要」「地下家伝」「平安人物志」などを参照した

親
王
・
公
家

文
化
人

表１　端木と交流があった文化人たち

　　　7-21-15などを基に作成

註1　『倉敷市史』第4冊P780～784・第6冊271P、倉敷市所蔵井上家文書2-19-A・B、2-22-B-2、2-22-A、7-21-10-10

　 2　（）は年代から推測した当主名。備考欄の略歴は『日本人名大辞典』（講談社）、『朝日日本歴史人物事典』（朝日新聞社）
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攻
撃
に
対
す
る
怒
り
を
抑
え
き
れ
な
か
っ
た
端
木
は
、
突
然
剃
髪

し
年
寄
役
を
退
役
、
隠
居
し
（
（1
（
た
。
端
木
が
京
都
へ
出
た
の
は
隠
居

後
間
も
な
い
時
期
と
推
測
さ
れ
る
。

二　

端
木
の
学
芸

   



１　

和
歌

近
世
、
和
歌
は
商
家
の
主
人
ら
が
好
ん
だ
芸
の
一
つ
で
あ
り
、

倉
敷
村
の
商
人
た
ち
に
も
嗜
む
者
は
多
か
っ
た
が
、
井
上
家
は
と

り
わ
け
歌
道
に
通
じ
た
家
で
あ
っ
た
。
六
世
安
兵
衛
（
永
俊
）
は

京
の
歌
人
・
歌
学
者
有
賀
長
伯
に
学
ん
で
歌
集
『
島
水
遺
吟
』
を

遺
し
て
お
り
、
九
世
素
堂
と
妻
政
子
、
端
木
と
妻
鼎
子
、
一
一
世

惟
寧
、
惟
寧
の
兄
で
花
屋
六
世
の
善
左
衛
門
可
堂
ら
、
み
な
歌
の

上
手
で
あ
っ
た
。

端
木
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
は
両
親
で
あ
る
。
父
素
堂
は

和
歌
を
京
都
の
二
條
流
地
下
派
の
梅

か
げ

月
堂
香
川
景
平ひ
ら

（
木
工
（
（1
（

）
に

学
び
、
後
に
小
沢
蘆ろ

庵
あ
あん

あ
ん（・
小
川
萍

へ
へい

へ
い
り
ゅ
う（
流
に
師
事
し
た
。
井
上
家
文
書

に
は
素
堂
が
香
川
景
平
と
交
わ
し
た
書
状
や
入
門
願
い
の
下
書
き

な
ど
が
遺
さ
れ
て
い
る（
（1
（

。
素
堂
が
和
歌
を
学
び
始
め
た
の
は
遅

か
っ
た
と
い
う
が
、
歌
ひ
ろ

名
夏
鼎さ
だ
の
名
で
多
く
の
和
歌
を
詠
み
、
歌

集
『
杜
乃
し
た
く
さ
』
歌
論
書
『
泣
岐
抄
』
な
ど
を
著
し
て
い
る
。

政
子
は
夫
と
と
も
に
小
沢
蘆
庵
に
師
事
し
、
蘆
庵
の
死
後
は
小

川
萍
流
に
学
ん
だ
。
萍
流
は
政
子
の
歌
集
『
萩
亭
集
』
の
跋
文
を

書
き
政
子
の
死
後
に
倉
敷
を
訪
れ
碑
銘
を
書
い

（
（1
（

て
い
る
。

ま
た
、
政
子
の
紀
行
文
『
他た

飛び

廼の

珥に

記き

』（
（1
（

は
文
化
四
年

（
一
八
〇
七
）
に
上
京
し
た
時
の
旅
日
記
で
、
端
木
も
同
道
し
亡

き
師
蘆
庵
の
墓
参
を
し
た
り
萍
流
と
そ
の
高
弟
た
ち
と
交
流
を
し

た
り
し
て
い
る
。
な
さ
ぬ
仲
で
も
旅
に
同
道
す
る
ほ
ど
睦
ま
じ
い

母
子
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
井
上
家
に
は
端
木
と
政
子
の
合
作
の
画

が
あ
り
、端
木
の
書
い
た
彩
色
画
に
政
子
が
和
歌
を
添
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
両
親
に
育
て
ら
れ
た
端
木
は
、
当
然
な
が
ら
和
歌
の

才
を
発
揮
し
た
。
端
木
が
京
都
か
ら
倉
敷
に
送
っ
た
書
状
の
多
く

は
一
一
世
惟
寧
宛
だ
が
、
そ
の
一
通
に
「
歌
は
素
堂
様
お
好
み
の

道
だ
が
、
私
は
そ
の
跡
を
継
げ
ず
悔
し
く
思
う
。
し
か
し
、
お
前

は
才
能
も
あ
る
。
歌
と
◎
（
金
銭
）
を
延
ば
す
こ
と
は
お
じ
い
さ

ま
の
跡
継
ぎ
に
な
り
な
さ
れ
」（
筆
者
意
訳
。
以
下
同
様
）
と
あ
る（
（2
（

。

端
木
は
父
の
才
能
を
継
げ
な
か
っ
た
と
卑
下
す
る
が
、
京
で
は

著
名
な
歌
人
と
交
流
し
、
御
所
や
堂
上
家
、
青
蓮
院
の
歌
会
に
も

参
加
し
て
い
る
。ま
た
、堂
上
家
千
種
家
に
は
家
臣
と
し
て
仕
え
、

当
主
の
和
歌
の
相
手
な
ど
を
務
め
て
い
た（
（2
（

。
当
時
の
千
種
家
当
主

は
歌
人
と
し
て
活
躍
し
た
千
あ
り
こ
と

種
有
功
で
（
（2
（

あ
る
。
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さ
ら
に
、端
木
は
和
歌
の
弟
子
も
取
っ
て
お
り
、武
士
や
商
人
・

町
人
に
指
導
し
て
い
た
。
か
つ
て
倉
敷
代
官
陣
屋
の
役
人
で
あ
っ

た
小
林
金
之
助
（
（2
（

も
弟
子
の
一
人
で
あ
る
。
小
林
は
倉
敷
代
官
大
原

信
好
（
（2
（

の
手
附
で
あ
っ
た
が
、
倉
敷
を
離
れ
た
後
も
端
木
と
交
遊
が

あ
り
、
端
木
の
書
状
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。
小
林
は
端
木
に
謝

金
を
渡
し
て
和
歌
の
添
削
を
受
け
て
い
た（
（2
（

。

全
国
に
多
く
の
弟
子
を
従
え
た
桂
園
派
の
祖
・
香
川
景か
げ
き樹

と（
（2
（

も
交
流
が
あ
っ
た
。
そ
の
景
樹
に
も
端
木
は
ひ
け
を
と
っ
て
い
な

い
。
青
蓮
院
に
参
殿
し
て
御
前
で
対
等
に
詠
じ
て
い
る（
（2
（

。

和
歌
に
関
し
て
お
も
し
ろ
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。
文
政
七
年

（
一
八
二
四
）、
江
戸
か
ら
の
帰
路
、
箱
根
の
関
で
端
木
は
な
ぜ
か

過
書
（
通
行
手
形
）
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
関
所
の
役
人
か
ら
咎
め

ら
れ
た
。困
っ
て
端
木
が
黙
っ
て
い
る
と
長
官
ら
し
き
役
人
が「
そ

な
た
は
千
種
家
に
仕
え
て
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
の
か
」
と
聞

く
の
で
「
朝
夕
御
側
近
く
に
仕
え
て
和
歌
の
お
相
手
な
ど
を
し
て

お
り
ま
す
」
と
答
え
る
と
「
な
ら
ば
こ
こ
に
一
首
書
い
て
み
よ
」

と
扇
を
差
し
出
し
た
。
端
木
が
「
治
ま
り
て
と
さ
ゝ
ぬ
御
（
（2
（
代
と
い

う
な
れ
ば
と
く
明
け
給
へ
箱
根
路
の
関
」
と
書
い
て
見
せ
る
と
、

そ
の
場
に
い
た
人
々
が「
我
も
我
も
」と
扇
を
差
し
出
し
た
の
で
、

思
い
つ
く
ま
ま
月
花
の
歌
な
ど
を
書
い
た
と
こ
ろ
、
喜
ば
れ
て
役

人
た
ち
の
言
葉
も
和
ら
ぎ
笑
顔
で
関
所
を
通
し

（
（2
（

て
く
れ
た
。

こ
の
話
は
端
木
自
身
が
書
き
留
め
て
い
る
の
で
事
実
な
の
で
あ

ろ
う
。
役
人
相
手
に
幕
府
を
持
ち
上
げ
る
和
歌
を
と
っ
さ
に
詠
む

あ
た
り
は
、
さ
す
が
に
元
陣
屋
元
の
村
役
人
と
い
う
べ
き
か
。

歌
集
に
『
鄙
塵
集
』『
塵
塚
』
が
あ
り（
（3
（

、
井
上
家
文
書
に
は
大

量
の
端
木
の
和
歌
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

２　

絵
画

端
木
が
画
を
習
い
始
め
た
の
は
い
つ
頃
か
は
分
か
ら
な
い
。
し

か
し
、
文
政
四
年
頃
上
京
し
た
端
木
の
名
が
文
政
五
年
の
『
平
安

人
物
志
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
早
く
か
ら
画
家
と
し
て
有

名
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

画
の
師
匠
は
岸
駒
。
岸
駒
は
円
山
応
挙
亡
き
後
の
京
都
画
壇
で

松
村
呉
春
（
（3
（

と
人
気
を
二
分
す
る
人
気
作
家
だ
っ
た
。
端
木
の
号
は

岸
駒
か
ら
与
え
ら
れ
て
い
る（
（3
（

。
京
で
は
画
が
主
な
生
業
で
、
公
家

や
武
士
、
井
上
家
や
商
人
、
寺
院
な
ど
の
依
頼
で
大
量
の
絵
を
制

作
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
の
書
状
か
ら
分
か
る
。

端
木
は
特
に
鶴
の
画
を
得
意
と
し
た
。井
上
家
で
は
端
木
を「
鶴

の
お
じ
い
様
」
と
呼
び
な
ら
わ
し
て
き
た
と
い
う（
（3
（

。
画
を
描
く
た

め
に
端
木
は
鶴
を
飼
っ
て
い
た
と
い
い
、
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）

に
倉
敷
村
妙
見
宮
修
繕
の
発
起
人
総
代
を
務
め
た
際
に
は
、
奉
納
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額
の
費
用
を
鶴
の
絵
を
描
い
て
勧
化
し
た（
（3
（

。　

端
木
は
鶴
の
画
の
売
り
先
を
帳
面
に
記
し
て
お
り
、
そ
れ
を
見

る
と
旦
那
寺
観
龍
寺
や
倉
敷
近
隣
村
の
庄
屋
、
倉
敷
代
官
、
小
林

金
之
助
な
ど
の
ほ
か
、
関
白
様
妹
、
東
本
願
寺
舎
弟
、
高
槻
大
名

飛
騨
守
な
ど
の
名
が
あ
る（
（3
（

。
ま
た
、
仙
洞
御
所
へ
も
納
め
ら
れ
そ

の
事
を
和
歌
に
詠
ん
だ（
（3
（

。

端
木
が
仕
え
た
千
種
有
功
の
伯
母
（
千
種
有
政
の
娘
）
は
幕
府
の

上
臈
で
（
（3
（

、
近
衛
忠
煕
の
娘
豊
子
（
（3
（

が
江
戸
の
清

な
り

水
家
徳
川
斉
彊か
つ

へ
嫁

ぐ
こ
と
に
な
っ
た
際
に
京
都
へ
下
り
、
嫁
入
支
度
の
準
備
を
整
え

て
い
る
。
そ
の
準
備
の
な
か
で
、
江
戸
へ
の
土
産
と
し
て
京
中
の

書
画
三
〇
〇
〇
枚
を
用
意
す
る
よ
う
千
種
家
が
依
頼
さ
れ
、
端
木

も
将
軍
家
へ
の
土
産
品
の
一
つ
と
し
て
二
幅
対
の
鶴
の
絵
を
描
く

よ
う
仰
せ
つ
か
っ
た
。
書
画
準
備
の
手
当
は
三
〇
〇
両
余
で
あ
っ

た
（
（3
（

。
端
木
は
書
状
で
「
月
に
一
両
あ
れ
ば
凌
が
れ
る
」
と
言
っ
て

い
る
。
御
三
卿
当
主
の
婚
儀
と
は
い
え
、
書
画
に
三
〇
〇
両
と
は

豪
気
な
話
で
、
化
政
文
化
華
や
か
な
り
し
時
代
が
し
の
ば
れ
る
。

端
木
の
書
状
は
当
時
の
京
・
大
坂
の
世
相
を
伝
え
て
く
れ
る
貴

重
な
史
料
で
も
あ
る
が
、
と
り
わ
け
岸
駒
に
関
す
る
情
報
は
記
述

も
多
く
、大
変
興
味
深
い
。
あ
る
日
の
書
状
に
は
「
先
生
（
岸
駒
）

は
御
所
の
御
用
で
も
彩
色
画
は
断
ら
れ
る
。
そ
れ
で
も
『
国
元
の

親
類
の
依
頼
な
の
で
何
と
か
描
い
て
も
ら
え
な
い
か
』
と
頼
む
と

『
そ
れ
な
ら
、
本
来
彩
色
で
描
く
べ
き
と
こ
ろ
、
こ
う
い
う
理
由

で
墨
画
で
描
い
て
も
ら
っ
た
、
と
箱
蓋
の
裏
書
に
書
く
な
ら
描
い

て
も
良
い
』
と
引
き
受
け
て
下
さ
っ
た
。
一
幅
二
両
三
歩
（
三
幅

対
は
七
両
）
の
決
ま
り
だ
が
、
私
の
取
次
な
の
で
三
歩
か
一
両
位

で
描
い
て
下
さ
る
だ
ろ
う
」
と
あ
る（
（4
（

。
岸
駒
は
画
料
が
高
い
事
で

有
名
だ
っ
た
が
、
端
木
も
そ
の
事
に
は
し
ば
し
ば
触
れ
て
い
る
。

惟
寧
か
ら
岸
駒
の
半
切
画
の
取
次
を
頼
ま
れ
た
端
木
は
「（
岸
駒

は
）
最
近
で
は
二
、三
歩
位
の
半
切
は
断
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、

弟
子
の
私
が
押
し
て
頼
ん
だ
と
こ
ろ
『
新
た
に
は
描
か
な
い
が
下

地
の
書
き
置
い
た
も
の
を
出
し
て
や
ろ
う
』
と
一
枚
も
ら
い
受
け

倉敷市所蔵林家資料 15-32
写真１　井上端木筆「鶴之図」
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た
」
と
告
げ
て
い
る（
（4
（

。
岸
駒
に
は
先
に
画
料
を
払
わ
な
い
と
描
い

て
も
ら
え
な
か
っ
た（
（4
（

。

ま
た
、
端
木
と
交
遊
が
あ
っ
た
、
国
学
者
に
し
て
金
沢
藩
の
能

役
者
佐
々
木
真ま
た
り足

の（
（4
（

語
る
岸
駒
評
も
お
も
し
ろ
い
。加
賀
出
身（
越

中
説
も
あ
る
）
の
岸
駒
は
文
化
六
年
、
金
沢
城
二
の
丸
御
殿
の
障

壁
画
を
描
い
て
い
た
。
真
足
は
そ
の
事
を
書
状
で
「
こ
の
と
こ
ろ

京
か
ら
岸
雅う
た
の樂

介す
け

‐
今
は
越
前
介
と
称
す
‐
が
来
て
城
中
張
り
付

き
で
描
い
て
い
る
。
大
層
な
行
列
で
参
上
し
て
い
る
が
、
こ
の
人

は
当
国
の
生
ま
れ
な
の
で
、
故
郷
に
錦
を
飾
る
と
い
う
意
味
合
い

な
の
で
あ
ろ
う
。
昔
当
国
で
少
女
に
絵
を
担
が
せ
売
り
歩
か
せ
た

ほ
ど
貧
し
か
っ
た
人
が
、
今
で
は
京
で
相
応
に
暮
ら
し
て
い
る
。

誠
に
人
の
貧
富
は
わ
か
ら
ぬ
も
の
だ
」
と
報
じ
た（
（4
（

。
傲
岸
な
性
格

と
画
料
に
対
す
る
貪
婪
さ
で
世
間
の
顰
蹙
を
か
っ
た
と
い
う
岸
駒

だ
が
、
真
足
の
文
章
に
も
皮
肉
が
感
じ
ら
れ
る
。
た
だ
、
端
木
自

身
が
岸
駒
を
非
難
し
た
言
葉
は
見
当
た
ら
な
い
。

端
木
は
大
量
の
画
を
描
い
た
が
、
意
外
に
も
現
在
端
木
の
作
品

は
あ
ま
り
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
最
も
多
く
描
い
た
鶴
の
絵
で
す

ら
、現
倉
敷
市
域
で
確
認
で
き
る
も
の
は
四
点
で
あ
る
。し
か
し
、

『
倉
子
城
史
談
』
の
著
者
木
山
巌
太
郎
は
人
物
・
山
水
花
鳥
の
絵

を
み
た
と
言
っ
て
お
り（
（4
（

、
市
域
の
旧
家
や
寺
院
の
蔵
に
眠
る
作
品

が
多
数
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
推
測
さ
れ
る
。

な
お
、
端
木
の
書
状
の
中

に
は
、
文
字
の
代
わ
り
に
イ

ラ
ス
ト
的
に
自
分
の
顔
を

描
い
て
い
る
も
の
が
数
点

あ
る
（
写
真
２
は
そ
の
一
つ
）。

絵
師
の
遊
び
心
が
感
じ
ら
れ
る
楽
し
い
史
料
で
あ
る
。

　
　
　

３　

能
楽

端
木
が
学
ん
だ
能
楽
は
金
春
流
（
惣
右
衛
門
流
）
で
、
ひ
と
包
の

ま
と
ま
っ
た
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る（
（4
（

。
金
春
惣
右
衛
門
流
は
能
楽

太
皷
の
流
派
で
、
金
春
禅
竹
の
伯
父
三
郎
観
阿
を
祖
と
す
る
。
明

治
維
新
前
後
の
一
九
世
に
嗣
子
な
く
、
芸
統
は
門
人
の
増
見
仙
太

郎
に
継
が
れ
、
そ
の
子
林
太
郎
が
二
一
世
惣
右
衛
門
を
襲
名
し
現

宗
家
二
四
世
に
至
る
（
（4
（

。

史
料
は
金
春
惣
右
衛
門
国
惟
・
惣
右
衛
門
国
義
・
惣
次
郎
国
秀

の
署
名
の
あ
る
書
状
一
六
通
（
う
ち
二
通
は
差
出
人
名
な
し
）
と
免
状

二
通
、
そ
の
他
能
楽
関
連
の
も
の
が
あ
る
。
書
状
は
一
五
世
国
義

の
も
の
が
多
く
、
年
始
挨
拶
状
や
免
状
の
授
与
、
扇
子
料
の
礼
状

等
々
の
や
り
取
り
の
中
で
、
金
春
家
の
出
来
事
や
端
木
と
宗
家
の

井上家文書 2-29-B-2
写真２　書状に書かれた顔
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交
流
の
様
子
が
読
み
取
れ
る
。

他
に
は
端
木
に
芸
を
伝
授
し
、
免
許
状
の
取
次
し
た
鵙も
ず
め目
長
兵

衛
、
佐
々
木
寿
六
（
真
足
）
の
書
状
や
「
金
春
流
笏
舞
伝
書
」「
五

段
舞
」「
道
成
寺
秘
伝
書
」
や
「
起
請
文
之
事
」「
誓
約
之
事
」
な

ど
の
秘
伝
書
や
入
門
申
請
書
の
雛
形
な
ど
が
あ
る
。
免
状
は
享
和

二
年
（
一
八
〇
二
）
国
惟
の
代
と
、
文
化
一
四
年
（
一
八
一
七
）
の

国
義
の
も
の
で
、
端
木
が
倉
敷
村
に
い
た
頃
か
ら
能
楽
を
学
ん
で

い
た
と
分
か
る
。
文
化
一
四
年
に
道
成
寺
の
免
許
を
受
け
、
こ
の

年
端
木
は
岡
山
藩
主
池
田
斉
政
の
能
楽
会
に
招
か
れ
て
上
演
し
、

賞
賜
を
受
け
た（
（4
（

。
岡
山
藩
池
田
家
で
は
綱
政
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

に
能
楽
に
傾
倒
す
る
藩
主
が
多
か
っ
た
が
、
金
春
国
義
の
書
状
に

「
息
子
の
惣
次
郎
が
備
前
公
に
年
頭
の
あ
い
さ
つ
に
罷
り
出
た
」

と
い
う
一
文
が
あ
り（
（4
（

、岡
山
藩
に
も
関
り
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

端
木
は
乱
舞（
能
の
一
節
を
謡
い
奏
し
て
舞
う
こ
と
）だ
け
で
な
く
、

謡
、
笛
、
太
鼓
の
演
奏
ま
で
嗜
ん
で
い
た
。
御
所
能
に
出
演
し
た

り
、
各
地
の
舞
台
に
立
っ
た
り
す
る
ほ
か
、
近
衛
家
・
二
條
家
に

招
か
れ
た
り
、
公
家
の
稽
古
の
相
手
を
務
め
た
り
も
し
て
い
る
。

前
述
の
「
千
種
家
の
伯
母
様
上
京
」
で
は
饗
応
の
上
演
が
あ
る
た

め
、
千
種
家
・
五い
つ

辻つ
じ

家
の
人
た
ち
を
相
手
に
舞
の
稽
古
を
し
て

い
る（
（5
（

。

端
木
の
日
常
を
綴
っ
た
書
状
が
あ
る（
（5
（

。「（
人
は
私
を
）
楽
隠
居

と
思
っ
て
い
る
だ
ろ
う
が
、
早
朝
か
ら
太
鼓
の
稽
古
人
が
詰
め
か

け
、
晩
に
は
笛
の
稽
古
、
歌
の
弟
子
も
あ
り
、
一
・
六
の
日
を
休

日
に
し
て
そ
の
日
は
終
日
絵
を
描
い
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
隙
間

隙
間
に
は
所
々
へ
招
か
れ
て
遊
び
に
行
き
、
誠
に
寸
暇
な
く
、
老

体
は
疲
労
し
て
い
る
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
太
鼓
や
笛
の
指
導
も

し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
自
宅
で
稽
古
し
て
い
る
所
を
見
る
と

弟
子
は
町
人
な
の
で
あ
ろ
う
。

天
保
八
年
（
一
八
三
七
）、
大
坂
の
小
林
金
之
助
を
訪
ね
た
際
に

は
、
小
林
に
大
坂
船
手
奉
行
本
多
大
膳
成
孚
の
屋
敷
へ
同
道
を
命

じ
ら
れ
、
宴
席
で
謡
や
和
歌
を
披
露
し
て
い
る（
（5
（

。
武
家
に
招
か
れ

て
演
奏
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
よ
う
だ
。

な
お
、
史
料
の
所
々
に
鳳ほ
う
鼾か
ん
と
い
う
単
語
が
見
ら
れ
る
。
鳳
鼾

と
は
手
作
り
の
笛
の
こ
と
。『
鄙
塵
集
』
の
序
文
で
端
木
は
「（
笛

の
演
奏
を
す
る
と
）
都
人
も
難
波
人
も
『
こ
れ
は
世
に
二
つ
と
な
き

調
べ
』
と
神
妙
な
面
持
ち
を
す
る
の
で
こ
の
上
な
く
楽
し
い
。
だ

か
ら
他
の
芸
で
人
に
劣
る
よ
り
、
笛
だ
け
で
老
い
を
養
う
一
柱
に

し
、
何
や
か
や
と
惑
う
ま
い
」
と
言
っ
て
お
り
、
笛
の
演
奏
に
は

か
な
り
の
自
信
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
現
在
、
井
上
家
に
は
端
木
の

も
の
と
目
さ
れ
る
二
管
の
笛
が
、
錦
の
袋
と
と
も
に
伝
え
ら
れ
て
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い
る
。

　
　
　

４　

蹴
鞠

蹴
鞠
は
公
家
の
間
で
行
わ
れ
て
い
た
遊
戯
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る

が
、
一
七
世
紀
に
な
り
公
家
や
大
名
た
ち
の
占
有
状
態
か
ら
富
裕

な
町
人
層
に
ま
で
拡
大
し
「
外
郎
鞠
」
と
し
て
大
衆
ス
ポ
ー
ツ
化

が
進
ん
だ
と
さ
れ
る（
（5
（

。
そ
し
て
、
組
織
的
に
は
茶
花
な
ど
の
典
型

的
な
芸
能
と
同
じ
よ
う
な
家
元
制
度
が
存
在
し
て
い
た（
（5
（

。
つ
ま
り

端
木
の
よ
う
な
地
方
の
商
人
で
も
、
蹴
鞠
を
学
ぶ
こ
と
は
可
能
で

あ
っ
た
。

蹴
鞠
関
連
の
史
料
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
。
惟
寧
宛
の
書
状
に

「
千
種
様
鞠
初
め
の
相
手
に
出
る
よ
う
に
仰
せ
つ
け
ら
れ
た
。
殿

は
じ
め
他
の
お
公
家
衆
は
皆
お
下
手
な
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
恥
ず
か

し
い
事
も
な
い
」
と
あ
る
の
で（
（5
（

、
時
に
は
公
家
衆
の
相
手
を
し
て

い
た
の
だ
ろ
う
が
、
こ
の
言
葉
か
ら
す
る
と
端
木
も
多
少
嗜
む
程

度
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
ほ
か
「
鞠
道
心
得
要
用
七
ヶ
條
」
と
い
う
史
料
（
冊
子
）

が
あ
る（
（5
（

。
七
箇
条
の
蹴
鞠
の
心
得
が
記
さ
れ
て
い
て
、
中
に
鞠
懸

の
図
面
や
装
束
色
目
の
階
梯
の
書
付
、
鞠
挟
の
図
な
ど
が
挟
み
こ

ま
れ
、
末
尾
に
「
文
化
十
二
亥
年
五
月
岡
山
天
野
委
然
書
を
写
置

也
」
と
あ
る
。
天
野
委
然
は
通
称
茶
屋
弥
三
右
衛
門
。
百
花
の
号

で
俳
句
を
詠
ん
で
い
る
が（
（5
（

蹴
鞠
も
嗜
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
端
木

と
の
関
り
は
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。

三　

法
橋
叙
任
を
め
ぐ
っ
て

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
端
木
の
京
で
の
活
躍
は
ま
さ
に

八
面
六
臂
と
い
え
よ
う
。
諸
芸
に
通
じ
た
端
木
は
公
家
や
武
家
か

ら
頻
繁
に
招
か
れ
た
。
書
状
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
青
蓮
院
は
京

都
市
東
山
区
粟
田
口
に
あ
る
天
台
宗
の
寺
院
で
、
法
親
王
・
入
道

親
王
が
住
持
と
な
る
宮
門
跡
の
一
つ
で
あ
り
、
多
く
の
天
台
座
主

を
輩
出
し
た
。
端
木
が
対
面
し
た
青
蓮
院
宮
（
粟
田
宮
）
は
、
第

二
二
三
世
天
台
座
主
と
な
っ
た
尊
宝
法
親
王
（
（5
（

で
あ
る
。

端
木
は
青
蓮
院
へ
の
参
殿
を
非
常
に
名
誉
に
感
じ
た
で
あ
ろ

う
。
門
跡
に
対
面
し
た
時
の
様
子
を
具
に
伝
え
て
い
る
。「
囃
子

を
三
番
奏
し
た
後
、
奥
の
居
間
の
様
な
部
屋
に
通
さ
れ
、（
宮
様
か

ら
）
常
服
で
隔
意
な
く
話
し
か
け
ら
れ
た
。
芸
事
を
賞
美
さ
れ
、

大
和
錦
菊
の
織
紋
の
紙
入
を
手
づ
か
ら
渡
さ
れ
拝
領
し
た
。
こ
れ

は
正
月
の
年
玉
に
禁
裏
か
ら
到
来
し
た
品
で
あ
る
。
そ
し
て
『
こ

れ
か
ら
は
度
々
参
殿
し
て
歌
の
話
を
し
て
ほ
し
い
。
鶴
の
席
画
も

見
た
い
。
乱
筆
（
散
ら
し
書
き
）
の
相
手
も
頼
む
』
と
仰
せ
つ
け
ら

れ
た（
（5
（

」。
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宮
崎
屋
が
ど
ん
な
に
富
裕
で
あ
っ
て
も
端
木
の
身
分
は
倉
敷
村

の
商
人
で
あ
り（
（6
（

、
京
で
は
一
介
の
絵
師
（
町
人
）
で
し
か
な
い
。

だ
が
、
そ
の
一
町
人
が
青
蓮
院
門
跡
の
居
間
へ
招
か
れ
、
手
づ
か

ら
褒
賞
品
を
下
賜
さ
れ
た
。

江
戸
時
代
、
門
跡
寺
院
に
一
般
の
人
々
が
立
ち
入
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
が
、
実
際
に
は
門
跡
の
家
来
ら
の
取
次
で
様
々
な
身

分
の
者
が
立
ち
入
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
武
士
や
医
師
、
端
木
の
よ

う
な
絵
師
、
芸
能
者
な
ど
で（
（6
（

、
中
に
は
京
・
大
坂
の
商
人
も
お
り
、

青
蓮
院
名
目
金
を
預
り
貸
し
付
け
を
引
き
受
け
る
人
々
も
あ
っ

た
（
（6
（

。
門
跡
寺
院
に
出
入
り
す
る
人
々
は
、
そ
こ
に
立
ち
入
る
こ
と

で
社
会
的
経
済
的
利
権
を
手
に
し
、
門
跡
は
収
入
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
あ
る
。
青
蓮
院
の
坊
官
た
ち
も
端
木
の
太
皷
の
弟
子

で
あ
り
、
青
蓮
院
に
上
が
る
よ
う
に
な
っ
た
契
機
も
そ
の
あ
た
り

に
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

文
政
一
〇
年
（
一
八
二
七
）、
端
木
は
青
蓮
院
宮
か
ら
法
橋
に
叙

せ
ら
れ
た
。
補
任
状
を
受
け
た
日
の
様
子
を
次
の
様
に
惟
寧
に
伝

え
て
い
る
。「
八
月
朔
日
に
参
殿
し
料
理
を
頂
戴
。
そ
の
席
で
坊

官
隠
岐
大
輔
か
ら
補
任
の
朱
印
状
を
頂
戴
し
た
。
こ
れ
は
俗
官
に

当
て
は
め
る
と
上
六
位
と
の
事
で
あ
る
。
法
橋
と
画
や
懐
紙
に
認

め
て
も
良
い
し
、
帯
刀
や
白
無
垢
・
熨
斗
目
も
許
さ
れ
る
。
至
っ

て
聊
か
の
冥
加
金
で
済
ん
だ
の
は
天
の
賜
物
で
あ
る
。
法
橋
衣
に

二
両
程
か
か
っ
た
が
、
死
ぬ
ま
で
こ
の
姿
で
暮
ら
そ
う
と
思
う
。

墓
に
も
『
法
橋
端
木
之
墓
』
と
認
め
る
の
が
良
い
だ
ろ
う
。
大
き

さ
は
永
守
様
（
八
世
安
兵
衛
）
位
の
が
よ
い
。
い
ず
れ
も
家
に
勤
功

が
な
い
身
分
だ
か
ら
。
粗
末
な
石
細
工
で
安
く
作
る
よ
う
取
り
計

ら
っ
て
ほ
し
い（
（6
（

」。

岸
駒
と
違
い
、
書
状
か
ら
読
み
取
れ
る
端
木
の
性
格
に
我
の
強

さ
や
出
世
欲
は
感
じ
ら
れ
な
い
が
、
そ
れ
で
も
法
橋
叙
任
は
大
変

名
誉
な
こ
と
で
あ
り
、
嬉
し
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
叙
任
に
当
り
詠

ん
だ
和
歌
二
首
も
遺
っ
て
い
る（
（6
（

。

身
に
お
は
ぬ
も
の
な
り
な
が
ら
嬉
し
さ
も

    



 

か
さ
ね
て
そ
着
る
天
乃
羽
衣

い
か
に
せ
む
御
法
の
橋
は
え
た
れ
と
も

    



 

わ
た
り
て
行
む
道
し
ら
ぬ
身
そ

「
聊
か
の
冥
加
金
」
が
い
く
ら
か
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ

う
し
た
僧
位
叙
任
の
冥
加
金
も
門
跡
の
収
入
に
な
っ
た
。
端
木
は

前
記
書
状
に
「
法
橋
」
と
署
名
し
て
い
る
が
、
法
橋
と
記
さ
れ
た

書
状
は
そ
う
多
く
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
叙
任
後
間
も
な
く
法
橋
を

名
乗
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
た
か
ら
だ
。

法
橋
位
を
失
っ
た
経
緯
が
分
か
る
史
料
が
な
く
、
詳
細
は
分
か
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ら
な
い
。
た
だ
、
叙
任
の
翌
年
の
も
の
と
思
わ
れ
る
書
状
（
（6
（

に
「
法

橋
一
件
お
叱
り
が
済
ん
で
倉
敷
村
を
出
立
」
と
あ
り
、
端
木
は
倉

敷
代
官
所
か
ら
勝
手
な
行
動
を
咎
め
ら
れ
て
呼
び
出
し
を
受
け
た

よ
う
で
あ
る
。『
倉
子
城
史
談
』
に
は
「
倉
敷
代
官
所
は
そ
の
待

遇
に
困
惑
し
た
ら
し
い
」
と
あ
る
が（
（6
（

、
前
例
の
な
い
事
な
の
で
取

扱
い
に
困
っ
た
の
だ
ろ
う
。

門
跡
に
よ
る
僧
位
の
叙
任
は
永
宣
旨
に
よ
っ
て
権
大
僧
都
・
法

印
ま
で
勅
許
を
得
ず
補
任
す
る
権
限
を
有
し
て
い
た
が（
（6
（

、
実
際
に

は
そ
う
簡
単
に
は
い
か
な
い
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
端
木
叙
任

の
史
料
は
、
前
述
の
朱
印
状
を
受
け
た
こ
と
を
伝
え
る
書
状
し
か

な
い
の
で
断
定
は
で
き
な
い
が
、
申
請
や
報
告
な
ど
の
手
続
き
を

踏
ん
だ
様
子
は
確
認
で
き
な
い
。

代
官
所
の
お
叱
り
後
上
京
し
た
端
木
は
青
蓮
院
へ
出
向
き
、
隠

岐
大
夫
、伊
丹
、大
賀
（
（6
（

ら
家
臣
に
「
断
り
」
を
入
れ
た
。
し
か
し
、

折
悪
し
く
青
蓮
院
宮
の
母
君
が
逝
去
し
、
取
り
込
み
中
だ
っ
た
の

で
相
談
は
延
引
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
端
木
は
か
ね
て
懇
意
の
小
林

金
之
助
を
頼
っ
た
。
こ
の
件
に
関
す
る
小
林
の
書
状
が
あ
り（
（6
（

、
そ

れ
に
よ
っ
て
お
お
よ
そ
の
流
れ
が
分
か
る
。

小
林
は
評
定
所
留
役
御
勘
定
青
山
九
八
郎
と
懇
意
な
知
人
に
頼

ん
で
問
い
合
わ
せ
て
も
ら
っ
た
。
青
山
の
回
答
は
「
文
政
一
〇
年

に
（
倉
敷
）
代
官
か
ら
伺
書
が
提
出
さ
れ
た
の
で
種
々
内
評
し
た

が
、
こ
の
件
は
容
易
に
済
む
事
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
堂
上
様
方

が
免
許
し
た
い
事
は
す
べ
て
、
そ
の
趣
を
禁き
ん
り
づ
き
裏
付
役
人
に
申
し
立

て
て
取
り
計
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
を
せ
ず
に
免
許
す
る

こ
と
は
許
さ
れ
な
い
か
ら
だ
。
先
年
、
別
件
で
医
師
身
分
の
者
を

同
様
に
免
許
し
て
し
ま
っ
た
例
は
極
め
て
悪
例
で
、
評
定
所
一
座

の
衆
か
ら
禁
裏
付
へ
懸
け
合
い
、
御
改
革
に
な
る
か
も
し
れ
ぬ
と

い
う
事
が
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
の
は
と
て
も

困
難
で
、
仮
に
解
決
で
き
る
と
し
て
も
、
す
ぐ
の
事
に
は
な
ら
な

い
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
小
林
の
知
人
は
「
頼
み
方
次
第
で
な
ん
と
か
な
ら
な
い

か
」
と
手
厚
く
相
談
し
た
が
「
内
評
が
済
む
前
に
伺
書
が
提
出
さ

れ
て
い
れ
ば
ど
う
に
か
取
り
計
ら
え
た
が
、
最
早
内
実
は
前
述
の

通
り
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
今
と
な
っ
て
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い

で
あ
ろ
う
」
と
の
言
葉
で
あ
っ
た
。

青
山
の
話
か
ら
、
門
跡
に
補
任
の
権
限
が
あ
っ
て
も
禁
裏
付
役

人
や
国
元
の
代
官
へ
の
申
し
立
て
が
必
要
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。「
江
戸
時
代
の
門
跡
の
権
威
は
そ
の
根
幹
を
幕
府
の
存
在
に

依
拠
す
る
無
力
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
門
跡
の
権
威
・
威
光
に
す

が
ら
ん
と
出
入
り
す
る
人
々
が
各
地
に
存
在
す
る
こ
と
に
よ
り
、
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実
態
有
る
権
威
と
し
て
の
門
跡
を
社
会
に
出
現
さ
せ
る
こ
と
と

な
っ
た
」
と
さ
れ
る
が（
（7
（

、
端
木
の
事
例
を
み
れ
ば
「
禁
裏
付
へ
の

申
し
立
て
を
経
ず
し
て
免
許
」
は
あ
り
え
ず
、下
手
を
す
る
と
「
御

改
革
」
に
な
る
か
も
し
れ
ぬ
と
い
う
評
定
に
は
、
そ
の
権
威
を
な

お
抑
え
よ
う
と
す
る
幕
府
の
意
向
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

青
蓮
院
の
家
臣
へ
の
相
談
が
延
引
し
た
際
端
木
は
「
た
と
え
今

相
談
で
き
た
と
し
て
も
、
御
支
配
代
わ
り
の
上
で
な
け
れ
ば
、
ま

た
邪
魔
が
入
る
だ
ろ
う
か
ら
急
が
な
い
」
と
言
っ
て
い
る
。
新
し

い
代
官
が
赴
任
し
な
け
れ
ば
話
は
進
ま
な
い
と
判
断
し
た
の
だ
。

青
山
の
話
に
よ
る
と
、
文
政
一
〇
年
に
倉
敷
代
官
か
ら
伺
書
が
出

さ
れ
て
い
る
が
、
実
は
こ
の
時
の
代
官
大
草
太
郎
右
馬
政
郷
（
（7
（

は
文

政
九
年
五
月
に
死
去
し
て
お
り
、
そ
の
死
は
同
一
一
年
七
月
ま
で

伏
せ
ら
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、
村
人
た
ち
は
代
官
の
死
を
知
っ
て

お
り
、
端
木
も
倉
敷
か
ら
の
書
状
で
情
報
を
得
て
い
た（
（7
（

。
死
去
し

た
代
官
の
代
わ
り
に
伺
書
を
提
出
し
た
の
は
、
政
郷
の
嫡
子
で
代

官
見
習
の
大
草
太
郎
左
衛
門
政
修
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て

も
代
官
の
死
を
秘
し
て
い
る
て
ま
え
、
代
官
所
に
と
っ
て
は
前
例

の
な
い
叙
任
で
「
御
改
革
」
に
な
る
よ
う
な
問
題
を
起
こ
さ
れ
て

は
た
ま
ら
な
い
。
そ
う
で
な
く
て
も
当
時
倉
敷
村
は
新
禄
古
禄
騒

動
で
騒
擾
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
こ
の
世
に
存
在
し
な
い
代
官
の
伺
書
に
よ
っ
て
法
橋
位

を
失
う
事
に
な
っ
た
端
木
に
と
っ
て
は
納
得
の
い
か
な
い
話
で
、

新
代
官
が
着
任
し
た
ら
各
方
面
に
働
き
か
け
て
法
橋
位
を
取
り
戻

そ
う
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
大
草
代
官
死
去
の
し
ら
せ
を
聞
い

て
「
お
い
た
わ
し
い
」
と
漏
ら
し
た
直
後
、
真
実
を
知
っ
た
端
木

は
「
御
代
官
様
の
儀
も
大
ウ
ソ
の
由
。
さ
て
さ
て
世
の
中
の
事
は

頼
ま
れ
ぬ（
（7
（

」と
言
っ
て
い
る
。推
測
の
域
を
で
な
い
が
、「
大
ウ
ソ
」

と
は
病
死
と
聞
か
さ
れ
て
い
た
大
草
の
死
因
が
実
は
自
死
だ
っ
た

こ
と
を
さ
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
役
所

な
ど
信
用
で
き
な
い
か
ら
、
代
官
の
交
代
を
待
つ
し
か
な
か
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。

だ
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
復
位
は
な
ら
な
か
っ
た
。
後
年
の
書
状

に
「
私
も
国
を
発
つ
時
は
ぜ
ひ
法
橋
の
位
を
取
返
し
、
家
格
を
も

と
思
っ
た
が
、
た
と
え
そ
れ
が
叶
っ
た
と
こ
ろ
で
百
姓
の
身
上
を

誰
が
知
ろ
う
か
。
い
ら
ぬ
付
け
焼
刃
を
し
て
若
輩
者
と
笑
わ
れ
る

に
決
ま
っ
て
い
る
」
と
諦
め
（
（7
（

、
法
橋
と
署
名
し
た
書
状
も
見
ら
れ

な
く
な
る
。
ま
た
、
井
上
家
墓
所
に
あ
る
墓
石
の
文
字
は
、
端
木

が
望
ん
だ
「
法
橋
端
木
」
で
は
な
く
「
慶
雲
處
士
端
木
」
で
あ
る
。

こ
れ
は
並
書
さ
れ
た
妻
鼎
子
の
「
淡
月
素
影
鼎
子
」
の
戒
名
と
と

も
に
端
木
生
前
の
自
書
で
あ
る
。
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四　

端
木
関
係
史
料
に
見
る
世
相
と
出
来
事

端
木
の
生
き
た
時
代
の
化
政
文
化
の
大
き
な
特
徴
は
「
文
化
の

大
衆
化
・
広
域
化
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
一
八
世
紀
に
主
と
し
て

イ
ン
テ
リ
武
士
や
上
層
町
民
の
交
遊
の
中
で
営
ま
れ
て
い
た
文
化

創
造
活
動
は
、
一
九
世
紀
に
入
る
と
文
化
の
享
受
者
の
み
な
ら
ず

創
造
者
も
庶
民
層
一
般
に
ま
で
広
ま
っ
て
く
る
。
さ
ら
に
は
中

央
、
地
方
の
都
市
の
格
差
が
な
く
な
っ
て
、
在
郷
町
・
農
村
に
ま

で
多
彩
な
文
化
が
発
達
し
、
地
方
と
中
央
の
文
化
交
流
が
顕
著
に

な
る
。
そ
う
し
た
変
化
を
助
長
し
た
の
は
諸
芸
の
家
元
制
度
や
、

出
版
文
化
の
発
達
な
ど
メ
デ
ィ
ア
の
多
様
化
、
巡
礼
や
物
見
遊
山

と
い
っ
た
行
動
文
化
の
拡
大
な
ど
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い（
（7
（

。

『
鄙
塵
集
』
の
序
文
冒
頭
で
端
木
は
「
四
海
太
平
の
世
に
あ
っ

て
、
上
は
雲
上
人
か
ら
鄙
の
果
て
ま
で
も
、
和
歌
、
漢
詩
、
絲
竹

（
和
楽
器
の
総
称
）
の
調
べ
、
今
様
な
ど
、
個
々
人
の
才
能
に
任
せ

楽
し
ん
で
い
る
こ
と
が
う
ら
や
ま
し
く
、
幼
い
頃
か
ら
様
々
な
芸

を
学
ん
だ
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
言
葉
は
ま
さ
し
く
化
政
文
化

を
表
し
た
も
の
で
あ
り
、
端
木
の
遺
し
た
多
く
の
史
料
か
ら
は
化

政
文
化
爛
熟
期
の
息
吹
が
感
じ
ら
れ
る
。
端
木
自
身
が
地
方
の
村

の
商
人
で
あ
り
な
が
ら
、
多
く
の
芸
を
学
び
、
や
が
て
は
自
ら
が

指
導
を
す
る
。
そ
の
弟
子
は
門
跡
・
公
家
で
あ
り
、
武
士
で
あ
り

町
人
で
あ
る
。
そ
こ
に
身
分
の
上
下
は
な
い
。
男
性
だ
け
で
な
く

女
性
の
弟
子
も
い
た
。
端
木
の
和
歌
の
弟
子
に
京
都
中
立
売
の
諏

訪
と
い
う
夫
婦
が
い
た
。
夫
婦
は
毎
月
六
の
日
に
主
人
の
「
手
か

け
」
と
三
人
で
和
歌
を
習
い
に
端
木
の
家
を
訪
れ
た
。「
手
か
け

は
元
祇
園
の
芸
子
だ
が
三
人
の
う
ち
で
一
番
才
が
あ
る
」
と
端
木

は
妻
鼎
子
に
手
紙
で
告
げ
て
い
る（
（7
（

。

端
木
の
書
状
か
ら
は
行
動
文
化
の
隆
盛
も
読
み
取
れ
、
近
世
の

の
娯
楽
が
次
々
と
登
場
す
る
。
江
戸
の
浅
草
詣
で
、
天
龍
寺
・
住

吉
詣
で
や
相
撲
・
歌
舞
伎
見
物
と
い
っ
た
端
木
自
身
の
遊
山
だ
け

で
な
く
、
倉
敷
村
の
者
が
上
京
し
嵯
峨
へ
行
っ
た
り
、
花
見
に
出

か
け
た
り
し
て
い
る（
（7
（

。

文
化
の
み
な
ら
ず
、
書
状
に
記
さ
れ
た
世
相
や
様
々
な
出
来
事

は
、
当
時
の
社
会
を
知
る
上
で
の
貴
重
な
情
報
源
で
あ
る
。
い

く
つ
か
の
例
を
あ
げ
る
な
ら
、
文
政
一
三
年
（
一
八
三
〇
）
の
京

都
大
地
震
と
洪
水（
（7
（

、
天
保
の
飢
饉
・
疫
病
の
流
行（
（7
（

。
天
保
八
年

（
一
八
三
七
）
の
大
塩
平
八
郎
の
乱（
（8
（

、
天
保
一
〇
年
の
豊
熟
都
大

踊
（
（8
（

。
こ
れ
ら
は
端
木
自
身
が
見
聞
き
し
、
そ
の
感
想
を
綴
る
貴
重

な
史
料
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
折
々
に
書
き
綴
ら
れ
た
新
禄
古
禄
騒
動
に
関
す
る
記
述
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も
見
逃
せ
な
い
。
騒
動
に
つ
い
て
の
記
述
は
断
片
的
で
、
意
図
的

に
か
具
体
的
な
固
有
名
詞
が
省
略
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
た
め

判
断
が
難
し
い
が
、
興
味
深
い
記
述
が
い
く
つ
も
あ
る
。

多
く
の
古
禄
が
騒
動
を
機
に
衰
退
し
て
い
く
な
か
、
井
上
家
が

衰
退
し
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
、
歴
代
当
主
が
村
政
や
蓄
財
に
対

し
て
恬
淡
・
消
極
的
だ
っ
た
の
で
、村
人
た
ち
の
恨
み
を
か
わ
な
っ

た
、
と
い
う
話
が
あ
る（
（8
（

。
新
禄
と
も
波
風
立
て
ず
に
付
き
合
っ
て

き
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
植
田
家
・
大
橋
家
な
ど
、
ご
く
一

部
の
新
禄
と
は
そ
う
だ
と
し
て
も（
（8
（

、
そ
の
他
の
敵
対
す
る
新
禄
た

ち
に
対
す
る
端
木
の
憤
怒
の
言
葉
は
激
し
い
。「
倉
敷
に
い
れ
ば

日
々
地
獄
を
見
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
む
し
ゃ
く
し
ゃ
す
る
だ

け
（
（8
（

」で
京
都
は
極
楽
だ
と
い
う
。文
政
一
三
年
の
大
地
震
の
直
後
、

惟
寧
は
端
木
に
帰
国
を
促
し
た
よ
う
だ
が
、
そ
れ
に
対
し
て
端
木

は「
国
元
が
嫌
で
上
京
し
た
の
に
、そ
の
国
へ
帰
れ
と
い
う
の
か
」

と
不
快
感
を
示
し
、
さ
ら
に
は
「
早
く
落
命
し
て
国
の
悪
人
め
ら

の
面
を
見
ぬ
よ
う
に
、と
朝
暮
神
仏
に
祈
っ
て
い
る
」と
さ
え
言
っ

て
い
る
が（
（8
（

、具
体
的
な
「
国
の
悪
人
」
の
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

一
方
で
水
沢
家
・
岡
家
・
藤
井
家
な
ど
の
古
禄
と
は
懇
意
だ
が
「
と

か
く
先
達
の
者
は
上
下
の
請
け
が
宜
し
く
な
い
。
こ
れ
に
一
味
す

る
は
是
非
も
な
し
」「
長
追
い
せ
ず
引
き
時
を
見
極
め
よ
」
と
惟

寧
に
促
し
て
い
る（
（8
（

。「
上
下
の
請
け
が
良
く
な
い
先
達
」
は
ど
の

家
で
あ
ろ
う
か
。
九
〇
年
に
も
及
ん
だ
倉
敷
村
独
特
の
村
方
騒
動

に
は
、
な
お
複
雑
な
背
景
が
ひ
そ
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ

れ
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
調
査
を
進
め
て
い
き
た
い
。

五　

端
木
の
人
と
な
り

端
木
は
自
身
の
性
格
を
「
短
気
で
癇
癪
持
ち
」
と
言
っ
て
い

る
（
（8
（

。
か
っ
と
な
り
や
す
い
質
だ
っ
た
よ
う
だ
が
、
反
面
小
心
で
も

あ
る
。「
自
分
は
生
ま
れ
つ
き
気
が
小
さ
い
の
で
、
何
か
と
気
が

か
り
な
事
が
多
く
、
同
職
と
の
付
き
合
い
も
当
り
障
り
が
あ
り
、

肝
に
障
る
こ
と
が
数
知
れ
な
い（
（8
（

」
と
、
小
心
で
周
囲
に
気
を
遣
い

過
ぎ
て
気
疲
れ
す
る
と
こ
ぼ
し
て
い
る
。
さ
ら
に
続
け
て
、
数
あ

る
舞
台
を
踏
む
中
に
は
「
不
出
来
な
る
も
の
」
も
あ
り
、
そ
れ
が

「
甚
だ
心
地
不
快
」
と
、
不
出
来
な
芸
を
披
露
す
る
位
な
ら
や
め

た
い
と
い
う
プ
ラ
イ
ド
と
完
璧
主
義
を
の
ぞ
か
せ
る
。
こ
の
よ
う

な
芸
術
家
ら
し
く
繊
細
な
神
経
の
端
木
に
と
っ
て
法
橋
の
一
件
は

相
当
に
辛
い
出
来
事
で
「
近
来
の
大
心
配
で
気
鬱
病
の
治
療
に
京

薬
を
服
用
」
し
た（
（8
（

。

こ
ん
な
性
格
の
ゆ
え
、
商
売
な
ど
に
は
不
向
き
で
金
の
話
な
ど

し
た
く
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
か
つ
て
の
上
納
金
の
下
げ
渡
し
を
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願
っ
て
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
に
出
府
し
た
際
も
「
か
よ
う
な

世
事
は
か
ね
て
大
嫌
い
。
乞
食
に
な
っ
て
も
安
心
に
暮
ら
し
た

い
」
と
漏
ら
し
た（
（9
（

。
倉
敷
村
の
豪
商
の
言
葉
と
も
思
え
な
い
が
、

地
獄
の
よ
う
な
倉
敷
か
ら
の
が
れ
、
華
や
か
な
都
で
好
き
な
芸
事

に
生
き
る
端
木
は
京
の
極
楽
を
楽
し
ん
だ
。

し
か
し
、
そ
の
極
楽
で
も
天
災
や
飢
饉
、
疫
病
の
流
行
は
避
け

ら
れ
な
い
。
文
政
一
三
年
七
月
の
大
地
震
で
は
多
く
の
死
傷
者
を

出
し
、
地
震
後
の
大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
で
清
水
寺
の
回
廊
は
町

中
ま
で
押
し
流
さ
れ
た（
（9
（

。
幸
い
端
木
の
居
宅
が
被
害
に
遭
う
こ
と

は
な
か
っ
た
が
、
う
ち
続
く
余
震
に
不
安
を
お
ぼ
え
て
い
る
。
天

保
の
飢
饉
で
は
京
中
の
乞
食
様
の
者
が
三
五
〇
〇
人
ほ
ど
も
亡
く

な
り
、
南
無
地
蔵
（
東
山
の
無
縁
墓
地
）
に
捨
て
ら
れ
て
近
隣
の
寺

が
弔
っ
た
の
に
目
を
驚
か
さ
れ
「
目
も
あ
て
ら
れ
ぬ
下
獄
の
有

様
」
と
つ
ぶ
や
く（
（9
（

。
飢
饉
の
影
響
で
端
木
も
経
済
的
に
苦
し
い
時

期
が
あ
り
、
晩
年
は
齢
な
り
に
病
に
も
か
か
っ
た
。

還
暦
を
過
ぎ
る
と
書
状
に
「
死
に
た
い
」
の
文
字
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
。
地
震
に
遭
っ
た
際
に
も
「
例
の
生
き
上
手
で
ま
た

命
を
拾
っ
て
し
ま
っ
た
」な
ど
と
綴
っ
て
い
る（
（9
（

。
端
木
の
記
す「
死

に
た
い
」
は
、
歌
詠
み
法
師
の
厭
世
観
・
無
常
観
か
ら
く
る
常
套

句
か
も
し
れ
な
い
が
、
真
実
の
死
を
目
前
に
し
た
端
木
は
、
あ
ん

な
に
も
嫌
っ
た
は
ず
の
帰
国
を
望
ん
だ
。

天
保
一
一
年
六
月
末
か
ら
体
調
不
良
と
な
っ
た
端
木
は
盆
前
か

ら
重
症
と
な
っ
た
め
、
惟
寧
は
供
を
つ
れ
て
上
京
し
た
。
少
々
回

復
し
た
頃
端
木
が
帰
国
を
望
ん
だ
が
、
大
病
中
な
の
で
惟
寧
が
医

師
に
相
談
す
る
と
「
強
い
て
止
め
れ
ば
お
気
障
り
だ
ろ
う
」
と
言

わ
れ
、
不
本
意
な
が
ら
船
で
倉
敷
へ
向
か
う
こ
と
に
し
た
。
舟
で

川
を
下
り
伏
見
で
乗
り
換
え
た
が
、
枚
方
を
二
里
ほ
ど
下
っ
た
あ

た
り
で
急
変
。
薬
が
効
か
ず
次
第
に
悪
化
し
、
暮
れ
過
ぎ
に
玉
水

町
（
現
大
阪
市
西
区
）
の
天
満
屋
喜
右
衛
門
宅
へ
移
り
、
医
師
楢
林

栄
作
が
治
療
を
し
た
が
、
効
な
く
夜
四
つ
時
に
命
終
を
迎
え
た
。

惟
寧
は
「
船
に
お
乗
せ
た
の
が
悪
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
悔

や
ん
だ（
（9
（

。

端
木
の
辞
世
の
句
が
あ
る（
（9
（

。

  


年
頃
の
思
を
遂
る
時
至
り
て

秋
風
に
さ
そ
は
れ
出
て
西
へ
ゆ
く

      






清
き
心
を
い
つ
に
く
ら
へ
ん

出
家
後
の
端
木
は
千
種
家
を
辞
し
、
能
楽
の
世
界
か
ら
も
離
れ

よ
う
と
し
て
い
た
。
法
橋
の
位
は
取
り
戻
せ
な
か
っ
た
が
、
も
は

や
そ
れ
す
ら
も
不
要
な
も
の
に
な
っ
て
い
た
。
好
き
な
芸
事
に
生

き
ぬ
き
、
思
い
残
す
こ
と
な
く
現
世
を
去
る
端
木
の
心
は
、
故
郷
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へ
と
誘
う
秋
風
の
よ
う
に
清
く
澄
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

井
上
家
文
書
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
語
ら
れ
て
き
た
以
上
に
端

木
が
諸
芸
に
通
じ
、
ま
た
、
そ
の
活
躍
の
幅
の
広
か
っ
た
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
。
端
木
の
こ
う
し
た
万
能
な
働
き
を
可
能
に
し
た
の

は
、
当
時
の
社
会
と
天
賦
の
才
、
そ
し
て
富
裕
な
宮
崎
屋
の
財
力

が
あ
っ
て
こ
そ
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

岸
駒
と
人
気
を
二
分
し
た
松
村
呉
春
は
京
の
裕
福
な
商
家
の
生

ま
れ
で
、
絵
画
の
み
な
ら
ず
俳
諧
、
書
、
篆
刻
、
横
笛
、
蹴
鞠
に

も
堪
能
で
あ
っ
た
と
い
う
。
端
木
と
よ
く
似
て
い
る
が
、
京
に
生

ま
れ
た
呉
春
の
方
が
よ
り
諸
芸
を
学
び
や
す
い
環
境
に
あ
っ
た
と

言
え
る
。
地
方
に
生
ま
れ
、
そ
の
生
涯
で
多
彩
な
才
能
を
開
花
し

た
井
上
端
木
は
や
は
り
、
当
地
き
っ
て
の
優
れ
た
文
化
人
と
言
え

る
だ
ろ
う
。

 

註
（
1
）
井
上
家
に
つ
い
て
は
本
誌
二
頁
山
本
氏
論
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
2
）
倉
敷
村
に
お
け
る
村
方
騒
動
。
江
戸
時
代
の
は
じ
め
か
ら
倉
敷
村
の
運

営
を
担
っ
て
き
た
旧
家
（
古
禄
）
と
新
し
く
力
を
も
っ
て
き
た
新
興
商
人�

（
新
禄
）
の
約
九
〇
年
に
わ
た
る
争
い
。

（
3
）
岸
駒
（
一
七
五
六
～
一
八
三
九
）
加
賀
国
金
沢
生
ま
れ
の
画
家
。
岸
派�

を
形
成
し
て
多
く
の
門
人
を
育
て
る
。
円
山
応
挙
亡
き
後
の
京
都
画
壇
で�

松
村
呉
春
と
人
気
を
二
分
し
た
が
自
己
顕
示
欲
の
強
さ
は
人
々
の
顰
蹙
を�

か
い
画
料
の
高
い
事
で
も
有
名
だ
っ
た
。
有
栖
川
家
・
宮
廷
に
も
仕
え
越�

前
守
に
上
る
（『
朝
日
日
本
歴
史
人
物
事
典
』
朝
日
新
聞
社　

一
九
九
四
）。

（
4
）
弄
翰
子
編
輯
『
平
安
人
物
志
』（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
所
蔵
本

https://w
w
w
.lapis.nichibun.ac.jp

）。
明
和
五
年
版
か
ら
慶
応
三
年

版
ま
で
の
九
版
が
あ
り
、
う
ち
五
か
所
（
文
政
五
・
一
三
年
・
天
保
九
年

版
）
に
端
木
の
記
載
が
あ
る
。

（
5
）
僧
位
の
第
三
で
法
印
・
法
眼
に
次
ぐ
。
中
世
・
近
世
僧
侶
に
準
じ
て
仏

師
・
絵
師
・
連
歌
師
・
医
師
な
ど
に
与
え
ら
れ
た
称
号
（『
大
辞
林
』　

三
省
堂　

一
九
九
五
）。

（
6
）木
山
巌
太
郎『
倉
子
城
史
談
』一
四
七
～
一
五
〇
頁　

一
九
一
八
復
刻
。

『
倉
敷
市
史
』
第
四
冊
七
八
〇
～
七
八
四
頁
・
第
六
冊
二
七
一
頁　

名

著
出
版　

一
九
七
三
・
第
十
冊
三
三
一
頁　

一
九
七
四
。『
新
修
倉
敷
市

史
』
４
近
世
（
下
）
五
八
一
～
五
八
三
頁　

倉
敷
市　

二
〇
〇
三
。

（
7
）『
倉
敷
市
史
』
第
六
冊
二
七
一
頁
。
端
木
や
井
上
家
の
人
々
の
事
跡
は

特
に
典
拠
を
あ
げ
な
い
か
ぎ
り
同
書
の「
宮
崎
屋
系
譜
考
」「
華
屋
系
譜
」

に
よ
る
。

（
8
）〔
善
左
衛
門
・
三
郎
右
衛
門
宛
広
輔
書
状
〕
２
‐
19
‐
B
‐
８
ほ
か
。

（
9
）〔
井
上
家
回
忌
供
養
音
物
扣
〕
７
‐
21
‐
4
。

（
10
）
讃
岐
金
刀
比
羅
山
麓
の
菅
政
甫
長
女
。
初
名
り
へ
、
後
く
が
。
雅
名
政

子
。
歌
・
書
の
才
は
夫
に
勝
っ
て
い
た
と
い
う
（『
新
修
倉
敷
市
史
』
４

近
世
（
下
）
五
八
二
頁
）。　
　

（
11
）「
鄙
塵
集
」
序
文
『
倉
敷
市
史
』
第
四
冊
七
八
〇
頁
。

（
12
）〔
和
歌
詠
草
〕
２
‐
22
‐
A
‐
9
。

（
13
）〔
田
川
・
高
梨
宛
広
輔
書
状
〕
23
‐
19
‐
1
‐
10
。
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（
14
）
香
川
景
平
（
一
七
二
二
～
一
七
八
九
）
江
戸
中
期
の
歌
人
。
香
川
景
新

の
子
。
号
は
梅
竹
堂
・
梅
月
堂
（「
思
文
閣
美
術
人
名
辞
典
」https://

w
w
w
.shibunkaku.co.jp

）。

（
15
）
小
沢
蘆
庵
（
一
七
二
三
～
一
八
〇
一
）
江
戸
中
期
の
歌
人
。「
た
だ
こ

と
の
歌
」
を
提
唱
し
、
平
易
な
詞
で
あ
り
の
ま
ま
に
詠
む
こ
と
を
実
践

し
た
。
平
安
和
歌
四
天
王
の
一
人
に
数
え
ら
れ
多
く
の
門
人
を
抱
え
た
。

女
性
門
人
も
多
く
本
居
宣
長
・
伴
藁
蹊
・
上
田
秋
成
ら
と
交
遊
が
あ
っ

た
（『
朝
日
日
本
歴
史
人
物
事
典
』）。

（
16
）
小
川
萍
流
（
一
七
五
六
～
一
八
二
〇
）
江
戸
中
・
後
期
の
歌
人
。
小

沢
蘆
庵
に
学
び
同
門
四
天
王
の
一
人
に
数
え
ら
れ
る
。（『
日
本
人
名
大
辞

典
』
平
凡
社　

一
九
七
九
）。

（
17
）〔
井
上
五
蔵
宛
香
川
木
工
書
状
〕
2
‐
19
‐
A
‐
1
ほ
か
２
‐
19
‐
A

‐
2
～
14
、
２
‐
19
‐
B
‐
11
‐
2
～
14
、
9
‐
19
‐
Ｂ
‐
15
・
16
・

20
な
ど
。

（
18
）『
新
修
倉
敷
市
史
』
４
近
世
（
下
）
五
八
一
～
五
八
三
頁
。

（
19
）「
他
飛
廼
珥
記
」
23
‐
22
‐
6
。『
新
修
倉
敷
市
史
』
10　

八
九
九
～

九
二
五
頁
に
翻
刻
掲
載
。

（
20
）〔
善
左
衛
門
・
三
郎
右
衛
門
宛
端
木
書
状
〕
２
‐
19
‐
Ｂ
‐
２
。

（
21
）〔
源
端
木
和
歌
書
付
〕
２
‐
19
‐
Ｂ
‐
６
ほ
か
。

（
22
）
千
種
有
功
（
一
七
九
七
～
一
八
五
四
）
江
戸
末
期
の
歌
人
。
香
川
景
樹

ら
と
交
わ
り
堂
上
派
を
脱
し
た
歌
風
を
示
し
た
（『
大
辞
林
』
三
省
堂　

二
〇
一
九
）。

（
23
）倉
敷
代
官
大
原
四
郎
右
衛
門
信
好
の
手
附
。
諱
は
景
賢
。『
小
役
人
帳
』

冊
十
五
（
内
閣
文
庫
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ　

https://w
w
w
.digital.

archives.go.jp

）
に
「
高
二
〇
俵
弐
人
扶
持
。
御
代
官
大
原
大
蔵
手
附

御
留
守
居
同
心
持
格
」
と
あ
る
。

（
24
）
大
原
四
郎
右
衛
門
信
好
。
文
化
六
年
～
文
政
元
年
の
間
倉
敷
代
官
を
務

め
る
（『
倉
敷
市
史
』
第
四
冊
八
頁
）。
文
政
七
年
に
出
府
し
た
際
端
木

は
大
原
の
屋
敷
を
訪
ね
て
い
る
（〔
お
ふ
た
り
様
宛
は
し
木
書
状
〕
23
‐

19
‐
１
‐
６
）。

（
25
）〔
三
人
宛
慶
雲
書
状
〕
２
‐
22
‐
Ａ
‐
1
ほ
か
多
数
の
書
状
に
小
林
の

名
が
見
ら
れ
る
。

（
26
）
香
川
景
樹
（
一
七
六
八
～
一
八
四
三
）
江
戸
後
期
の
歌
人
。
号
は
桂�

園
。
京
都
の
梅
月
堂
香
川
景
柄
の
養
子
と
な
る
が
離
縁
。
後
小
沢
蘆
庵

に
私
淑
し
「
し
ら
べ
の
説
」
を
提
唱
。
独
自
の
桂
園
歌
風
を
創
始
し
多

く
の
門
人
を
抱
え
た
（『
日
本
史
広
辞
典
』
山
川
出
版
社　

一
九
九
七
）。

（
27
）〔
香
川
景
樹
か
り
と
ふ
ら
ひ
の
御
詠
〕
２
‐
19
‐
Ａ
‐
88
。〔
青
蓮
院
宮

歌
会
山
家
人
稀
他
御
詠
〕
２
‐
19
‐
Ａ
‐
91
。

（
28
）「
と
ざ
さ
ぬ
御
代
」は
何
も
心
配
不
安
の
な
い
天
下
泰
平
の
世
の
こ
と
。

（『
日
本
国
語
大
辞
典
』
小
学
館　

一
九
七
五
）。

（
29
）
註(

21)

に
同
。

（
30
）
二
つ
の
歌
集
は
井
上
家
文
書
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。『
鄙
塵
集
』は『
倉

敷
市
史
』
第
四
冊
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
と
倉
敷
中
央
図
書
館
所
蔵

玄
石
文
庫
に
写
本
が
あ
る
。『
塵
塚
』
は
一
部
が
『
倉
敷
市
史
』
第
四
冊

七
八
三
～
七
八
四
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
31
）
松
村
呉
春
（
一
七
五
二
～
一
八
一
一
）
江
戸
中
・
後
期
の
画
家
。
四
条

派
の
祖
。
南
画
の
抒
情
性
と
応
挙
の
写
実
性
を
融
合
し
た
独
自
の
画
風

を
確
立
し
た
（『
日
本
史
広
辞
典
』
山
川
出
版
社　

一
九
九
七
）。

（
32
）〔
宛
名
差
出
人
未
詳
書
状
〕
２
‐
19
‐
Ｂ
‐
８
。

（
33
）
㈶
文
化
財
建
造
物
保
存
技
術
協
会
編
『
井
上
家
住
宅
調
査
報
告
書
』

一
二
頁　

倉
敷
市
教
育
委
員
会　

一
九
九
八
。

（
34
）
註
（
６
）『
倉
子
城
史
談
』
に
同
。 

（
35
）「
画
鶴
行
方
乃
扣
」
５
‐
22
‐
Ａ
‐
４
。

（
36
）「
鄙
塵
集
」『
倉
敷
市
史
』
第
四
冊 

七
八
二
頁
。



- 31 -

（
37
）『
千
種
家
譜
』（
写
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

（http://lib.w
w
w
.u-tokyo.ac.jp

）。

（
38
）
近
衛
忠
熙
の
養
女
観
如
院
・
豊
子
（
一
八
二
二
～
一
八
五
三
）。
実
父

は
内
大
臣
広
幡
基
豊
。
天
保
九
年
京
よ
り
江
戸
へ
下
り
翌
年
徳
川
斉な
り

彊か
つ

（
清
水
徳
川
家
五
代
、
紀
伊
和
歌
山
藩
一
二
代
藩
主
）
の
正
室
と
な
る

（『
南
紀
徳
川
史
』
第
二
冊　

六
八
一
～
六
八
三
頁　

一
九
三
〇
、『
日

本
史
総
覧
』
ⅴ　

一
七
・
二
〇
頁　

新
人
物
往
来
社　

一
九
八
八
）。

（
39
）〔
井
上
三
郎
右
衛
門
・
お
み
と
宛
慶
雲
書
状
〕
２
‐
19
‐
Ｂ
‐
９
。

（
40
）〔
宛
名
差
出
人
不
詳
書
状
〕
２
‐
19
‐
Ｂ
‐
２
。

（
41
）〔
善
左
衛
門
・
三
郎
右
衛
門
宛
端
木
書
状
〕
９
‐
19
‐
Ｂ
‐
14
。

（
42
）〔
井
上
三
郎
右
衛
門
宛
東
七
郎
書
状
〕
２
‐
19
‐
Ｂ
‐
１
。

（
43
）
佐
々
木
真
足(

一
七
六
一
～
一
八
三
八)

江
戸
時
代
中
・
後
期
の
国
学

者
。
本
居
宣
長
に
入
門
。
の
ち
小
沢
蘆
庵
・
香
川
景
樹
に
学
ぶ
。
金
沢

藩
の
能
楽
者
と
言
わ
れ
る
。
通
称
寿
六
。
号
は
青
峯
、
隻
岳
。(

『
日
本

人
名
大
辞
典
』
講
談
社　

二
〇
〇
一)

。

（
44
）〔
慶
雲
宛
隻
岳
書
状
〕
２
‐
19
‐
Ａ
‐
42
。

（
45
）
註
（
６
）
に
同
。

（
46
）〔
金
春
流
書
類
〕
２
‐
22
‐
Ｂ
‐
１
。

（
47
）『
国
史
大
辞
典
』
第
六
巻　

吉
川
弘
文
館　

一
九
八
五
。

（
48
）
直
原
正
一
『
岡
山
和
歌
俳
諧
人
名
辞
典
』
九
一
頁　

思
文
閣
出
版　

一�

九
九
二
。

（
49
）〔
井
上
三
郎
右
衛
門
宛
金
春
惣
右
衛
門
書
状
〕
２
‐
22
‐
Ｂ
‐
１
。

（
50
）
註(

39)

に
同
。

（
51
）〔
井
上
三
郎
右
衛
門
・
お
琴
宛
広
人
書
状
〕
９
‐
19
‐
Ｂ
‐
11
。

（
52
）〔
三
郎
右
衛
門
宛
書
状
〕
２
‐
19
‐
Ｂ
‐
６
。

（
53
）
平
成
二
八
～
三
〇
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
『
近
世�

蹴
鞠
の
大
衆
化
の
構
造
』
五
頁　

研
究
代
表
者
大
久
保
英
哲　

二
〇
一
九
。

（
54
）
同
前
三
一
頁
。

（
55
）〔
三
郎
右
衛
門
宛
広
人
書
状
〕
２
‐
19
‐
Ｂ
‐
８
。

（
56
）「
鞠
道
心
得
要
用
七
ヶ
條
」
９
‐
21
‐
２
。

（
57
）
註
（
48
）
一
八
六
頁
。

（
58
）
尊
宝
法
親
王
（
一
八
〇
四
～
一
八
三
二
）
伏
見
宮
貞
敬
親
王
次
男
。
第

二
二
三
世
天
台
座
主
。(

「
華
頂
要
略
」
門
主
伝
第
三
十
『
大
日
本
仏
教

全
書
』
第
一
三
〇　

仏
書
刊
行
会　

一
九
一
三)

。

（
59
）〔
善
左
衛
門
・
三
郎
右
衛
門
宛
端
木
書
状
〕
９
‐
19
‐
Ｂ
‐
14
。

（
60
）
端
木
は
京
都
で
暮
ら
し
て
い
も
倉
敷
村
の
宗
門
人
別
帳
に
記
載
が
あ
る

（「
文
化
五
年
辰
二
月
始
メ　

宗
門
請
状
年
々
扣　

宮
崎
屋
」
９
‐
６
‐

２
）。

（
61
）
田
中
潤
「
門
跡
に
出
入
り
の
人
び
と
」
一
〇
八
頁　

高
埜
利
彦
編
『
朝

廷
を
と
り
ま
く
人
び
と　

身
分
的
周
縁
と
近
世
社
会
』（
吉
川
弘
文
館 

二
〇
〇
七
）。

（
62
）
三
浦
俊
明
「
宮
門
跡
方
名
目
金
の
展
開
と
幕
府
金
融
政
策
︱
青
蓮
院
宮

名
目
金
の
考
察
を
中
心
と
し
て
︱
」(

下)

『
人
文
論
究
』
三
五
巻
二
号

　

一
九
八
五
。

（
63
）〔
御
両
所
宛
小
原
法
橋
書
状
〕
２
‐
19
‐
Ｂ
‐
２
。

（
64
）〔
和
歌
書
付
〕
９
‐
22
‐
Ａ
‐
18
。

（
65
）〔
御
三
人
宛
慶
雲
書
状
〕
２
‐
19
‐
Ａ
‐
20
。

（
66
）
註
（
６
）『
倉
子
城
史
談
』
に
同
。

（
67
）
高
埜
利
彦
『
近
世
日
本
の
国
家
権
力
と
宗
教
』
一
六
六
頁　

東
京
大
学

出
版
会　

一
九
八
九
。

（
68
）
隠
岐
大
夫
隆
俊
（
法
眼
）、伊
丹
播
磨
守
源
重
任
（
従
五
位
下
諸
太
夫
）、

大
賀
出
羽
介
平
宗
信（
従
六
位
下
）（
註(

58)

「
華
頂
要
略
」）。

（
69
）〔
端
木
宗
匠
宛
小
林
金
之
助
書
状
〕
９
‐
19
‐
Ｂ
‐
２
。
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（
70
）
註(

61)

一
三
二
頁
。

（
71
）
大
草
太
郎
右
馬
政
郷
。
公
式
に
は
文
政
元
年
～
文
政
一
一
年
の
倉
敷
代

官
で
文
政
一
一
年
七
月
二
九
日
に
喪
が
発
表
さ
れ
た
が
、
長
連
寺
の
過

去
帳
に
は
戒
名
と
「
文
政
九
年
五
月
十
日
」
の
日
付
が
あ
り
、
口
碑
に

新
禄
古
禄
騒
動
の
引
責
に
よ
り
自
決
し
た
と
い
う
（『
倉
敷
市
史
』
第
四

冊　

一
五
六
頁　

名
著
出
版　

一
九
七
三
）。

（
72
）〔
宛
名
差
出
人
な
し
書
状
〕
９
‐
19
‐
Ｂ
‐
２
。

（
73
）
同
前
。

（
74
）〔
三
郎
右
衛
門
宛
書
状
〕
２
‐
19
‐
Ｂ
‐
６
。

（
75
）
竹
内
誠
「
庶
民
文
化
の
な
か
の
江
戸
」
七
～
五
四
頁　

竹
内
誠
編
『
日

本
の
近
世
』
14
文
化
の
大
衆
化　

中
央
公
論
社　

一
九
九
三
。

（
76
）〔
お
か
の
宛
老
翁
書
状
〕
２
‐
19
‐
Ａ
‐
30
。

（
77
）〔
三
郎
右
衛
門
宛
慶
雲
書
状
〕
２
‐
19
‐
Ａ
‐
46
・〔
御
ふ
た
り
宛
は
し

木
書
状
〕
23
‐
19
‐
１
‐
③
ほ
か
。

（
78
）〔
井
上
雅
丈
宛
小
原
翁
書
状
〕
２
‐
19
‐
Ａ
‐
61
ほ
か
。

（
79
）〔
三
郎
右
衛
門
宛
慶
雲
書
状
〕
２
‐
19
‐
Ｂ
‐
６
・〔
書
状
〕
２
‐
19
‐

Ｂ
‐
１
・〔
老
の
く
り
ご
と
〕
２
‐
19
‐
Ｂ
‐
６
。

（
80
）〔
三
郎
右
衛
門
宛
書
状
〕
２
‐
19
‐
Ｂ
‐
６
。

（
81
）〔
和
歌
書
付
〕
２
‐
22
‐
Ａ
‐
１
。

（
82
）
註
（
33
）
一
二
頁
。

（
83
）
出
府
の
上
り
下
り
の
際
植
田
は
端
木
の
絵
を
買
っ
た
り
宿
で
馳
走
し
た

り
し
て
い
る
（〔
三
郎
右
衛
門
宛
慶
雲
書
状
〕
９
‐
19
‐
Ｂ
‐
７
）。
ま

た
大
橋
家
か
ら
は
上
質
の
紙
を
送
ら
れ
た
り
（
同
前
史
料
）、
茶
屋
遊
び

を
振
舞
わ
れ
た
り
し
て
い
る
（〔
善
左
衛
門
・
お
か
の
宛
慶
雲
書
状
〕
２

‐
19
‐
Ａ
‐
16
）。

（
84
）〔
善
左
衛
門
・
お
か
の
宛
慶
雲
書
状
〕
２
‐
19
‐
Ａ
‐
66
。

（
85
）〔
宛
名
差
出
人
な
し
書
状
〕
２
‐
19
‐
Ａ
‐
84
。

（
86
）
註
（
84
）
に
同
。

（
87
）
註
（
13
）
に
同
。

（
88
）〔
宛
名
差
出
人
な
し
書
状
〕
２
‐
19
‐
Ｂ
‐
２
。

（
89
）
註
（
65
）
に
同
。

（
90
）〔
三
郎
右
衛
門
宛
広
輔
書
状
〕
23
‐
19
‐
１
‐
③
。

（
91
）〔
井
上
雅
丈
宛
小
原
翁
書
状
〕
22
‐
19
‐
Ａ
‐
61
。

（
92
）〔
書
状
〕
２
‐
19
‐
Ｂ
‐
１
。

（
93
）〔
三
郎
右
衛
門
・
お
か
の
宛
慶
翁
書
状
〕
２
‐
19
‐
Ａ
‐
89
。

（
94
）「
上
京
留
守
中
日
記
」
７
‐
21
‐
15
。

（
95
）『
倉
敷
市
史
』
第
四
冊　

七
八
一
頁
。

 

※
文
書
は
い
ず
れ
も
倉
敷
市
所
蔵
井
上
家
文
書
。

〔
付
記�

〕
執
筆
に
あ
た
り
楠
戸
一
彦
氏
よ
り
蹴
鞠
の
研
究
報
告
書
『
近
世
蹴
鞠

の
大
衆
化
の
構
造
』を
ご
提
示
頂
い
た
。記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
お
お
し
ま　

ち
づ
る　

倉
敷
市
総
務
課
歴
史
資
料
整
備
室
）
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一　

は
じ
め
に

重
要
文
化
財
井
上
家
住
宅
は
、
令
和
四
年
（
二
〇
二
二
）
九
月
、

約
十
年
間
に
わ
た
る
保
存
修
理
工
事
を
完
了
し
た
。同
年
十
二
月
、

修
理
工
事
報
告
書
の
刊
行
を
も
っ
て
事
業
が
完
了
し
、
翌
令
和
五

年
三
月
十
九
日
に
は
、
完
成
記
念
式
典
の
後
、
一
般
公
開
が
開
始

さ
れ
て
い
る
。
私
は
工
事
完
了
ま
で
の
十
年
間
、現
場
に
駐
在
し
、

工
事
の
設
計
監
理
を
担
当
し
た
。
こ
こ
で
は
、
今
回
の
修
理
工
事

を
振
り
返
り
な
が
ら
、
文
化
財
建
造
物
の
修
理
を
紹
介
す
る
と
と

も
に
、
修
理
の
際
に
行
わ
れ
る
様
々
な
調
査
の
中
で
も
、
建
造
物

そ
の
も
の
の
調
査
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
着
目
し
、
そ
の
一
端
を

紹
介
し
た
い
。

二　

文
化
財
建
造
物
の
修
理
に
つ
い
て

ま
ず
、
一
般
的
な
重
要
文
化
財
建
造
物
の
修
理
に
つ
い
て
簡

単
に
述
べ
る
。
文
化
財
建
造
物
は
、
傷
み
の
度
合
い
に
応
じ
て
、

根こ
ん
ぽ
ん本
修
理
と
よ
ば
れ
る
解
体
・
半
解
体
修
理
の
他
、
屋
根
葺
替
、

塗
装
、
部
分
修
理
な
ど
が
定
期
的
に
行
わ
れ
る
が
、
補
助
金
に
よ

り
国
指
定
文
化
財
の
修
理
を
行
う
場
合
、
予
め
文
化
庁
が
認
め
た

文
化
財
建
造
物
修
理
の
主
任
技
術
者
が
設
計
監
理
に
あ
た
る
よ

う
、
文
化
財
保
存
事
業
費
関
係
補
助
金
交
付
要
綱
で
定
め
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
理
由
は
、
文
化
財
建
造
物
の
修
理
が
、
一
般
の
建
造

物
修
理
と
は
異
な
る
高
度
な
専
門
知
識
や
経
験
・
技
術
を
要
す
る

た
め
で
あ
る
。
文
化
財
の
場
合
は
、
そ
の
修
理
に
よ
っ
て
建
造
物

の
文
化
財
と
し
て
の
価
値
を
維
持
し
、
ま
た
さ
ら
に
高
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
様
々
な
業
務
を
横
断
的
に
行
う
の

が
主
任
技
術
者
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
補
助
金
交
付
申
請
書
や

工
事
発
注
図
書
の
作
成
、
修
理
に
伴
う
建
造
物
解
体
時
の
技
法
調

小　

嶋　

は
る
か

（
重
文
）
井
上
家
住
宅
の
保
存
修
理
工
事
完
了
に
よ
せ
て

―
文
化
財
建
造
物
の
修
理
と
史
料
等
の
調
査
に
つ
い
て
―
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査
、
破
損
状
態
の
把
握
や

原
因
究
明
、
そ
の
破
損
原

因
に
対
処
す
べ
き
修
理

計
画
の
立
案
、
現
状
変
更

（
後
述
）
の
検
討
や
資
料
作

成
、
ひ
い
て
は
伝
統
技

法
に
よ
る
施
工
の
監
理
、

工
事
中
の
記
録
と
完
了

時
の
修
理
工
事
報
告
書

の
刊
行
な
ど
多
岐
に
わ

た
る
。
当
然
の
こ
と
な
が

ら
、
こ
れ
ら
を
実
施
す
る

に
あ
た
り
現
場
内
や
事
業
関
係
者
間
の
調
整
な
ど
も
行
う
必
要
が

あ
る
。
主
任
技
術
者
は
全
国
に
百
数
十
人
ほ
ど
存
在
す
る
が
、
公

益
財
団
法
人
文
化
財
建
造
物
保
存
技
術
協
会
（
文
建
協
）
は
最
も

多
く
の
主
任
技
術
者
が
所
属
し
、
私
も
そ
の
一
人
で
あ
る
。

今
回
の
井
上
家
住
宅
の
修
理
は
、
前
述
の
「
根
本
修
理
」
と
な

る
た
め
、主
任
技
術
者
が
現
場
に
駐
在
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
十
二
月
、
国
・
県
・
市
に
よ
る
補

助
事
業
が
着
手
と
な
り
、
同
時
に
私
は
、「
重
要
文
化
財
井
上
家

住
宅
主
屋
ほ
か
四
棟
設
計
監
理
事
務
所
」
の
所
長
と
し
て
、
倉
敷

の
地
に
赴
い
た
。

三　

井
上
家
住
宅
の
保
存
修
理
工
事
に
至
る
経
緯

時
を
少
し
巻
き
戻
す
。井
上
家
住
宅
は
既
に
昭
和
中
期
頃
か
ら
、

倉
敷
の
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
（
伝
建
地
区
）
と
そ
の
周
辺

地
域
に
お
い
て
最
古
の
住
宅
と
推
定
さ
れ
、
注
目
さ
れ
て
い
た
。

第
十
四
代
当
主
・
井
上
榮し
げ
お夫
氏
や
、
第
十
五
代
・
昌ま
さ
し氏
が
大
切
に

保
管
し
、
現
当
主
で
あ
る
第
十
六
代
・
典ふ
み
ひ
こ彦
氏
に
引
き
継
が
れ
て

い
る
、
新
聞
記
事
や
会
議
記
録
等
の
様
々
な
資
料
に
よ
り
、
昭
和

後
期
か
ら
平
成
初
め
に
か
け
て
、
何
度
か
重
要
文
化
財
指
定
の
機

運
が
高
ま
っ
て
い
た
様
子
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。し
か
し
、

規
模
の
大
き
な
古
い
住
宅
を
個
人
で
維
持
し
て
い
く
苦
労
は
並
大

抵
で
は
な
く
、
井
上
家
の
中
で
、
重
文
指
定
に
関
し
て
相
当
に
慎

重
な
検
討
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
間
、
伝
建
地
区

内
の
建
物
と
し
て
の
補
助
金
等
も
併
用
し
な
が
ら
、
壁
や
屋
根
な

ど
、
外
部
を
中
心
と
し
た
修
理
を
繰
り
返
し
て
き
た
が
、
雨
漏
り

や
地
盤
か
ら
の
湿
気
、ま
た
虫
害
に
よ
る
傷
み
が
著
し
く
進
行
し
、

修
理
が
追
い
つ
か
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
た
。

平
成
九
～
十
年
（
一
九
九
七
～
九
八
）、
倉
敷
市
の
委
託
で
文
建

写真 1　修理完了後の（重文）井上家住宅
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協
に
よ
る
調
査
が
実
施
さ
れ
、
調
査
報
告
書
が
ま
と
め
ら
れ
た
。

そ
れ
を
受
け
、
平
成
十
四
年
五
月
、
井
上
家
住
宅
は
、
主
屋
、
三

階
蔵
、
井
戸
蔵
の
三
棟
と
、
附
つ
け
た
り（
１
）

と
し
て
土
塀
二
棟
、
家
相
図
、
そ

し
て
宅
地
（
敷
地
内
の
灯
籠
、
石
組
及
び
井
戸
を
含
む
）
が
重
要
文
化

財
指
定
を
受
け
た
。
そ
し
て
そ
の
直
後
か
ら
翌
年
（
平
成
十
五
年
）

に
か
け
、
外
部
の
道
路
に
面
し
た
部
分
を
中
心
に
、
倉
敷
市
補
助

事
業
に
よ
り
応
急
修
理
が
実
施
さ
れ
た
。

主
屋
東
側
に
接
続
す
る
「
隠
居
所
」
に
つ
い
て
は
、
既
に
倒
壊

し
て
お
り
文
化
財
指
定
範
囲
か
ら
除
外
さ
れ
た
た
め
、
こ
の
時
撤

去
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
今
回
の
本
格
的
な
修
理
を
待
つ
十
年
の
間
に
も
傷
み

は
進
行
し
、
倒
壊
し
て
応
急
修
理
を
行
っ
た
部
分
も
あ
っ
た
。
私

が
着
任
し
た
時
に
は
、
雨
漏
り
の
た
め
主
屋
二
階
に
は
大
き
な
た

ら
い
が
各
所
に
置
か
れ
て
お
り
、
ひ
と
雨
毎
に
傷
み
が
進
む
よ
う

で
、
一
日
も
早
く
工
事
に
着
手
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。

四　

井
上
家
住
宅
保
存
修
理
工
事
の
経
過

着
任
後
、
様
々
な
準
備
を
経
て
、
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）

一
月
に
入
札
が
行
わ
れ
、
施
工
業
者
が
決
定
し
た
。
主
屋
、
井
戸

蔵
、土
塀
二
棟
が
解
体
修
理
、三
階
蔵
の
み
半
解
体
修
理
と
し
（
図

１
）、
工
期
は
約
五
年
の
計
画
で
あ
っ
た
が
、
町
な
か
の
現
場
で
、

こ
れ
だ
け
規
模
の
大
き
な
町
屋
の
解
体
修
理
は
そ
れ
ま
で
殆
ど
例

が
な
く
、
解
体
し
た
建
物
の
部
材
を
置
く
資
材
置
き
場
の
確
保
に

も
難
儀
し（
２
）、

実
際
に
建
物
の
解
体
に
着
手
で
き
た
の
は
、
年
度
末

が
押
し
迫
っ
た
同
年
三
月
で
あ
っ
た
。

工
事
で
は
ま
ず
、
主
屋
東
方
土
塀
を
解
体
し
て
現
場
搬
入
口
を

確
保
す
る
と
と
も
に
、
主
屋
西
方
折
曲
り
土
塀
を
解
体
し
て
仮
囲

い
を
建
て
た
。
そ
の
後
、
主
屋
の
後
世
増
築
部
分
（
西
面
湯
殿
及
び

便
所
、
奥
の
間
等
、
つ
り
屋
）
と
、
共
に
文
化
財
未
指
定
の
北
面
湯

殿
及
び
便
所（
主
屋
に
接
続
）、納（
３
）屋を
解
体
し
た
。
通
常
で
あ
れ
ば
、

工
事
に
着
手
す
る
と
ま
ず
素す
屋や
ね（
４
）

根
を
建
て
る
の
だ
が
、
井
上
家
住

宅
の
場
合
は
敷
地
内
に
建
物
が
建
て
込
ん
で
い
る
た
め
、
主
屋
の

素
屋
根
を
建
て
る
に
あ
た
り
、
一
部
の
建
物
を
解
体
す
る
必
要
が

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
後
述
の
よ
う
に
、
文
化
財
修
理
は
解
体
に
並

行
し
て
建
物
の
綿
密
な
調
査
が
必
要
で
、
ま
た
元
の
部
材
を
極
力

再
用
（
再
利
用
）
し
て
復
旧
す
る
前
提
で
あ
る
（
納
屋
な
ど
の
未
指
定

建
造
物
も
同
様
）。
そ
の
た
め
部
材
は
一
点
一
点
、
釘
一
本
に
至
る

ま
で
丁
寧
に
外
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
素
屋
根
を
建
て
ず
シ
ー

ト
養
生
の
み
で
行
う
解
体
作
業
は
、
天
候
に
も
左
右
さ
れ
る
う
え
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三 階 蔵

附・主屋東方土塀
附・主屋西方折曲り土塀

井 戸 蔵

主 屋

（ 納 屋 ）

（ 新 宅 ）

N

(北面湯殿
及び便所)

〈つり屋〉

〈奥の間〉

〈西面湯殿及び便所〉

〈東側下屋〉

0 5 10m

図 1　（重文）井上家住宅配置図（竣工）
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図 2　（重文）井上家住宅の変遷

第１期（当初。享保６年〈1721〉：上棟） 第２期（明和９年まで〈～1772頃〉）

第３期（文政期頃まで〈～1829頃〉：家相図～その直後）

第５期（平成24年まで〈～2012〉：修理前）第４期（天保年間〈1830～44〉頃：復原年代）
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毎
夕
の
シ
ー
ト
掛
け
の
手
間
も
あ
り
、
困
難
を
伴
っ
た
。
ま
た
、

主
屋
の
一
部
分
を
先
に
解
体
す
る
た
め
、
例
え
ば
土
壁
の
仕
様
な

ど
を
主
屋
全
体
で
同
時
の
解
体
工
程
に
お
い
て
比
較
す
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
点
に
は
苦
労
し
た
。

平
成
二
十
五
年
六
月
、
先
行
解
体
範
囲
の
解
体
が
終
わ
り
、
七

月
か
ら
主
屋
の
素
屋
根
建
設
を
始
め
て
、
八
月
よ
り
、
主
屋
主
要

部
の
解
体
に
着
手
し
た
。
そ
の
解
体
が
全
て
完
了

し
た
の
は
平
成
二
十
六
年
二
月
末
で
、
先
行
解
体

の
着
手
か
ら
丸
一
年
が
経
過
し
て
い
た
。

解
体
に
伴
う
調
査
の
結
果
、
主
屋
の
建
築
年

代
は
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
で
あ
る
こ
と
が
判

明
し
（
写
真
６
）、
ま
た
そ
の
後
の
増
改
築
の
変
遷

が
、
概
ね
明
ら
か
に
な
っ
た
（
図
２
）。
建
物
の
解

体
中
か
ら
並
行
し
て
、「
現

（
５
）

状
変
更
」
に
つ
い
て

文
化
庁
の
指
導
を
受
け
、
時
間
を
か
け
て
協
議
・

検
討
を
重
ね
た
結
果
、
主
屋
は
、
井
上
家
が
最
も

隆
盛
を
極
め
、
ま
た
屋
敷
地
の
施
設
と
と
も
に
規

模
や
形
式
が
充
実
し
た
、
天
保
年
間
（
一
八
三
〇
～

四
四
）
頃
の
姿
に
復
原
す
る
こ
と
と
な
り
（
図
１
・

２
）、
平
成
二
十
六
年
十
一
月
、
こ
れ
が
文
化
庁

よ
り
許
可
さ
れ
た
。
前
述
の
よ
う
に
、
文
化
財
指
定
時
に
倒
壊
し

て
い
た
た
め
撤
去
さ
れ
た
隠
居
所
等
、
主
屋
の
東
側
下げ

屋や

（
図
１
。

図
２
の
第
五
期
は
隠
居
所
等
が
撤
去
さ
れ
た
修
理
直
前
の
状
態
）
は
、
地

中
に
残
さ
れ
た
礎
石
等
の
遺
構
や
、
建
物
に
残
る
部
材
等
が
取
り

付
い
た
痕
跡
、
そ
し
て
昭
和
期
の
実
測
図
面
（
後
述
）
や
古
写
真

等
に
よ
り
規
模
や
外
観
が
推
定
で
き
る
こ
と
か
ら
、
外
観
の
み
、

写真 2　主屋組立開始（柱建て）

写真 3　主屋組立中（取り替えた梁の組立）
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復
原
す

（
６
）

る
こ
と
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
建
物
が
建
て
込
ん
だ
現
場
内
で
は
作
業
効
率
が
思
う

よ
う
に
上
げ
ら
れ
ず
、
ま
た
現
場
か
ら
離
れ
た
資
材
置
き
場
へ
の

建
物
部
材
の
運
搬
に
も
時
間
と
手
間
を
要
し
た
。
さ
ら
に
、
解
体

の
結
果
予
想
以
上
に
建
物
の
傷
み
が
進
行
し
て
い
た
こ
と
、
耐
震

診
断
の
結
果
、
比
較
的
規
模
の
大
き
な
補
強
が
必
要
に
な
っ
た
こ

と
に
加
え
、
現
状
変
更
の
結
果
復
原
範
囲
も
大
き
く
な
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
当
初
の
予
定
工
期
の
延
長
を
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
、

こ
の
時
点
で
確
定
的
と
な
っ
て
い
た
。
一
部
の
建
物
の
修
理
延
期

な
ど
、
様
々
な
試
算
や
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行

っ
た
が
、
平
成
二
十
八
年

一
月
、
工
期
の
延
長
と
事

業
費
増
額
に
踏
み
切
る

こ
と
を
正
式
に
決
定
し
、

文
化
庁
に
計
画
変
更
承

認
申
請
を
提
出
し
て
こ

れ
が
許
可
さ
れ
た
。
最
終

的
に
、
工
期
は
当
初
の
予

定
の
ほ
ぼ
倍
、
事
業
費
も

大
幅
増
と
な
り
、
ご
当
主
を
は
じ
め
関
係
者
の
皆
様
に
は
、
多
大

な
る
心
配
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
ん
な
中
で
も
、
平
成
二
十
七
年
十
月
に
は
主
屋
の
上
棟
式
が

行
わ
れ
、
現
場
の
職
人
達
の
お
か
げ
で
、
工
事
は
少
し
ず
つ
、
し

か
し
着
実
に
、
進
捗
し
た
。
可
能
な
限
り
元
の
材
料
を
使
い
、
伝

統
的
な
工
法
を
用
い
て
の
作
業
と
な
る
た
め
、
新
築
工
事
の
よ
う

な
速
さ
で
は
到
底
進
ま
な
い
も
の
の
、
主
屋
は
当
初
部
分
、
増
築

部
分
と
、
建
て
ら
れ
た
時
の
順
序
で
、
少
し
ず
つ
そ
の
姿
を
蘇
ら

せ
て
い
っ
た
。

平
成
二
十
八
年
九
月
に
は
、
三
階
蔵
及
び
井
戸
蔵
の
工
事
に
も

着
手
し
た
。
こ
れ
ら
蔵
二
棟
に
つ
い
て
は
、
建
築
後
、
大
き
な
改

変
も
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、現
状
変
更
を
行
わ
な
い
「
現
状
修
理
」

と
な
っ
た
。こ
う
し
て
事
業
全
体
の
方
向
性
も
ほ
ぼ
固
ま
っ
た
頃
、

令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
十
二
月
に
、
修
理
工
事
報
告
書
の
執
筆

準
備
と
し
て
、私
は
初
め
て
倉
敷
市
歴
史
資
料
整
備
室
を
訪
れ
た
。

現
場
は
こ
う
し
た
工
事
の
進
捗
に
合
わ
せ
、
素
屋
根
な
ど
の
仮

設
物
も
形
態
を
変
え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
主
屋
の
増

築
部
分
の
組
立
を
待
つ
箇
所
な
ど
は
、
建
物
の
断
面
が
む
き
出
し

に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
工
事
中
の
仮
設
計
画
は
常
に
、
雨

養
生
、
雨
水
排
水
な
ど
、
雨
対
策
と
の
戦
い
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

写真 4　主屋上棟式（平成 27年 10 月 15 日）
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工
事
が
進
捗
す
る
に
つ
れ
、
主
屋
の
隠
居
所
等
の
復
原
な
ど
も
あ

り
、
現
場
内
は
ま
す
ま
す
手
狭
に
な
り
、
作
業
ス
ペ
ー
ス
を
そ
の

都
度
移
動
し
な
が
ら
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
う
し
た
中
、
工

事
の
最
初
に
解
体
し
た
主
屋
東
方
土
塀
を
最
後
に
復
旧
し
、
ま
た

工
事
の
最
終
段
階
で
劣
化
が
判
明
し
た
石
灯
籠
一
基
の
修
理
も
行

っ
て
、
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
令
和
四
年
九
月
、
全
て
の
工
事

を
完
了
し
た
。
十
年
と
い
う
歳
月
の
間
に
は
、
消
費
税
率
増
と
、

年
度
初
め
の
国
庫
補
助
金
交
付
決
定
の
遅
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
二
回
、

ま
た
最
後
の
二
年
半
強
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

等
、
社
会
情
勢
の
様
々
な
影
響
が
あ
っ
た
。

五　

文
化
財
建
造
物
修
理
に
お
け
る
調
査

前
述
し
た
よ
う
に
、
文
化
財
建
造
物
の
修
理
を
行
う
際
は
、
傷

ん
で
い
る
箇
所
を
健
全
に
直
し
て
建
物
の
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
は

も
と
よ
り
、
そ
れ
を
機
に
、
主
任
技
術
者
に
よ
る
綿
密
な
調
査
が

行
わ
れ
る
。
建
物
を
解
体
す
る
と
、
通
常
は
外
部
に
あ
ら
わ
れ
て

い
な
い
部
分
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
、
こ
れ
に
よ
り
文
化

財
と
し
て
の
価
値
の
位
置
付
け
を
明
確
に
す
る
。
一
方
で
、
解
体

を
ど
ん
な
に
丁
寧
に
行
っ
た
と
し
て
も
、
手
を
付
け
た
瞬
間
に
、

建
物
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
仕
事
は
失
わ
れ
る
わ
け
で
、
解
体
範
囲

は
極
力
少
な
く
す
る
べ

き
で
あ
る
。
解
体
修
理

と
す
る
の
か
、
建
物
の

一
部
の
解
体
に
留
め
る

半
解
体
修
理
と
す
る
の

か
、
ま
た
半
解
体
の
場

合
ど
こ
ま
で
を
解
体
す

る
の
か
は
、
建
物
の
傷

み
具
合
に
よ
り
決
定
す

る
。
調
査
だ
け
を
目
的

に
解
体
範
囲
を
拡
げ
る

こ
と
は
、決
し
て
な
い
。

建
物
が
経
て
き
た
増

改
築
の
変
遷
を
推
定
す
る
際
、
建
物
に
残
さ
れ
た
痕
跡
が
最
も
有

力
な
根
拠
と
な
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。部
材
の
一
点
一
点
、

釘
の
一
本
一
本
、
瓦
の
一
枚
一
枚
、
ま
た
壁
な
ら
塗
り
重
ね
の
層

ご
と
に
丁
寧
に
解
体
し
、
建
物
を
構
成
す
る
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
つ

い
て
、
徹
底
的
に
調
査
を
行
う
。
し
か
し
、
調
査
は
そ
れ
だ
け
に

留
ま
ら
な
い
。
発
掘
調
査
や
、
文
献
や
史
料
の
調
査
、
そ
し
て
聞

取
り
調
査
な
ど
も
併
せ
て
行
う
こ
と
と
な
る
。

写真 5　揚屋（建物のジャッキアップ）をして
半解体修理を行った三階蔵
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発
掘
調
査
に
つ
い
て
は
、
自
治
体
の
埋
蔵
文
化
財
専
門
の
職
員

に
依
頼
す
る
か
（
井
上
家
住
宅
の
場
合
は
倉
敷
市
に
依
頼
）、
ま
た
は
専

門
会
社
等
に
外
注
す
る
。
井
上
家
住
宅
で
は
、
前
述
の
よ
う
に
隠

居
所
等
主
屋
東
側
下
屋
と
、
主
屋
の
台
所
設
備
、
各
建
物
の
礎
石

の
地
業
（
基
礎
工
事
）
な
ど
の
調
査
を
行
っ
た
。
こ
の
他
埋
蔵
文

化
財
の
分
野
で
は
、
そ
の
地
域
の
瓦
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
る
場

合
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
確
認
す
る
。
井
上
家
住
宅
で
は
、
岡
山

市
や
倉
敷
市
の
近
世
社
寺
建
築
調
査
報
告
書
に
、
瓦
の
調
査
結
果

が
詳
細
に
掲
載
さ

（
８
）

れ
て
お
り
、
大
い
に
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
（
な
お
、『
倉
敷
の
歴
史
』
に
も
瓦
の
他
、大
工
に
つ
い
て
の
記
述
も
あ
り
、

非
常
に
参
考
に

（
９
）

な
っ
た
）。

文
献
・
史
料
調
査
は
、
通
常
、
建
物
の
解
体
が
始
ま
れ
ば

現
場
に
張
り
付
い
て
の
調
査
と
な
る
た
め
、
工
事
に
着
手
し

て
素
屋
根
を
建
設
し
て
い
る
期
間
な
ど
を
利
用
し
て
、
図
書

館
通
い
を
し
て
行
う
こ
と
が
多
い
。
刊
行
物
等
や
、
古
図
面

や
古
地
図
、古
写
真
、古
文
書
な
ど
の
調
査
を
実
施
す
る
（
井

上
家
住
宅
の
場
合
は
前
述
の
よ
う
に
、
素
屋
根
を
建
て
る
前
に
ま
ず
一

部
解
体
作
業
が
あ
っ
た
た
め
、
必
要
な
予
備
知
識
を
頭
に
入
れ
る
暇
も

な
く
解
体
に
取
り
か
か
る
こ
と
と
な
っ
た
）。

こ
の
う
ち
文
献
に
つ
い
て
は
、
市
史
や
地
名
辞
典
、
人
名

辞
典
な
ど
が
ま
ず
基
本
的
な
も
の
で
、
そ
の
他
図
書
館
の
郷
土
史

コ
ー
ナ
ー
な
ど
で
刊
行
物
等
を
調
べ
る
。
こ
う
し
た
文
献
や
刊
行

物
に
、
古
地
図
や
古
図
面
、
古
写
真
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
多
い
。
ひ
と
ま
ず
そ
こ
で
見
た
後
、
現
場
監
理
の
業
務
に
忙

殺
さ
れ
、
修
理
工
事
報
告
書
編
集
の
段
に
な
っ
て
か
ら
、
掲
載
許

可
を
兼
ね
て
原
図
等
を
探
す
こ
と
も
ま
ま
あ
る
が
、
当
然
の
こ
と

な
が
ら
原
図
か
、
難
し
い
場
合
で
も
そ
れ
を
撮
影
し
た
写
真
そ
の

も
の
の
方
が
よ
り
鮮
明
で
あ
る
た
め
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
変
遷
の

考
察
や
復
原
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
段
階
で
原
図
に
近
い
も
の
を

見
て
お
く
方
が
良
い
。

古
図
面
に
つ
い
て
は
、
井
上
家
住
宅
で
は
家
相
図
一
点
が
建
造

写真 6　墨書が見つかった主屋�
壁板（部分）

「御棟梁高畠氏七右（衛門）尉家次」
「辛 享保六年」「丑ノ二月廿八日棟上」
などの記述から、当初の建築年代が
判明した(7)。
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物
の
附
指
定
と
な
っ
て
い
る
。
一
般
的
に
家
相
図
製
作
が
流
行
す

る
の
は
幕
末
か
ら
明
治
頃
に
か
け
て
で
あ
る
が
、
井
上
家
住
宅
の

も
の
は
製
作
年
代
や
作
者
が
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
今
回
、
修
理

に
伴
う
建
物
の
調
査
結
果
や
古
地
図
等
と
考
え
あ
わ
せ
た
と
こ

ろ
、
一
七
〇
〇
年
代
末
か
ら
一
八
〇
〇
年
代
初
頭
ま
た
は
前
半
頃

の
製
作
と
推
定
さ
れ
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
修

（
（1
（

理
工
事
報
告
書

を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
井
上
家
住
宅
で
は
こ
の
他
、
昭
和

四
十
年
代
の
調
査
に
よ
る
実

（
（1
（測
図
が
複
数
残
さ
れ
て
い
て
、
復
原

の
際
、
き
わ
め
て
参
考
に
な
っ
た
。

古
写
真
に
つ
い
て
は
、
井
上
家
住
宅
の
よ
う
に
個
人
所
有
の
文

化
財
で
あ
る
場
合
、家
に
保
管
さ
れ
た
写
真
が
あ
る
こ
と
も
多
く
、

実
際
、
井
上
家
の
第
十
五
代
当
主
・
昌
氏
は
カ
メ
ラ
に
長
じ
て
お

ら
れ
た
の
で
、
多
く
の
写
真
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
一

方
、
建
物
が
既
に
自
治
体
な
ど
の
所
有
と
な
っ
て
い
る
場
合
、
そ

う
し
た
調
べ
方
が
で
き
な
い
こ
と
も
多
い
た
め
、
場
合
に
よ
り
市

民
に
呼
び
か
け
て
参
考
に
な
り
そ
う
な
写
真
を
探
す
こ
と
も
あ
る

が
、
な
か
な
か
見
つ
か
る
も
の
で
は
な
い
。
私
が
こ
れ
ま
で
に
担

当
し
た
住
宅
の
現
場
の
中
で
は
、
井
上
家
住
宅
は
刊
行
物
の
掲
載

も
含
め
、
古
写
真
が
比
較
的
数
多
く
残
さ
れ
て
い
た
。

古
文
書
に
つ
い
て
は
、
事
業
着
手
ま
で
に
整
理
が
で
き
て
い
れ

ば
、
建
物
に
関
わ
る
も
の
が
見
つ
け
や
す
く
な
る
が
、
未
整
理
の

状
態
で
あ
っ
た
場
合
、
そ
こ
か
ら
建
物
に
関
す
る
史
料
を
探
し
て

解
読
す
る
と
こ
ろ
ま
で
は
至
ら
な
い
こ
と
も
多
い
。
井
上
家
住
宅

の
場
合
は
、
前
述
の
文
化
財
指
定
前
の
調
査
の
際
、
整
理
さ
れ
つ

つ
あ
っ
た
井
上
家
文
書
の
中
か
ら
建
物
に
関
す
る
記
述
の
あ
る
も

の
を
選
び
、
調

（
（1
（

査
報
告
書
に
解
読
文
を
掲
載
し
て
い
た
の
で
、
建

物
の
解
体
時
の
調
査
結
果
と
突
き
合
わ
せ
て
確
認
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
こ
の
中
で
は
明
治
期
に
描
か
れ
た
と
推
定

さ
れ
る
図
が
一
点
、
建
物
の
変
遷
推
定
の
根
拠
と
な
っ
た
が
、
そ

の
他
の
文
書
で
は
特
に
、
建
物
が
特
定
で
き
る
も
の
は
見
い
だ
せ

な
か
っ
た
。

写真 7　祈祷書の収められた柱
（継手部分中央の穴に収められている）

写真 8　上記穴に収められていた
祈祷書



- 43 -

と
こ
ろ
で
、
建
物
に
も
古
文
書
の
よ
う
な
史
料
が
残
る
こ
と
が

あ
る
。
襖
の
下
張
や
土
壁
の
養
生
な
ど
に
使
う
こ
と
の
多
い
反
古

紙
は
、
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
も
の
も
調
査
の
対
象
と

な
る
が
、
実
際
は
、
量
が
膨
大
で
あ
る
と
全
て
は
調
べ
ら
れ
な
い

こ
と
も
多
い
。
井
上
家
住
宅
の
襖
の
下
張
の
中
で
状
態
良
く
剥

が
す
こ
と
が
で
き
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
隠
居
所
の
二
階
（
小
屋

裏
）
に
保
管
し
て
い
る
。
ま
た
、
井
上
家
住
宅
で
は
祈
祷
書
が
見

つ
か
っ
た
。
前
述
の
家
相
図
に
引
か
れ
た
放
射
状
の
線
の
中
心
位

置
の
天
井
に
貼
ら
れ
た
も
の
の
他
、
主
屋
当
初
部
分
の
中
心
と
な

る
、土
間
に
面
し
た
柱
（
当
初
材
）
の
継
手
内
に
彫
っ
た
穴
か
ら
は
、

建
築
当
初
に
収
め
ら
れ
た
も
の
が
見
つ
か
っ
た
（
写
真
７
・
８
）。

文
書
と
は
異
な
る
も
の
の
、建
物
の
木
部
に
記
さ
れ
た
墨
書
は
、

建
築
や
改
造
の
年
代
、
ま
た
そ
れ
に
関
わ
っ
た
職
人
ら
の
名
前

や
、
社
寺
建
築
の
場
合
は
寄
進
者
の
名
前
な
ど
が
判
明
す
る
こ
と

も
多
い
の
で
、
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
（
写
真
６
）。
ま
た
、
建

物
を
造
る
際
の
番
付
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
多
く
、
番
付
が
一

連
で
あ
る
範
囲
は
同
じ
時
期
に
増
改
築
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
番
付
に
は
方
位
を
併
記
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
例
え
ば

建
物
が
移
築
さ
れ
て
い
る
場
合
、
部
材
を
一
旦
取
外
し
た
痕
な
ど

が
残
る
こ
と
も
多
い
が
、そ
れ
に
加
え
番
付
が
二
回
分
あ
っ
た
り
、

現
状
と
違
う
方
位
が
書
か
れ
て
い
た
り
す
る
と
、
移
築
前
の
建
物

の
様
子
が
あ
る
程
度
判
明
す
る
。
な
お
、
墨
書
は
変
体
仮
名
や
く

ず
し
字
も
多
い
た
め
、
文
建
協
の
専
門
職
員
に
写
真
を
送
っ
て
解

読
を
依
頼
す
る
こ
と
も
多
い
。

最
後
に
、
特
に
民
家
の
建
造
物
修
理
で
重
要
な
聞
取
り
調
査
に

つ
い
て
述
べ
る
。
民
家
建
築
は
民
俗
学
的
側
面
も
多
く
（
（1
（

、
生
活
者

の
生
の
声
は
貴
重
で
あ
る
。
建
物
名
や
部
屋
名
称
は
、
原
則
と
し

て
そ
の
家
で
呼
び
な
ら
わ
し
て
き
た
も
の
が
使
わ
れ
る
。
ま
た
、

各
部
屋
の
使
い
方
や
、改
造
の
記
憶
な
ど
も
重
要
な
情
報
と
な
る
。

井
上
家
住
宅
の
場
合
、
前
述
の
文
化
財
指
定
前
の
調
査
で
、
こ
の

家
に
高
校
生
の
時
ま
で
住
ん
で
い
た
第
十
五
代
当
主
・
昌
氏
に
聞

取
り
調
査
を
行
っ

（
（1
（

て
い
る
。
昌
氏
は
、
今
回
の
修
理
事
業
着
手
の

際
に
は
既
に
他
界
さ
れ
て
お
り
、
大
変
貴
重
な
資
料
と
な
っ
た
。

今
回
の
修
理
工
事
で
は
、
祖
父
の
家
と
し
て
幼
少
時
に
遊
び
に
来

て
い
た
現
当
主
・
典
彦
氏
の
記
憶
や
、
そ
の
母
で
第
十
五
代
当
主

夫
人
の
悦え
つ
こ子
氏
の
こ
の
家
に
嫁
い
で
か
ら
の
記
憶
、
そ
し
て
親
族

か
ら
聞
い
た
話
な
ど
の
聞
取
り
調
査
を
行
っ
た
。
個
人
所
有
の
文

化
財
の
場
合
、
こ
う
し
て
身
近
に
、
直
接
の
記
憶
を
聞
取
る
こ
と

が
で
き
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
当
主
の
方
々
の
人
と
な
り
も
身
近

に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
、
自
治
体
所
有
の
文
化
財
と
は
異
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な
る
点
で
あ
る
。
な
お
、平
成
十
二
年（
二
〇
〇
〇
）に
は
倉
敷
の「
バ

ク
の
会
」
が
、
第
十
四
代
当
主
夫
人
の
壽ひ
さ
こ子

氏
（
当
時
九
十
二
歳
）

に
聞
取
り
を
行
っ
て
お
り
、
テ
ー
プ
起
こ
し
し
た
資
料
が
あ
っ
た

た
め
、
全
文
を
修
理
工
事
報
告
書
に
掲
載
し
た
。

六　

お
わ
り
に

文
化
財
指
定
か
ら
二
十
年
の
時
を
経
て
、
修
理
が
完
了
し
た
井

上
家
住
宅
。
そ
の
完
成
記
念
式
典
の
日
取
り（
令
和
五
年〈
二
〇
二
三
〉

三
月
十
九
日
）
は
、
今
回
の
修
理
で
墨
書
に
よ
り
判
明
し
た
主
屋

（
当
初
部
分
）
の
棟
上
の
日
、
す
な
わ
ち
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
二

月
二
十
八
日
よ
り
決
定
し
た
。
令
和
五
年
に
お
け
る
旧
暦
二
月

二
十
八
日
は
、
三
月
十
九
日
な
の
で
あ
る
。
な
お
、
享
保
六
年
に

お
け
る
二
月
二
十
八
日
を
新
暦
に
読
み
替
え
る
と
三
月
二
十
五
日

に
該
当
す
る
こ
と
か
ら
、
当
初
は
式
典
を
三
月
二
十
五
日
に
行
う

案
も
あ
っ
た
が
（
十
九
日
・
二
十
五
日
は
共
に
大
安
）、
こ
れ
か
ら
の

井
上
家
住
宅
の
あ
り
方
と
し
て
、
古
く
か
ら
日
本
人
の
く
ら
し
の

中
に
あ
っ
た
、
各
季
節
（
旧
暦
）
に
お
け
る
伝
統
行
事
を
大
切
に

し
て
い
く
と
い
う
観
点
か
ら
、
最
終
的
に
三
月
十
九
日
に
決
定
し

た
。
井
上
家
住
宅
は
、
当
初
の
建
築
か
ら
ち
ょ
う
ど
三
〇
二
年
の

こ
の
日
、
蘇
り
、
第
二
の
人
生
を
歩
み
出
し
た
。

こ
れ
は
、
ご
当
主
を
は
じ
め
、
多
く
の
関
係
者
、
そ
し
て
現
場

に
携
わ
っ
た
施
工
者
、
職
人
達
、
全
て
の
人
達
の
結
晶
で
あ
る
。

き
っ
と
代
々
の
ご
当
主
も
、
喜
ん
で
見
て
下
さ
っ
て
い
る
こ
と
と

思
う
。

工
事
は
完
了
し
た
。
し
か
し
こ
れ
か
ら
も
陰
な
が
ら
井
上
家
住

宅
の
お
力
と
な
っ
て
い
け
た
ら
、
そ
れ
は
私
に
と
っ
て
、
大
き
な

幸
せ
で
あ
る
。　

註
（
１
）
本
体
の
建
造
物
と
一
体
で
文
化
財
指
定
さ
れ
る
付
属
物
で
、
保
護
の
対

象
と
し
て
本
体
と
同
じ
効
力
を
持
つ
も
の
。

（
２
）
現
場
か
ら
約
八
㎞
離
れ
た
倉
敷
市
藤
戸
町
天
城
に
約
一
〇
〇
〇
㎡
の
資

材
置
き
場
を
確
保
し
、
仮
設
の
保
存
小
屋
等
三
棟
他
を
建
設
し
た
。

（
３
）
北
面
湯
殿
及
び
便
所
と
納
屋
に
つ
い
て
は
、
文
化
財
未
指
定
で
あ
る
も

の
の
、
解
体
時
の
調
査
に
よ
り
、
天
保
年
間
頃
の
建
築
で
あ
る
こ
と
が
判

明
し
た
。

（
４
）
工
事
中
に
文
化
財
建
造
物
を
風
雨
か
ら
守
る
た
め
、
建
物
を
覆
う
仮
設

物
。

（
５
）
現
状
変
更
は
、
そ
の
建
物
の
資
料
的
価
値
を
よ
り
高
め
る
目
的
で
行
わ

れ
る
も
の
で
、
井
上
家
住
宅
の
現
状
変
更
は
「
保
存
修
理
に
伴
う
復
原
的

行
為
」（
文
化
財
建
造
物
の
建
築
当
初
の
姿
、
ま
た
は
改
変
さ
れ
た
後
の

あ
る
時
期
の
姿
へ
の
復
原
）に
あ
た
る
。
な
お
、こ
の
他
現
状
変
更
に
は
、

「
保
存
管
理
上
の
行
為
」（
地
盤
嵩
上
げ
、
移
築
、
構
造
補
強
な
ど
）、「
活

用
の
た
め
の
行
為
」（
建
物
を
公
開
、
居
住
、
宗
教
行
事
等
で
活
用
す
る
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目
的
で
の
変
更
）
が
あ
る
。

（
６
）
根
拠
が
明
確
で
な
い
部
分
の
復
原
は
行
え
な
い
た
め
、
詳
細
が
不
明
な

主
屋
東
側
下
屋
の
内
部
に
つ
い
て
は
復
原
を
行
わ
ず
、
耐
震
補
強
の
鉄
骨

の
格
納
ス
ペ
ー
ス
と
す
る
と
と
も
に
、
別
事
業
で
内
装
工
事
を
行
い
、
公

開
時
の
事
務
室
や
来
館
者
用
便
所
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。

（
７
）
井
上
家
初
代
は
、
慶
長
初
年
頃
（
一
五
〇
〇
年
代
末
）
ま
で
に
倉
敷
に

移
住
し
た
と
さ
れ
、
そ
の
後
酒
造
業
を
営
ん
で
い
た
が
、
そ
れ
を
廃
業

し
、
酒
造
施
設
を
取
壊
し
て
現
在
の
屋
敷
に
建
替
え
た
と
推
定
さ
れ
る
。

「
酒
株
高
酒
造
米
高
書
上
帳
」（
倉
敷
市
総
務
課
歴
史
資
料
整
備
室
所
蔵

小
野
家
文
書
）
に
よ
る
と
、
宮
崎
屋
（
井
上
家
）
安
兵
衛
は
享
保
五
年

（
一
七
二
〇
）
よ
り
酒
造
せ
ず
休
株
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
年
か
ら
住
宅

の
建
築
に
着
手
し
、
翌
年
上
棟
し
た
と
推
察
さ
れ
る
。
な
お
、
宮
崎
屋
は

そ
の
後
も
酒
造
株
の
貸
株
を
行
っ
て
い
た
も
の
の
、
屋
敷
地
内
で
大
き
な

普
請
を
相
次
い
で
行
っ
た
直
後
の
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）、
そ
れ
を

売
却
し
た
（
倉
敷
市
総
務
課
歴
史
資
料
整
備
室
所
蔵
井
上
家
文
書
）。

（
８
）『
岡
山
市
の
近
世
寺
社
建
築
｜
岡
山
市
歴
史
建
造
物　

平
成
６
・
７
年
度

調
査
報
告
｜
』（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
編
、
岡
山
市
教
育
委
員
会
、

平
成
八
年
）、『
倉
敷
市
文
化
財
総
合
調
査
報
告　

第
六
集　

倉
敷
市
の
近

世
社
寺
建
築
』（
倉
敷
市
文
化
財
総
合
調
査
委
員
会
編
、
倉
敷
市
教
育
委

員
会
、
平
成
二
十
一
年
）。

（
９
）『
倉
敷
の
歴
史
』
第
十
一
号
及
び
第
二
十
五
号
。

（
10
）
修
理
工
事
報
告
書
は
、
修
理
事
業
の
一
環
と
し
て
三
〇
〇
部
刊
行
さ
れ

る
が
、
市
販
は
さ
れ
な
い
。
当
該
文
化
財
の
所
有
者
の
他
、
文
化
庁
他
関

係
団
体
、
文
化
財
修
理
技
術
者
・
技
能
者
の
所
属
す
る
団
体
、
大
学
の
建

築
史
等
研
究
室
、
国
会
図
書
館
・
都
道
府
県
立
図
書
館
な
ど
に
配
布
さ
れ

る
。

（
11
）
現
在
残
さ
れ
て
い
る
昭
和
時
代
の
実
測
図
は
、
次
の
二
種
類
が
あ
る
。

①
昭
和
四
十
一
年（
一
九
六
六
）、「
倉
敷
市
の
将
来
像
に
関
す
る
懇
談
会
」

に
よ
り
行
わ
れ
た
実
測
調
査
で
、
東
京
大
学
・
稲
垣
栄
三
研
究
室
に
よ
り

作
製
さ
れ
た
も
の
。
こ
の
報
告
書
で
あ
る
『
倉
敷
の
将
来
像
に
関
す
る
懇

談
会
報
告
』（
東
京
大
学
都
市
工
学
科
編
集
、
倉
敷
の
将
来
像
に
関
す
る

懇
談
会
、
昭
和
四
十
二
年
）
に
、
作
製
図
面
の
う
ち
配
置
図
兼
一
階
平
面

図
の
略
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
②
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の

制
度
化
に
あ
た
り
、
昭
和
四
十
八
・
四
十
九
年
度
（
一
九
七
三
・
七
四
）、

工
学
院
大
学
・
伊
藤
鄭
爾
研
究
室
に
よ
り
行
わ
れ
た
実
測
調
査
（
デ

ザ
イ
ン
サ
ー
ヴ
ェ
イ
）
に
て
、
作
製
さ
れ
た
も
の
。『PRO

CESS

：

A
rchitecture

』
第
三
十
一
号
（
プ
ロ
セ
ス
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ュ
ア
、

一
九
八
二
年
七
月
一
日
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
原
図
は
「
伊
藤

鄭
爾
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
し
て
、
工
学
院
大
学
図
書
館
に
よ
り
保
存
・
管

理
・
運
営
さ
れ
て
い
る
。

（
12
）『
井
上
家
住
宅
調
査
報
告
書
』（
財
団
法
人
文
化
財
建
造
物
保
存
技
術
協

会
編
集
、
倉
敷
市
教
育
委
員
会
、
一
九
九
八
年
）

（
13
）
民
家
建
築
は
「
衣
・
食
・
住
」
の
う
ち
の
「
住
」
で
あ
り
、
建
築
の
中

で
も
特
に
、
人
の
く
ら
し
と
の
関
係
性
が
深
い
。
く
ら
し
方
そ
の
も
の
の

み
な
ら
ず
、
建
物
を
造
る
技
術
も
含
め
、
気
候
や
文
化
と
密
接
に
関
わ
り

を
持
ち
、
建
物
の
形
に
は
時
代
や
地
域
の
特
徴
が
色
濃
く
表
れ
る
。
そ
の

た
め
、
民
家
建
築
の
復
原
で
は
特
に
、
技
術
的
側
面
の
み
な
ら
ず
、
当
時

の
風
俗
・
習
慣
ま
で
含
め
た
考
察
が
必
要
で
あ
る
。

（
14
）
聞
き
取
っ
た
内
容
は
註
（
12
）
報
告
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
こ
じ
ま　

は
る
か　

公
益
財
団
法
人
文
化
財
建
造
物
保
存
技
術
協
会
）
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は
じ
め
に

平
成
二
四
（
二
〇
一
二
）
年
度
～
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
度
に

か
け
て
、
倉
敷
市
本
町
に
あ
る
井
上
家
住
宅
の
保
存
修
理
工
事
が

行
わ
れ
た
。
井
上
家
住
宅
は
、
倉
敷
美
観
地
区
と
し
て
知
ら
れ
る

「
倉
敷
川
畔
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
」（
重
伝
建
地
区
）

に
あ
る
最
古
の
建
造
物
で
あ
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
修
理
監
督

を
さ
れ
た
小
嶋
は
る
か
氏
の
文
章
を
見
て
い
た
だ
く
と
し
て
、
岡

山
県
教
育
庁
文
化
財
課
の
担
当
者
と
し
て
携
わ
っ
た
立
場
か
ら
見

え
た
井
上
家
住
宅
の
魅
力
に
つ
い
て
、
わ
ず
か
ば
か
り
だ
が
紹
介

す
る
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
、
小
稿
は
、
令
和
四
年
一
二
月
一
七

日
に
ラ
イ
フ
パ
ー
ク
倉
敷
に
て
行
っ
た
「
重
要
文
化
財
井
上
家
住

宅
の
魅
力
」
に
お
い
て
お
話
し
し
た
内
容
を
整
理
し
た
も
の
で
あ

る
。

一　

倉
敷
美
観
地
区
内
に
あ
る
文
化
財（
建
造
物
）の
特
徴

倉
敷
市
内
に
は
、
重
要
文
化
財
の
指
定
を
受
け
た
建
造
物
が

一
〇
件
あ
り
、美
観
地
区
内
に
は
旧
大
原
家
住
宅
、大
橋
家
住
宅
、

井
上
家
住
宅
と
、
三
件
の
重
要
文
化
財
建
造
物
が
あ
る
。

い
ず
れ
の
建
造
物
も
本
瓦
葺
、
壁
は
多
く
の
部
分
が
白
漆
喰
や

海
鼠
壁
と
な
っ
て
お
り
、
二
階
の
窓
も
虫む
し
こ
ま
ど
籠
窓
が
多
く
用
い
ら
れ

て
い
る
。
倉
敷
美
観
地
区
内
に
あ
る
建
造
物
の
特
徴
と
も
言
え
る

が
、
白
い
壁
、
本
瓦
葺
の
灰
色
は
、
重
要
文
化
財
の
建
造
物
に
つ

い
て
も
同
様
の
特
徴
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

今
回
の
井
上
家
住
宅
の
修
理
に
あ
た
っ
て
は
、
同
じ
地
区
の
中

に
あ
る
重
要
文
化
財
は
も
ち
ろ
ん
、
周
辺
に
あ
る
重
伝
建
を
構
成

し
て
い
る
建
造
物
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
実
施
さ
れ
た
。

重
要
文
化
財
井
上
家
住
宅
の
魅
力

内　

池　

英　

樹
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二　

修
理
か
ら
見
え
て
き
た
商
人
の
町
・
倉
敷
の
様
子

江
戸
時
代
の
倉
敷
村
は
、
最
大
で
約
八
〇
〇
〇
人
が
居
住
し
て

お
り
、
周
辺
で
栽
培
さ
れ
た
綿
花
や
菜
種
油
等
の
加
工
、
生
産
を

含
め
て
、
様
々
な
生
業
の
人
々
が
生
活
し
て
い
た
。
倉
敷
村
に
は

庄
屋
・
年
寄
・
百
姓
代
の
仕
事
を
し
た
方
々
が
お
り
、
そ
の
う
ち

一
軒
が
井
上
家
だ
っ
た
。
幕
末
か
ら
明
治
時
代
初
期
の
倉
敷
美
観

地
区
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
『
商
家
繁
昌
中
備
の
魁
』（
高
瀬
安

太
郎
編
、
明
治
一
七
（
一
八
八
四
）
年
刊
行
）
に
も
、
現
在
美
観
地
区

内
に
残
っ
て
い
る
重
要
文
化
財
と
よ
く
似
た
外
観
の
建
造
物
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。

倉
敷
紡
績
株
式
会
社
を
設
立
し
た
一
人
で
あ
る
小
松
原
慶
太

郎
の
店
の
付
近
を
描
い
た
場
面
を
見
て
み
る
と
（
図
１
）、
壁
が
な

く
、
道
か
ら
す
ぐ
に
見
え
る
形
で
商
品
を
並
べ
て
い
る
様
子
が
わ

か
る
。
以
前
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
し
て
こ
の
状
況
を
生
み
出
し
た

の
だ
ろ
う
と
不
思
議
だ
っ
た
。

井
上
家
住
宅
の
修
理
で
わ
か
っ
た
こ
と
の
一
つ
に
、
外
壁
が
可

動
壁
と
な
っ
て
い
て
、
店
内
の
様
子
を
外
か
ら
見
や
す
く
す
る
構

造
が
あ
っ
た
。
次
頁
に
壁
を
外
し
た
状
態
を
掲
載
し
て
い
る
の

で
、
あ
わ
せ
て
み
て
い
た
だ
き
た
い
。

小
嶋
氏
ら
に
よ
る
丹
念
な

痕
跡
調
査
の
結
果
、
壁
が
可

動
式
と
な
っ
て
お
り
、
壁
を

折
り
あ
げ
て
い
く
こ
と
で
、

『
商
家
繁
昌
中
備
の
魁
』
の

場
面
に
あ
る
よ
う
に
、
見
世

棚
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
た
の
で

あ
る
。

古
文
書
等
で
は
明
確
に
は

わ
か
ら
な
か
っ
た
た
め
、
今

回
の
井
上
家
住
宅
の
修
理
に

よ
っ
て
、
江
戸
時
代
の
倉
敷

村
が
商
人
の
町
で
あ
っ
た
こ

と
が
改
め
て
証
明
さ
れ
た
と

言
っ
て
も
良
い
だ
ろ
う
。

   



お
わ
り
に

倉
敷
村
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
古
文
書
の
調
査
・
研
究
を
中

心
に
し
て
、
多
く
の
成
果
が
上
が
っ
て
き
た
。
こ
の
こ
と
は
、

図１　倉敷阿知町の様子（『商家繁昌中備の魁』より）
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『
倉
敷
の
歴
史
』
に
掲
載
さ
れ
て
き
た
諸
論
考
が
物
語
っ
て
い
る

と
思
う
。

一
方
で
、
今
回
の
井
上
家
住
宅
の
修
理
で
は
、
古
文
書
の
調
査

で
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
商
家
の
建
造
物
の
特
徴
や
、
い
つ
頃
家
が

改
修
さ
れ
た
の
か
等
、
多
く
の
成
果
が
あ
が
っ
て
い
る
。
た
と
え

ば
、
天
保
年
間
に
大
規
模
に
拡
張
を
さ
れ
た
、
等
で
あ
る
。
こ
の

成
果
は
、
井
上
家
住
宅
の
歴
史
が
わ
か
る
だ
け
で
は
な
く
、
美
観

地
区
と
呼
ば
れ
て
い
る
近
世
の
倉
敷
村
の
歴
史
や
、
今
後
の
重
伝

建
の
整
備
に
大
い
に
生
き
て
く
る
こ
と
と
思
う
。

修
復
な
っ
た
井
上
家
住
宅
を
訪
れ
て
、
江
戸
時
代
の
建
物
の
素

晴
ら
し
さ
に
触
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
同
時
に
、
刊
行
さ
れ
た
修

理
報
告
書
も
ご
一
読
い
た
だ
き
、
修
理
の
視
点
や
倉
敷
村
の
建
造

物
の
特
徴
等
に
つ
い
て
、
学
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
、
今
回
の
修
理

が
よ
り
効
果
的
に
活
か
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

最
後
に
な
る
が
、
井
上
家
住
宅
の
修
理
に
携
わ
っ
て
く
だ
さ
っ

た
皆
様
に
対
し
て
敬
意
と
謝
意
を
表
し
て
、小
稿
を
擱
筆
し
た
い
。

（
う
ち
い
け　

ひ
で
き　

岡
山
県
立
博
物
館
副
館
長
）

図２　井上家住宅の壁が取り外された様子（内池撮影）
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は
じ
め
に

倉
敷
川
の
舟
運
を
基
盤
に
繫
栄
し
備
中
国
な
ど
の
幕
領
支
配
の

拠
点
と
な
る
代
官
所
が
お
か
れ
た
倉
敷
村
に
つ
い
て
は
、
種
々
の

目
的
に
沿
っ
て
描
か
れ
た
多
数
の
絵
図
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

う
ち
市
中
の
屋
敷
割
を
所
持
者
名
と
共
に
描
く
町
割
図
と
し
て
年

紀
が
明
記
さ
れ
た
最
古
の
も
の
は
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
十
一
月

窪
屋
郡
倉
敷
村
屋
敷
割
絵
図（
以
下
、宝
永
絵
図
と
略
す
）で
あ
り
、『
新

修
倉
敷
市
史
』
第
十
巻
史
料
近
世
（
下
）（
倉
敷
市
、
一
九
九
七
年
）

に
付
録
と
し
て
収
録
さ
れ
、
研
究
者
の
間
で
周
知
さ
れ
て
い
る
。

宝
永
絵
図
を
含
む
倉
敷
村
庄
屋
小
野
家
文
書
に
は
他
に
も
多
様
な

絵
図
史
料
が
あ
る
が
、
そ
の
中
に
作
成
年
代
が
書
か
れ
て
い
な
い

ラ
フ
な
描
写
の
町
（
１
）

割
図
（
絵
図
Ｘ
と
仮
称
）
が
１
点
あ
る
。
絵
図
Ｘ

写真１　小野家文書 49-1-22 倉敷村絵図

論　

文

畑　
　
　

和　

良

古
図
に
み
る
倉
敷
村
中
心
市
街
の
成
立
過
程



- 59 -

は
全
体
が
二
枚
に
裂
け
一
部
欠
損
す
る

な
ど
劣
化
が
激
し
く
、
具
体
的
な
図
様

も
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
令
和

五
年
度
歴
史
資
料
展
示
会
（
本
誌
117
頁

参
照
）
の
準
備
中
に
管
見
に
触
れ
、
倉

敷
村
中
心
市
街
の
原
初
の
姿
を
伝
え
る

極
め
て
重
要
な
史
料
で
あ
る
こ
と
に
気

付
い
た
。
本
稿
で
は
こ
の
絵
図
の
成
立

年
代
を
確
定
し
、
倉
敷
村
中
心
市
街
の

形
成
過
程
を
見
通
し
て
み
た
い
。

一　

絵
図
の
概
要
と
作
成
年
代

絵
図
Ｘ
（
写
真
１
・
図
１
）
は
、
縦

七
四
㎝
×
横
七
二
㎝
の
寸
法
で
彩
色
は

施
さ
れ
て
い
な
い
。
倉
敷
川
（
汐
川
）

と
そ
の
北
岸
・
東
岸
に
広
が
る
本
町
通

お
よ
び
向む
か
い
い
ち
ば

市
場
通
を
軸
線
と
す
る
町
並

み
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
南
は
前ま
え
が
み神
橋

よ
り
や
や
上
流
ま
で
、
東
西
も
描
か
れ

る
範
囲
は
限
定
さ
れ
て
い
る
。
東
西
南

図１　小野家文書 ４９—１‐２２ 倉敷村絵図（トレース）
カッコ内と英字A～ Lは筆者注記。〇印は各家の本宅を示す
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北
の
方
位
と
街
路
の
名
称
、
各
街
路
に
面
す
る
町
家
の
区
画
が
示

さ
れ
、
区
画
ご
と
に
屋
敷
所
有
者
の
名
前
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。

作
成
年
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
以
下
に
述
べ
る
通
り
寺
院
名
や

屋
敷
所
持
者
か
ら
年
代
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
１
）
寺
院
名

宝
永
絵
図
が
「
教
善
寺
」
と
呼
ぶ
向
市
場
通
南
端
寄
り
所
在
の

寺
院
は
、絵
図
Ｘ
で
は
そ
の
前
身
と
さ
れ
る
真
宗
寺
院「
南
之
坊
」

の
名
で
記
さ
れ
て
い
る
。
南
之
坊
が
教
善
寺
に
改
称
す
る
時
期
に

つ
い
て
寛
永
中
（
一
六
二
四
～
四
四
）
と
す
る
寺
伝
が
あ
る
が
、『
倉

敷
市
史
』
第
五
冊
は
史
料
状
況
か
ら
こ
れ
を
疑
い
、
宝
永
に
近
い

時
期
か
と
す
る
。
倉
敷
村
の
宗
門
改
帳
を
確
認
す
る
と
、
こ
の
寺

の
名
は
宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）
ま
で
「
南
之
坊
」、翌
年
か
ら
「
教

善
寺
」
に
変
わ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
（
（
（
る
。
つ
ま
り
「
南
之
坊
」
が

描
か
れ
た
絵
図
Ｘ
は
宝
永
絵
図
よ
り
も
古
い
時
代
、
宝
永
四
年
以

前
の
倉
敷
村
を
描
い
た
資
料
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
２
）
屋
敷
所
持
者
名

宝
永
絵
図
に
は
屋
敷
所
有
者
の
屋
号
が
記
さ
れ
て
お
り
、
倉
敷

村
住
人
の
宝
永
七
年
当
時
の
当
主
名
と
居
所
が
明
ら
か
で
あ
る
。

宝
永
絵
図
よ
り
成
立
が
古
い
絵
図
Ｘ
に
は
、
宝
永
絵
図
上
の
屋
敷

所
有
者
の
先
祖
の
名
（
ま
た
は
同
一
人
物
の
若
年
時
の
名
前
）
が
記
さ

れ
て
い
る
と
予
想
で
き
、
そ
の
人
物
の
在
世
年
代
・
改
名
時
期
を

突
き
止
め
る
こ
と
で
、
絵
図
Ｘ
の
成
立
年
代
を
絞
る
こ
と
が
で
き

る
。
以
下
、
絵
図
Ｘ
の
年
代
特
定
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
変
遷
の
認
め

ら
れ
る
家
を
抽
出
し
検
討
し
た
い
（
表
１
参
照
）。

【
宮
崎
屋
井
上
家
】
絵
図
Ｘ
の
人
名
は
孫
兵
衛
。
寛
文
十
二
年

（
一
六
七
二
）
ま
で
は
孫
兵
衛
の
父
三
郎
右
衛
門
が
当
主
と
し
て
宗
門

帳
に
記
さ
れ
て
い
る
。
孫
兵
衛
の
当
主
と
し
て
の
初
出
は
翌
寛
文

十
三
年
。
以
後
こ
の
名
で
の
活
動
が
続
く
が
、延
宝
五
年（
一
六
七
七
）

八
月
以
降
同
七
年
ま
で
に
「
次
左
衛
門
」
と
改
名
し
て
い
る
。

【
妹せ
の
お尾
屋
藤
井
家
】
絵
図
Ｘ
の
人
名
は
亀
之
介
。
宗
門
帳
記
載
の

亀
之
介
お
よ
び
母
親
の
年
齢
が
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
段
階
の

当
主
十
之
兵
衛
お
よ
び
母
親
の
年
齢
と
一
致
し
（
（
（

、
宝
永
絵
図
の
十

之
兵
衛
と
同
一
人
と
わ
か
る
。
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
段
階
で

は
父
利
右
衛
門
が
当
主
と
し
て
健
在
、
そ
れ
以
後
寛
文
十
二
年
ま

で
に
亀
之
介
が
当
主
と
な
る
。
延
宝
七
年
ま
で
こ
の
名
で
活
動
す

る
が
、翌
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
に
は
「
彦
七
郎
」
に
改
名
す
る
。

【
蔦つ
た
や屋
岡
家
】
絵
図
Ｘ
の
人
名
は
利
兵
衛
。
寛
文
十
三
年

（
一
六
七
三
）
六
月
ま
で
父
親
の
惣
右
衛
門
が
当
主
と
し
て
み
え
、

そ
の
頃
利
兵
衛
は
「
長
三
郎
」
を
名
乗
っ
て
い
た
。
惣
右
衛
門
は

同
年
十
月
に
没
し
て（

（
（

長
三
郎
が
家
督
を
継
ぎ
、
延
宝
五
年
四
月
ま
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で
に
名
前
を
「
利
兵
衛
」
に
改

め
て
い
る
。

【
油
屋
吉
田
家
】
絵
図
Ｘ
の
人

名
は
弥
兵
衛
。
寛
文
十
二
年

（
一
六
七
二
）
時
点
で
は
父
親

の
太
郎
左
衛
門
が
当
主
。
そ
の

後
も
太
郎
左
衛
門
は
存
命
だ

が
、
当
主
は
翌
寛
文
十
三
年
に

弥
兵
衛
に
交
代
。

【
播
磨
屋
原
田
家
】
絵
図
Ｘ

の
人
名
は
孫
二
郎
（
孫
次
郎
）。

宗
門
帳
に
よ
れ
ば
延
宝
七
年

（
一
六
七
九
）
時
点
で
十
一

歳
、
逆
算
し
て
寛
文
九
年

（
一
六
六
九
）
生
ま
れ
。
宝
永

絵
図
に
て
同
地
点
に
屋
敷
を
構

え
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
時

点
で
三
十
九
歳
の
幸

（
（
（

右
衛
門
と

同
一
人
物
で
あ
る
。
父
源
右
衛

門
は
寛
文
十
一
年
（
一
六
七
一
）

寛文5年/1665 寛文9年/1669 寛文12年/1672 寛文13年/1673 延宝5年/1677 延宝7年/1679 延宝8年/1680

庄屋
　小野

孫太夫 （記事なし）

孫太夫41歳
女房32歳
　男子七太夫18歳
　弟次郎兵衛15歳
　妹きい10歳
　妹ひめ8歳
　妹とめ6歳
　弟助市3歳
　姉いや1歳

孫太夫
七太夫

※印＝正広

七太夫25歳
妻22歳
　娘ゐす5歳
妹ひめ15歳
妹とね14歳
弟助市10歳
妹いや8歳
弟八十郎（破損）

七太夫26歳
妻23歳
　娘ゐす6歳
妹ひめ16歳
同とね15歳
弟助市11歳
妹いや9歳
弟八十郎6歳

宮崎屋
　井上

三郎右衛門55歳
　男子新兵衛19歳
　男子孫兵衛33歳
　女房28歳
　　男子太郎作12歳
　　女子ひな8歳
　　女子くり5歳

（記事なし）

三郎右衛門62歳
　男子孫兵衛40歳
　女房35歳
　　男子彦兵衛19歳
　　女子ひな15歳
　　女子くり12歳

孫兵衛 孫兵衛

次左衛門47歳
妻42歳
　惣領彦兵衛26歳
　妻25歳
　弟惣十郎2歳
　妹ひな22歳
　娘市5歳
親三郎右衛門69歳

次左衛門48歳
妻43歳
　惣領彦兵衛27歳
　同妻26歳
　弟惣十郎3歳
　妹ひな23歳
　娘いち6歳

播磨屋
　原田

源左衛門23歳
同女房20歳
　女子やす3歳

（記事なし）
孫次郎4歳
母　27歳
女子なつ7歳

（署名なし） 孫次郎
（はりまや）

孫次郎11歳
姉なつ14歳
母34歳

孫次郎12歳
妹[姉]なつ15歳
母35歳

油屋
　吉田

太郎左衛門53歳
女房34歳
　男子牛助17歳
　女子なつ12歳

（記事なし）

太郎左衛門60歳
女房41歳
　男子弥兵衛29歳
　女房19歳
　　女子たね10歳
　弟孫右衛門24歳
　女房16歳

弥兵衛

※印＝ヨシ田ヤ
弥兵衛

太郎左衛門36歳
妻26歳
　娘たま16歳
　弟源三郎6歳
宗夢67歳

太郎左衛門37歳
妻27歳
　娘たま17歳
　弟源三郎7歳
親68歳

蔦屋
　岡

惣右衛門32歳
女房30歳
　女子しま9歳
　男子長三郎7歳
　女子つた3歳
母親53歳

惣右衛門36歳
女房34歳
　女子しま13歳
　男子長三郎11歳
　女子つた7歳
　男子吉三郎3歳
惣右衛門母57歳

惣右衛門39歳
　男子長三郎14歳
　女子つた10歳
　男子吉三郎6歳
惣右衛門母60歳

惣右衛門

※印＝蔦屋

利兵衛
（蔦与平次）

利兵衛21歳
妻20歳
　妹[娘]さつ2歳
弟吉三郎13歳

理兵衛22歳
妻21歳
　娘さつ3歳
弟長吉14歳

銭屋
　岡

惣左衛門47歳
女房38歳
　市左衛門26歳
　女房25歳
　助作14歳
　つた12歳
　はる6歳
　つま4歳
　二郎作3歳

惣左衛門51歳
女房42歳
　男子助作18歳
　女子つた15歳
　女子つま7歳
　男子七蔵4歳

助作21歳
女房16歳
妹つま10歳
弟七蔵7歳
母50歳

（署名なし）
惣左衛門
（銭や助太
夫）

助太夫14歳
母56歳
姪つち3歳

助太夫15歳
母57歳
姪まん4歳

妹尾屋
　藤井

利右衛門24歳
女房20歳
　男子亀之助2才
母親57歳

（記事なし） 亀之助 （署名なし）
亀之介
（瀬尾や彦七
郎）

亀之助16歳
母34歳
姥母71歳

彦七郎17歳
母35歳
姥母72歳

典拠 14‐1 14‐2 14‐3 36‐3‐1 24‐9、24‐11 14‐4 14‐5

表１　倉敷村の有力者家族の変遷

注）典拠は全て小野家文書（倉敷市歴史資料整備室所蔵）。小野家14‐3宗門帳は年次を欠くが、登載人物の年齢から寛文12年と
確定できる。寛文13年の項の「※印」は典拠史料の押印。延宝5年の項の丸括弧は小野家24‐11の肩書注記、「※印」は小野家24
‐9の押印。親・妻・兄弟姉妹は同列、子とその妻や兄弟姉妹は１字下げで揃え、[　]で誤記を訂正した。

注）典拠は全て小野家文書（倉敷市歴史資料整備室所蔵）。小野家14-3宗門帳は年次を欠くが、登載人物の年齢から
寛文12年と確定できる。寛文13年の項の「※印」は典拠史料の押印。延宝5年の項の丸括弧は小野家24‐11の肩書注記、
「※印」は小野家24‐9の押印。親・妻・兄弟姉妹は同列、子とその妻や兄弟姉妹は１字下げで揃え、[　]で誤記を訂正した。

表１　倉敷村の有力者家族の変遷
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没
（
（
（

、
翌
年
の
宗
門
帳
か
ら
孫
二
郎
が
当
主
と
し
て
登
場
す
る
。

右
に
み
た
各
家
の
当
主
・
名
前
の
変
遷
か
ら
、
絵
図
Ｘ
が
播
磨

屋
原
田
孫
次
郎
が
生
ま
れ
た
寛
文
九
年
以
降
の
も
の
で
あ
る
こ
と

は
確
実
で
あ
る
。
か
つ
同
年
以
降
で
宮
崎
屋
井
上
・
油
屋
吉
田
・

蔦
屋
岡
家
の
当
主
名
が
絵
図
Ｘ
の
人
名
と
一
致
す
る
時
期
は
延
宝

元
年
十
月
～
同
七
年
（
一
六
七
三
～
七
九
）
の
間
に
限
ら
れ
る
。

宝
永
絵
図
が
庄
屋
小
野
家
の
屋
敷
を
描
く
地
点
に
、
絵
図
Ｘ
は

七
太
夫
の
名
を
記
載
す
る
。
延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）
五
月
に
死

去
し
た
小

（
（
（

野
孫
太
夫
の
跡
を
継
い
だ
の
が
絵
図
に
登
場
す
る
七
太

夫
正
広
で
、
父
孫
太
夫
が
没
し
た
翌
月
か
ら
庄
屋
と
し
て
史
料
に

現
れ
（
（
（
る
。
ま
た
、
宝
永
絵
図
が
銭
屋
助
太
夫
の
屋
敷
と
す
る
地
点

に
、
絵
図
Ｘ
は
惣
左
衛
門
の
名
を
記
す
。
表
１
を
み
る
と
銭
屋
岡

家
の
当
主
は
寛
文
九
年
ま
で
惣
左
衛
門
と
な
っ
て
い
る
が
、
寛
文

十
二
年
ま
で
に
そ
の
子
助
作
に
家
督
が
移
っ
て
い
る
。
助
作
は
延

宝
五
年
四
月
ま
で
に
父
の
通
称
「
惣
左
衛
門
」
を
襲
名
す
る
が
、

延
宝
六
年
正
月
に
二
十
七
歳
で
死
去
し

（
（
（

て
い
る
。
絵
図
Ｘ
は
延
宝

期
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
絵
図
に
記
入
さ
れ
た
惣
左
衛
門
は
後
者

の
夭
折
し
た
人
物（
初
名
助
作
）に
該
当
す
る
。
以
上
の
整
理
か
ら
、

絵
図
中
の
人
名
が
齟
齬
な
く
揃
う
時
期
は
延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）

五
月
～
同
六
年
（
一
六
七
八
）
正
月
の
一
年
半
の
間
に
絞
ら
れ
る
。

（
３
）
絵
図
の
年
代
お
よ
び
性
格

延
宝
四
年
五
月
～
同
六
年
正
月
の
間
に
作
成
さ
れ
た
史
料
に
延

宝
五
年
（
一
六
七
七
）
倉
敷
村
水か
　
こ夫
屋

（
（1
（敷
帳
（
以
下
、延
宝
帳
）
が
あ
る
。

こ
れ
は
倉
敷
村
内
で
領
主
に
対
し
て
水
夫
役
を
負
担
す
る
見
返

り
に
年
貢
を
免
除
さ
れ
た
人
々
の
屋
敷
地
を
ま
と
め
た
帳
簿
で
、

屋
敷
地
ご
と
に
畝
数
・
分
米
が
記
さ
れ
屋
敷
地
所
持
者
が
署
名
・

押
印
し
て
い
る
。
こ
の
延
宝
帳
登
載
の
各
屋
敷
所
持
者
名
は
、
絵

図
Ｘ
の
各
屋
敷
地
に
記
入
さ
れ
た
所
持
者
名
と
ほ
と
ん
ど
一
致
す

る
。
具
体
的
に
は
、
延
宝
帳
は
水
夫
屋
敷
一
七
二
区
画
（
実
屋
敷
数

一
九
〇
）・
一
一
一
人
の
所

（
（1
（

持
者
名
を
載
せ
る
が
、
そ
の
う
ち
九
七
名

ま
で
が
絵
図
上
の
人
名
と
一
致
す
る
。
絵
図
に
み
え
な
い
一
四
人
の

う
ち
、
六
人
は
絵
図
の
破
損
で
人
名
が
確
認
で
き
な
い
例
、
六
人

は
延
宝
帳
登
載
者
の
若
年
時
の
名
を
記
す

（
（1
（も
の
や
単
純
な
誤
記
（
四

兵
衛
→
四
郎
兵
衛
な
ど
）
と
み
ら
れ
る
例
で
、
延
宝
帳
登
載
者
で
純
粋

に
絵
図
上
に
み
え
な
い
人
物
は
二
名
に
過
ぎ
な
い
。

仔
細
に
み
る
と
、
延
宝
帳
の
屋
敷
地
の
記
載
順
序
は
ラ
ン
ダ
ム

な
も
の
で
は
な
く
、
絵
図
Ｘ
の
Ａ
地
点
（
本
町
通
と
向
市
場
通
と
の
分

岐
点
）
を
起
点
に
、
本
町
通
南
側
の
家
並
み
を
Ｂ
ま
で
→
Ｂ
か
ら
折

り
返
し
て
本
町
通
北
側
の
家
並
み
を
Ｃ
ま
で
→
Ｃ
か
ら
本
町
通
南

側
の
家
並
み
を
Ａ
地
点
へ
→
Ａ
か
ら
向
市
場
通
を
Ｄ
へ
→
Ｄ
か
ら
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西
へ
折
れ
倉
敷
川
北
岸
の
家
並
み
を
Ｅ
へ
→
鶴つ
る

形が
た
山
の
麓
に
あ
る

弓ゆ

場ば

町
を
Ｆ
か
ら
Ｇ
へ
→
倉
敷
村
中
心
部
を
離
れ
Ｈ
井
上
寺
→
Ｉ

阿
知
庄
→
Ｊ
向
倉
敷
を
め
ぐ
り
→
Ｋ
地
点
か
ら
向
市
場
通
の
両
側

の
家
並
み
を
た
ど
っ
て
Ｌ
地
点
に
至
る
屋
敷
群
の
並
び
順
と
一
致
す

る
こ
と
が
、
延
宝
帳
と
絵
図
Ｘ
の
屋
敷
所
持
者
名
の
一
致
関
係
か

ら
明
ら
か
で
あ
る
。
絵
図
Ｘ
に
表
現
さ
れ
た
屋
敷
地
の
並
び
と
水

夫
屋
敷
帳
の
記
載
順
に
は
深
い
相
関
性
が
認
め
ら
れ
る
。

倉
敷
村
の
水
夫
屋
敷
の
範
囲
を
示
し
た
図
と
し
て
は
小
野
家
１６８

︲
１
︲
４
水

（
（1
（

夫
屋
敷
割
絵
図
が
あ
り
、「
水
夫
屋
敷
」
と
他
の
屋

敷
地
を
峻
別
し
、水
夫
屋
敷
で
な
い
家
並
み
の
あ
る
区
画
に
は「
田

畑
屋
敷
」「
神
田
」
な
ど
の
文
字
入
れ
が
さ
れ
て
い
る
。
絵
図
Ｘ

が
描
く
家
並
み
の
範
囲
は
、
水
夫
屋
敷
図
が
「
水
夫
屋
敷
」
と
し

て
描
く
家
並
み
の
範
囲
と
一
致
す
る
。

以
上
の
考
察
か
ら
、
今
回
紹
介
し
た
絵
図
Ｘ
は
、
倉
敷
村
の
う

ち
「
水
夫
屋
敷
」
に
認
定
さ
れ
て
い
た
家
並
み
の
範
囲
の
延
宝
五

年
（
一
六
七
七
）
段
階
の
状
態
を
図
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

現
在
の
と
こ
ろ
倉
敷
村
の
中
心
市
街
の
詳
細
な
町
割
と
住
民
名
を

表
現
し
た
絵
図
と
し
て
は
最
古
の
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
結
論

を
ふ
ま
え
、
絵
図
Ｘ
を
「
倉
敷
村
水
夫
屋
敷
古
図
」（
以
下
「
倉
敷

古
図
」
と
略
す
）
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。
な
お
、『
倉
敷
市
史
』
第

三
巻
は
「
延
宝
元
年
頃
の
も
の
と
推
定
せ
ら
ゝ
る
倉
敷
市
街
明
細

図
」
の
存
在
を
示
唆
し
、
同
市
史
編
纂
資
料
に
こ
の
絵
図
の
写
し

が
残
る
（
（1
（

。
こ
れ
は
小
野
家
５４-

３
倉
敷
村
屋
敷
割
絵
図
を
指
す
こ

と
が
絵
図
写
と
の
図
様
の
一
致
か
ら
わ
か
る
が
、
屋
敷
割
記
載
の

人
名
か
ら
貞
享
元
年
～
二
年
（
一
六
八
四
～
五
）
の
絵
図
と
判
断
で

き
、
倉
敷
古
図
よ
り
新
し
い
時
期
の
資
料
で

（
（1
（あ

る
（
貞
享
絵
図
）。

二　

絵
図
に
み
る
町
並
み
の
成
立
過
程

（
１
）
水
夫
屋
敷
エ
リ
ア
と
慶
長
期
倉
敷
村
の
景
観
形
成

か
く
し
て
本
稿
が
問
題
と
す
る
倉
敷
古
図
は
倉
敷
村
中
心
市
街

に
相
当
す
る
水
夫
屋
敷
エ
リ
ア
の
延
宝
五
年
段
階
の
状
況
を
描
い

た
図
と
判
明
し
た
が
、
倉
敷
村
の
水
夫
屋
敷
に
つ
い
て
は
慶
長

十
四
年
（
一
六
〇
九
）
の
水

（
（1
（

夫
屋
敷
帳
（
以
下
、
慶
長
帳
と
略
す
）
が

残
っ
て
い
る
。
延
宝
帳
と
慶
長
帳
の
内
容
を
比
較
す
る
と
、
水
夫

屋
敷
の
区
画
総
数
（
一
七
二
）、
個
別
の
区
画
ご
と
の
畝
数
、
区
画

の
配
列
が
完
全
に
一
致
す
る
。
慶
長
帳
の
各
屋
敷
所
持
者
名
の
部

分
に
は
、
延
宝
帳
に
ま
と
め
ら
れ
た
各
屋
敷
所
持
者
名
と
ほ
ぼ
一

致
す
る
人
名
を
記
し
た
付
箋
が
貼
ら
れ
、
慶
長
帳
に
列
挙
さ
れ
た

個
々
の
屋
敷
地
を
延
宝
五
年
に
誰
が
所
持
し
て
い
た
の
か
一
目
で

分
か
る
よ
う
紐
づ
け
し
て
あ
る
。
慶
長
帳
と
延
宝
帳
の
間
で
代
替
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わ
り
・
売
買
譲
渡
・
退
転
に
よ
る
屋
敷
所
有
者
の
変
化
、
屋
敷
地

の
併
合
・
分
離
が
確
認
で
き
る
が
、
水
夫
屋
敷
指
定
地
の
範
囲
や

町
割
自
体
に
は
変
化
が
生
じ
て
い
な
い
状
況
を
看
取
で
き
る
。

つ
ま
り
、
倉
敷
古
図
が
示
す
範
囲
の
家
並
み
は
、
慶
長
十
四
年

ま
で
に
確
実
に
成
立
し
、
そ
の
時
点
の
町
割
構
造
を
ほ
ぼ
そ
の
ま

ま
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
り
、
付
箋
を
手
掛
か
り
に
延
宝
帳
と
慶
長

帳
を
比
較
検
討
し
、
図
上
の
各
屋
敷
地
に
慶
長
帳
登
載
の
屋
敷
地

所
持
者
名
を
位
置
づ
け
、
屋
敷
地
の
併
合
・
分
離
関
係
を
慶
長
帳

の
示
す
状
態
に
戻
す
こ
と
に
よ
り
、
慶
長
期
の
倉
敷
村
中
心
市
街

部
の
姿
を
復
元
で
き
る
の
で
あ
る
（
後
掲
69
頁
図
３
）。

延
宝
帳
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
倉
敷
古
図
が
描
写
す
る
家
並
み
の

水
夫
屋
敷
指
定
は
慶
長
五
～
九
年
（
一
六
〇
〇
～
四
）
に
備
中
国
奉
行

を
務
め
た
小
ま
さ

堀
正
次つ
ぐ
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
基
幹

街
路
で
あ
る
本
町
通
と
並
行
す
る
三
本
の
街
路
（
弓
場
町・中
船
元
町・

船
元
町
＝
船せん
ば場
）
に
面
し
て
短
冊
型
地
割
の
屋
敷
地
が
稠
密
す
る
倉

敷
川
北
岸
の
整
然
と
し
た
町
並
み
は
、
慶
長
五
年
の
関
ヶ
原
合
戦

直
後
に
は
既
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
だ
け
の
都
市

が
、
何
の
前
提
も
な
く
近
世
初
頭
に
突
如
出
現
し
た
と
は
考
え
ら

れ
な
い
。
新
城
常
三
氏
に
よ
る
中
世
の
高
野
山
参
詣
に
関
す
る
研

究
に
よ
れ
ば
、
高
野
山
西
室
院
「
備
中
都
窪
郡

浅
口
郡

登
山
記
」
に
よ
っ
て
永

禄
八
年
（
一
五
六
五
）
倉
敷
町
の
商
人
な
ど
二
十
名
の
高
野
山
参
詣

が
確
認
で

（
（1
（

き
る
と
い
う
。
慶
長
帳
成
立
の
四
十
四
年
前
の
出
来
事

で
、
現
在
筆
者
が
把
握
す
る
倉
敷
村
の
存
在
を
示
す
最
古
の
情
報

だ
が
、戦
国
時
代
後
期
に
商
人
が
集
う「
町
」が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ

た
の
だ
と
す
れ
ば
、
慶
長
期
に
こ
れ
だ
け
の
市
街
が
存
在
す
る
こ

と
も
了
解
し
や
す
い
。
現
在
ま
で
引
き
継
が
れ
る
倉
敷
川
北
岸
エ

リ
ア
の
町
割
は
、
戦
国
後
期
か
ら
慶
長
年
間
に
至
る
半
世
紀
ほ
ど

の
間
に
形
成
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
よ
う
。

延
宝
帳
は
鶴
形
山
南
麓
を
東
西
に
貫
く
本
町
通
北
側
の
家
並
み

に
屋
敷
を
持
つ
忠
兵
衛
・
孫
右
衛
門
に
「
市
は
」
の
肩
書
を
付
し
、

慶
長
帳
も
本
町
通
南
側
に
屋
敷
を
構
え
る
孫
右
衛
門
を
「
市
ば
孫

右
衛
門
」
と
呼
ん
で
い
る
。
後
述
す
る
倉
敷
村
絵
図
（
小
野
家
１６８

︲
１
‐
１
）
の
貼
紙
に
「
市
場
本
町
筋　

長
六
町
」
と
あ
る
こ
と

か
ら
、
本
町
通
を
軸
線
と
す
る
両
側
町
が
「
市
場
」
地
名
で
呼
ば

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
本
町
の
家
並
み
は
慶
長
十
四
年
時
点

で
短
冊
型
に
地
割
さ
れ
た
屋
敷
が
均
等
に
街
路
に
面
し
て
建
ち
並

ぶ
両
側
町
の
景
観
を
成
立
さ
せ
て
い
る
。
戦
国
期
に
入
っ
て
各
地

に
出
現
す
る
両
側
町
と
い
う
都
市
構
造
に
つ
い
て
は
、「
都
市
の

通
り
と
い
う
共
有
の
場
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
対
等
に
面
し
て
屋
敷
を

構
え
る
こ
と
」
を
志
向
す
る
都
市
住
民
が
開
発
し
た
町
割
で
は
な
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い
か
と
の
玉
井
哲
雄
氏
の
指
（
（1
（
摘
が
あ
る
。
こ
う
し
た
見
解
を
踏
ま

え
、
倉
敷
村
の
本
町
も
街
路
を
取
引
・
流
通
の
空
間
・
経
路
と
し

て
共
有
す
る
集
団
が
形
成
し
た
中
世
後
期
の
市
場
集
落
を
原
型
に

成
り
立
っ
て
い
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
現
在
の
本
町

通
は
幅
七
～
九
ｍ
と
い
う
幅
広
の
道
路
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の

道
幅
は
貞
享
年
間
に
遡
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
貞
享
絵
図
記
入
の

寸
法
に
よ
り
判
明
す
る
。
こ
の
幅
広
の
道
路
敷
こ
そ
が
交
易
空
間

と
し
て
の
市
場
敷
の
名
残
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

倉
敷
古
図
に
は
本
町
通
の
東
寄
り
で
分
岐
し
、
細
い
水
路
を

渡
っ
て
倉
敷
川
東
岸
部
を
北
か
ら
南
へ
ま
っ
す
ぐ
下
る
「
向
市

場
」
と
表
記
さ
れ
た
基
幹
街
路
が
描
か
れ
て
い
る
。
倉
敷
川
東
方

に
は
こ
の
向
市
場
通
沿
い
に
両
側
町
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
後
年

の
宝
永
絵
図
で
は
通
り
に
面
す
る
家
並
み
の
背
面
、
す
な
わ
ち
倉

敷
川
河
畔
に
も
屋
敷
が
建
ち
並
ぶ
景
観
が
描
か
れ
る
が
、
倉
敷
古

図
で
は
「
野
地
」
と
さ
れ
河
岸
の
屋
敷
割
が
全
く
描
か
れ
な
い
。

通
り
の
西
側
の
家
並
み
も
途
中
で
途
切
れ
て
い
る
。
慶
長
帳
は
こ

の
向
市
場
通
に
面
す
る
屋
敷
群
に
つ
い
て
「
是
ゟ
新
町
分
」
と
記

し
、宝
永
絵
図
は
向
市
場
通
そ
の
も
の
を
「
新
町
」
と
表
記
す
る
。

す
な
わ
ち
、
向
市
場
通
を
基
幹
と
す
る
倉
敷
川
東
側
の
家
並
み

は
倉
敷
古
図
に
描
か
れ
た
町
並
み
の
中
で
も
最
も
新
し
い
時
期
に

開
発
さ
れ
た
領
域
で
あ
り
、
延
宝
年
間
に
至
っ
て
も
開
発
途
上
の

状
態
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
向
市
場
」「
新
町
」
と
い
う
地

名
自
体
、
市
場
と
呼
ば
れ
る
倉
敷
川
北
岸
の
町
並
み
と
水
路
を
挟

ん
で
向
か
い
合
う
位
置
に
開
か
れ
た
新
し
い
町
場
を
意
味
す
る
名

付
け
と
評
価
で
き
よ
う
。
倉
敷
古
図
に
は
宝
永
絵
図
に
描
か
れ
る

向
市
場
通
の
途
中
で
西
へ
分
岐
し
家
並
み
を
割
っ
て
倉
敷
川
河
畔

に
出
る
路
地
も
み
え
な
い
が
、
倉
敷
川
左
岸
の
屋
敷
地
開
発
に
あ

た
っ
て
向
市
場
通
の
途
中
か
ら
河
畔
に
出
る
通
路
が
新
設
さ
れ
た

の
で
あ
ろ
う
。
向
市
場
通
か
ら
河
畔
側
へ
向
か
っ
て
開
発
が
進
展

し
、
川
岸
の
新
し
い
家
並
み
の
表
側
へ
出
る
路
地
が
つ
く
ら
れ
る

と
い
う
経
緯
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
う
し
た
過
渡
期
の
町
並
み
描
写
か
ら
倉
敷
の
街
区
は
次
の
よ

う
な
順
序
で
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

１
．
市
場
（
本
町
）
→
向
市
場
（
新
町
）

２
．
基
幹
街
路
→
河
畔
の
家
並
み

す
な
わ
ち
倉
敷
川
よ
り
北
の
山
寄
せ
に
位
置
す
る
本
町
通
を
基

幹
と
す
る
か
た
ち
で
最
初
に
町
並
み
（
市
場
）
が
成
立
し
、
次
い

で
本
町
通
か
ら
河
畔
に
出
る
路
地
が
作
ら
れ
て
倉
敷
川
沿
岸
の
屋

敷
群
が
開
発
さ
れ
、
最
後
に
倉
敷
川
東
方
に
向
市
場
通
を
基
幹
と

す
る
新
町
が
成
立
し
、
河
畔
側
へ
と
家
並
み
が
拡
大
し
て
い
く
と
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い
う
順
番
で
、
倉
敷
村
中
心
市
街
部
が
形
成
さ
れ
て
い
く
様
相
を

見
通
す
こ
と
が
で
き
る
。
木
山
巌
太
郎『
倉
子
城
史
談
』（
一
九
一
八

年
）
が
市
街
発
達
の
順
序
と
し
て
「
口
碑
に
伝
ふ
る
が
如
く
、
弓

場
本
町
辺
を
根
拠
と
し
て
東
西
に
伸
び
次
で
南
に
拡
張
せ
し
も

の
ゝ
如
し
」
と
す
る
の
と
大
ま
か
に
一
致
す
る
が
、
こ
う
し
た
市

街
地
形
成
順
を
あ
る
程
度
絵
図
史
料
に
よ
っ
て
証
拠
づ
け
る
こ
と

が
可
能
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
倉
敷
古
図
に
は
「
途ず

子し

」
と
名
付
け
ら

れ
た
路
地
が
複
数
描
か
れ
て
い
る
。「
途
子
」
は
各
地
の
事
例
検

討
か
ら
町
通
り
ど
う
し
を
連
絡
す
る
目
的
で
新
設
さ
れ
た
通
路
と

考
え

（
（1
（

ら
れ
て
い
る
。
倉
敷
村
の
場
合
も
他
の
事
例
に
漏
れ
ず
、
本

町
通
と
こ
れ
に
並
行
す
る
三
本
の
街
路
を
連
結
す
る
小
路
に
限
っ

て
「
途
子
」
と
表
記
す
る
。
先
に
指
摘
し
た
新
町
の
事
例
か
ら
、

こ
う
し
た
「
途
子
」
が
基
幹
街
路
に
並
行
す
る
別
の
街
路
と
こ
れ

に
面
す
る
家
並
み
の
開
発
に
伴
っ
て
、
新
し
く
で
き
た
家
並
み
へ

の
連
絡
路
と
し
て
設
定
さ
れ
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
ほ

ぼ
明
ら
か
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、現
在
も
地
域
で「
ひ
や
さ
い
」

と
呼
ば
れ
る
「
途
子
」
の
存
在
こ
そ
が
、
本
町
通
に
並
行
す
る
街

路
と
家
並
み
が
河
畔
側
・
山
側
へ
向
か
っ
て
開
発
さ
れ
て
い
っ
た

こ
と
を
物
語
る
ひ
と
つ
の
生
き
証
人
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
２
）
延
宝
五
年
の
倉
敷
村
の
景
観
と
町
場
の
拡
大

小
野
家
文
書
に
は
無
年
号
だ
が
倉
敷
古
図
と
同
じ
延
宝
五
年
の

作
成
と
推
定
さ
れ
て
い
る
絵
画
的
な
描
写
の
倉

（
（2
（

敷
村
絵
図
（
小
野

家
１６８
‐
１
‐
１
。
以
下
絵
図
①
）、
同
じ
く
年
号
記
載
を
欠
く
が
絵
図

②
と
同
じ
特
徴
を
持
つ
町
並
み
の
街
路
・
屋
敷
地
を
図
面
的
に
表

し
た
距
離
書
込
倉
敷
村
絵
図（
小
野
家
４９
‐
７
。以
下
絵
図
②
。写
真
２
）

が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
絵
図
に
は
、
倉
敷
古
図
に
示
さ
れ
て
い
な
い

家
並
み
が
描
か
れ
て
い
る
。
倉
敷
古
図
は
あ
く
ま
で
も
古
い
淵
源

を
も
つ
水
夫
屋
敷
指
定
エ
リ
ア
に
限
定
し
て
描
い
た
詳
細
図
で
あ

り
、
絵
図
①
②
が
示
す
状
況
が
延
宝
五
年
時
点
の
倉
敷
村
の
家
並

み
の
全
体
像
と
考
え
ら
れ
る
。
倉
敷
古
図
と
絵
図
①
②
の
差
分
、

水
夫
屋
敷
エ
リ
ア
外
に
描
か
れ
た
家
並
み
は
、
慶
長
期
以
降
延
宝

五
年
に
至
る
六
十
余
年
の
間
に
開
発
・
形
成
さ
れ
た
街
区
と
考
え

ら
れ
、
こ
の
間
の
町
並
み
の
発
展
を
示
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
本
町
通
西
端
の
観
音
坊
前
か
ら
西
に
向
か
っ
て
伸

び
る
街
路
沿
い
に
「
井
上
町
」
と
呼
ば
れ
る
両
側
町
が
形
成
さ
れ
、

そ
の
家
並
み
は
町
名
の
由
来
と
思
わ
れ
る
井
上
寺
（
地
蔵
院
）
付
近

ま
で
続
く
。
本
町
通
東
端
の
家
並
み
も
、
倉
敷
古
図
の
描
写
範
囲
よ

り
若
干
東
へ
拡
張
し
氏
神
妙
み
ょ
う
け
ん
ぐ
う

見
宮
の
参
道
登
り
口
付
近
ま
で
伸
び

て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
最
も
目
立
つ
の
は
、
倉
敷
川
右
岸
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に
形
成
さ
れ
た
「
向
船
場
町
」
で
、
前
神
橋
西
詰
か
ら
井
上
町
の
街

路
と
の
接
続
部
ま
で
河
畔
に
沿
っ
て
家
並
み
が
連
な
っ
て
い
る
。
寛

文
十
三
年
（
一
六
七
三
）
丑

（
（2
（

六
月
二
十
七
日
倉
敷
村
舟
入
川
幅
相
定
覚

に
も
「
一
長
七
拾
壱
間
者　

川
幅
拾
間
半　

是
者
前
か
ミ
橋
ゟ
東

ハ
九
郎
兵
衛
屋
敷
、
西
ハ
市
左
衛
門
屋
敷
迄
也
」
と
あ
り
、
こ
の
こ

ろ
ま
で
に
前
神
橋
よ
り
上
流
の
倉
敷
川
右
岸
（
西
岸
）
に
家
並
み
が

形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
傍
証
で
き
る
。

向
船
場
町
は
慶
長
以
来
の
古
い
町
並
み
と
は
倉
敷
川
に
よ
っ
て
隔

て
ら
れ
、
新
旧
の
町
並
み
を
連
絡
す
る
た
め
の
橋
が
不
可
欠
と
な
る

が
、倉
敷
古
図
に
は
現
在
「
中

橋
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
橋
が

描
か
れ
て
い
な
い
。
絵
図
①
②
や
上
述
の
寛
文
十
三
年
の
舟
入
史
料

も
前
神
橋
・
今
橋
の
み
示
し
て
中
橋
を
記
さ
な
い
の
で
、
作
図
目
的

に
起
因
す
る
省
略
で
は
な
く
、
実
際
に
延
宝
五
年
以
前
に
中
橋
は

存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る（
（2
（

。
延
宝
九
年
（
一
六
八
一
）
の
絵
（
（2
（

図
に
も

中
橋
は
描
か
れ
ず
、
貞
享
絵
図
で
初
め
て
「
新
橋
」
の
名
で
現
・

中
橋
が
描
か
れ
る
こ
と
か
ら
、
中
橋
は
天
和
年
間
（
一
六
八
一
～
四
）

に
架
橋
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
中
橋
が
「
新
橋
」
と
呼
ば
れ
る
の

は
、
文
字
通
り
こ
の
橋
が
他
の
橋
よ
り
遅
れ
て
新
し
く
架
け
ら
れ
た

こ
と
を
意
味
す
る
。
延
宝
五
年
の
倉
敷
村
市
街
部
は
倉
敷
川
右
岸

を
町
場
と
し
て
取
り
込
み
つ
つ
両
岸
の
町
並
み
一
体
化
へ
と
展
開
す

る
過
渡
的
段
階
に
あ
っ
た
と
評
価
で
き
る
。

延
宝
期
の
家
並
み
は
、
倉
敷
川
沿
岸
エ
リ
ア
の

妙
見
宮
・
井
上
寺
・
観
音
坊
・
南
ノ
坊
と
い
っ
た

古
い
時
期
か
ら
存
在
す
る
寺
社
に
囲
ま
れ
た
範

囲
内
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
元
禄
年
間
に

な
る
と
、
こ
の
範
囲
を
逸
脱
し
て
町
並
み
が
拡
張

し
、
本
町
通
西
端
の
観
音
坊
前
か
ら
浜
村
へ
と
向

か
う
里
道
沿
い
に
形
成
さ
れ
た
戎
町
を
最
た
る

も
の
と
し
て
、
蛸
足
状
に
街
路
と
家
並
み
が
派
生

し

（
（2
（

て
い
く
（
図
２
）。
内
池
英
樹
氏
の
研
究
に
よ
る

写真２　距離書込倉敷村絵図
（小野家文書 49‐7。部分）

図２　倉敷村市街部の拡大過程図
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と
、
倉
敷
古
図
が
表
現
す
る
延
宝
五
年
段
階
の
町
並
み
の
範
囲
外

に
派
生
し
た
こ
れ
ら
の
家
並
み
こ
そ
、
い
わ
ゆ
る
新
禄
や
借
家
人

な
ど
新
た
に
村
外
か
ら
倉
敷
村
に
進
出
し
て
土
地
集
積
を
図
っ
た

人
々
の
居
住
エ
リ
ア
に
当
た
（
（2
（

る
。
元
禄
ご
ろ
の
状
況
は
、
そ
う
し

た
村
外
か
ら
の
流
入
人
口
を
受
け
入
れ
る
目
的
で
街
路
や
家
並
み

が
開
発
さ
れ
る
段
階
と
考
え
ら
れ
る
。
ひ
る
が
え
っ
て
倉
敷
古
図

が
描
く
倉
敷
村
の
姿
は
、
古
禄
を
中
心
と
す
る
草
分
け
の
人
々
が

立
ち
上
げ
て
き
た
原
初
の
町
並
み
の
最
終
段
階
を
示
し
た
も
の
と

評
価
で
き
そ
う
で
あ
る
。

三　

屋
敷
地
所
持
者
名
に
み
る
倉
敷
村
の
成
り
立
ち

本
節
で
は
倉
敷
古
図
・
慶
長
帳
・
延
宝
帳
に
示
さ
れ
た
各
屋
敷

地
を
所
持
す
る
住
民
構
成
か
ら
、
倉
敷
村
市
街
部
の
町
並
み
形
成

に
か
か
わ
る
集
団
の
具
体
像
に
迫
っ
て
み
た
い
。

慶
長
帳
の
人
名
を
倉
敷
古
図
の
各
区
画
へ
反
映
さ
せ
る
作
業
に

よ
っ
て
、
倉
敷
村
古
来
の
有
力
者
「
古
禄
」
の
う
ち
、
庄
屋
小
野

家
（
庄
や
助
右
衛
門
）・
井
筒
屋
水
沢
家
（
弥
右
衛
門
）・
妹
尾
屋
藤
井

家
（
理
右
衛
門
）・
宮
崎
屋
井
上
家
（
新
右
衛
門
）・
油
屋
吉
田
家
（
船

元
ノ
孫
右
衛
門
）・
播
磨
屋
原
田
家
（
は
り
ま
や
）
に
つ
い
て
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
家
の
先
祖
と
し
て
系
図
上
に
表
れ
る
人
物
が
慶
長
十
四

年
ま
で
に
倉
敷
村
に
根
付
き
、
宝
永
絵
図
段
階
で
子
孫
が
居
住
し

た
地
点
に
屋
敷
を
構
え
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
（
（2
（

る
（
図
３
）。

庄
屋
小
野
助
右
衛
門
は
、
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
時
点
で
村
高

の
一
一・
六
％
に
あ
た
る
七
十
一
石
余
も
の
田
畠
を
所
持
し
五
人
の

組
頭
の
一
角
を
占
め
る
有
力
者
で
あ
る（
注（
20
）山
本
太
郎
氏
著
書
）。

同
家
は
向
市
場
通
の
東
に
あ
っ
た
城
山
（
現
・
ア
イ
ビ
ー
ス
ク
エ
ア
敷

地
）
に
居
住
し
寛
永
年
間
に
本
町
に
移
転
し
た
と
す
る
説
も

（
（2
（あ

る

が
、
実
際
に
は
子
孫
が
昭
和
初
期
ま
で
居
住
し
た
本
町
通
に
面
す

る
場
所
に
慶
長
十
四
年
に
は
広
さ
三
畝
二
十
六
歩
の
本
宅
を
構
え

て
い
た
こ
と
が
、
慶
長
帳
と
倉
敷
古
図
の
照
合
で
明
ら
か
と
な
っ

た
。
こ
の
庄
屋
小
野
邸
の
通
を
挟
ん
だ
向
か
い
に
は
慶
長
時
点
で

新
左
衛
門
の
屋
敷
が
あ
る
。
こ
の
屋
敷
は
延
宝
五
年
時
点
で
新
左

衛
門
盛
房
が
所
持
し
て
い
る
が
、
宗
門
帳
・
五

（
（2
（

人
組
帳
、
享
保
三

年
（
一
七
一
八
）
の
誓

（
（2
（

願
寺
本
堂
造
立
棟
札
に
よ
っ
て
こ
の
人
物
が

庄
屋
小
野
家
の
一
門
戎え
び
す
や屋
小
野
家
の
当
主
小
野
九
郎
左
衛
門
尉
盛

房
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
盛
房
の
祖

（
（3
（

父
九
郎
右
衛
門
浄
慶
（
初

名
弥
八
郎
）
は
元
和
五
～
七
年
ご
ろ
庄
屋
小
野
助
右
衛
門
と
共
に
組

頭
を
務
め
、
村
内
二
位
の
二
十
五
石
余
の
田
畠
を
所
持
す
（
（3
（
る
有
力

者
だ
っ
た
。
慶
長
時
点
で
の
戎
屋
小
野
家
屋
敷
の
当
主
新
左
衛
門

は
、
通
称
の
襲
名
関
係
に
あ
る
小
野
盛
房
の
先
祖
、
浄
慶
の
父
に
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あ
た
る
人
物
と
考
え
ら
れ
る
。
庄
屋
助

右
衛
門
を
当
主
と
す
る
小
野
本
家
は
単

独
で
五
屋
敷
十
三
畝
を
保
持
し
、
戎
屋

小
野
新
左
衛
門
も
二
屋
敷
三
畝
、
一
族

と
推
定
さ
れ
る
小
野
彦
左
衛
門
も
二
畝

一
歩
の
屋
敷
を
持
つ
。
単
独
で
十
畝
を

越
え
る
屋
敷
地
を
所
持
す
る
者
は
他
に

お
ら
ず
、
慶
長
年
間
の
時
点
で
抜
き
ん

で
た
存
在
だ
っ
た
。

小
野
一
族
の
屋
敷
地
は
独
特
の
配
置

と
な
っ
て
お
り
、
並
行
す
る
四
本
の
街

路
を
軸
に
形
成
さ
れ
た
倉
敷
川
北
岸
の

町
並
み
の
中
央
を
、
山
裾
か
ら
河
畔
ま

で
ま
っ
す
ぐ
貫
く
よ
う
に
連
な
っ
て
い

る
。
す
で
に
指
摘
が
あ
る
が
、
庄
屋
小

野
家
本
宅
は
本
町
の
家
並
み
の
中
心
で

最
も
標
高
の
高
い
場
所
に
位
置
す
（
（3
（
る
。

倉
敷
川
北
岸
の
市
街
部
に
つ
い
て
は
、

前
述
の
と
お
り
街
路
か
ら
発
生
す
る
利

益
を
共
有
す
る
集
団
に
よ
る
両
側
町
形

図３　慶長１４年の倉敷村屋敷割と住民（倉敷古図に慶長帳の内容を反映させて作成）
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成
の
痕
跡
を
窺
う
こ
と
で
き
る
が
、
そ
う
し
た
集
団
の
中
心
、
指

導
的
立
場
に
最
初
か
ら
小
野
一
族
が
お
り
、
家
並
み
の
中
心
で
最

も
地
盤
の
安
定
し
た
場
所
を
占
有
し
た
上
、
一
族
の
居
宅
が
常
に

家
並
み
の
中
心
に
位
置
づ
く
よ
う
に
河
畔
に
向
か
っ
て
町
並
み
を

開
発
し
て
い
っ
た
可
能
性
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

小
野
一
族
に
次
い
で
注
意
さ
れ
る
の
は
、
小
野
一
族
と
共
に

元
和
五
年
ご
ろ
倉
敷
村
組
頭
を
務
め
た
油
屋
吉
田
家
（
注
（
20
）

山
本
太
郎
氏
著
書
）
と
そ
の
一
族
井
上
家
で
あ
る
。
油
屋
吉
田
家
の

初
代
孫
右
衛
門
は
慶
長
期
の
時
点
で
子
孫
に
受
け
継
が
れ
る
倉
敷

河
畔
の
本
宅
を
所
持
し
、
弓
場
町
の
抱
屋
敷
を
合
わ
せ
二
畝
二
歩

の
屋
敷
地
を
所
持
す
る
。
こ
の
吉
田
孫
右
衛
門
の
兄
弟
と
い
う

新

（
（3
（

右
衛
門
を
初
代
と
す
る
の
が
宮
崎
屋
井
上
家
で
、
両
家
は
代
々

養
子
配
偶
・
婚
姻
を
重
ね
る
同
族
関
係
に
あ
っ
た
。
慶
長
帳
と
倉

敷
古
図
の
照
合
に
よ
り
、
現
・
国
重
文
井
上
家
住
宅
の
位
置
に
慶

長
十
四
年
に
は
宮
崎
屋
井
上
新
右
衛
門
が
居
宅
を
構
え
て
い
た
こ

と
が
判
明
す
る
。
所
持
屋
敷
は
二
ヶ
所
一
畝
二
十
二
歩
で
あ
る
。

本
町
と
船
場
に
二
つ
の
屋
敷
を
連
ね
る
「
い
た
や
彦
右
衛
門
」

も
、
以
下
に
述
べ
る
と
お
り
井
上
一
門
で

（
（3
（あ
る
。
二
つ
の
屋
敷
地

は
延
宝
五
年
時
点
で
も
板
屋
新
次
郎
（
市
右
衛
門
→
六
右
衛
門
と
改

名
）
が
所
持
し
て
お
り
、そ
の
子
藤
四
郎
に
継
承
さ
れ
た
こ
と
が
、

宗
門
帳
登
載
の
年
齢
・
家
族
関
係
・
印
章
（
宝
珠
型
「
包
教
」
印
）

の
一
致
か
ら
判
明
す
（
（3
（

る
。
藤
四
郎
は
そ
の
後
弥
一
右
衛
門
と
改
名

し
印
章
を
諱
に
基
づ
く
「
規
賢
」
印
に
改
め
、
父
新
次
郎
は
出
家

し
て
「
游
夢
」
を
号
し
（
（3
（

た
が
、
注
（
33
）
所
引
「
泉
山
誌
筆
吉
田

氏
旧
記
全
」
は
新
次
郎
と
同
一
年
生
ま
れ
で
同
じ
游
夢
を
号
す
る

人
物
に
つ
い
て
、花
屋
井
上
新
右
衛
門
の
子「
井
上
弥
一
右
衛
門
」

「
カ（加
賀
屋
）

ヽ
ヤ
へ
養
子
ニ
ユ
ク
」
と
す
る
。
同
史
料
は
新
次
郎
の
子
藤

四
郎
規
賢
に
つ
い
て
も
「
井
上
藤
四
郎　

後
弥
一
右
衛
門
ト
云
イ

タ
ヤ
ト
云
」
と
し
、
前
出
の
享
保
三
年
倉
敷
村
誓
願
寺
本
堂
棟
札

に
は
「
井
上
弥
市
衛
門
尉
規
賢
」
の
名
で
登
場
す
る
。
つ
ま
り
、

慶
長
期
以
来
本
町
と
船
場
に
屋
敷
を
持
つ
板
屋
（
加
賀
屋
）
も
井

上
一
族
で
、「
い
た
や
彦
右
衛
門
」
は
そ
の
祖
と
考
え
ら
れ
る
。

と
す
れ
ば
、
井
上
新
右
衛
門
と
共
に
現
・
井
上
家
住
宅
の
敷
地
を

分
有
す
る
「
彦
右
衛
門
」
は
、
こ
の
板
屋
井
上
彦
右
衛
門
で
あ
ろ

う
と
推
定
で
き
る
。
板
屋
井
上
家
は
宮
崎
屋
井
上
家
に
匹
敵
す
る

有
力
な
一
族
で
、
三
屋
敷
・
二
畝
十
七
歩
を
保
有
す
る
。

現
・
井
上
家
住
宅
敷
地
は
宮
崎
屋
・
板
屋
井
上
家
と
「
次
右
衛

門
」
な
る
者
に
分
有
さ
れ
て
い
る
が
、
次
右
衛
門
の
屋
敷
地
は
寛

永
年
間
に
隠
居
し
た
油
屋
吉
田
孫
右
衛
門
の
居
宅
化
し

（
（3
（

て
お
り
、

元
和
七
年
倉
敷
村
名
寄
帳
（
小
野
家
２６-

１０
）
な
ど
に
「
油
次
右
衛
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門
」
の
名
も
み
え
る
こ
と
か
ら
、
油
屋
吉
田
一
族
の
相
伝
屋
敷
地

と
推
定
で
き
る
。
井
上
新
右
衛
門
宅
の
東
方
四
軒
目
、
宝
永
絵
図

上
で
宝ほ
う
ら
い
や

来
屋
吉
田
家
の
屋
敷
が
確
認
で
き
る
地
点
に
も
、
先
祖
と

み
ら
れ
る
宝

（
（3
（

来
屋
孫
九
郎
が
居
宅
を
保
持
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
吉
田
・
井
上
一
族
の
所
持
屋
敷
地
は
八
畝
九
歩
に
の
ぼ

り
、
古
禄
グ
ル
ー
プ
で
は
小
野
一
族
に
次
ぐ
勢
力
を
慶
長
期
か
ら

保
持
し
て
い
た
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。
小
野
一
族
ほ
ど
個
々
の
屋

敷
は
大
き
く
な
い
が
、
吉
田
・
井
上
一
族
も
本
町
か
ら
倉
敷
川
河

畔
の
船
場
に
か
け
て
屋
敷
地
を
連
ね
る
様
態
を
み
せ
、
彼
ら
も
倉

敷
川
北
岸
の
町
並
み
形
成
に
か
か
わ
る
集
団
と
考
え
ら
れ
る
。

吉
田
孫
右
衛
門
・
井
上
新
右
衛
門
兄
弟
は
、
戦
国
時
代
の
備
前

国
児
島
郡
東
部
の
有
力
領
主
高
た
か
ば
た
け

畠
和
泉
守
の
末
裔
と
伝
え
ら
れ
、

同
氏
の
本
拠
高
畠
城
の
所
在
地
児こ
じ
ま島
郡
山
坂
（
岡
山
市
南
区
上
山

坂
）
の
出
自
と

（
（3
（

さ
れ
る
。
高
畠
氏
の
直
系
血
族
か
は
確
か
め
る
術

も
な
い
が
、
児
島
郡
東
部
の
郡こ
お
り村

（
岡
山
市
南
区
郡
）
住
人
で
同
村

の
八
幡
宮
・
高
島
宮
の
神
主
を
務
め
た
井
上
長
右
衛
門
、
同
村
の

国
津
大
明
神
ほ
か
三
社
の
神
主
井
上
彦
太
夫
の
名
が
倉
敷
古
図
の

成
立
年
に
近
い
延
宝
三
年
の
史
料
に

（
（4
（

み
え
る
。
こ
の
う
ち
井
上
長

右
衛
門
の
先
祖
は
「
児
島
郡
上
山
坂
村
古
城
山
ノ
城
主
高
畑
和
泉

守
甥
同
姓
休
斎
」
と
さ
れ
、
郡
村
民
間
に
住
居
し
て
姓
を
井
上
に

改
め
た
と
の
家
伝
を
持
つ
（
（4
（

。
十
七
世
紀
の
郡
村
に
高
畠
氏
ゆ
か
り

の
井
上
一
族
が
い
た
こ
と
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

郡
村
は
、
倉
敷
村
か
ら
倉
敷
川
を
下
っ
た
川
舟
が
海
船
へ
荷

物
の
積
み
替
え
を
行
う
、
河
川
舟
運
と
瀬
戸
内
海
舟
運
と
の
中

継
基
地
で
、
蔵
米
の
津
出
な
ど
で
倉
敷
村
と
交
流
の
あ
っ
た
港

で

（
（4
（あ

る
。
倉
敷
古
図
と
慶
長
帳
の
照
合
に
よ
り
慶
長
十
四
年
に
は

倉
敷
川
北
岸
の
現
在
倉
敷
考
古
館
が
あ
る
地
点
に
「
郡
新
兵
衛
」

の
居
宅
が
確
認
で
き
る
。
正
保
五
年
（
一
六
四
八
）
四
月
、
妹
尾

屋
藤
井
宗
意
が
願
主
と
な
り
倉
敷
村
鎮
守
の
妙
見
宮
本
殿
を
修
造

し
た
こ
と
が
棟
（
（4
（

札
か
ら
知
ら
れ
る
が
、
こ
の
時
の
大
工
は
「
備

前
国
児
島
郡
こ
お
り
う
ら浦之
住
藤
原
朝
臣
宗
次
井
上
宗
次
郎
」
だ
っ
た
。

郡
村
に
は
井
上
姓
の
大
工
が
お
り
、
日ひ
え
の
し
ょ
う

吉
庄
村
八
幡
宮
や
倉
敷

村
誓
願
寺
な
ど
倉
敷
近
辺
の
社
寺
修
造
で
中
心
的
な
役
割
を
果

た

（
（4
（

し
て
い
る
。
十
六
世
紀
末
に
郡
村
か
ら
倉
敷
村
に
来
住
し
た
と

い
う
郡こ
お
り
や屋
山
川
家
も
、家
伝
に
よ
れ
ば
井
上
一
族
と
の
由
で

（
（4
（あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
倉
敷
村
は
慶
長
年
間
か
ら
児
島
郡
の
郡
村
と
人

的
・
技
術
的
な
交
流
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。
児

島
郡
東
部
の
高
畠
氏
ゆ
か
り
の
吉
田
・
井
上
一
族
が
慶
長
期
か
ら

倉
敷
川
北
岸
エ
リ
ア
で
勢
力
を
持
ち
、
同
族
の
可
能
性
を
持
つ
井

上
姓
の
人
々
が
倉
敷
と
郡
の
媒
介
項
と
し
て
頻
出
す
る
様
相
か



- 73 - - 72 -

ら
、
倉
敷
の
地
を
物
資
集
散
・
商
取
引
の
場
と
す
る
こ
と
を
最
適

と
考
え
る
備
中
国
窪
屋
郡
周
辺
地
域
と
備
前
国
児
島
郡
東
部
地
域

の
流
通
の
担
い
手
た
ち
の
交
流
を
背
景
に
、
双
方
の
出
身
者
が
集

ま
っ
て
都
市
領
域
と
し
て
の
倉
敷
市
街
部
の
原
型
が
形
成
さ
れ
た

可
能
性
を
見
通
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

小
野
・
吉
田
グ
ル
ー
プ
以
外
で
慶
長
年
間
か
ら
倉
敷
村
市
街
部

に
屋
敷
を
持
つ
古
禄
と
し
て
井
筒
屋
水
沢
・
妹
尾
屋
藤
井
家
の
存

在
が
認
め
ら
れ
る
。
慶
長
十
四
年
時
点
で
の
彼
ら
の
勢
力
は
小
さ

く
、
本
町
通
に
面
し
た
一
畝
強
の
本
宅
の
み
を
保
持
す
る
が
、
妹

尾
屋
は
そ
の
後
六
十
余
年
の
間
に
躍
進
し
、
延
宝
五
年
に
は
周
囲

の
屋
敷
地
を
併
合
し
た
五
畝
一
歩
の
広
大
な
本
宅
を
構
え
、
本

町
・
船
場
・
向
市
場
・
阿
知
庄
に
計
六
か
所
の
屋
敷
を
保
有
す
る
。

慶
長
時
点
で
は
市
中
に
存
在
を
確
認
で
き
な
い
大
島
屋
も
延
宝
五

年
に
は
本
町
通
北
側
に
四
畝
十
歩
の
大
邸
宅
を
持
ち
、
塩
屋
・
平

野
屋
ら
分
家
の
屋
敷
も
含
め
本
町
・
弓
場
町
に
計
七
か
所
の
屋
敷

を
持
つ
。
岡
一
族
も
後
年
の
蔦
屋
岡
家
本
宅
の
位
置
に
い
る
助
作

が
通
称
名
の
一
致
か
ら
慶
長
期
の
当
主
で
あ
る
可
能
性
を
推
測
で

き
る
程
度
だ
が
、
延
宝
五
年
に
は
俵
屋
・
銭
屋
・
向
銭
屋
・
伊
予

屋
・
和
泉
屋
と
い
っ
た
一
門
を
派
生
さ
せ
、
本
町
・
向
市
場
に
九

か
所
の
屋
敷
を
保
持
す
る
に
至
っ
て
い
る（
図
１
）。
後
年「
古
禄
」

と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る
倉
敷
村
古
来
の
有
力
者
だ
が
、
倉
敷
村
に

定
着
し
た
時
期
、
勢
力
拡
大
し
た
時
期
に
は
差
が
あ
っ
た
。
こ
の

こ
と
は
、倉
敷
村
鎮
守
妙
見
宮
の
宮
当
人
が
当
初
「
油
屋
（
吉
田
）・

夷
屋
（
小
野
）・
蔵
本
屋
・
庄
屋
（
小
野
）
四
人
」
と
さ
れ
、
大
島
屋
・

妹
尾
屋
・
銭
屋
・
宮
崎
屋
ら
は
後
に
加
わ
っ
た
と
す
る
伝
承
（「
吉

備
国
史
」）
と
お
お
む
ね
符
合
す
る
。
な
お
、
延
宝
五
年
ま
で
に
庄

屋
小
野
家
・
宮
崎
屋
井
上
家
の
邸
宅
も
そ
れ
ぞ
れ
八
畝
一
歩
・
四

畝
二
十
七
歩
と
大
幅
に
拡
張
し
て
お
り
、
慶
長
十
四
～
延
宝
五
年

の
間
に
有
力
者
に
よ
る
市
街
部
の
屋
敷
地
集
積
・
邸
宅
の
大
型
化

が
進
行
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
（
以
上
、
各
屋
敷
の
面
積

は
延
宝
帳
と
慶
長
帳
付
箋
よ
り
算
出
し
た
）。

倉
敷
川
北
岸
エ
リ
ア
に
遅
れ
て
成
立
し
た
新
町
は
、
屋
敷
一
区

画
の
規
模
が
総
じ
て
広
く
、
限
ら
れ
た
特
定
の
層
が
開
発
を
請
負
っ

た
可
能
性
が
窺
え
る
。
そ
の
中
で
最
も
注
目
さ
れ
る
の
は
向
市
場

通
の
家
並
み
の
中
ほ
ど
に
庄
屋
小
野
家
本
宅
の
倍
に
あ
た
る
六
畝

十
五
歩
の
屋
敷
地
を
持
つ
「
下
く
ら
喜
介
」
の
存
在
で
あ
る
。
こ

の
人
物
は
、
人
見
彰
彦
氏
が
「
佐さ
　
じ治
家
文
書
」
を
手
掛
か
り
に
見

出
し
た
備
中
国
奉
行
小
堀
政ま
さ
か
ず一
の
手

（
（4
（

代
下
倉
喜
介
と
同
一
人
と
考

え
ら
れ
る
。
人
見
氏
に
よ
れ
ば
、
喜
介
は
小
堀
政
一
に
登
用
さ
れ

慶
長
～
元
和
年
間
に
活
躍
し
た
地
域
有
力
者
の
一
人
で
、
年
貢
米
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の
収
納
・
売
払
（
換
金
）
な
ど
を
担
当
し
た
。
喜
介
は
高
梁
川
流

域
の
下
道
郡
下
倉
村
（
総
社
市
下
倉
）
ゆ
か
り
の
人
物
か
と
推
測
さ

れ
て
い
た
が
、
慶
長
十
四
年
当
時
は
自
ら
の
主
人
小
堀
政
一
が
知

行
す
る
倉
敷
村
に
居
所
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
小
堀
政
一
は
倉
敷
村
の
城
山
に
居
館
を
構
え
（
（4
（

た
が
、
新
町
は

こ
の
城
山
の
西
側
真
正
面
に
位
置
し
、
城
山
と
新
町
は
向
市
場
通

中
央
の
Ｔ
字
路
で
分
岐
す
る
「
城
ノ
道
」（
小
野
家
１６８
‐
１
‐
４
水
夫

屋
敷
割
絵
図
）
で
接
続
す
る
。
喜
介
の
屋
敷
は
小
堀
氏
居
館
の
大

手
筋
と
い
え
る
こ
の
Ｔ
字
の
辻
を
囲
む
四
方
の
屋
敷
地
の
一
角
を

占
め
、
他
の
三
方
は
庄
屋
小
野
助
右
衛
門
、
小
野
家
の
一
門
播
磨

屋
の
屋
敷
で
固
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
位
置
関
係
か
ら
、
新

町
エ
リ
ア
は
倉
敷
村
に
拠
点
を
置
い
た
備
中
国
奉
行
小
堀
氏
と
地

元
有
力
者
（
下
倉
喜
介
・
小
野
一
族
）
と
の
結
合
を
前
提
と
し
て
慶

長
五
年
以
降
に
開
発
さ
れ
た
区
画
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
倉
敷
村
を
描
い
た
詳
細
不
明
の
絵
図
に
つ
い
て
検
討

し
、
こ
れ
が
延
宝
五
年
の
倉
敷
村
水
夫
屋
敷
が
存
在
す
る
エ
リ
ア

の
町
割
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
水
夫
屋
敷
帳
と
絵
図
を
照

合
す
る
こ
と
で
慶
長
期
の
町
並
を
復
元
で
き
る
こ
と
を
確
認
し

た
。
ま
た
、
倉
敷
村
の
市
街
形
成
が
中
世
以
来
の
市
場
と
み
ら
れ

る
鶴
形
山
南
麓
の
本
町
通
を
起
点
に
南
の
倉
敷
川
河
畔
側
へ
拡
が

り
、
次
い
で
向
市
場
通
の
家
並
み
が
形
成
さ
れ
て
こ
れ
も
倉
敷
川

河
畔
側
へ
と
拡
大
す
る
と
い
う
経
緯
を
た
ど
っ
た
可
能
性
を
見
通

し
た
。
原
初
の
集
落
は
こ
の
地
を
交
易
の
場
と
す
る
地
元
有
力
者

と
児
島
郡
東
部
の
人
々
に
よ
っ
て
形
づ
く
ら
れ
、
慶
長
年
間
の
小

堀
氏
入
部
に
よ
り
領
主
と
の
関
係
を
軸
に
新
町
こ
と
向
市
場
通
周

辺
の
開
発
が
進
行
し
、
こ
の
段
階
で
成
立
し
た
街
区
が
有
力
者
宅

の
拡
張
に
よ
る
局
所
的
な
屋
敷
地
境
界
の
異
動
を
伴
い
つ
つ
大
枠

の
変
更
を
経
ず
に
延
宝
期
ま
で
存
続
し
た
。
倉
敷
村
が
次
の
拡
大

の
ス
テ
ッ
プ
に
至
る
の
は
、
村
外
か
ら
の
人
口
流
入
が
増
加
し
借

家
人
が
増
え
る
延
宝
～
元
禄
期
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

岡
山
県
域
で
慶
長
期
の
都
市
構
造
を
一
次
史
料
に
よ
っ
て
屋
敷

割
や
住
民
名
ま
で
明
ら
か
に
で
き
る
町
は
他
に
な
く
、
中
近
世
移

行
期
に
成
立
し
た
大
名
城
下
町
で
は
な
い
都
市
の
原
初
形
態
を
見

通
す
こ
と
が
で
き
る
町
場
と
し
て
倉
敷
村
は
貴
重
な
事
例
で
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
本
稿
で
の

推
論
が
、
美
観
地
区
の
景
観
形
成
史
を
探
る
素
材
と
し
て
活
用
さ

れ
、
中
世
後
期
か
ら
近
世
前
期
に
か
け
成
立
し
た
種
々
の
地
方
都

市
の
成
立
事
情
・
構
造
な
ど
の
解
明
に
役
立
て
ば
幸
い
で
あ
る
。
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注

（
１
）
小
野
家
文
書
49
︲
１
︲
22
。
以
下
の
小
野
家
文
書
は
全
て
倉
敷
市
歴
史

資
料
整
備
室
所
蔵
。「
小
野
家
49
」
の
よ
う
に
資
料
番
号
を
示
す
。

（
２
）
小
野
家
14
︲
７
宝
永
三
年
戌
四
月
倉
鋪
村
宗
門
御
改
寺
手
形
、
小
野
家

14
︲
８
宝
永
四
年
亥
四
月
備
中
窪
屋
郡
倉
鋪
村
宗
門
御
改
寺
手
形
（
以

下
、
宝
永
四
年
宗
門
改
帳
と
略
す
）。

（
３
）
小
野
家
14
︲
８
宝
永
四
年
宗
門
改
帳
に
よ
る
。

（
４
）
小
野
家
162
︲
１
︲
７
（
寛
政
三
年
）
亥
四
月
助
左
衛
門
先
祖
書
付
。

（
５
）
小
野
家
14
︲
８
宝
永
四
年
宗
門
改
帳
に
よ
る
。

（
６
）
小
野
家
162
︲
１
︲
３
年
月
日
未
詳
儀
蔵
先
祖
書
に
よ
る
。

（
７
）
小
野
家
162
︲
10
文
政
八
年
九
月
倉
敷
村
庄
屋
年
寄
百
姓
代
十
三
家
先
祖

書
、
倉
敷
市
所
蔵
大
森
家
文
書
２
︲
８
︲
３
小
野
庄
屋
過
去
帳
一
種
。

（
８
）
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
小
野
家
文
書
２
３
７
５
延
宝
四
年
六
月

十
二
日
城
米
請
取
状
に
よ
る
。

（
９
）
助
作
が
惣
左
衛
門
を
名
乗
っ
た
こ
と
、
そ
の
没
年
月
に
つ
い
て
は
小
野

家
162
︲
１
︲
５
年
寄
義
之
助
先
祖
ゟ
勤
役
覚
に
よ
る
。

（
10
）
小
野
家
１
︲
３
。
永
山
卯
三
郎
編
『
倉
敷
市
史
』
第
三
冊
（
名
著
出
版
、

一
九
七
三
年
）
に
内
容
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（
11
）
屋
敷
所
持
者
数
は
印
章
の
照
合
に
よ
り
複
数
屋
敷
を
所
持
す
る
同
一
人

物
を
一
人
と
し
て
計
算
し
た
。

（
12
）
早
島
屋
孫
右
衛
門
の
み
若
年
時
の
名
「
勘
十
郎
」
名
で
記
さ
れ
る
。

（
13
）
永
山
卯
三
郎
編
『
倉
敷
市
史
』
第
五
冊
（
名
著
出
版
、
一
九
七
三
年
）

760
～
761
頁
に
ト
レ
ー
ス
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
14
）
倉
敷
市
立
中
央
図
書
館
所
蔵
玄
石
文
書
Ｊ
︲
525
倉
敷
市
街
明
細
図
（
延

宝
元
年
頃
）
お
よ
び
Ｊ
︲
563
。

（
15
）
和
泉
屋
岡
正
重
は
貞
享
元
年
八
月
ま
で
「
小
右
衛
門
」
を
名
乗
る
が
（
岡

山
大
学
附
属
図
書
館
蔵
小
野
家
文
書
128
貞
享
元
年
八
月
反
別
帳
）、
絵
図

中
に
は
改
名
後
の
「
茂
兵
衛
」
の
名
（
小
野
家
25
‐
13
倉
敷
村
本
田
新

田
未
新
田
之
内
永
荒
川
成
溝
敷
改
帳
。
貞
享
二
年
丑
改
の
部
分
に
「
い

つ
ミ
や
茂
兵
衛
」
と
あ
る
）
で
記
載
さ
れ
る
。
ま
た
、
絵
図
中
に
み
え

る
広
島
屋
惣
兵
衛
は
貞
享
二
年
七
月
に
没
し
弥
十
郎
に
代
替
わ
り
し
て

い
る
（
倉
敷
市
所
蔵
黒
川
清
一
氏
関
係
資
料
328
‐
15
林
氏
系
図
・
小
野

家
１
‐
27
元
禄
十
年
倉
敷
村
御
除
地
水
夫
高
帳
）。

（
16
）
小
野
家
１
︲
１
慶
長
拾
四
年
酉
霜
月
吉
日
倉
敷
屋
敷
方
御
免
被
成
分
之

帳
。『
倉
敷
市
史
』第
三
巻
に
付
箋
の
記
述
も
含
め
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（
17
）
新
城
常
三
『
社
寺
参
詣
の
社
会
経
済
史
的
研
究
』（
塙
書
房
、

一
九
六
四
年
）
を
参
照
。

（
18
）
玉
井
哲
雄
「
近
世
都
市
空
間
の
特
質
」（
吉
田
伸
之
編
『
日
本
の
近
世
』

第
九
巻
都
市
の
時
代
、
中
央
公
論
社
、
一
九
九
二
年
）。

（
19
）
足
利
健
亮
『
中
近
世
都
市
の
歴
史
地
理
』（
地
人
書
房
、一
九
八
四
年
）。

（
20
）
山
本
太
郎
『
近
世
幕
府
領
支
配
と
地
域
社
会
構
造
』（
清
文
堂
、

二
〇
一
〇
年
）78
頁
の
注（
155
）に
年
次
比
定
の
根
拠
が
示
さ
れ
て
い
る
。

（
21
）
小
野
家
161
︲
７
（『
新
修
倉
敷
市
史
』
第
十
巻
史
料
近
世
（
下
）、
倉
敷

市
、
一
九
九
七
年
収
録
の
一
八
〇
号
文
書
）。

（
22
）
間
壁
忠
彦
編
『
復
刻
増
補
倉
敷
今
昔
写
真
帳
』（
二
〇
一
〇
年
）
も
史

料
を
示
し
て
寛
文
十
三
年
ご
ろ
中
橋
が
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

（
23
）
小
野
家
51
︲
３
︲
２
延
宝
九
年
六
月
倉
敷
村
井
路
絵
図
。

（
24
）
小
野
家
168
︲
１
︲
２
元
禄
十
六
年
倉
敷
村
絵
図
。『
倉
敷
市
史
』
第
五

冊
759
頁
に
ト
レ
ー
ス
図
が
掲
出
さ
れ
て
い
る
。

（
25
）
内
池
英
樹
「
在
方
町
倉
敷
の
空
間
構
造
」（『
倉
敷
の
歴
史
』
第
十
号
、

二
〇
〇
〇
年
）。

（
26
）
各
家
の
系
図
、
慶
長
期
の
当
主
名
に
つ
い
て
は
注
（
７
）
引
用
の
小
野

家
162
︲
10
を
参
照
の
こ
と
。

（
27
）
井
上
賢
一
「
新
禄
と
古
禄
の
家
々
」（『
倉
子
城
遺
聞
』
第
１
集
、
私
家
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（
37
）
慶
長
帳
に
は
延
宝
五
年
頃
の
屋
敷
所
持
者
名
の
付
箋
以
外
に
、『
倉
敷

市
史
』
第
三
冊
が
寛
永
九
年
以
前
に
比
定
す
る
付
箋
も
貼
っ
て
あ
り
、

次
右
衛
門
屋
敷
の
箇
所
に
「
油
孫
右
衛
門
」
の
付
箋
が
貼
っ
て
あ
る
。

（
38
）小
野
家
26
︲
５
元
和
五
年
拾
月
吉
日
倉
敷
村
な
よ
せ
帳
善
五
郎
組
に「
ほ

う
ら
い
や
孫
九
郎
」
の
名
が
み
え
る
。
後
年
の
宝
来
屋
敷
地
と
な
る
地

点
を
慶
長
十
四
年
段
階
で
所
持
す
る
孫
九
郎
と
同
一
人
と
み
ら
れ
る
。

（
39
）
注
（
33
）
所
引
「
泉
山
誌
筆
吉
田
氏
旧
記
全
」。

（
40
）
延
宝
三
年
国
中
神
社
記
（
藤
井
駿
・
藤
井
学
校
注
『
神
道
大
系
』
神
社

編
三
十
八
／
神
道
大
系
編
纂
会
、
一
九
八
六
年
所
収
）。

（
41
）
倉
敷
市
立
中
央
図
書
館
所
蔵
玄
石
文
書
Ｃ
︲
７
︲
30
。

（
42
）
元
文
二
年
巳
二
月
十
二
日
汐
川
筋
西
仲
村
請
引
書
類
入
（『
倉
敷
市
史
』

第
三
冊
所
収
）、
小
野
家
21
︲
18
宝
暦
三
年
酉
三
月
明
細
帳
な
ど
。

（
43
）
井
上
賢
一
『
阿
智
神
社
考
』（
私
家
版
、
一
九
八
三
年
写
。
倉
敷
市
歴

史
資
料
整
備
室
所
蔵
）
所
収
。

（
44
）
注
（
29
）
所
引
の
報
告
書
69
～
71
頁
を
参
照
。

（
45
）山
川
菊
栄
・
向
坂
逸
郎
編『
山
川
均
自
伝
』（
岩
波
書
店
、一
九
六
一
年
）。

（
46
）
人
見
彰
彦
『
備
中
国
奉
行
小
堀
遠
州
』（
山
陽
新
聞
社
、一
九
八
六
年
）。

（
47
）
三
宅
正
浩
氏
は
「
近
世
初
期
備
中
国
の
所
領
構
成
」（『
倉
敷
の
歴
史
』

第
二
十
九
号
、
二
〇
一
九
年
）
に
て
小
堀
政
一
が
倉
敷
村
を
知
行
し
「
く

ら
し
き
の
屋
敷
」
を
拠
点
と
し
た
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
小
野
家
21

︲
18
宝
暦
三
年
酉
三
月
明
細
帳
に
「
城
山
と
唱
候
場
所
御
座
候
、
中
興

小
堀
遠
江
守
様
御
茶
屋
有
之
」、『
吉
備
国
史
』第
二
が
引
く
慶
長
年
中「
禰

屋
親
光
老
後
筆
記
」
に
「
小
堀
遠
江
守
殿
関
東
御
蔵
入
ト
シ
テ
当
国
倉

敷
古
城
上
野
庄
五
郎
景
盛
城
跡
ニ
屋
形
立
仕
置
ス
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら

の
伝
承
に
み
え
る
「
城
山
」
所
在
の
「
御
茶
屋
」「
屋
形
」
こ
そ
小
堀
政

一
の
「
く
ら
し
き
の
屋
敷
」
そ
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
は
た　

か
ず
よ
し　

倉
敷
市
総
務
課
歴
史
資
料
整
備
室
）

版
、
出
版
年
不
明
）。

（
28
）
小
野
家
14
‐
６
延
宝
九
年
宗
門
改
帳
、
17
‐
４
天
和
四
年
倉
敷
町
五
人

組
之
帳
、
14
‐
10
正
徳
二
年
宗
門
御
改
寺
手
形
。

（
29
）『
倉
敷
市
文
化
財
総
合
調
査
報
告
』
第
七
集
倉
敷
の
棟
札
集
成
（
倉
敷

市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
〇
年
）
69
頁
所
収
。

（
30
）
注
（
７
）
所
引
小
野
庄
屋
過
去
帳
一
種
に
小
野
新
左
衛
門
（
盛
房
）
祖

父
で
延
宝
元
年
（
一
六
七
三
）
没
の
安
室
浄
慶
信
士
の
名
が
み
え
る
。

そ
の
前
年
の
宗
門
帳
に
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
生
ま
れ
の
浄
慶
の
名

が
、
寛
文
五
年
宗
門
帳
に
浄
慶
と
生
年
が
一
致
す
る
九
郎
右
衛
門
の
名

が
あ
り
、
浄
慶
の
孫
仁
蔵
の
年
齢
が
小
野
盛
房
の
年
齢
と
一
致
す
る
こ

と
か
ら
、
小
野
盛
房
の
祖
父
九
郎
右
衛
門
の
存
在
を
確
認
で
き
る
。

（
31
）
小
野
家
26
︲
２
元
和
五
年
倉
敷
村
名
寄
帳
に
み
え
る
組
頭
「
弥
八
郎
」

が
所
持
す
る
田
畠
の
内
訳
（
畝
数
・
分
米
）
と
、
小
野
家
26
︲
12
元
和

七
年
蔵
敷
村
名
寄
帳
に
み
え
る
組
頭
「
九
郎
右
衛
門
」
の
所
持
田
畠
の

内
訳
が
増
加
分
を
除
い
て
完
全
に
一
致
し
、
同
一
人
物
と
み
な
せ
る
。

（
32
）
山
本
太
郎
「
宝
永
七
年
倉
敷
村
屋
敷
図
」（『
倉
敷
の
歴
史
』
第
一
号
、

一
九
九
一
年
）
に
庄
屋
小
野
家
邸
宅
の
前
で
本
町
が
東
西
に
分
か
れ
る

と
の
指
摘
が
あ
る
。
小
野
家
の
位
置
の
標
高
に
つ
い
て
は
『
重
要
文
化

財　

井
上
家
住
宅
主
屋
ほ
か
四
棟
保
存
修
理
工
事
報
告
書
（
本
文
編
）』

（
岡
山
県
、
二
〇
二
二
年
）
163
頁
に
指
摘
が
あ
る
。

（
33
）
倉
敷
市
所
蔵
大
森
家
文
書
２
︲
16
︲
11
「
泉
山
誌
筆
吉
田
氏
旧
記
全
」。

（
34
）
定
兼
学
「
十
八
世
紀
後
半
倉
敷
商
人
の
相
続
模
様
」（『
倉
敷
の
歴
史
』

第
五
号
、
一
九
九
五
年
）
に
井
上
一
門
の
板
屋
に
つ
い
て
指
摘
が
あ
る
。

（
35
）
小
野
家
14
‐
３
（
寛
文
十
二
年
）
宗
門
改
帳
、
17
‐
４
天
和
四
年
倉
敷

町
五
人
組
之
帳
、
14
‐
８
宝
永
四
年
宗
門
改
帳
。

（
36
）
小
野
家
14
‐
10
正
徳
二
年
宗
門
御
改
寺
手
形
、
14
‐
11
享
保
十
一
年
宗

門
御
改
寺
手
形
。
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は
じ
め
に

昭
和
五
十
六
（
一
九
八
一
）
年
、
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
岡
山
県

倉
敷
市
矢
部
の
楯
築
遺
跡
に
つ
い
て
、
倉
敷
市
教
育
委
員
会
文
化

財
保
護
課
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
は
以
下
の
よ
う
に
解
説
す
る
（
１
）。

 
� 
�

楯
築
遺
跡
は
、
倉
敷
市
矢
部
に
所
在
す
る
弥
生
時
代
後
期

に
造
ら
れ
た
墳
丘
墓
で
、
円
丘
部
と
そ
の
両
側
に
長
方
形
の

突
出
部
を
も
つ
特
異
な
形
を
し
て
い
ま
す
。
突
出
部
の
大
部

分
は
昭
和
四
十
年
代
に
行
わ
れ
た
開
発
工
事
で
破
壊
さ
れ
ま

し
た
が
、
消
滅
し
た
突
出
部
を
含
む
全
長
は
約
八
十
メ
ー
ト

ル
と
推
定
さ
れ
、
同
時
期
の
墳
丘
墓
で
は
全
国
で
も
最
大
級

の
大
き
さ
を
誇
り
ま
す
。 

　

�　

岡
山
大
学
が
行
っ
た
発
掘
調
査
に
よ
り
、
中
心
主
体
と
な

る
埋
葬
は
、
木
棺
の
外
側
を
木
の
板
で
囲
ん
だ
木
棺
木
槨
構

造
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
木
棺
の
底
に
は
、
総
重

量
三
十
二
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
越
え
る
大
量
の
水
銀
朱
が
分
厚
く

敷
き
詰
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
上
に
は
鉄
剣
一
口
と
勾
玉
や

管
玉
、
ガ
ラ
ス
製
小
玉
な
ど
の
玉
類
が
副
葬
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
中
心
主
体
の
上
部
に
あ
た
る
円
丘
部
の
中
央
付

近
に
は
、
お
び
た
だ
し
い
数
の
円
礫
が
堆
積
し
て
お
り
、
こ

の
中
に
は
特
殊
器
台
な
ど
の
土
器
類
や
土
製
品
を
は
じ
め
と

し
て
炭
や
灰
、
ま
た
、
旧
楯
築
神
社
の
御
神
体
で
あ
る
旋
帯

文
石
（
せ
ん
た
い
も
ん
せ
き
）
と
同
様
の
文
様
を
も
つ
小
形
の

石
な
ど
、
数
多
く
の
遺
物
が
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
解
説
が
広
く
周
知
さ
れ
て
い
る
史
跡
楯
築
遺
跡
の
評
価
で

あ
る
。
史
跡
指
定
は
、
岡
山
大
学
に
よ
る
発
掘
調
査
で
遺
跡
の
詳

細
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。

楯
築
遺
跡
が
位
置
す
る
楯
築
山（
２
）に
対
す
る
探
求
は
近
世
ま
で
遡

重
森
三
玲
が
見
た
発
掘
調
査
以
前
の
楯
築
遺
跡
の
立
石

上　

栫 

　
　

武
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り
、
宇
垣
匡
雅
は
古
記
録
を
中
心
に
近
世
以
降
の
理
解
の
あ
り
方

を
概
括
す
る
（
３
）。
楯
築
山
は
近
世
以
降
に
説
話
の
舞
台
と
し
て
注
目

さ
れ
、
近
代
に
遺
跡
と
し
て
認
識
さ
れ
る
に
至
る
も
戦
後
に
は

忘
れ
去
ら
れ
、
一
九
七
〇
年
代
に
改
め
て
認
知
さ
れ
る
に
至
っ

た
と
い
う
。
宇
垣
は
考
古
学
的
・
歴
史
学
的
視
座
で
検
討
さ
れ

た
研
究
史
を
ま
と
め
て
い
る
が
、
こ
の
分
野
で
の
研
究
は
昭
和

五
十
一
（
一
九
七
六
）
年
以
降
に
着
手
さ
れ
た
発
掘
調
査
及
び
平

成
四
（
一
九
九
二
）
年
の
報
告
書
刊
行
が
一
つ
の
到
達
点
と
言
え

よ
う
（
４
）。
さ
ら
に
、
近
年
、
改
め
て
楯
築
遺
跡
の
調
査
・
研
究
報
告

書
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
（
５
）。

楯
築
山
に
対
し
て
は
、
現
代
に
お
い
て
異
な
る
学
問
分
野
に
よ

る
ア
プ
ロ
ー
チ
も
あ
る
。
作
庭
家
で
、庭
園
史
家
の
重し
げ
も
り森

三み

玲れ
い

は
、

庭
園
史
学
の
視
座
か
ら
、
楯
築
墳
丘
墓
の
頂
部
に
鎮
座
し
た
楯
築

神
社
の
立
石
と
し
て
評
価
を
行
い
、
以
降
、
同
様
の
視
点
に
よ
る

位
置
付
け
が
い
く
ら
か
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
庭
園
史

学
が
示
し
た
楯
築
神
社
立
石
の
評
価
が
考
古
学
と
い
う
学
問
分
野

で
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
は
、
管
見
の
限
り
見
受
け
ら
れ
な
い
。

本
稿
で
は
重
森
が
示
し
た
庭
園
史
学
か
ら
の
楯
築
神
社
立
石
の
評

価
を
整
理
し
、
そ
の
内
容
や
意
義
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

一　

重
森
三
玲
の
事
績

大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
に
三
玲
と
改
名
し
た
重
森
計
夫
は
、

明
治
二
十
九
（
一
八
九
六
）
年
八
月
二
十
日
に
上
房
郡
吉
川
村
（
現

在
の
加
賀
郡
吉
備
中
央
町
吉
川
）
に
生
ま
れ
た
（
６
）。

そ
し
て
、
大
正
二

（
一
九
一
三
）
年
、
十
八
歳
の
時
に
は
、
自
邸
に
茶
室
の
天て
ん
ら
い籟

庵あ
ん

を

設
計
す
る
（
７
）。
そ
の
二
年
後
に
上
京
し
た
重
森
で
あ
る
が
、
大
正

十
二
（
一
九
二
三
）
年
に
発
生
し
た
関
東
大
震
災
に
よ
り
様
々
な

活
動
が
潰
え
、
失
意
の
ま
ま
帰
郷
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

吉
川
村
に
戻
っ
た
重
森
は
、
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
か
ら

文
化
財
鑑
定
に
熱
心
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
郷
里

の
氏
神
を
祀
る
吉
川
八
幡
宮
本
殿
を
古
社
寺
保
存
法
が
定
め
る
特

別
保
護
建
造
物
に
指
定
す
べ
く
奔
走
し
、
文
部
省
の
古
社
寺
保
存

会
へ
審
査
を
請
願
し
た
。
こ
の
際
、
審
査
員
の
一
人
で
あ
る
東
京

大
学
教
授
で
建
築
史
学
を
専
門
と
す
る
関
野
貞
の
知
遇
を
得
る
こ

と
に
な
っ
た
。
翌
年
一
月
に
指
定
鑑
定
の
た
め
吉
川
村
を
訪
れ
た

関
野
を
、重
森
は
自
邸
に
宿
泊
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
接
遇
の
た
め
、

重
森
は
天
籟
庵
庭
園
を
築
い
た
（
８
）。

昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
、
京
都
に
居
を
構
え
た
重
森
は
い
け

ば
な
に
熱
中
し
、「
中
野
芸
術
院
」
で
中
野
楚
渓
と
出
会
う
。
そ
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し
て
、
中
野
が
企
画
し
た
京
都
の
古
美
術
・
建
築
な
ど
の
研
究
書

で
あ
る
『
京
都
美
術
大
観
』
の
第
一
回
配
本
「
庭
園
編
」
の
解
説

を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
９
）。
こ
れ
が
庭
園
史
家
と
し
て
の
第
一

歩
目
と
言
え
よ
う
。
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
に
は
、
日
本
庭
園

史
研
究
を
推
進
さ
せ
る
た
め
、
中
野
ら
と
と
も
に
日
本
庭
園
の
研

究
団
体
で
あ
る
京
都
林
泉
協
会
を
設
立
す
る
。

昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
、
近
畿
地
方
を
中
心
に
猛
威
を
振
る

っ
た
室
戸
台
風
に
よ
り
日
本
各
地
の
庭
園
も
被
災
し
た
。
こ
の
こ

と
を
受
け
て
、
重
森
は
被
災
し
た
庭
園
の
復
旧
と
現
状
保
存
を
目

的
に
、
全
国
約
三
百
か
所
の
庭
園
調
査
に
着
手
し
た
。
調
査
で
は

資
料
の
収
集
や
庭
園
の
測
量
、
写
真
撮
影
、
史
料
の
筆
写
を
行
っ

て
い
る
。
そ
し
て
、
調
査
と
並
行
し
て
報
告
書
も
作
成
し
、『
日

本
庭
園
史
図
鑑
』（
全
二
十
六
巻
）
と
し
て
ま
と
め
あ
げ
た（
（1
（

。

こ
の
調
査
で
「
少
な
く
と
も
江
戸
中
期
以
後
の
庭
園
が
堕
落
の

一
途
を
た
ど
り
、
と
く
に
明
治
大
正
期
か
ら
の
庭
園
が
、
完
全
に

芸
術
性
に
欠
け
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
、
深
く
暗
い
思
い
を
し
た

こ
と
」（
六
十
二
頁
）
か
ら
、
重
森
は
庭
園
研
究
に
専
念
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
作
庭
に
も
意
欲
的
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
（
（1
（

。
昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
に
は
、
京
都
府
京
都
市
の
東
福

寺
方
丈
庭
園
を
築
く
が
、
そ
の
頃
か
ら
重
森
に
よ
る
作
庭
の
件
数

は
い
よ
い
よ
増
加
し
て
い
く
。
な
お
、
東
福
寺
方
丈
庭
園
に
つ
い

て
重
森
は
、
作
庭
家
や
茶
人
か
ら
批
判
を
受
け
た
と
告
白
し
、
い

ず
れ
理
解
さ
れ
る
時
代
が
来
る
と
記
す
（
（1
（

。
事
実
、
後
年
に
は
高
い

評
価
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
、
平
成
二
十
六
（
二
〇
一
四
）
年
に

東
福
寺
本
坊
庭
園
と
し
て
文
化
財
保
護
法
が
規
定
す
る
名
勝
に
指

定
さ
れ
て
い
る（
（1
（

。

昭
和
三
十
年
代
以
降
、
重
森
は
再
び
全
国
の
庭
園
調
査
・
研
究

に
力
を
注
ぐ
。
昭
和
四
十
六
（
一
九
七
一
）
年
に
は
『
日
本
庭
園
史

図
鑑
』
以
降
の
研
究
成
果
に
桂
離
宮
や
修
学
院
離
宮
な
ど
の
新
た

な
庭
園
調
査
の
成
果
を
加
え
た
『
日
本
庭
園
史
体
系
』
全
三
十
五

巻
の
作
成
に
着
手
し
た（
（1
（

。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
長
男
の
重
森
完
途
と

の
共
著
で
、
完
結
は
重
森
三
玲
の
没
後
と
な
っ
た
。

重
森
は
作
庭
家
で
庭
園
史
家
の
顔
も
持
ち
つ
つ
、美
術
や
建
築
、

茶
の
湯
、
い
け
ば
な
な
ど
、
様
々
な
芸
術
分
野
に
精
通
し
、
中
田

勝
康
は
『
重
森
三
玲　

庭
園
の
全
貌
』
に
お
い
て
「
八
位
一
体
」

と
表
現
す
る（
（1
（

。
①
作
庭
家
、
②
庭
園
研
究
家
、
③
教
育
家
、
④
実

測
家
、
⑤
写
真
家
、
⑥
著
述
家
、
⑦
生
け
花
研
究
家
、
⑧
茶
道
家

で
あ
る
。そ
の
幅
広
い
知
識
と
経
験
が
庭
園
の
解
釈
に
活
か
さ
れ
、

作
庭
に
も
反
映
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、「
庭
は
、
あ
く
ま

で
も
、
自
然
の
中
に
盛
ら
れ
た
美
を
抽
象
し
、
自
然
の
美
の
エ
キ
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ス
を
抽
出
し
、
そ
の
作
者
に
の
み
な
し
遂
げ
ら
れ
た
唯
一
無
二
の

創
造
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
だ
け
が
庭
で
あ
る（
（1
（

」（
十
三
頁
）
と

い
う
庭
園
観
を
重
森
は
提
示
し
た
。

二　

�
重
森
三
玲
に
よ
る
楯
築
神
社
立
石
の
評
価
と
影
響

重
森
は
昭
和
四
十
六
（
一
九
七
一
）
年
以
降
の
全
国
庭
園
調
査

で
楯
築
神
社
の
立
石
に
出
会
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
重
森

に
よ
る
楯
築
神
社
立
石
の
評
価
と
そ
の
影
響
を
確
認
す
る
。

（
一
）
発
掘
調
査
以
前
の
考
古
学
的
検
討

庭
園
史
学
が
楯
築
神
社
の
立
石
と
向
き
合
う
よ
り
以
前
に
、
考

古
学
が
立
石
の
検
討
を
始
め
て
い
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
庭
園
史

学
が
検
討
に
着
手
す
る
以
前
の
考
古
学
的
評
価
を
紹
介
す
る
。

大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
、
永
山
卯
三
郎
は
立
石
を
横
穴
式
石

室
の
残
存
石
材
と
解
し
て
直
径
三
十
二
間
（
約
五
十
八
メ
ー
ト
ル
）

の
円
墳
と
捉
え
、
片
岡
山
古
墳
と
し
て
平
面
・
立
面
の
略
図
を
掲

載
し
て
報
告
す
る（
（1
（

。
ま
た
、
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
に
は
宇
垣

武
治
が
楯
築
山
古
墳
と
い
う
名
称
で
紹
介
す
る（
（1
（

。
永
山
は
昭
和

四
十
八（
一
九
七
三
）年
刊
行
の『
倉
敷
市
史
』で
楯
築
山
塚
址
と
し
、

改
め
て
古
墳
と
し
て
取
り
扱
う
（
（1
（

。

間
壁
忠
彦
と
間
壁
葭
子
は
、
昭
和
四
十
五
（
一
九
七
〇
）
年
に

刊
行
し
た
『
岡
山
の
遺
跡
め
ぐ
り
』
で
「
楯
築
神
社
」
と
い
う
文

章
を
載
せ
る（
（2
（

。
立
石
に
つ
い
て
は
関
連
す
る
伝
説
が
あ
る
と
触
れ

る
に
留
め
る
が
、
後
に
弧

こ
こた

こ
た
い
も
ん
せ
き（

帯
文
石
と
も
呼
称
さ
れ
る
御
神
体
が
、

江
戸
時
代
に
は
蛇
足
石
と
称
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
し
い
と
紹

介
し
つ
つ
、
そ
の
文
様
が
特
殊
器
台
の
弧
線
文
様
に
類
似
す
る
と

指
摘
す
る
。

ま
た
、
間
壁
葭
子
は
藤
田
憲
司
と
共
著
で
立
石
等
の
観
察
記
録

を
示
し
て
い
る（
（2
（

。
立
石
は
中
央
に
大
石
を
置
き
、
そ
の
周
辺
に
環

状
に
直
立
あ
る
い
は
斜
立
し
、
地
上
に
横
た
え
ら
れ
て
い
る
も
の

も
あ
る
。
立
石
の
周
辺
に
は
小
円
礫
が
多
く
、
特
に
斜
立
す
る
立

石
の
下
に
多
く
み
ら
れ
る
と
す
る
。
ま
た
、
斜
立
す
る
立
石
の
下

に
土
器
小
片
が
か
な
り
散
布
し
、
形
の
判
別
で
き
る
も
の
は
低
い

高
台
を
持
つ
中
世
以
降
の
土
師
器
と
す
る
。
な
か
に
は
埴
輪
を
思

わ
す
も
の
も
あ
る
が
、
確
証
は
な
い
と
す
る
。

楯
築
遺
跡
の
発
掘
調
査
を
行
っ
た
岡
山
大
学
の
近
藤
義
郎

が
、
地
元
の
案
内
を
受
け
て
楯
築
山
を
初
来
訪
し
た
の
は
、
昭
和

四
十
五
（
一
九
七
〇
）
年
の
秋
と
い
う（
（2
（

。
目
的
は
御
神
体
の
弧
帯

文
石
を
拝
観
す
る
こ
と
で
、
立
石
も
確
認
し
て
い
る
。
そ
の
後
も

楯
築
山
を
訪
れ
た
近
藤
は
、
社
域
か
ら
北
東
方
向
と
南
西
方
向

に
そ
れ
ぞ
れ
突
出
す
る
尾
根
を
見
出
し
て
い
る
。
昭
和
四
十
七
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（
一
九
七
二
）
年
に
は
団
地
の
造
成
工
事
が
開
始
さ
れ
、
同
年
暮
れ

か
ら
昭
和
四
十
八
（
一
九
七
三
）
年
の
初
め
頃
に
突
出
部
が
調
査
・

測
量
の
行
わ
れ
る
こ
と
な
く
破
壊
さ
れ
た
。
こ
の
事
態
に
対
応
す

べ
く
近
藤
は
同
年
十
月
に
測
量
調
査
を
実
施
し
、
そ
し
て
昭
和

五
十
一
（
一
九
七
六
）
年
か
ら
平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
ま
で
断
続

的
に
発
掘
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
二
）
重
森
三
玲
に
よ
る
評
価

庭
園
史
学
の
分
野
が
楯
築
神
社
の
立
石
と
対
峙
し
た
の
は
、
突

出
部
が
破
壊
さ
れ
た
昭
和
四
十
八
（
一
九
七
三
）
年
の
四
月
で
あ

る
（
（2
（

。
岡
山
県
岡
山
市
北
区
一
宮
の
吉
備
津
彦
神
社
や
同
市
北
区
吉

備
津
の
吉
備
津
神
社
、
倉
敷
市
本
町
の
阿
智
神
社
で
調
査
を
進
め

て
い
た
、
作
庭
家
で
後
に
京
都
林
泉
協
会
副
会
長
を
勤
め
る
斎
藤

忠
一
は
、
地
元
の
人
か
ら
話
を
聞
い
て
楯
築
神
社
を
訪
問
し
た
。

そ
の
後
、
楯
築
神
社
を
訪
問
し
た
重
森
は
、
立
石
は
観
賞
目
的
で

は
な
く
、
自
然
崇
拝
と
信
仰
に
基
本
を
据
え
た
庭
園
の
源
流
的
構

成
を
持
つ
と
し（
（2
（

、磐
境
と
捉
え
た（
（2
（

。
そ
し
て
、『
日
本
庭
園
史
体
系
』

一
で
、
磐
境
を
「「
イ
ワ
サ
カ
」
の
「
サ
カ
」
は
境
で
あ
り
堺
で

あ
り
、
坂
で
あ
る
。
巨
石
を
集
め
て
円
形
ま
た
は
楕
円
形
な
ど
に

並
べ
て
、
そ
の
中
を
神
聖
清
浄
な
地
と
し
て
、
こ
れ
に
神
を
ま
つ

る
の
で
あ
る
」（
九
頁
）
と
解
説
し
、
具
体
例
と
し
て
楯
築
神
社
磐

境
を
取
り
上
げ
る
。
さ
ら
に
、「
陽
的
な
立
石
が
多
く
、
陰
石
的

な
丸
味
の
あ
る
石
は
一
箇
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
そ
れ
に
し

て
も
磐
境
が
同
時
に
陰
陽
的
で
あ
り
、
そ
の
環
状
形
の
中
心
に
巨

大
な
陽
石
が
あ
る
こ
と
は
、
磐
座
的
で
あ
る
か
ら
、
磐
座
と
磐
境

と
が
合
体
し
て
い
る
」（
十
頁
）
と
評
価
す
る
。

そ
し
て
、
昭
和
五
十
（
一
九
七
五
）
年
、
重
森
は
「
楯
築
神
社

磐
座
・
磐
境
」
の
調
査
報
告
を
行
い
、
目
測
図
（
図
１
）
と
写
真

図
版
を
公
表
す
る（
（2
（

。
目
測
図
に
は
、「
展
開
図
風
に
目
測
ス
ケ
ッ

チ
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
注
意
書
き
が
あ
る
。
重
森
は
『
日
本
庭

園
史
大
系
』
三
十
一
に
お
い
て
、
楯
築
神
社
立
石
を
「
筆
紙
に
尽

せ
な
い
豪
快
と
怪
奇
、
そ
し
て
高
度
な
一
種
の
神
格
性
を
感
受
」

（
三
十
頁
）
で
き
た
と
し
、
類
例
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
た
。
そ
し

て
、「
人
間
生
命
の
永
遠
で
あ
る
こ
と
を
願
う
の
あ
ま
り
、
純
粋

な
立
場
で
の
陰
陽
思
想
に
よ
る
子
孫
繁
栄
を
願
い
、
こ
れ
を
神
格

化
し
た
立
場
で
、
永
遠
に
保
存
さ
れ
る
可
能
性
の
強
い
石
に
よ
っ

て
こ
れ
を
抽
象
表
現
し
、
永
遠
に
向
っ
て
の
願
望
を
こ
め
た
記
念

物
と
し
て
構
成
し
、
子
孫
の
人
々
は
朝
夕
こ
れ
を
崇
拝
し
て
繁
栄

す
る
こ
と
を
内
容
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
」（
三
十
三
頁
）
と
言
及
す

る
。
報
告
書
に
掲
載
し
て
い
る
目
測
図
は
、
発
掘
調
査
で
実
測
図

（
図
２
）
が
作
成
さ
れ
る
よ
り
以
前
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
目
測
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図
と
は
い
う
も
の
の
重
要
な
意
義
を

持
つ
。
た
だ
し
、
そ
の
精
度
は
検
証

を
要
す
る
。
そ
こ
で
目
測
図
と
実
測

図
を
対
比
し
、
目
測
図
の
精
度
や
意

義
を
改
め
て
確
認
し
た
い
。

（
三
）
目
測
図
と
実
測
図
の
比
較
検
討

目
測
図
に
は
、
円
丘
の
頂
部
平
坦

面
の
中
央
に
主
石
を
置
き
、
そ
れ
を

立
石
四
個
で
囲
む
様
子
が
見
え
る
。

参
道
を
上
が
っ
た
先
に
は
手
水
鉢
が

置
か
れ
、
斜
面
部
に
は
二
個
の
大
型

立
石
と
七
個
の
小
規
模
な
石
材
が
円

丘
を
取
り
巻
く
よ
う
に
描
か
れ
る
。

目
測
図
に
よ
る
と
中
心
の
立
石

（
主
石
）
は
高
さ
三
・
四
メ
ー
ト
ル

で
、
向
か
っ
て
左
に
強
く
傾
斜
し
、

背
後
に
小
祠
を
ま
つ
る
。
発
掘
調
査

報
告
書
の
立
石
１
で
あ
る
。
立
石
１

は
長
方
形
で
柱
状
の
岩
石
を
立
て
た

も
の
で
、
現
地
表
か
ら
の
高
さ
は

図１　楯築神社磐座・磐境目測図（重森 1975）
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三
・
一
八
メ
ー

ト
ル
で
あ
る
。

完
全
な
直
立
で

は
な
く
、
南
側

に
や
や
傾
く
。

主
石
の
北
側

に
は
斜
立
す
る

立
石
が
二
個
存

在
し
、
い
ず
れ

も
羽
石
と
い
う

記
述
が
あ
る
。

目
測
図
に

あ
る
主
石
（
立

石
１
）
の
北
西

側
の
立
石
（
羽

石
）
は
高
さ

二
・
三
メ
ー
ト

ル
で
、
発
掘
調

査
報
告
書
で
立

石
２
と
報
告

図２　楯築遺跡実測図（宇垣 2021）
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さ
れ
る
。
立
石
２
は
高
さ
約
二
・
六
メ
ー
ト
ル
で
、
南
西
側
に

五
十
九
度
傾
き
、
そ
の
下
側
に
は
傾
斜
・
倒
壊
を
止
め
る
た
め
に

多
量
の
礫
が
入
れ
ら
れ
る
。
立
石
２
に
は
南
北
方
位
の
掘
り
方
が

伴
い
、
据
え
置
く
た
め
の
掘
削
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。

北
東
側
に
あ
る
高
さ
二
・
五
メ
ー
ト
ル
の
立
石
（
羽
石
）
は
向

か
っ
て
右
側
に
傾
斜
す
る
も
の
で
、
発
掘
調
査
報
告
書
の
立
石
３

で
あ
る
。
実
測
図
上
で
の
復
元
高
が
約
三
・
二
メ
ー
ト
ル
の
立
石

３
は
、
石
材
そ
の
も
の
の
サ
イ
ズ
は
長
さ
四
・
一
メ
ー
ト
ル
と
長

大
で
あ
る
。
北
斜
面
に
向
か
っ
て
五
十
三
度
に
傾
斜
し
て
い
た
立

石
３
で
あ
る
が
、
地
表
下
で
見
つ
か
っ
た
立
石
西
端
の
断
片
が
現

存
の
立
石
よ
り
垂
直
に
近
い
角
度
で
立
つ
た
め
、
傾
斜
は
本
来
の

も
の
で
は
な
い
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。
掘
り
方
の
上
面
は
盛
土
と

円
礫
敷
で
被
覆
さ
れ
る
。
以
上
か
ら
、
立
石
３
は
墳
丘
墓
に
伴
う

も
の
で
、
本
来
は
垂
直
に
近
い
角
度
で
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
る
。

目
測
図
で
腰
掛
石
と
呼
称
さ
れ
た
立
石
は
、
発
掘
調
査
報
告
書

の
立
石
４
で
あ
る
。
立
石
４
は
横
転
し
た
状
態
で
所
在
す
る
も
の

で
、
当
初
は
立
っ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

目
測
図
で
楯
立
掛
石
と
あ
る
立
石
（
高
さ
二
・
二
メ
ー
ト
ル
）

は
、
発
掘
調
査
報
告
書
の
立
石
５
で
あ
る
。
立
石
５
は
現
地
表
か

ら
高
さ
二
・
一
三
メ
ー
ト
ル
で
、
南
西
方
向
に
傾
い
て
立
つ
。
根

入
り
は
極
め
て
浅
く
、
長
径
一
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
〇
・
四
四
メ
ー

ト
ル
の
掘
り
方
に
設
置
さ
れ
て
い
た
。
掘
り
方
の
南
側
は
、
石
の

傾
き
に
よ
り
押
し
潰
さ
れ
た
状
態
と
な
る
。

発
掘
調
査
報
告
書
に
あ
る
立
石
６
（
（2
（

は
石
段
の
北
側
に
所
在
す

る
と
い
う
こ
と
で
、
目
測
図
に
“
280
㎝
”
と
記
載
さ
れ
た
石
材
に

相
当
す
る
と
考
え
る
。
立
石
６
は
斜
面
に
添
う
よ
う
に
立
つ
が
、

当
初
は
現
上
端
部
が
埋
め
込
ま
れ
た
側
と
想
定
さ
れ
、
墳
頂
平
坦

面
の
端
近
く
に
設
置
さ
れ
た
も
の
が
下
側
に
反
転
し
て
落
下
し
た

と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
目
測
図
に
あ
る
立
石
は
、
発
掘
調
査
報
告
書
に

示
す
立
石
配
置
図
と
対
比
で
き
、
目
測
図
が
一
定
の
精
度
を
保
持

す
る
と
評
価
で
き
る
。
そ
の
場
合
、
斜
面
に
あ
る
石
材
も
同
様
の

精
度
で
描
か
れ
た
と
判
断
で
き
る
。
斜
面
に
あ
る
石
材
は
、
羽
石

の
背
後
に
あ
た
る
北
側
斜
面
で
五
個
が
お
お
む
ね
間
隔
を
揃
え
て

配
さ
れ
る
。
こ
の
場
所
は
墳
丘
墓
円
丘
部
の
北
斜
面
か
ら
北
西
斜

面
に
あ
た
り
、
墳
丘
斜
面
に
設
え
ら
れ
た
第
一
列
石
を
書
き
込
ん

だ
可
能
性
が
高
い
。
参
道
階
段
の
南
側
に
は
、
小
型
石
材
を
一
個

置
い
て
、
高
さ
二
メ
ー
ト
ル
の
大
型
立
石
が
配
さ
れ
、
主
石
の
お

お
む
ね
真
南
に
も
小
型
石
材
が
あ
る
。
発
掘
調
査
報
告
書
で
は
、

墳
丘
の
東
斜
面
か
ら
南
東
斜
面
に
石
材
が
み
ら
れ
る（
（2
（

。
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重
森
は
頂
部
に
あ
る
立
石
の
位
置
付
け
を
試
み（
（3
（

、
主
石
（
立
石

１
）
と
そ
の
北
側
に
あ
る
二
個
の
羽
石
（
立
石
２
・
３
）
は
陽
石
と

み
な
す
。
そ
し
て
、
中
心
石
の
東
側
に
あ
る
腰
掛
石
（
立
石
４
）

は
強
く
傾
斜
さ
せ
、
そ
の
南
西
に
は
二
つ
に
分
割
さ
れ
た
円
形

の
臥
石
が
あ
り
（
実
測
図
の
立
石
２
よ
り
南
側
約
五
メ
ー
ト
ル
に
位
置
す

る
）
、
い
ず
れ
も
陰
性
的
と
評
価
す
る
。
さ
ら
に
、
重
森
は
立
石

の
強
い
傾
斜
を
築
造
当
初
の
も
の
と
想
定
す
る
が
、
発
掘
調
査
で

立
石
の
傾
斜
は
経
年
に
よ
る
も
の
で
、
当
初
は
垂
直
に
近
い
傾
斜

で
立
っ
て
い
た
と
判
明
し
て
い
る
。

墳
頂
部
の
立
石
群
は
埋
設
さ
れ
て
い
る
主
体
部
の
や
や
北
東
寄

り
に
位
置
す
る
。
立
石
１
を
お
お
む
ね
中
心
に
据
え
、
平
ら
な
面

を
立
石
１
に
向
け
る
よ
う
に
立
石
２
・
３
・
５
・
６
を
配
置
す

る
。
主
体
部
の
墓
壙
に
重
な
る
位
置
の
立
石
５
の
掘
り
方
で
は
、

立
石
の
基
部
か
ら
十
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
上
位
の
立
石
に
接
し
た

場
所
で
、
埋
土
中
に
長
さ
十
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
朱
の
広
が
り

が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
朱
は
近
接
す
る
墓
壙
上
部
を
埋
め
る
円

礫
に
も
付
着
す
る
こ
と
も
確
か
め
ら
れ
て
い
る
。
埋
土
に
は
円
礫

を
含
む
。
以
上
か
ら
、
立
石
５
は
墳
頂
部
の
円
礫
施
設
に
近
い
か

平
行
す
る
段
階
で
の
設
置
が
想
定
さ
れ
て
い
る（
（3
（

。

（
四
）
庭
園
史
学
に
お
け
る
検
討

重
森
に
よ
る
楯
築
神
社
立
石
の
評
価
は
、
以
降
、
庭
園
史
学
の

研
究
に
一
定
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

倉
敷
市
教
育
委
員
会
が
昭
和
五
十
（
一
九
七
五
）
年
に
刊
行
し

た
『
倉
敷
市
の
庭
園
』
一
で
は
、「
楯
築
神
社
石
組
」
と
し
て
磐
座
・

磐
境
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る（
（3
（

。
当
初
は
十
八
個
の
石
材
が
存
在

し
た
が
、
報
告
時
点
で
は
八
個
が
現
存
す
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と

い
う
。
こ
の
報
告
書
に
あ
る
楯
築
神
社
の
立
石
を
磐
座
・
磐
境
と

し
た
理
解
は
、
重
森
の
評
価
を
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
報
告
に

は
「
環
状
石
群
は
果
し
て
古
代
の
磐
座
磐
境
そ
の
も
の
で
あ
る
か

否
か
は
別
と
し
て
も
、
と
に
か
く
神
社
の
境
内
に
あ
る
神
庭
の
一

種
と
み
て
、
ま
た
庭
を
形
成
す
る
石
組
の
祖
形
に
関
係
が
あ
る
も

の
と
み
て
本
輯
に
こ
れ
を
加
え
た
」（
十
八
頁
）
と
あ
る
。

山
本
利
幸
は
『
岡
山
の
名
庭
・
古
庭
』
の
解
説
で
、
磐
座
・
磐

境
の
一
例
と
し
て
楯
築
神
社
跡
の
立
石
を
あ
げ
る（
（3
（

。
ま
た
、
岡
山

県
郷
土
文
化
財
団
が
主
催
す
る
郷
土
文
化
講
座
で
山
本
は
「
岡
山

の
庭
」
と
い
う
講
演
を
行
い
、『
岡
山
の
自
然
と
文
化
』
に
講
演

録
が
収
載
さ
れ
て
い
る（
（3
（

。
山
本
は
楯
築
神
社
跡
に
あ
る
環
状
に
並

べ
た
立
石
を
磐
座
・
磐
境
と
し
、「
先
祖
の
霊
を
崇
拝
し
た
と
い

う
よ
う
な
も
の
」
と
述
べ
る
（
七
十
四
頁
）。

昭
和
五
十
一
（
一
九
七
六
）
年
に
着
手
さ
れ
た
楯
築
遺
跡
の
発
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掘
調
査
の
成
果
を
ま
と
め
た
報
告
書
は
、
平
成
四
（
一
九
九
二
）

年
に
刊
行
さ
れ
た（
（3
（

。
こ
の
成
果
に
よ
り
、
楯
築
遺
跡
が
弥
生
時
代

後
期
の
墳
丘
墓
で
あ
る
こ
と
が
正
式
に
周
知
さ
れ
、
そ
の
前
後
に

刊
行
さ
れ
た
概
説
書
は
そ
の
理
解
を
広
く
啓
蒙
し
て
き
た（
（3
（

。
調
査

成
果
は
楯
築
神
社
の
立
石
を
磐
座
・
磐
境
と
す
る
理
解
に
も
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。

大
田
征
六
は
楯
築
神
社
の
立
石
に
つ
い
て
、
弥
生
時
代
の
埋
葬

地
に
あ
る
こ
と
か
ら
「
死
霊
を
新
生
さ
せ
る
た
め
の
シ
ン
ボ
リ
ッ

ク
な
原
始
的
石
組
と
し
て
構
成
さ
れ
た
」（
三
十
五
頁
）
と
す
る（
（3
（

。

ま
た
、
中
心
部
の
立
石
に
太
陽
光
が
あ
た
る
こ
と
を
「
太
陽
神
の

意
思
を
直
接
的
に
照
ら
し
出
す
」
と
し
、「
太
陽
と
巨
岩
と
山
頂

と
の
単
純
な
関
係
が
人
々
の
「
カ
ミ
」
を
創
造
す
る
の
に
役
立
っ

て
い
る
」（
三
十
五
頁
）
と
み
な
し
た
。
さ
ら
に
、
斜
面
下
方
の
列

石
は
浄
域
を
作
り
出
す
表
現
と
す
る
。

八
木
敏
乗
は
岡
山
県
内
の
祭
祀
遺
跡
を
紹
介
す
る
な
か
で
楯
築

遺
跡
の
立
石
に
も
触
れ
る（
（3
（

。
八
木
は
「
足
守
川
周
辺
を
中
心
と
し

た
広
い
地
域
を
統
括
し
た
、
大
首
長
の
高
い
徳
と
そ
の
偉
功
を
た

た
え
し
の
ん
で
、
葬
り
祭
っ
た
首
長
の
霊
魂
を
、
神
と
し
て
仰
ぎ
、

そ
の
象
徴
と
し
て
神
石
（
磐
座
）
を
奉
祀
し
、
そ
の
遺
徳
を
後
世

に
顕
彰
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
」（
八
十
四
頁
）
と
す
る
。
発
掘
調
査

成
果
を
加
味
し
な
が
ら
立
石
を
神
石
（
磐
座
）
と
理
解
し
、
そ
の

設
置
目
的
ま
で
踏
み
込
ん
だ
評
価
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
奉
祀
の

際
に
は
そ
の
場
所
が
墳
丘
墓
と
認
知
さ
れ
て
い
た
前
提
で
の
評
価

と
言
え
よ
う
。

平
成
十
四
（
二
〇
〇
二
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
日
本
庭
園
鑑
賞

便
覧
』
で
は
、
磐
座
・
磐
境
の
解
説
の
な
か
で
「
倉
敷
市
の
楯
築

神
社
の
磐
座
磐
境
は
墳
丘
墓
の
上
に
組
ま
れ
て
い
る
」（
十
一
頁
）

と
、
重
森
の
考
え
と
発
掘
調
査
成
果
を
合
わ
せ
た
見
解
が
示
さ
れ

て
い
る（
（3
（

。『
日
本
庭
園
鑑
賞
便
覧
』
を
刊
行
し
た
京
都
林
泉
協
会

は
重
森
ら
が
創
設
し
た
も
の
で
、
重
森
自
身
が
初
代
会
長
を
務
め

て
い
る
。
そ
の
関
係
か
ら
磐
座
・
磐
境
と
い
う
重
森
が
示
し
た
当

初
理
解
を
堅
持
し
つ
つ
、
弥
生
墳
丘
墓
と
す
る
発
掘
調
査
成
果
を

合
わ
せ
た
見
解
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
楯
築
遺
跡
の
立
石
に
関
す
る
重
森
の
評
価
及
び
庭
園
史

学
の
分
野
で
触
れ
た
事
例
を
み
て
き
た
。
楯
築
遺
跡
の
立
石
は
、

考
古
学
的
調
査
・
研
究
が
進
む
以
前
に
は
、
楯
築
神
社
に
あ
る
磐

座
・
磐
境
と
し
て
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
発
掘
調
査
成
果

が
周
知
さ
れ
、
そ
の
理
解
に
若
干
の
修
正
が
加
え
ら
れ
た
が
、
磐

座
・
磐
境
と
い
う
理
解
が
完
全
に
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
さ
そ

う
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
、
現
在
は
楯

築
遺
跡
の
墳
丘
上
で
五
個

の
立
石
が
確
認
で
き
る

が
（
写
真
１
）、
明
ら
か
に

後
世
に
置
か
れ
た
と
判
断

さ
れ
た
石
や
置
き
直
さ
れ

た
石
は
取
り
除
か
れ
、
こ

れ
ら
の
石
材
は
円
丘
部
の

西
斜
面
上
方
に
一
括
し
て

置
か
れ
て
い
る（
（4
（

。『
倉
敷

市
の
庭
園
』
一
は
、
か
つ

て
十
八
個
の
石
材
が
存
在

し
、
当
時
で
も
八
個
は
残

存
し
て
い
た
と
報
告
す
る（
（4
（

。
中
田
勝
康
は
重
森
が
手
掛
け
た
庭
園

の
体
系
的
な
調
査
・
研
究
を
行
っ
た
際
、
京
都
府
京
都
市
の
松
尾

大
社
に
あ
る「
上
古
の
庭
」で
組
ん
だ
強
く
傾
斜
す
る
石
組
を
、「
楯

築
神
社
の
、
そ
の
強
く
傾
斜
し
た
巨
石
か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
受
け
た
か
ら
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
傾
斜
し
て
い

た
石
は
現
在
で
は
直
立
し
て
い
る
」（
二
五
八
頁
）と
す
る（
（4
（

。
つ
ま
り
、

楯
築
遺
跡
の
墳
丘
墓
頂
部
に
立
石
が
斜
立
し
て
い
る
こ
と
自
体
に

意
味
が
あ
る
と
い
う
指
摘
で
あ
る
が
、
現
状
は
発
掘
調
査
の
成
果

を
基
に
旧
に
復
さ
れ
、
楯
築
遺
跡
で
斜
立
す
る
立
石
は
認
め
ら
れ

な
い
。
重
森
が
磐
座
・
磐
境
と
み
な
し
た
楯
築
神
社
の
景
観
は
す

で
に
喪
失
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

三　

重
森
三
玲
に
よ
る
楯
築
神
社
立
石
評
価
の
検
討

重
森
は
楯
築
神
社
に
伴
う
立
石
を
磐
座
・
磐
境
と
解
釈
し
、
庭

園
の
源
流
と
位
置
付
け
た
。
そ
の
位
置
付
け
は
昭
和
四
十
年
代
終

わ
り
頃
に
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
発
掘
調
査
に
よ
り
楯
築
遺
跡

立
石
は
墳
丘
墓
の
施
設
で
あ
る
と
明
確
と
な
っ
た
も
の
の
、
重
森

が
示
し
た
評
価
の
検
討
は
必
要
と
考
え
る
。
こ
こ
で
は
楯
築
神
社

の
勧
請
と
い
う
観
点
か
ら
重
森
の
評
価
を
検
討
し
た
い
。

楯
築
神
社
の
立
石
に
関
す
る
認
識
は
、近
世
前
期
ま
で
は
遡
る
。

元
和
元（
一
六
一
五
）年
に
作
成
さ
れ
た「
中
国
兵
乱
記
」四
巻
に
は
、

羽
柴
秀
吉
の
備
中
侵
攻
に
対
し
て
日
幡
城
主
日
幡
六
郎
兵
衛
と
毛

利
か
ら
の
加
勢
で
あ
る
上
原
右
衛
門
元
祐
が
楯
山
に
陣
取
っ
た
こ

と
が
記
さ
れ
る（
（4
（

。
宇
垣
は
楯
山
と
い
う
地
名
か
ら
立
石
が
す
で
に

楯
と
見
な
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
説
く
（
（4
（

。

元
禄
十
三
（
一
七
〇
〇
）
年
に
筆
写
さ
れ
た
「
備
中
吉
備
津
宮

縁
起
」
に
は
、
城
を
落
と
さ
れ
た
吉
備
津
冠
者
が
再
度
戦
う
た
め

写真１　楯築遺跡立石（南東から）
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に
構
え
た
陣
に
石
楯
を
築
い
た
と
あ
る
。
こ
の
説
話
は
「
温う

羅ら

伝

説
」
と
さ
れ
る
も
の
の
ひ
と
つ
で
あ
る（
（4
（

。「
温
羅
伝
説
」
と
し
て

は
「
鬼
城
縁
起
」
が
室
町
時
代
に
ま
と
め
ら
れ
た
と
想
定
さ
れ
て

い
る
が
、年
代
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
天
正
十
一
（
一
五
八
三
）

年
の「
吉
備
津
宮
勧
進
帳
」が
最
古
と
い
う
。楯
築
山
の
立
石
は「
備

中
吉
備
津
宮
縁
起
」
で
は
じ
め
て
触
れ
ら
れ
、
吉
備
津
冠
者
が
東

片
岡
に
敷
い
た
陣
に
築
い
た
石
楯
と
す
る
。
し
か
し
、
文
政
十

（
一
八
二
七
）
年
に
死
去
し
た
吉
備
津
神
社
神
官
の
賀
陽
朝
臣
為
徳

が
著
し
た
「
備
中
国
大
吉
備
津
宮
略
記
」
に
は
、
温
羅
が
放
つ
矢

を
吉
備
津
彦
命
が
岩
を
楯
に
し
て
防
い
だ
と
記
さ
れ
る
。
嘉
永
六

（
一
八
五
三
）
年
に
著
さ
れ
た
『
備
中
誌
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
吉

備
津
宮
縁
起
」
で
は
、
温
羅
退
治
に
赴
い
た
吉
備
津
彦
命
が
片
岡

山
に
石
の
楯
を
築
か
せ
た
と
あ
る（
（4
（

。
楯
築
山
の
立
石
の
位
置
付
け

は
説
話
の
な
か
で
も
変
化
す
る
。

宝
暦
七
（
一
七
五
七
）
年
に
編
纂
さ
れ
た
『
備
中
集
成
志
』
で
は
、

古
蹟
之
部
に
あ
る「
鯉
喰
ノ
宮
」の
項
で
楯
築
大
明
神
に
触
れ
、「
楯

築
ハ
岩
ヲ
以
楯
ト
シ
玉
フ
故
其
所
楯
築
大
明
神
ト
奉
崇
也
。
神
躰

ハ
石
ニ
テ
色
々
ノ
異
形
ノ
人
形
ヲ
彫
タ
ル
物
也
」（
二
六
九
頁
）
と

あ
る（
（4
（

。
立
石
を
楯
と
認
識
し
、
弧
帯
文
石
を
御
神
体
と
し
て
祀
っ

て
い
た
と
わ
か
る
。

大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
刊
行
の
『
都
窪
郡
誌
』
は
、
楯
築

神
社
を
吉
備
津
五
社
七
十
二
宇
の
一
つ
と
し
て
縁
起
を
掲
載
す
る

が
、
荒
唐
無
稽
の
伝
説
で
勧
請
の
年
月
等
は
信
じ
ら
れ
な
い
と
す

る
（
（4
（

。
荒
唐
無
稽
の
伝
説
は
「
温
羅
伝
説
」
の
一
種
で
、
百
済
よ
り

渡
来
し
た
温
羅
を
征
討
す
る
た
め
に
五い
さ
せ
り
ひ
こ
の
み
こ
と

狭
芹
彦
之
尊
が
派
遣
さ

れ
、「
楯
取
御
本
陣
」
と
す
る
。
本
陣
の
記
載
と
し
て
「
御
陣
の

右
脇
一
丈
之
楯
石
是
火
簱
根
也
。
向
は
馬
建
石
、
左
は
馬
盥
石
、

後
は
八
尺
の
立
石
往
古
明
神
軍
陣
の
後
を
守
る
御
腰
掛
の
石
、
北

に
は
矢
隠
く
し
矢
落
の
岩
左
右
に
備
へ
、
山
中
矢
受
石
十
八
所
、

是
軍
勢
楯
石
也
」（
六
七
三
頁
）
と
立
石
に
つ
い
て
書
き
記
す
。
五

狭
芹
彦
之
尊
の
手
助
け
に
現
れ
た
優う
は
つ
ら
り
ゅ
う
お
う

盈
羅
龍
王
が
、
登
場
時
に
乗

っ
て
い
た
白
頂
馬
龍
神
石
は
「
御
陣
之
正
中
に
祭
て
」（
六
七
三
頁
）

楯
築
大
明
神
と
し
て
勧
請
し
た
と
あ
る
。

『
都
窪
郡
庄
村
史
蹟
解
説
』
に
は
、
天
和
元
（
一
六
八
一
）
年
に

代
官
の
服
部
六
左
衛
門
が
楯
築
山
を
訪
問
し
て
社
殿
建
立
を
命
じ

た
と
あ
る（
（4
（

。
命
ぜ
ら
れ
た
新
左
衛
門
は
当
地
の
赤
木
氏
の
祖
先
と

さ
れ（
（5
（

、
楯
築
山
を
西
山
宮
と
呼
称
す
る
と
も
述
べ
る
。
西
山
方
面

か
ら
楯
築
神
社
に
登
る
参
道
石
段
に
は
、
縁
石
を
上
下
か
ら
挟
む

よ
う
に
低
い
四
角
柱
が
配
さ
れ
る
。
下
段
に
あ
る
四
角
柱
の
う
ち

向
か
っ
て
右
側
の
四
角
柱
正
面
に
は
、「
開
基
建
立
／
赤
木
新
左



- 89 - - 88 -

衛
門
」、左
面
に
は
「
天

和
元
年
／
酉
八
月
」
と

刻
ま
れ
る
（
写
真
２
）。

他
方
、
向
か
っ
て
左
側

の
四
角
柱
正
面
に
は
、

「
再
建
立
／
赤
木
源
右

エ
（
以
下
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
埋
没
）」
と
あ
り
、

右
面
に
は
「
安
政
六
年

／
未
十
二
月
」
と
刻
ま

れ
、安
政
六
（
一
八
五
九
）

年
の
再
建
を
示
す
。

楯
築
神
社
の
社
殿

は
、
明
治
四
十
二
（
一
九
〇
九
）
年
に
北
西
六
百
九
十
メ
ー
ト
ル

に
あ
る
鯉
喰
神
社
に
合
祀
さ
れ
る
が
、
そ
の
際
に
社
殿
は
解
体
さ

れ
た（
（5
（

。
元
の
社
殿
は
、
本
殿
が
桁
行
五
尺
、
梁
間
五
尺
で
、
拝
殿

が
桁
行
一
間
三
尺
、
梁
間
一
間
七
尺
の
規
模
と
い
う（
（5
（

。
重
森
が
示

し
た
目
測
図
に
は
「
楯
築
神
社
跡
地　

大
正
元
年
四
月
十
二
日
」

と
い
う
石
柱
の
位
置
が
落
と
さ
れ
る
が（
（5
（

、
現
地
に
は
正
面
に
「
楯

築
神
社
跡
地
」、
背
面
に
「
大
正
元
年
四
月
十
二
日　

鯉
喰
神
社

合
祀
」
と
刻
ま
れ
た
石
柱
が
あ
る
。
合
祀
に
際
し
て
御
神
体
の
弧

帯
文
石
も
鯉
喰
神
社
に
移
さ
れ
た
が
、
大
正
五
（
一
九
一
六
）
年

に
は
元
の
位
置
に
還
り
、
地
域
住
民
は
広
場
中
央
よ
り
や
や
北
の

位
置
に
箱
形
の
小
石
室
を
祠
と
し
て
作
っ
て
御
神
体
を
納
め
た
。

祠
は
数
個
の
石
材
を
組
み
合
わ
せ
て
作
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
石

材
は
墳
丘
墓
周
辺
の
斜
面
列
石
を
引
き
抜
い
て
利
用
し
た
可
能
性

が
示
さ
れ
て
い
る（
（5
（

。

前
述
し
た
『
備
中
誌
』
に
は
「
温
羅
伝
説
」
と
は
別
に
楯
築
明

神
を
祀
る
社
殿
や
立
石
、
弧
帯
文
石
の
記
載
も
あ
る（
（5
（

。
日
幡
山
の

頂
に
「
竪
一
丈
余
横
三
尺
計
の
石
を
直
に
竪
た
り
又
一
間
計
の
石

を
西
に
竪
其
前
に
大
石
を
立
又
宮
の
東
に
大
石
の
丸
き
其
左
右
に

大
な
る
手
の
形
彫
込
た
り
」（
二
十
頁
）
と
あ
る
。
そ
し
て
、「
温

羅
伝
説
」
を
引
い
て
吉
備
津
彦
命
が
日
幡
山
の
石
を
楯
に
し
て
攻

め
寄
せ
る
と
し
、
楯
築
明
神
の
名
前
の
由
来
と
す
る
。

大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
刊
行
の
『
都
窪
郡
治
誌
』
は
、
由

緒
不
明
な
が
ら
楯
築
神
社
の
祭
神
は
多た

計け

留る

神
と
す
る（
（5
（

。

昭
和
四
十
六
（
一
九
七
一
）
年
刊
行
の
『
庄
村
誌
』
は
、
楯
築

神
社
の
祭
神
を
片
岡
多
計
留
命
と
し
、「
堀
家
帆
通
蔵
村
社
略
記
」

を
も
と
に
紹
介
す
る（
（5
（

。
片
岡
多
計
留
命
は
、
も
と
は
伊い

狭さ

智ち

と
名

乗
り
、弟
の
伊い

狭さ

穂ほ

と
と
も
に
片
岡
山
の
西
峰
に
居
住
し
て
い
た
。

写真２　楯築神社参道石段四角柱（南東から）
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吉
備
津
彦
命
の
軍
勢
に
従
い
、
片
岡
山
の
北
、
海
を
隔
て
て
岩
屋

山
に
接
近
し
て
陣
営
を
そ
こ
に
移
す
と
、
紅
旗
を
立
て
た
伊
狭
智

は
犬い
ぬ
か
い養

建た
け
る

と
と
も
に
温
羅
を
捕
え
る
軍
功
を
あ
げ
、
多
計
留
と

い
う
名
前
を
賜
っ
た
と
す
る
。

以
上
か
ら
、楯
築
山
の
立
石
の
認
識
は
近
世
前
期
ま
で
は
遡
り
、

社
殿
を
建
立
し
て
奉
祀
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
十
七
世
紀
後

葉
の
天
和
元
（
一
六
八
一
）
年
の
可
能
性
が
あ
る
。
ま
ず
は
立
石

が
奇
異
な
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
、
そ
の
解
釈
が
石
の
楯
と
な
っ

て
説
話
の
な
か
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
や
は
り
奇
異
な

も
の
と
認
知
さ
れ
た
弧
帯
文
石
を
御
神
体
と
し
て
奉
斎
し
、
神
社

の
勧
請
に
結
実
し
た
と
推
察
す
る
。

岩
石
の
神
聖
性
を
信
仰
の
対
象
と
す
る
岩
石
信
仰
・
岩
石
祭
祀

に
は
様
々
な
形
態
が
あ
り（
（5
（

、
社
殿
を
築
い
て
奉
祀
す
る
事
例
も
数

多
い
。『
延
喜
式
』「
神
名
帳
」
に
は
石
の
名
を
冠
す
る
神
社
が

百
三
社
確
認
で
き
る（
（5
（

。
式
内
社
で
あ
る
岡
山
県
総
社
市
の
石
畳
神

社
は
高
さ
約
六
十
メ
ー
ト
ル
の
岩
塊
を
神
体
と
す
る（
（6
（

。
岡
山
市
北

区
真
星
に
所
在
す
る
星
神
社
は
、
本
殿
の
す
ぐ
後
ろ
に
巨
岩
が
聳

え
る（
（6
（

。
楯
築
遺
跡
が
所
在
す
る
王
墓
山
丘
陵
か
ら
南
東
約
百
十
メ

ー
ト
ル
に
あ
る
倉
敷
市
日
畑
の
岩
倉
神
社
の
境
内
地
に
は
巨
岩
が

散
在
し
（
（6
（

、
本
殿
の
す
ぐ
後
ろ
に
も
巨
岩
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
岩

倉
神
社
の
祭
神
は
大
お
お
い
な
ふ
ね
の
み
こ
と

稲
船
命
で
あ
る（
（6
（

。
岩
倉
神
社
の
縁
起
に
は

吉
備
津
彦
命
が
吉
備
に
進
軍
し
た
際
、
片
岡
の
伊
狭
穂
が
稲
を
栗

坂
の
里
で
刈
っ
て
船
に
積
み
北
行
し
た
が
、
潮
が
急
で
上
が
る
こ

と
が
で
き
ず
西
の
岬
に
停
泊
し
て
稲
を
積
み
上
げ
て
軍
糧
と
し
て

献
じ
た
と
あ
る
。
こ
の
功
か
ら
大
稲
船
と
い
う
名
を
賜
っ
た
と
い

う
。
前
述
の
楯
築
神
社
の
縁
起
に
は
、
楯
築
神
社
の
祭
神
と
さ
れ

る
片
岡
多
計
留
命
（
伊
狭
智
）
の
弟
に
伊
狭
穂
の
名
が
見
え
る（
（6
（

。

近
世
に
は
弧
帯
文
石
を
御
神
体
と
し
て
楯
築
山
に
楯
築
神
社
を

勧
請
し
、
立
石
に
囲
ま
れ
た
位
置
に
祠
を
建
立
し
て
い
る
。
こ
の

こ
と
は
立
石
を
磐
座
・
磐
境
と
し
た
重
森
の
評
価
が
独
断
的
で
は

な
い
こ
と
を
示
唆
す
る
。
む
し
ろ
、
楯
築
神
社
の
立
石
を
重
森
は

「
こ
の
よ
う
な
磐
座
・
磐
境
に
は
、
従
来
出
会
っ
た
こ
と
が
な
い
」

と
し
、
さ
ら
に
「
一
般
の
磐
座
や
磐
境
と
は
全
く
異
質
的
構
成
」

（
三
十
頁
）
と
記
述
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
特
異
性
は
看
破
し

て
い
る（
（6
（

。
弧
帯
文
石
と
い
う
御
神
体
の
拝
観
を
目
的
に
楯
築
神
社

を
来
訪
し
、
立
石
を
視
認
し
た
考
古
学
者
の
近
藤
も
、「
弥
生
時

代
の
も
の
か
ど
う
か
、
発
掘
を
行
な
う
ま
で
長
い
間
、
半
信
半
疑

で
あ
っ
た
」（
十
四
頁
（
（6
（

）
と
吐
露
す
る
。
他
方
の
御
神
体
に
つ
い
て

近
藤
は
、
そ
の
模
様
が
弥
生
時
代
後
期
の
特
殊
器
台
、
特
に
立
坂

型
特
殊
器
台
に
酷
似
す
る
こ
と
か
ら
、
弥
生
時
代
に
所
属
す
る
可
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能
性
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

立
石
も
弥
生
時
代
に
遡
る
可
能
性
を
視
野
に

入
れ
て
発
掘
調
査
に
着
手
し
た
。
い
ず
れ
に

せ
よ
楯
築
神
社
に
あ
る
立
石
の
評
価
は
、
発

掘
調
査
と
い
う
手
法
を
用
い
な
け
れ
ば
不
可

能
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

お
わ
り
に

重
森
三
玲
は
楯
築
山
の
立
石
を
古
代
の
磐

座
・
磐
境
と
み
な
し
て
、
目
測
図
を
提
示
し

報
告
し
て
い
る
。
目
測
図
は
墳
丘
墓
の
発
掘

調
査
が
実
施
さ
れ
る
以
前
の
も
の
で
、
実
測

図
と
対
比
で
き
る
精
度
は
保
持
し
た
貴
重
な

成
果
と
改
め
て
評
価
し
た
い
。

ま
た
、
楯
築
神
社
の
立
石
を
磐
座
・
磐
境

と
見
な
し
た
重
森
の
評
価
は
決
し
て
独
断
的

な
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
あ
る
時
期
か
ら

楯
築
の
地
に
対
し
て
想
定
さ
れ
て
き
た
位
置

付
け
と
系
列
を
同
じ
く
し
、
信
仰
の
場
と
し

て
の
認
識
は
近
世
前
期
前
葉
ま
で
は
遡
る
可

文献等年
代

陣
伝承

石の楯
信仰 弥生墳丘墓 古墳

元和元年
（1615）

天和元年
（1681）

『都窪郡庄村史蹟解説』
＊参道四角柱の銘

元禄13年
（1700）

 『備中吉備津宮縁起』 　

宝暦７年
（1757）

文政10年
（1827）

 『備中国大吉備津宮略記』

嘉永６年
（1853）

 『備中誌』 　 　

安政６年
（1859）

＊参道四角柱の再建銘

大正10年
（1921）

 　
片岡山古墳址
永山卯三郎『岡山県史蹟名勝
天然紀念物調査報告』１

大正12年
（1923）

『都窪郡誌』

昭和７年
（1932）

楯築山古墳
宇垣武治『吉備めぐり』

昭和45年
（1970）

＊近藤義郎来訪 　

昭和48年
（1973）

＊斎藤忠一・重森三玲来
訪
重森三玲『日本庭園史大
系』１

楯築山塚址
永山卯三郎『倉敷市史』

昭和50年
（1975）

重森三玲『日本庭園史大
系』31
『倉敷市の庭園』１

昭和51年
（1976）

＊発掘調査開始

昭和55年
（1980）

近藤義郎『楯築遺跡』

昭和56年
（1981）

山本利幸『岡山の名庭・
古庭』

昭和60年
（1985）

山本利幸「岡山の庭」

昭和61年
（1986）

大田征六「原始的石組神
域の地割構成」

平成２年
（1990）

平成４年
（1992）

近藤義郎編『楯築弥生墳
丘墓の研究』

　

平成14年
（2002）

『日本庭園鑑賞便覧』
近藤義郎『楯築弥生墳丘
墓』

　

平成19年
（2007）

福本明『吉備の弥生大首
長墓』

　

令和３年
（2021）

宇垣匡雅『楯築墳丘墓』 　

　

　

「鯉喰ノ宮」
『備中集成誌』

八木敏乗『岡山県の祭祀遺跡』

「中国兵乱記」

表１　楯築山の立石の位置付け表１　楯築山の立石の位置付け
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能
性
が
あ
る
（
表
１
）。
そ
れ
が
社
殿
建
築
と
い
う
目
に
見
え
る
形

と
な
り
、
立
石
が
守
り
継
が
れ
る
こ
と
に
繋
が
っ
た
と
も
言
え
よ

う
。

　

 

註
（
１
）https://w

w
w
.city.kurashiki.okayam

a.jp/5509.htm

転
載
に
際
し
て
、
ア
ラ
ビ
ア
数
字
を
漢
数
字
に
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
片

仮
名
に
改
め
て
い
る
。

（
２
）
楯
築
遺
跡
が
所
在
す
る
西
山
丘
陵
は
、
楯
築
山
、
王
墓
山
、
真
宮
山
な

ど
か
ら
な
る
。
楯
築
遺
跡
が
位
置
す
る
楯
築
山
は
片
岡
山
や
日
幡
山
と
も

呼
称
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
本
稿
で
は
各
文
献
に
記
載
さ
れ
て
い
る
名
称

で
示
す
。

（
３
）
宇
垣
匡
雅
「
楯
築
遺
跡
の
研
究
前
史
」『
古
代
吉
備
』
二
十
六
、
古
代

吉
備
研
究
会
、
二
〇
一
四
年

宇
垣
匡
雅
「
遺
跡
の
史
料
と
以
前
の
研
究
」『
楯
築
墳
丘
墓
』
岡
山
大
学

文
明
動
態
学
研
究
所
・
岡
山
大
学
考
古
学
研
究
室
、
二
〇
二
一
年

（
４
）
近
藤
義
郎
編
『
楯
築
弥
生
墳
丘
墓
の
研
究
』
楯
築
刊
行
会
、
一
九
九
二
年

（
５
）
宇
垣
匡
雅
『
楯
築
墳
丘
墓
』
岡
山
大
学
文
明
動
態
学
研
究
所
・
岡
山
大

学
考
古
学
研
究
室
、
二
〇
二
一
年

（
６
）
重
森
埶
氐
「
美
の
求
道
者　

重
森
三
玲
の
生
涯
」『
重
森
三
玲　

モ
ダ

ン
枯
山
水
』
小
学
館
、
二
〇
〇
七
年

（
７
）
重
森
三
玲
「
重
森
邸
天
籟
庵
庭
園
」『
日
本
庭
園
史
図
鑑
』
二
十
一
（
明

治
大
正
昭
和
時
代
三
）
有
光
社
、
一
九
三
六
年

（
８
）
前
掲
註
（
７
）

（
９
）
中
野
楚
渓
編
『
京
都
美
術
大
観
』（
二
庭
園
編　
　

解
説　

重
森
三
玲
）

東
方
書
院
、
一
九
三
三
年

（
10
）
重
森
三
玲
『
日
本
庭
園
史
図
鑑
』
全
二
十
六
巻
、
有
光
社
、
一
九
三
六

～
一
九
三
九
年

（
11
）
重
森
三
玲
『
庭　

重
森
三
玲
作
品
集
』
平
凡
社
、
一
九
六
四
年

（
12
）
重
森
三
玲
「
東
福
寺
方
丈
庭
園
」『
日
本
庭
園
史
大
系
』
二
十
七
（
現

代
の
庭
（
一
））、
社
会
思
想
社
、
一
九
七
一
年

（
13
）
文
化
庁
文
化
財
部
監
修
「
新
指
定
の
文
化
財
―
記
念
物
・
無
形
文
化
財

―
」『
月
刊
文
化
財
』
六
一
二
、
第
一
法
規
株
式
会
社
、
二
〇
一
四
年

（
14
）
重
森
三
玲
・
重
森
完
途
『
日
本
庭
園
史
大
系
』
全
三
十
三
巻
別
巻
二
巻
、

社
会
思
想
社
、
一
九
七
一
～
一
九
七
六
年

（
15
）
中
田
勝
康
『
重
森
三
玲　

庭
園
の
全
貌
』
学
芸
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年

（
16
）
重
森
三
玲
「
現
代
庭
園
の
様
式
」『
日
本
庭
園
史
大
系
』
二
十
八
（
現

代
の
庭
（
二
））
社
会
思
想
社
、
一
九
七
二
年

（
17
）
永
山
卯
三
郎
「
片
岡
山
古
墳
址
」『
岡
山
県
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調

査
報
告
』
一
、
岡
山
県
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
会
、
一
九
二
一
年

（
18
）
宇
垣
武
治
「
楯
築
山
古
墳
」『
吉
備
め
ぐ
り
』
細
謹
舎
書
店
、

一
九
三
二
年

（
19
）
永
山
卯
三
郎
編
著
『
倉
敷
市
史
』
一
、
名
著
出
版
、
一
九
七
三
年

（
20
）
間
壁
忠
彦
・
間
壁
葭
子
「
楯
築
神
社
」『
岡
山
の
遺
跡
め
ぐ
り
』
日
本

文
教
出
版
株
式
会
社
、
一
九
七
〇
年

（
21
）
弧
帯
文
石
は
、
昭
和
五
十
七
（
一
九
八
二
）
年
に
重
要
文
化
財
（
考
古

資
料
）に
指
定
さ
れ
る
が
、指
定
名
称
は
旋
帯
文
石
で
あ
る
。前
掲
註（
４
）

に
は
弧
帯
石
と
あ
る
。
ま
た
、
蛇
足
石
の
他
に
も
亀
石
と
呼
称
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
、
楯
築
神
社
の
縁
起
に
は
白
頂
馬
龍
神
石
と
あ
る
。『
新
修
倉

敷
市
史
』
十
三
（
美
術
・
工
芸
・
建
築
）
で
は
、「
楯
築
神
社
神
体
の
石
」

と
紹
介
さ
れ
る
。

前
掲
註
（
４
・
５
）

間
壁
忠
彦
「
楯
築
神
社
神
体
の
石
」『
新
修
倉
敷
市
史
』
十
三
（
美
術
・
工�
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芸
・
建
築
）
倉
敷
市
史
研
究
会
、
一
九
九
四
年

『
晴
れ
の
国
の
名
宝
―
岡
山
の
国
宝
・
重
要
文
化
財
―
』
岡
山
県
立
博
物

館
、
二
〇
一
〇
年

（
22
）
藤
田
憲
司
・
間
壁
葭
子
「
楯
築
神
社
の
立
石
と
神
体
の
石
」『
倉
敷
考

古
館
研
究
集
報
』
十
、（
財
）
倉
敷
考
古
館
、
一
九
七
四
年

（
23
）
平
成
十
四
（
二
〇
〇
二
）
年
に
刊
行
し
た
『
楯
築
弥
生
墳
丘
墓
』
で
近

藤
は
、「
僕
が
そ
こ
を
初
め
て
訪
れ
た
の
は
一
九
七
一
年
の
秋
の
こ
と
で

あ
っ
た
」（
十
二
頁
）
と
記
す
。
本
稿
で
は
比
較
的
来
訪
年
近
く
に
刊
行

さ
れ
た
（
近
藤
一
九
八
〇
）
や
（
近
藤
一
九
八
三
）、
発
掘
調
査
の
正
式

報
告
書
で
あ
る
前
掲
註
（
４
）
に
記
さ
れ
る
年
代
を
示
し
て
お
く
。

前
掲
註
（
４
）

近
藤
義
郎
『
楯
築
遺
跡
』
山
陽
新
聞
社
、
一
九
八
〇
年

近
藤
義
郎
『
農
民
と
首
飾
り
―
考
古
雑
記
―
』
青
木
書
店
、
一
九
八
三
年

近
藤
義
郎
『
楯
築
弥
生
墳
丘
墓
』
吉
備
人
出
版
、
二
〇
〇
二
年

（
24
）
重
森
三
玲
「
楯
築
神
社
磐
座
・
磐
境
」『
日
本
庭
園
史
大
系
』
三
十
一
（
補

一
）（
上
古
・
日
本
庭
園
源
流
（
二
））
社
会
思
想
社
、
一
九
七
五
年

（
25
）
金
子
裕
之
は
庭
園
の
源
流
に
つ
い
て
、
巨
岩
な
ど
の
磐
座
に
神
が
宿
る

と
す
る
古
墳
時
代
以
来
の
信
仰
を
元
に
す
る
見
方
と
、
中
国
・
朝
鮮
半
島

の
影
響
と
す
る
考
え
方
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。
他
方
、
上
野
友
輝
は
日
本

庭
園
史
で
磐
座
や
磐
境
、
神
池
等
を
庭
園
の
源
流
と
す
る
考
え
は
一
般
的

と
は
言
い
難
い
と
し
、
重
森
の
よ
う
に
「
神
や
自
然
観
と
い
っ
た
上
代
思

想
へ
と
結
び
つ
く
庭
園
史
観
は
極
め
て
独
特
な
も
の
」（
八
十
七
頁
）
と

論
述
す
る
。

金
子
裕
之
「
嶋
と
神
仙
思
想
―
７
～
９
世
紀
の
庭
園
の
系
譜
―
」『
道
教

と
東
ア
ジ
ア
文
化
』
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
〇
年

金
子
裕
之
「
宮
廷
と
苑
池
」『
古
代
庭
園
の
思
想　

神
仙
世
界
へ
の
憧
憬
』

角
川
書
店
、
二
〇
〇
二
年

上
野
友
輝
『
重
森
三
玲
の
作
庭
思
想
に
関
す
る
研
究
』
福
井
大
学
審
査
学

位
論
文
（
博
士
）、
二
〇
二
〇
年

（
26
）
重
森
三
玲
「
上
古
天
津
磐
座
・
磐
境
と
神
池
・
神
島
及
び
庭
園
」

『
日
本
庭
園
史
大
系
』
一
（
上
古
・
日
本
庭
園
源
流
）
社
会
思
想
社
、

一
九
七
三
年

（
27
）
前
掲
註
（
24
）

（
28
）
前
掲
註
（
５
）
で
立
石
６
と
し
て
報
告
さ
れ
た
立
石
は
、前
掲
註
（
４
）

で
は
石
20
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
新
た
な
報
告
書
で
は
立
石
と
判
断
さ

れ
、番
号
が
振
り
替
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
前
掲
註
（
５
）
に
従
う
。

（
29
）
前
掲
註
（
４
・
５
）

（
30
）
前
掲
註
（
24
）

（
31
）
宇
垣
匡
雅
「
墳
形
と
墳
丘
の
諸
要
素
」『
楯
築
墳
丘
墓
』
岡
山
大
学
文

明
動
態
学
研
究
所
・
岡
山
大
学
考
古
学
研
究
室
、
二
〇
二
一
年

（
32
）『
倉
敷
市
の
庭
園
』
一
、
倉
敷
市
教
育
委
員
会
、
一
九
七
五
年

（
33
）
山
本
利
幸
『
岡
山
の
名
庭
・
古
庭
』
山
陽
新
聞
社
、
一
九
八
一
年

（
34
）
山
本
利
幸
「
岡
山
の
庭
」『
岡
山
の
自
然
と
文
化
』（
郷
土
文
化
講
座
か

ら
Ⅳ
）
岡
山
県
郷
土
文
化
財
団
、
一
九
八
五
年

（
35
）
前
掲
註
（
４
）

（
36
）
前
掲
註
（
23
）（
近
藤
一
九
八
〇
・
二
〇
〇
二
）

福
本
明
『
吉
備
の
弥
生
大
首
長
墓
・
楯
築
弥
生
墳
丘
墓
』
新
泉
社
、

二
〇
〇
七
年

（
37
）
大
田
征
六
「
原
始
的
石
組
神
域
の
地
割
構
成
」『
造
園
雑
誌
』

四
十
九
ー
五
、（
社
）
日
本
造
園
学
会
、
一
九
八
五
年

（
38
）
八
木
敏
乗
『
岡
山
の
祭
祀
遺
跡
』
日
本
文
教
出
版
株
式
会
社
、

一
九
九
〇
年

（
39
）
京
都
林
泉
協
会
編
著
『
日
本
庭
園
鑑
賞
便
覧
』
学
芸
出
版
社
、

二
〇
〇
二
年
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（
40
）
前
掲
註
（
４
）

（
41
）
前
掲
註
（
32
）

（
42
）
前
掲
註
（
15
）

（
43
）「
中
国
兵
乱
記
」『
吉
備
群
書
集
成
』
三
、
作
陽
書
房
、
一
九
二
二
年

（
44
）
前
掲
註
（
３
）

（
45
）
中
山　

薫
『
温
羅
伝
説
―
史
料
を
読
み
解
く
―
』
日
本
文
教
出
版
株
式

会
社
、
二
〇
一
三
年

（
46
）吉
田
徳
太
郎『
備
中
誌
』上
編（
日
本
文
教
出
版
株
式
会
社
、一
九
六
二
年
）

（
47
）
石
井
了
節
『
備
中
集
成
志
』（
吉
備
文
化
研
究
会
、
一
九
四
三
年
）

（
48
）『
都
窪
郡
誌
』
都
窪
郡
教
育
会
、
一
九
二
二
年

（
49
）
吉
田
謙
三
『
都
窪
郡
庄
村
史
蹟
解
説
』
中
備
史
談
会
、
一
九
五
一
年

（
50
）『
庄
村
誌
』
庄
村
誌
編
纂
委
員
会
、
一
九
七
一
年

（
51
）
前
掲
註
（
24
）

（
52
）
前
掲
註
（
46
）

（
53
）
前
掲
註
（
24
）

（
54
）
前
掲
註
（
23
）（
近
藤
二
〇
〇
二
）

（
55
）
前
掲
註
（
46
）

（
56
）『
都
窪
郡
治
誌
』
岡
山
県
都
窪
郡
役
所
、
一
九
二
六
年

（
57
）
前
掲
註
（
50
）

（
58
）
吉
川
宗
明
『
岩
石
を
信
仰
し
て
い
た
日
本
人　

石
神
・
磐
座
・
磐
境
・

奇
岩
・
巨
石
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
研
究
』
遊
タ
イ
ム
出
版
、
二
〇
一
一
年

（
59
）重
森
三
玲「
保
久
良
神
社
磐
座
・
磐
境
」『
日
本
庭
園
史
大
系
』三
十
一（
補

一
）（
上
古
・
日
本
庭
園
源
流
（
二
））
社
会
思
想
社
、
一
九
七
五
年

（
60
）
前
掲
註
（
38
）

（
61
）
重
森
三
玲
「
星
神
社
磐
座
・
磐
境
」『
日
本
庭
園
史
大
系
』
一
（
上
古
・

日
本
庭
園
源
流
）
社
会
思
想
社
、
一
九
七
三
年

（
62
）
前
掲
註
（
38
）

（
63
）
前
掲
註
（
50
）

（
64
）
前
掲
註
（
50
）

（
65
）
前
掲
註
（
24
）

（
66
）
前
掲
註
（
23
）（
近
藤
二
〇
〇
二
）

図
・
写
真
の
出
典

図�

１　

重
森
三
玲「
楯
築
神
社
磐
座
・
磐
境
」『
日
本
庭
園
史
体
系
』三
十
一（
補

一
）（
上
古
・
日
本
庭
園
源
流
（
二
））
社
会
思
想
社
、
一
九
七
五
年

図
２　

宇
垣
匡
雅
『
楯
築
墳
丘
墓
』
岡
山
大
学
文
明
動
態
学
研
究
所
・
岡
山

大
学
考
古
学
研
究
室
、
二
〇
二
一
年

写
真
１
・
２　

筆
者
撮
影

（
う
わ
が
き　

た
け
し
）
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は
じ
め
に

国
の
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
の
制
定
（
以
下
、
公
文
書

管
理
法
）
の
意
義
は
、「
消
え
た
年
金
問
題
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

な
、
公
文
書
の
適
正
な
管
理
の
側
面
か
ら
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い

が
、
長
年
に
わ
た
り
、
非
現
用
公
文
書
の
保
存
に
つ
い
て
要
望
し

て
き
た
歴
史
研
究
者
や
資
料
保
存
利
用
機
関
に
と
っ
て
も
待
望
の

法
律
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
（
１
）。

公
文
書
管
理
条
例
の
必
要
性

公
文
書
管
理
法
は
、
現
用
文
書
と
非
現
用
文
書
を
包
括
し
た
国

の
公
文
書
の
統
一
的
な
管
理
に
つ
い
て
定
め
た
法
律
で
、
行
政
の

適
正
か
つ
効
率
的
な
運
営
、
そ
の
諸
活
動
を
現
在
及
び
将
来
の
国

民
に
対
し
説
明
を
果
た
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
非
現
用
文

書
で
あ
る
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
公
文
書
（
以
下
、
本
稿
で
は
歴

史
公
文
書
と
呼
ぶ
）
に
つ
い
て
い
え
ば
、
課
題
と
さ
れ
て
き
た
保
存

の
法
的
根
拠
と
利
用
の
ル
ー
ル
が
示
さ
れ
た
と
い
う
点
で
意
義
が

あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
（
２
）。
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
も
、
こ
の
法

律
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、
保
有
す
る
文
書
の
適
正
な
管
理
に
関
し

て
必
要
な
施
策
を
策
定
し
、
実
施
す
る
よ
う
努
力
義
務
規
程
が
置

か
れ
て
い
る
。

全
国
の
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
公
文
書
管
理
条
例
等
の
制
定

状
況
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
時
点
で
、
都
道
府
県
で
は
四
七

団
体
中
四
七
（
一
〇
〇
％
）、
市
区
町
村
で
は
一
七
四
一
団
体
中

一
六
九
五
（
九
七
・
四
％
）
で
制
定
済
で
あ
る
と
い
う
（
３
）。
た
だ
し
、

こ
の
「
条
例
等
」
に
は
、
規
則
、
規
程
、
要
綱
等
で
定
め
る
も
の

ノ
ー
ト

森  


　

久 

美

市
区
町
村
に
お
け
る
公
文
書
管
理
条
例
の
制
定
状
況
に
つ
い
て
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も
含
ま
れ
て
い
る
（
４
）。「
条
例
」
に
限
定
し
て
み
れ
ば
、（
一
財
）
地

方
自
治
研
究
機
構
の
調
査
に
よ
る
と
、
令
和
五
年
四
月
一
日
時
点

で
、
都
道
府
県
で
は
一
八
団
体
、
市
区
町
村
で
は
四
〇
団
体
に
と

ど
ま
り
、
岡
山
県
に
お
い
て
は
、
倉
敷
市
を
含
め
、
公
文
書
管
理

条
例
を
制
定
し
て
い
る
団
体
は
な
い
（
５
）。

文
書
管
理
を
条
例
で
規
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
理
由
が
い
く

つ
か
あ
る
と
い
う
（
６
）。
そ
の
一
つ
に
、
組
織
横
断
的
な
文
書
管
理
を

実
現
す
る
た
め
が
あ
る
。
現
用
段
階
で
の
適
正
な
文
書
の
作
成
と

保
存
は
、
歴
史
公
文
書
の
保
存
の
前
提
と
な
る
事
柄
で
あ
る
。
文

書
管
理
に
関
す
る
決
ま
り
を
規
則
と
し
た
場
合
、
首
長
部
局
の
規

則
の
効
力
は
首
長
部
局
に
限
ら
れ
、
議
会
や
教
育
委
員
会
等
に
は

及
ば
な
い
。
こ
の
た
め
、
全
体
的
な
文
書
管
理
を
進
め
る
た
め
に

は
規
則
で
は
な
く
、
組
織
横
断
的
に
規
律
で
き
る
条
例
が
望
ま
し

い
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
地
方
自
治
法
に
は
、
地
方
公
共
団
体
が
、

住
民
に
義
務
を
課
し
、
権
利
を
制
限
す
る
に
は
、
法
令
に
特
別
の

定
め
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
条
例
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
す
る
規
定
が
あ
る
（
第
十
四
条
第
二
項
）。
公
文
書
管
理
法
で

は
、
歴
史
公
文
書
の
利
用
請
求
権
（
誰
も
が
歴
史
公
文
書
を
利
用
で
き

る
権
利
）
を
設
定
し
た
う
え
で
、
個
人
の
権
利
利
益
を
害
す
る
お

そ
れ
の
あ
る
情
報
な
ど
、
い
く
つ
か
の
情
報
に
利
用
制
限
を
設
け

て
い
る
。
こ
れ
を
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
も
設
定
す
る
場
合
、

条
例
に
よ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
。

条
例
の
内
容
は
市
区
町
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま

先
に
公
文
書
管
理
条
例
の
制
定
状
況
を
確
認
し
た
（
一
財
）
地

方
自
治
研
究
機
構
の
サ
イ
ト
に
は
、
条
例
制
定
済
の
地
方
公
共
団

体
の
一
覧
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
各
団
体
の
公
文
書
管
理
条
例
へ

の
リ
ン
ク
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
利
用
し
て
、
条
例
制
定
済

み
の
四
〇
市
区
町
の
公
文
書
管
理
条
例
中
に
、
公
文
書
管
理
法
に

準
拠
し
た
次
の
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
し

て
み
た
（
７
）。

①
現
用
文
書
と
非
現
用
文
書
を
包
摂
し
た
法
制
で
あ
る
か
。

②
歴
史
公
文
書
に
つ
い
て
、利
用
請
求
権
を
保
障
し
て
い
る
か
。

③�

そ
の
仕
組
み
と
し
て
、
行
政
不
服
審
査
法
に
基
づ
く
審
査
請

求
が
あ
っ
た
場
合
の
第
三
者
に
よ
る
諮
問
機
関
に
つ
い
て
の

規
程
が
あ
る
か
。

①
に
つ
い
て
は
、
三
三
団
体
で
現
用
文
書
と
非
現
用
文
書
の
両

方
を
、
七
団
体
で
現
用
文
書
の
み
を
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
三
三

団
体
の
う
ち
、
②
利
用
請
求
権
を
設
定
し
て
い
る
の
は
二
六
団
体

で
、
こ
の
う
ち
③
第
三
者
に
よ
る
諮
問
機
関
に
つ
い
て
の
規
程
が
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あ
る
の
は
二
四
団
体
で
あ
る
。（
表
１
）

利
用
提
供
機
関
に
着
目
し
て
み
れ
ば
、
①
②
③
を
規
定
し
て
い

る
二
四
団
体
の
中
で
も
、
条
例
に
基
づ
く
公
文
書
館
が
行
っ
て
い

る
団
体
（
大
阪
市
等
一
〇
団
体
）
も
あ
れ
ば
、
首
長
部
局
の
総
務
課

等
の
組
織
が
担
う
団
体
（
熊
本
市
等
九
団
体
）、
教
育
委
員
会
に
属

す
る
図
書
館
や
博
物
館
が
行
う
団
体
（
東
京
都
小
平
市
等
二
団
体
）、

教
育
委
員
会
が
所
管
す
る
博
物
館
と
市
長
部
局
の
情
報
公
開
担
当

に
よ
る
分
担
制
を
と
る
団
体（
広
島
県
安
芸
高
田
市
（
８
））も
あ
る
。（
表
２
）

ま
た
、
①
②
③
を
公
文
書
管
理
条
例
中
に
規
定
し
て
い
な
く
て

も
、
別
の
条
例
で
こ
れ
ら
を
規
定
し
て
い
る
団
体
も
あ
る
。
例
え

ば
、
現
用
文
書
に
つ
い
て
は
公
文
書
管
理
条
例
、
非
現
用
文
書
に

つ
い
て
は
公
文
書
館
条
例
に
そ
れ
ぞ
れ
定
め
て
い
る
熊
本
県
天
草

市
の
場
合
は
、②
と
③
の
規
定
を
公
文
書
館
条
例（
条
例
の
名
称
は
、

天
草
市
立
天
草
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
条
例
）
に
設
け
て
い
る
。
③
を
規
定
し

て
い
な
い
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
で
は
、
現
用
文
書
だ
け
で
な
く
、

歴
史
公
文
書
の
閲
覧
請
求
や
審
査
請
求
が
あ
っ
た
際
の
諮
問
に
つ

い
て
も
、
情
報
公
開
制
度
に
よ
り
行
っ
て
い
る
（
９
）。

お
わ
り
に

公
文
書
管
理
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
文
書
管
理
に
つ
い
て
の
努

力
義
務
は
、
各
地
方
公
共
団
体
の
自
主
的
判
断
に
任
さ
れ
る
も
の

で
あ
り（
（1
（

、
各
市
区
町
に
よ
り
条
例
の
内
容
が
異
な
っ
て
い
た
よ
う

に
、
こ
れ
を
規
則
や
規
程
、
要
綱
に
ま
で
広
げ
て
み
れ
ば
、
さ
ら

に
違
い
が
み
ら
れ
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
も
し
か
し
た
ら
、
歴
史

公
文
書
の
保
存
と
利
用
に
関
す
る
決
ま
り
や
、
利
用
提
供
を
行
う

組
織
が
、
市
区
町
村
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
こ
と
が
、
住
民
に

と
っ
て
わ
か
り
に
く
く
、
歴
史
公
文
書
に
関
心
を
持
ち
に
く
い
要

因
と
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

本
稿
で
は
、
市
区
町
村
に
お
け
る
公
文
書
管
理
条
例
の
制
定
状

況
と
そ
の
内
容
の
い
く
つ
か
を
確
認
し
た
に
す
ぎ
な
い
が
、
倉
敷

市
に
お
け
る
、
歴
史
公
文
書
の
保
存
と
利
用
を
考
え
る
材
料
の
一

つ
と
し
た
い
。

団体名 条例の名称 ①現用文書と
非現用文書について

②歴史公文書の
利用請求権について

③審査請求があった場合の諮問機関
（ある場合は諮問機関の名称）

1 名古屋市 名古屋市情報あんしん条例 非現用文書なしなし なし
2 大阪市 大阪市公文書管理条例 あり あり 大阪市公文書管理委員会
3 札幌市 札幌市公文書管理条例 あり あり 札幌市公文書管理審議会

4 相模原市 相模原市公文書管理条例 あり あり 相模原市情報公開・個人情
報保護・公文書管理審査会

5 熊本市 熊本市公文書管理条例 あり あり 熊本市公文書管理委員会
6 新潟市 新潟市公文書管理条例 あり あり 新潟市公文書公開等審査会

7 仙台市 仙台市公文書等の管理に関する条例 あり あり 仙台市公文書等管理・情
報公開審議会

8 熊本県宇土市 宇土市文書管理条例 非現用文書なしなし なし
9 北海道ニセコ町 ニセコ町文書管理条例 あり なし なし

10広島県安芸高田市 安芸高田市公文書等の管理に関する条例 あり あり 安芸高田市公文書管理・情報
公開・個人情報保護審査会

11埼玉県志木市 志木市公文書管理条例 非現用文書なしなし なし
12滋賀県草津市 草津市市政情報の管理に関する条例 あり なし なし
13秋田県秋田市 秋田市公文書管理条例 あり あり 秋田市公文書管理委員会
14長野県小布施町 小布施町公文書管理条例 あり あり 小布施町公文書管理委員会
15香川県高松市 高松市公文書等の管理に関する条例 あり あり 高松市公文書等管理審議会
16香川県三豊市 三豊市公文書等の管理に関する条例 あり あり 三豊市公文書管理委員会
17神奈川県藤沢市 藤沢市公文書等の管理に関する条例 あり なし なし

18栃木県高根沢町 高根沢町公文書管理条例 あり あり 高根沢町情報公開及び個
人情報保護審査会

19熊本県天草市 天草市行政文書管理条例 非現用文書なしなし なし
20岩手県大槌町 大槌町公文書管理条例 非現用文書なしなし なし
21栃木県那須町 那須町公文書の管理に関する条例 非現用文書なしなし なし
22東京都豊島区 豊島区公文書等の管理に関する条例 あり なし なし
23群馬県渋川市 渋川市公文書等の管理に関する条例 あり あり 渋川市公文書管理審議会
24東京都八王子市 八王子市公文書の管理に関する条例 あり あり なし
25東京都世田谷区 世田谷区公文書管理条例 あり あり 世田谷区行政不服審査会
26滋賀県野洲市 野洲市公文書の管理に関する条例 非現用文書なしなし なし
27千葉県市川市 市川市公文書等の管理に関する条例 あり あり 市川市公文書公開審査会
28山形県鶴岡市 鶴岡市公文書等の管理に関する条例 あり なし なし

29神奈川県茅ケ崎市 茅ヶ崎市公文書等管理条例 あり あり 茅ヶ崎市情報公開・個人
情報保護審査会

30山形県酒田市 酒田市公文書等の管理に関する条例 あり あり 酒田市公文書・情報公開・
個人情報保護審査会

31石川県金沢市 金沢市公文書等の管理に関する条例 あり あり 金沢市公文書等管理委員会
32愛知県犬山市 犬山市公文書管理条例 あり なし なし

33香川県丸亀市 丸亀市公文書等の管理に関する条例 あり あり 丸亀市情報公開・個人情
報保護審査会

34東京都小平市 小平市公文書等の管理に関する条例 あり あり 小平市行政不服審査会
35滋賀県甲賀市 甲賀市公文書等の管理に関する条例 あり あり 甲賀市公文書等管理審議会
36鹿児島県鹿児島市 鹿児島市公文書管理条例 あり あり なし
37兵庫県尼崎市 尼崎市公文書の管理等に関する条例 あり あり 尼崎市公文書管理委員会
38北海道東神楽町 東神楽町公文書管理条例 あり なし なし
39香川県さぬき市 さぬき市公文書等の管理に関する条例 あり あり さぬき市公文書等管理委員会
40高知県高知市 高知市公文書等の管理に関する条例 あり あり 高知市公文書管理委員会

①～③について、規定を有する団体の数 33 26 24
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表１　公文書管理法に準拠した規定の有無について

団体名 条例の名称 ①現用文書と
非現用文書について

②歴史公文書の
利用請求権について

③審査請求があった場合の諮問機関
（ある場合は諮問機関の名称）

1 名古屋市 名古屋市情報あんしん条例 非現用文書なしなし なし
2 大阪市 大阪市公文書管理条例 あり あり 大阪市公文書管理委員会
3 札幌市 札幌市公文書管理条例 あり あり 札幌市公文書管理審議会

4 相模原市 相模原市公文書管理条例 あり あり 相模原市情報公開・個人情
報保護・公文書管理審査会

5 熊本市 熊本市公文書管理条例 あり あり 熊本市公文書管理委員会
6 新潟市 新潟市公文書管理条例 あり あり 新潟市公文書公開等審査会

7 仙台市 仙台市公文書等の管理に関する条例 あり あり 仙台市公文書等管理・情
報公開審議会

8 熊本県宇土市 宇土市文書管理条例 非現用文書なしなし なし
9 北海道ニセコ町 ニセコ町文書管理条例 あり なし なし

10広島県安芸高田市 安芸高田市公文書等の管理に関する条例 あり あり 安芸高田市公文書管理・情報
公開・個人情報保護審査会

11埼玉県志木市 志木市公文書管理条例 非現用文書なしなし なし
12滋賀県草津市 草津市市政情報の管理に関する条例 あり なし なし
13秋田県秋田市 秋田市公文書管理条例 あり あり 秋田市公文書管理委員会
14長野県小布施町 小布施町公文書管理条例 あり あり 小布施町公文書管理委員会
15香川県高松市 高松市公文書等の管理に関する条例 あり あり 高松市公文書等管理審議会
16香川県三豊市 三豊市公文書等の管理に関する条例 あり あり 三豊市公文書管理委員会
17神奈川県藤沢市 藤沢市公文書等の管理に関する条例 あり なし なし

18栃木県高根沢町 高根沢町公文書管理条例 あり あり 高根沢町情報公開及び個
人情報保護審査会

19熊本県天草市 天草市行政文書管理条例 非現用文書なしなし なし
20岩手県大槌町 大槌町公文書管理条例 非現用文書なしなし なし
21栃木県那須町 那須町公文書の管理に関する条例 非現用文書なしなし なし
22東京都豊島区 豊島区公文書等の管理に関する条例 あり なし なし
23群馬県渋川市 渋川市公文書等の管理に関する条例 あり あり 渋川市公文書管理審議会
24東京都八王子市 八王子市公文書の管理に関する条例 あり あり なし
25東京都世田谷区 世田谷区公文書管理条例 あり あり 世田谷区行政不服審査会
26滋賀県野洲市 野洲市公文書の管理に関する条例 非現用文書なしなし なし
27千葉県市川市 市川市公文書等の管理に関する条例 あり あり 市川市公文書公開審査会
28山形県鶴岡市 鶴岡市公文書等の管理に関する条例 あり なし なし

29神奈川県茅ケ崎市 茅ヶ崎市公文書等管理条例 あり あり 茅ヶ崎市情報公開・個人
情報保護審査会

30山形県酒田市 酒田市公文書等の管理に関する条例 あり あり 酒田市公文書・情報公開・
個人情報保護審査会

31石川県金沢市 金沢市公文書等の管理に関する条例 あり あり 金沢市公文書等管理委員会
32愛知県犬山市 犬山市公文書管理条例 あり なし なし

33香川県丸亀市 丸亀市公文書等の管理に関する条例 あり あり 丸亀市情報公開・個人情
報保護審査会

34東京都小平市 小平市公文書等の管理に関する条例 あり あり 小平市行政不服審査会
35滋賀県甲賀市 甲賀市公文書等の管理に関する条例 あり あり 甲賀市公文書等管理審議会
36鹿児島県鹿児島市 鹿児島市公文書管理条例 あり あり なし
37兵庫県尼崎市 尼崎市公文書の管理等に関する条例 あり あり 尼崎市公文書管理委員会
38北海道東神楽町 東神楽町公文書管理条例 あり なし なし
39香川県さぬき市 さぬき市公文書等の管理に関する条例 あり あり さぬき市公文書等管理委員会
40高知県高知市 高知市公文書等の管理に関する条例 あり あり 高知市公文書管理委員会

①～③について、規定を有する団体の数 33 26 24
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註
（
１
）
戦
後
の
史
料
保
存
運
動
に
つ
い
て
は
、
小
川
千
代
子
・
高
橋
実
・
大
西

愛
編
著
『
ア
ー
カ
イ
ブ
事
典
』
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
三
年
、
頁

三
四
―
三
六
を
参
照
。

（
２
）
歴
史
公
文
書
保
存
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
全
国
歴
史
資
料
保
存
利
用
機

関
連
絡
協
議
会
資
料
保
存
委
員
会
編
『
デ
ー
タ
に
み
る
市
町
村
合
併
と

公
文
書
保
存
』
岩
田
書
院
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
八
、
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
三

年
を
参
照
。

（
３
）
総
務
省
「
公
文
書
管
理
条
例
等
、
情
報
公
開
条
例
等
の
制
定
状
況
に

つ
い
て
」https://w

w
w
.soum

u.go.jp/m
ain_content/000742743.

pdf

、
令
和
五
年
九
月
三
日
閲
覧
。

（
４
）
地
方
公
共
団
体
が
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
法
に
は
条
例
と
規
則
が
あ

る
。
条
例
は
法
律
の
範
囲
内
で
、
議
会
の
議
決
を
経
て
制
定
さ
れ
る
も

の
で
、規
則
に
優
先
す
る
と
解
さ
れ
る
。
規
程
は
一
般
に
は
法
律
、命
令
、

条
例
、
規
則
等
の
法
形
式
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
用
い
ら
れ
る
。
要
綱

は
法
で
は
な
く
行
政
機
関
の
内
部
規
定
に
当
た
る
。
新
自
治
用
語
辞
典

編
纂
会
『
新
自
治
用
語
辞
典
（
改
訂
版
）』
ぎ
ょ
う
せ
い
、
平
成
二
四
年

よ
り
、「
条
例
」「
規
則
」「
規
程
」「
要
綱
」
の
解
説
を
参
照
。

（
５
）（
一
財
）
地
方
自
治
研
究
機
構
「
公
文
書
管
理
に
関
す
る
条
例
」�

h
ttp
://w

w
w
.rilg

.or.jp
/h
td
ocs/im

g
/reik

i/019_
offi
cialdocum

entm
anagem

ent.htm

、
令
和
五
年
九
月
三
日
閲
覧
。

な
お
、
本
稿
で
は
公
文
書
管
理
法
に
対
応
す
る
よ
う
な
地
方
公
共
団
体

の
条
例
を
「
公
文
書
管
理
条
例
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、
実
際
の
名
称
は

後
掲
の
表
１
の
よ
う
に
各
団
体
に
よ
り
異
な
る
。

（
６
）
地
方
公
共
団
体
公
文
書
管
理
条
例
研
究
会
『
こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る
？

自
治
体
の
公
文
書
管
理
～
実
際
に
あ
っ
た
自
治
体
か
ら
の
質
問
三
六
』

第
一
法
規
、
二
〇
一
九
年
、
頁
七
三
―
七
六
を
参
照
。

表２　各団体における歴史公文書の利用提供機関

利用提供機関については、各団体のウェブサイトにて確認。
ウェブサイトでは確認ができなかった栃木県高根沢町、滋賀県甲賀市、高知県高知市については電話にて確認。
広島県安芸高田市については、註８を参照。
栃木県高根沢町は目録が未整備のため、高知県高知市は歴史公文書の保存と利用に関する規定が施行されていな
いため、本稿執筆時点では利用提供は情報公開で対応。

条例に基づく公文書館 首長部局の組織 教育委員会の組織 首長と教育委員会の分担制

大阪市（大阪市公文書館） 熊本市（総務課） 東京都小平市（図書館）広島県安芸高田市（保存は博物館、利用請求は総務課が担当）

札幌市（札幌市公文書館） 秋田県秋田市（文書法制課）兵庫県尼崎市（博物館）

相模原市（相模原市公文書館）群馬県渋川市（総務課）

新潟市（新潟市文書館） 東京都世田谷区（区政情報
管理課）

仙台市（仙台市公文書館） 千葉県市川市（総務課）

長野県小布施町（小布施町文書館）神奈川県茅ケ崎市（文化推進課）

香川県高松市（高松市公文書館）山形県酒田市（総務課）

香川県三豊市（三豊市文書館）香川県丸亀市（庶務課）

石川県金沢市（金沢市公文書館）滋賀県甲賀市（総務課）

香川県さぬき市（さぬき市公文書館）
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（
７
）
公
文
書
管
理
条
例
に
盛
り
込
む
こ
と
が
望
ま
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

宇
賀
克
也『
逐
条
解
説　

公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律（
第
三
版
）』

第
一
法
規
、
平
成
二
七
年
、
頁
三
三
八
―
三
四
五
を
参
照
。

（
８
）
広
島
県
安
芸
高
田
市
の
事
例
は
註
（
６
）
の
頁
一
七
四
―
一
七
五
、
高

下
正
晴
「
公
文
書
管
理
条
例
の
制
定
と
安
芸
高
田
市
の
文
書
管
理
改
善

活
動
」
国
立
公
文
書
館
『
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
第
四
十
九
号
』
二
〇
一
三
年

を
参
照
。

（
９
）
熊
本
県
天
草
市
に
つ
い
て
は
、「
天
草
市
立
天
草
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
条
例
」�

https://w
w
w
2.city.am

akusa.kum
am
oto.jp/reiki/reiki_

honbun/r351RG00000025.htm
l

を
、
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
に
つ
い
て

は
、「
歴
史
公
文
書
の
保
存
の
取
組
」https://w

w
w
.city.kagoshim

a.
lg.jp/soum

u/soum
u/soum

u/koubunnsyo.htm
l

を
参
照
。
い
ず
れ

も
令
和
五
年
九
月
三
日
閲
覧
。

（
10
）
註
（
６
）
の
頁
九
四
―
九
五
を
参
照
。

（
も
り　

く
み　

倉
敷
市
総
務
課
歴
史
資
料
整
備
室
）
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は
じ
め
に

現
在
、倉
敷
市
立
美
術
館
が
所
蔵
す
る「
丸
足
付
盆
」（
図
１
）は
、

元
禄
年
間
に
備
前
香か
が
と登
か
ら
現
在
の
浅
口
市
金
光
町
に
移
り
住
ん

だ
と
伝
え
ら
れ
る
大
庄
屋
・
辻
家
の
旧
蔵
品
で
あ
る
。
辻
家
は
、

大
正
時
代
の
初
め
讃
岐
彫
り
の
森も
り
ぞ
う
ど
う

象
堂
が
逗
留
し
作
品
を
遺
し
た
（
１
）

旧
家
で
も
あ
る
。
当
該
丸
盆
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
点
の
ひ
と
つ

は
、
作
品
の
底
部
に
朱
文
二
重
楕
円
印
〈
賛
岐
〉
と
朱
文
長
方
印

〈
紅
緑
堂
〉
の
二
顆
が
見
ら
れ
る
（
図
２
）
こ
と
で
あ
る
。
紅
緑
堂

と
は
紅こ
う
か
り
ょ
く
よ
う
ど
う

花
緑
葉
堂
の
こ
と
で
あ
り
、
玉た
ま
か
じ
ぞ
う
こ
く

楮
象
谷
の
屋
号
で
あ
る
。

玉
楮
象
谷
は
、
文
化
三
（
一
八
〇
六
）
年
、
鞘
塗
師
・
藤
川
理

右
衛
門
（
洪
隆
）
の
長
男
と
し
て
讃
岐
高
松
に
生
ま
れ
た
。
名
は

為
三
、
敬
造
ま
た
は
正
直
と
称
す
る
。
玉
楮
は
高
松
藩
主
・
松
平

図１－１　紅緑堂印「丸足付盆」

資
料
紹
介

前 

田　

  


興

紅
緑
堂
印
「
丸
足
付
盆
」
に
つ
い
て

― 

玉
楮
象
谷
に
関
す
る
一
考
察 

―
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家
か
ら
与
え
ら
れ
た
姓
。
若
年
の
こ
ろ
か
ら
父
に
鞘
塗
の
技
を
学

び
、
彫
ち
ょ
う
し
つ
漆
、
蒟き
ん
ま醤
、
存ぞ
ん
せ
い清
な
ど
中
国
・
東
南
ア
ジ
ア
の
漆
芸
の
研

究
に
励
み
、
独
自
の
技
法
を
編
み
出
し
た
。
三
〇
歳
代
で
松
平
家

の
お
抱
え
と
な
っ
た
が
、
象
谷
に
よ
る
漆
器
は
、
藩
を
代
表
す
る

特
産
品
と
し
て
将
軍
家
や
諸
大
名
へ
献
上
さ
れ
、評
判
と
な
っ
た
。

す
な
わ
ち
玉
楮
象
谷
は
、
江
戸
時
代
後
期
に
あ
っ
て
讃
岐
漆
芸
を

全
国
に
知
ら
し
め
、
こ
の
地
を
漆
芸
王
国
へ
と
導
い
た
パ
イ
オ
ニ

ア
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
象
谷
は
明
治
二（
一
八
六
九
）

年
、
六
二
歳
で
没
す
る
が
、
基
準
と
な
る
作
品
は
思
い
の
ほ
か
少

な
く
、名
前
ば
か
り
が
先
行
し
て
便
乗
作
品
な
ど
の
贋
作
も
多
い
。

当
該
丸
盆
も
決
め
手
に
乏
し
い
も
の
だ
が
、
こ
の
作
品
に
つ
い
て

現
在
わ
か
る
こ
と
を
整
理
し
て
記
し
て
お
き
た
い
。

図１－２　紅緑堂印「丸足付盆」

図２　「丸足付盆」印

図３　「丸足付盆」木箱蓋裏墨書銘
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「
丸
足
付
盆
」
に
つ
い
て

当
該
丸
盆
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
点
の
二
つ
目
は
、
作
品
が
納

め
ら
れ
た
杉
の
箱
で
、
蓋
の
表
に
は
「
存
清
模　

丸
足
付
盆
」、

蓋
裏
に
は「
保
辰
初
秋
求　

讃
州
高
松
桂
蔵　

所
製
模
存　

精
盆
」

（
図
３
）
と
墨
書
き
さ
れ
て
い
る
。
し
た
た
め
ら
れ
た
文
字
の
筆
癖

か
ら
、
蓋
の
表
裏
に
記
さ
れ
た
墨
書
は
同
一
人
に
よ
る
も
の
と
推

察
さ
れ
る
。〈
保
辰
〉
年
は
、
壬
辰
年
の
天
保
三
（
一
八
三
二
）
年

か
、
甲
辰
年
の
天
保
一
五
（
一
八
四
四
）
年
の
い
ず
れ
か
で
、
そ

の
年
の
初
秋
に
依
頼
主
が
求
め
た
と
解
釈
で
き
る
た
め
、
こ
の
墨

書
を
記
し
た
の
は
天
保
年
間
に
辻
家
の
当
主
だ
っ
た
辻
権
四
郎
惟

常
の
可
能
性
が
高
い
。
象
谷
は
、
天
保
三
年
に
は
二
六
歳
、
天
保

一
五
年
に
は
三
八
歳
と
な
る
。
彼
は
敬
造
と
称
し
た
が
、
こ
こ
で

同
音
の
〈
桂
蔵
〉
と
記
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
象
谷
本
人
が
箱

書
き
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
致
し
方
な
い
だ
ろ
う
。〈
所

製
〉
と
あ
る
の
は
工
房
を
差
す
の
か
も
し
れ
な
い
。
当
該
丸
盆
が

象
谷
に
関
係
し
た
作
品
だ
と
す
れ
ば
、
彼
は
二
〇
歳
代
・
三
〇
歳

代
で
工
房
を
か
ま
え
て
漆
彫
り
や
漆
塗
り
の
仕
事
を
行
っ
て
い
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
漆
芸
品
は
、
木も
く
た
い胎
な
ら
ば
挽
物
、
指
物
、

刳く
り
も
の物
な
ど
の
加
工
、
籃ら
ん
た
い胎
な
ら
ば
竹
を
網
代
に
編
む
素
地
づ
く
り

な
ど
、
加
飾
に
至
る
ま
で
の
準
備
に
時
間
と
労
力
を
要
す
る
。
高

松
の
漆
芸
家
・
太
田
儔ひ
と
しは

「
漆
の
仕
事
は
、昔
は
す
べ
て
分
業
だ
っ

た
。
素
地
は
指
物
師
、
挽
物
師
、
刳
物
師
、
籠
師
な
ど
に
、
塗ぬ

師し

は
下
地
・
中
塗
・
上
塗
に
分
か
れ
、
絵
師
は
存
清
、
蒟
醤
、
彫
漆

な
ど
の
下
絵
を
描
き
、
彫
師
は
そ
れ
ぞ
れ
の
技
法
に
よ
り
専
門
が

わ
か
れ
て
い
た
。
仕
上
げ
に
艶
を
あ
げ
る
職
人
は
呂ろ

色い
ろ

師し

と
呼
ば

れ
た
（
２
）」

と
述
べ
て
い
る
。
蓋
裏
に
墨
書
さ
れ
た
〈
所
製
〉
を
工
房

と
捉
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
あ
た
り
の
事
情
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
一
五
世
紀
こ
ろ
中
国
で
創
始
さ
れ
た
存
清
は
、
文

様
の
輪
郭
や
細
部
を
剣
と
呼
ば
れ
る
存
清
用
の
彫
刻
刀
で
彫
っ
て

鎗
金
す
る
技
法
だ
が
、
象
谷
は
鎗
金
を
施
さ
ず
素
彫
り
の
ま
ま
仕

上
げ
た
も
の
を
存ぞ
ん

清せ
い
模も

と
呼
ん
だ
。
本
作
の
蓋
表
に
〈
存
清
模
〉

と
あ
る
の
は
、
彼
が
命
名
し
た
こ
の
言
葉
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、
墨
書
者
が
こ
の
造
語
を
理
解
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
定
か
で

な
い
。
蓋
裏
に
は
〈
模
存
精
盆
〉
と
記
さ
れ
て
い
る
。

本
作
は
、
径
が
五
五
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
は

一
三
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
四
本
の
猫
足
を
持
ち
、
木
胎
を
素

地
と
す
る
。
下
地
は
本
堅
地
で
、
素
地
固
め
や
布
着
せ
、
錆
付

け
、
研
ぎ
な
ど
表
面
を
整
え
て
堅
牢
に
す
る
作
業
が
入
念
に
施
さ

れ
て
い
る
。
加
飾
は
、
前
述
の
と
お
り
存
清
を
模
し
た
も
の
で
、
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漆
を
塗
り
重
ね
た
面
に
多
彩
な
色
漆
で
文
様
を
描
き
、
輪
郭
や
細

部
を
線
彫
り
し
て
、
彫
り
口
の
凹
部
に
は
鎗
金
を
施
さ
な
い
で
仕

上
げ
て
い
る
。
花
や
鳥
、
波
や
岩
の
表
現
な
ど
未
整
理
の
ま
ま
線

彫
り
さ
れ
て
い
る
印
象
が
強
く
、
随
所
に
手
探
り
の
様
子
が
う
か

が
え
る
。
ま
た
色
ム
ラ
に
加
え
て
、
刀
を
入
れ
る
た
び
に
彫
り
口

に
塗
り
重
ね
た
漆
の
色
層
が
表
れ
、
そ
の
部
分
が
濁
っ
て
見
え
る

の
も
、
こ
の
作
品
の
印
象
を
悪
く
し
て
い
る
。
絵
画
的
な
意
匠
に

は
、
孔
雀
な
ど
の
鳥
や
牡
丹
な
ど
稚
拙
と
言
っ
て
も
差
し
支
え
な

い
よ
う
な
描
写
が
見
ら
れ
る
が
、
作
者
（
画
工
）
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

な
図
案
な
の
か
、
中
国
明
清
の
写
し
を
ベ
ー
ス
に
し
た
花
鳥
図
な

の
か
は
不
明
。
孔
雀
や
牡
丹
は
中
国
古
来
よ
り
吉
祥
富
貴
を
表
す

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
装
飾
を
彩
る
題
材
に
取
り
あ
げ
ら
れ
て
き
た
。

但
し
こ
う
し
た
デ
ザ
イ
ン
は
、
漆
器
製
作
に
お
け
る
工
程
の
ひ
と

つ
と
捉
え
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。
見
方
を
変
え
れ
ば
、
も
し
こ
の

作
品
が
若
い
時
代
の
象
谷
が
模
索
し
た
痕
跡
を
示
す
も
の
な
ら

ば
、
唐
物
模
様
を
自
ら
の
作
品
に
取
り
入
れ
て
、
今
ま
で
の
日
本

に
な
い
漆
器
を
作
り
出
し
て
い
こ
う
と
す
る
意
気
込
み
の
表
れ
と

言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
象
谷
の
存
清
作
品
の
現
存
例
に

は
、
天
保
一
三
（
一
八
四
二
）
年
作
と
さ
れ
る
金
木
犀
あ
る
い
は

秋
海
棠
の
よ
う
に
も
見
え
る
花
に
蜂
を
配
し
た
方
形
の
小
品
「
存

清
香こ
う
ご
う盒
」
（
図
４
、
高
松
市
美
術
館
蔵
）
が
知
ら
れ
て
い
る
。
や
は

り
彫
り
口
の
凹
部
に
は
鎗
金
を
施
さ
ず
素
彫
り
の
ま
ま
仕
上
げ
て

い
る
。
羽
を
広
げ
て
飛
ぶ
蜂
の
肢
体
や
太
湖
石
の
表
現
に
は
本
作

と
共
通
し
た
美
意
識
や
方
向
性
が
感
じ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
朱
・

黄
・
緑
な
ど
色
漆
の
使
い
方
に
も
共
通
し
た
趣
を
見
て
取
る
こ
と

が
で
き
る
。

図４　存清香盒
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玉
楮
象
谷
の
作
例
に
つ
い
て

象
谷
に
よ
っ
て
創
始
さ
れ
た
讃
岐
漆
芸
の
歴
史
は
決
し
て
古
い

も
の
で
は
な
い
。
現
在
知
ら
れ
て
い
る
象
谷
作
品
は
、
藩
主
・
松

平
家
へ
の
献
上
品
な
ど
高
松
藩
に
関
わ
る
も
の
が
中
心
で
、
香
川

県
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
の
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。「

堆つ
い
し
ゅ朱
鼓
箱
」
嘉
永
六
（
一
八
五
三
）
年　

高
松
松
平
家
歴
史
資

料「
蒟
醤
料
紙
箱
及
び
硯
箱
」
安
政
元
（
一
八
五
四
）
年　

香
川
県

立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
蔵

「
存
清
鏡
筥
」
嘉
永
四
（
一
八
五
一
）
年　

さ
ぬ
き
市
・
圓
通
寺

蔵
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
讃
岐
漆
芸
を
代
表
す
る
彫
漆
、
蒟
醤
、
存

清
三
技
法
の
最
高
作
品
と
い
う
位
置
づ
け
に
な
ろ
う
か
。

こ
の
う
ち
藩
主
・
松
平
頼よ
り
た
ね胤
の
命
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
た
「
堆

朱
鼓
箱
」
は
、
素
地
が
木
胎
で
、
器
底
に
は
〈
狩
野
親
信
謹
圖 

玉
楮
為
參
謹

〉
と
あ
り
、
狩
野
親
信
が
描
い
た
画
図
を
も
と
に

象
谷
が
彫
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
親
信
は
、
高
松
藩
最
後
の
御
用

絵
師
で
あ
り
、
こ
の
画
図
は
高
松
市
美
術
館
の
所
蔵
と
な
っ
て
い

る
。
親
信
の
遺
作
は
、
坂
出
市
の
白
峯
寺
に
「
楓
に
鹿
図
」
襖
絵

が
あ
る
が
、「
鹿
や
木
の
描
き
方
に
稚
拙
さ
が
み
ら
れ
、
全
体
の

構
図
も
ま
と
ま
り
が
な
い
（
３
）」
と
評
さ
れ
る
。
親
信
の
画
は
牡
丹
の

咲
き
具
合
な
ど
単
調
で
、
象
谷
は
こ
れ
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
製
作
し

た
と
思
わ
れ
、
塗
り
重
ね
た
朱
漆
の
下
層
部
分
に
菊
を
刻
み
、
上

層
に
牡
丹
や
蝶
を
あ
し
ら
っ
た
二
重
彫
り
に
な
っ
て
い
る
。
象
谷

は
、
本
作
の
功
績
に
よ
り
樂ら
く
し
え
ん

只
園
の
号
を
拝
領
し
て
い
る
。
因
み

に
、
象
谷
の
屋
号
に
な
っ
て
い
る
紅
花
緑
葉
も
彫
漆
技
法
の
ひ
と

つ
。
朱
・
黄
・
緑
な
ど
の
色
漆
を
何
層
に
も
塗
り
重
ね
、
た
と
え

ば
花
を
赤
、
葉
を
緑
に
し
た
け
れ
ば
、
そ
の
色
の
層
ま
で
彫
り
下

げ
て
表
現
す
る
技
法
。
一
五
世
紀
後
半
に
は
中
国
か
ら
日
本
に
招

来
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

蒟
醤
と
は
、
漆
を
塗
っ
た
面
に
蒟
醤
用
の
剣
で
模
様
を
彫
り
、

そ
の
凹
み
に
色
漆
を
埋
め
て
研
ぎ
出
す
技
法
。
天
保
年
間
に
象
谷

に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
喰じ
き
ろ
う籠
が
、
日
本
で
初
め
て
の
蒟
醤
作
品
と

い
わ
れ
て
い
る
（
４
）。「
蒟
醤
料
紙
箱
及
び
硯
箱
」
で
用
い
ら
れ
た
彩

色
蒟
醤
は
、
朱
・
黄
・
緑
な
ど
充
填
し
た
い
色
ご
と
に
線
彫
り
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
色
漆
を
埋
め
て
研
ぎ
出
し
て
お
り
、
こ
の
工
程
を
繰

り
返
し
行
う
こ
と
に
よ
り
色
鮮
や
か
な
作
品
に
仕
上
げ
て
い
る
。

図
柄
は
、
料
紙
箱
、
硯
箱
と
も
に
蓋
表
の
中
央
に
四
頭
の
獅
子
を
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描
き
、
飾
り
枠
の
外
側
に
は
四
羽
の
瑞
鳥
を
配
す
る
。
そ
の
ま
わ

り
を
鋸き
ょ
し
も
ん
歯
文
、
捻ね
ん
か
も
ん
花
文
で
加
飾
し
、
四
隅
に
吉
祥
の
福
を
意
味
す

る
蝙こ
う
も
り蝠

を
図
案
化
す
る
。
側
面
に
〈
樂
只
園
主
人
象
谷
造
〉
と
同

じ
く
蒟
醤
の
技
法
に
よ
っ
て
刻
字
さ
れ
て
い
る
。

「
存
清
鏡
筥
」（
図
５
）
は
、
象
谷
が
所
蔵
し
て
い
た
古
鏡
を
志

度
の
圓
通
寺
に
奉
納
す
る
に
あ
た
っ
て
つ
く
ら
れ
た
被
せ
蓋
造
り

の
筥
で
、
当
該
丸
盆
と
同
じ
く
鎗
金
を
施
さ
ず
に
仕
上
げ
た
存
清

模
の
作
品
。
蓋
表
に
七
宝
繋
ぎ
文
を
素
彫
り
し
て
地
文
と
し
、
朱

漆
で
蓮
の
花
を
、
緑
漆
で
蓮
の
葉
を
描
き
、
輪
郭
と
花
や
葉
の
細

部
を
線
彫
り
し
て
表
現
す
る
。
側
面
は
霊
芝
を
繋
い
だ
文
様
で
、

同
じ
く
輪
郭
と
細
部
を
線
彫
り
す
る
。蓮
も
霊
芝
も
吉
祥
の
寓
意
。

天
保
年
間
に
つ
く
ら
れ
た
と
す
る
当
該
丸
盆
に
比
べ
、
図
柄
も
彫

り
も
塗
り
も
洗
練
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。
蓋

裏
に
奉
納
の
い
き
さ
つ
を
〈
象
谷
楮
為
參
〉
の
署
名
入
り
で
記
し

て
い
る
。

次
に
、
こ
の
丸
盆
は
、
作
品
が
納
め
ら
れ
た
木
箱
蓋
裏
の
墨
書

銘
〈
保
辰
〉
年
に
よ
っ
て
天
保
三
年
か
天
保
一
五
年
の
い
ず
れ
か

の
年
に
辻
家
の
蔵
品
と
な
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
た
め
、
象
谷
が
天

保
年
間
に
関
わ
っ
た
他
の
作
品
に
つ
い
て
も
確
認
し
て
お
き
た

い
。

天
保
一
〇

（
一
八
三
九
）

年
に
製
作
さ

れ
た
「
一
角

印
籠
」（
香
川

県
立
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
蔵
）

は
、
約
八
セ

ン
チ
メ
ー
ト

ル
の
小
さ
な

容
器
に
亀
・

蟹
・
蛙
な
ど

千
以
上
の
動

物
や
植
物
を

彫
り
込
ん
だ

超
絶
技
巧
と
も
い
え
る
象
谷
の
出
世
作
。
イ
ッ
カ
ク
は
小
形
の
歯

鯨
で
、
門
歯
が
長
い
角
が
生
え
た
よ
う
に
見
え
る
と
こ
ろ
か
ら
名

づ
け
ら
れ
た
。
本
印
籠
に
用
い
ら
れ
た
材
は
、
珍
品
と
し
て
藩
主

よ
り
下
賜
さ
れ
た
も
の
。
印
籠
の
底
の
部
分
に
は
〈
玉
楮
正
直
謹

製
〉、
印
籠
の
中
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
重
に
は
〈
象
谷
刀
〉
と

図５　存清鏡筥
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刻
銘
さ
れ
て
い
る
。

紅
花
緑
葉
の
鞍
と
蒟
醤
の
鐙
あ
ぶ
み（

と
も
に
高
松
松
平
家
歴
史
資
料
）

は
、
大
坪
流
馬
術
の
大
坪
道
禅
の
作
と
伝
わ
る
も
の
で
、
天
保

七
（
一
八
三
六
）
年
に
鞍
を
、
天
保
一
〇
（
一
八
三
九
）
年
に
鐙
を

象
谷
が
修
復
し
た
も
の
。
前
後
輪
外
側
の
鞍
の
彫
漆
法
は
、
朱
の

青せ
い
が
い
は

海
波
を
地
文
と
し
、
中
央
に
三
葉
葵
の
紋
、
そ
の
ま
わ
り
に
菊

と
蟷か
ま
き
り螂

を
彫
り
出
す
。
前
後
輪
の
内
側
と
居い

木ぎ

部
分
の
加
飾
は
黄

の
蒟
醤
で
、
怪
獣
文
・
鳥
獣
文
・
魚
文
を
左
右
対
称
に
配
す
る
。

ま
た
〈
修
覆 

塗
工 

玉
楮
敬
造
〉
の
張
り
紙
が
あ
る
鐙
は
、
全
面

に
朱
の
蒟
醤
で
埋
め
ら
れ
、
円
形
の
幾
何
学
文
の
ま
わ
り
に
は
怪

獣
文
・
鳥
獣
文
な
ど
を
配
す
る
。

天
保
一
三
（
一
八
四
二
）
年
に
つ
く
ら
れ
た
「
存
清
香
盒
」
に

つ
い
て
は
、
す
で
に
触
れ
た
。

『
御
用
留
』
に
つ
い
て

と
こ
ろ
で
、
象
谷
は
、
松
平
家
な
ど
か
ら
依
頼
さ
れ
て
製
作
し

た
調
度
品
を
記
録
し
た
『
御
用
留
』（
高
松
市
美
術
館
蔵
）
と
い
わ

れ
る
手
控
え
を
遺
し
て
い
る
。『
御
用
留
』
か
ら
本
作
の
納
品
年

と
考
え
ら
れ
る
天
保
三
年
及
び
一
五
年
頃
の
製
作
状
況
を
見
て
い

き
た
い
。

こ
の
手
控
え
に
よ
る
と
、
文
政
一
三
（
一
八
三
〇
）
年
、
高
松

藩
に
初
め
て
菊
唐
草
の
菓
子
盆
を
納
め
て
以
来
、
同
年
十
二
月
に

は
四
重
六
角
の
存
清
模
の
喰
籠
、
翌
天
保
二
（
一
八
三
一
）
年
に

は
軸
盆
二
種
と
箙
え
び
ら

を
、
同
三
（
一
八
三
二
）
年
八
月
に
は
堆
朱
の

印
箱
を
、
九
月
に
は
軸
盆
を
献
上
し
て
い
る
。

注
目
す
べ
き
記
述
は
、
天
保
三
年
八
月
に
町
奉
行
所
で[

讃
岐

彫][

讃
岐
塗]

の
二
印
を
拝
領
す
る
と
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

こ
の
記
述
は
『
高
松
藩
御
令
條
』（
香
川
県
立
文
書
館
蔵
）
に
あ
る
天

保
三
年
八
月
の「
両
三
年
以
前
よ
り
乍
拙
作
唐
物
模
様
漆
塗
彫
仕
、

京
都
大
坂
表
江
送
り
居
申
候
処
、
何
れ
共
名
付
ケ
不
申
候
、
此
後

ハ
讃
岐
塗
讃
岐
彫
と
御
印
拝
領
仕
、
諸
国
江
売
弘
申
度
存
念
ニ
御

座
候
間
、
此
段
偏
ニ
宜
被
仰
達
可
被
下
候
」
と
の
象
谷
の
願
い
出

を
受
け
、
二
印
が
速
や
か
に
送
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
漆

器
を
販
売
す
る
の
に
名
前
が
な
い
の
は
売
り
づ
ら
い
、
要
は
藩
の

お
墨
付
き
が
も
ら
え
な
い
だ
ろ
う
か
と
の
申
し
出
で
あ
る
。
現
存

す
る
作
品
に
照
ら
す
と
「
二
重
の
矩
形
の
中
に
〈
讃
岐
〉」
及
び

「
二
重
の
楕
円
の
中
に
〈
賛
岐
〉」
と
彫
ら
れ
た
印
が
こ
れ
に
該
当

す
る
と
思
わ
れ
る
（
５
）が
、本
作
に
も
二
重
楕
円
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。

天
保
一
三
（
一
八
四
二
）
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
は
、
藩
関
係
の

仕
事
と
し
て
木
地
彫
り
の
香
合
、
箔
絵
の
喰
籠
と
菓
子
盆
を
二
つ
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ず
つ
納
め
て
い
る
。
ま
た
同
一
四
年
九
月
に
は
、
堆
朱
で
林り
ん
な
せ
い
和
靖

図
を
彫
っ
た
印
籠
と
、
堆
黒
で
菊
と
蜻と
ん
ぼ蛉
を
彫
っ
た
根
付
を
献
上

す
る
。
一
四
年
か
ら
一
五
年
に
か
け
て
は
存
清
模
の
喰
籠
や
菓
子

盆
、
蒟
醤
の
喰
籠
や
菓
子
盆
、
さ
ら
に
香
合
を
蒟
醤
、
堆
朱
、
木

地
彫
り
と
技
法
を
変
え
て
つ
く
る
な
ど
活
発
な
製
作
が
目
立
つ
。

当
該
丸
盆
も
存
清
模
の
菓
子
盆
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
る
が
、『
御

用
留
』
に
記
さ
れ
て
い
る
調
度
品
に
つ
い
て
は
藩
周
辺
か
ら
依
頼

さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
お
く
の
が
自
然
だ
ろ
う
。
象
谷
は
二
九
歳

で
帯
刀
を
許
さ
れ
、
三
二
歳
で
藩
主
の
お
目
見
え
と
な
る
が
、
天

保
年
間
の
後
半
に
は
藩
の
御
用
が
徐
々
に
増
え
て
い
き
、
多
忙
を

き
わ
め
て
い
く
よ
う
に
な
る
。

象
谷
は
藩
主
の
御
用
だ
け
で
生
涯
に
三
百
点
以
上
の
調
度
品
を

つ
く
っ
た
（
６
）と
い
わ
れ
る
。『
御
用
留
』
の
記
載
は
そ
の
実
情
を
裏

付
け
て
い
る
が
、
象
谷
は
巷
間
か
ら
の
製
作
の
依
頼
を
ど
の
程
度

請
け
負
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

象
谷
は
、
弟
の
文

堂
黒
斎
に
蒟
醤
や
存
清
の
製
法
を
譲
っ
て

藤
川
家
を
継
が
せ
（
７
）、「
藩
士
や
市
民
の
求
め
に
応
じ
、
盆
類
・
菓

子
器
・
茶
器
・
家
具
類
等
、
主
と
し
て
実
用
漆
器
を
製
造（
８
）」
さ
せ

た
。
象
谷
の
創
製
し
た
彫
漆
、
蒟
醤
、
存
清
の
技
法
で
つ
く
ら
れ

た
漆
器
を
讃
岐
の
特
産
品
と
し
て
全
国
に
紹
介
し
た
の
は
、
象
谷

の
弟
・
藤
川
黒
斎
（
文
化
五
・
一
八
〇
八
年
～
明
治
一
八
・
一
八
八
五
年
）

の
文

堂
だ
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
現
在
、

倉
敷
市
立
美
術
館
の
所
蔵
品
と
な
っ
て
い
る
辻
家
旧
蔵
の
文

堂

に
よ
る
数
々
の
調
度
品
を
見
て
も
肯
首
で
き
る
だ
ろ
う
。し
か
し
、

象
谷
は
、
先
の
『
高
松
藩
御
令
條
』
に
よ
れ
ば
、
文
政
一
二

（
一
八
二
九
）
年
頃
に
は
自
ら
が
つ
く
っ
た
唐
物
模
様
の
漆
塗
り
や

漆
彫
り
の
作
品
を
京
都
や
大
坂
方
面
に
送
っ
て
い
た
と
あ
る
た

め
、
二
三
歳
頃
に
は
職
工
と
し
て
、
あ
る
い
は
経
営
者
と
し
て
漆

に
携
わ
る
仕
事
を
行
っ
て
い
た
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
と
思
わ

れ
る
。
は
じ
め
に
触
れ
た
森
象
堂
に
よ
れ
ば
、
彼
は
辻
家
が
あ
っ

た
金
光
町
の
隣
町
・
鴨
方
の
姫
井
家
に
も
逗
留
し
て
お
り
、
そ
こ

に
象
谷
が
彫
っ
た
風
月
三
昆
の
机
が
あ
っ
た
と
い
う
。
真
偽
は
不

明
だ
が
、
象
谷
作
品
が
民
間
に
も
流
通
し
て
い
て
、
森
象
堂
は
象

谷
が
作
っ
た
と
い
わ
れ
る
机
を
熟
覧
し
模
刻
し
た
と
述
べ
て
い

る（
９
）。『
日
本
漆
工
会
雑
誌
』
に
は
「
高
松
と
云
ふ
処
は
資
本
家
の

無
い
処（
（1
（

」
と
書
か
れ
る
が
、
備
前
・
備
中
地
区
は
讃
岐
漆
器
の
販

路
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、辻
家
や
姫
井
家
の
み
な
ら
ず
、

た
と
え
ば
児
島
の
野
﨑
家
に
は
象
谷
の
長
男
・
理
吉
の
存
清
作
品

が
伝
わ
っ
て
い
る（
（1
（

。
ま
た
、
辻
家
に
は
大
原
敬
堂
の
書
画
な
ど
が
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遺
っ
て
お
り
倉
敷
の
大
原
家
と
の
姻
戚
関
係
を
う
か
が
わ
せ
る

が
、
大
原
家
を
は
じ
め
近
隣
の
素
封
家
の
家
々
に
は
、
こ
う
し
た

讃
岐
漆
芸
の
遺
品
が
残
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。
た
だ

裏
を
返
せ
ば
、近
世
の
岡
山
は
上
質
の
漆
の
産
地
で
は
あ
っ
た
が
、

優
れ
た
漆
芸
品
を
つ
く
る
産
業
は
十
分
に
育
た
な
か
っ
た
と
言
え

る
の
か
も
し
れ
な
い
。

お
わ
り
に

象
谷
の
父
・
洪
隆
は
鞘
塗
師
だ
っ
た
が
、
篆
刻
も
巧
み
だ
っ
た

と
い
わ
れ
る
。
江
戸
時
代
、
鞘
塗
は
各
々
の
刀
を
見
分
け
る
た
め

必
要
不
可
欠
な
も
の
だ
っ
た
。
象
谷
は
父
親
の
技
を
自
家
薬
籠
中

の
も
の
と
す
る
が
、
彼
が
修
復
し
た
蒟
醤
の
鐙
に
あ
る
〈
塗
工
〉

の
張
り
紙
か
ら
は
天
保
年
間
の
後
半
に
は
塗
師
と
し
て
自
他
と
も

に
認
め
る
名
工
だ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
加
え
て
、
銘
文
か
ら

象
谷
が
刻
ん
だ
こ
と
が
確
実
な「
一
角
印
籠
」や「
堆
朱
鼓
箱
」は
、

彼
が
彫
師
と
し
て
も
一
流
だ
っ
た
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。

こ
の
事
実
を
踏
ま
え
る
と
、
贋
作
が
多
い
中
、
果
た
し
て
紅
緑

堂
印
を
有
す
る
「
丸
足
付
盆
」
は
象
谷
が
つ
く
っ
た
も
の
な
の
か
、

あ
る
い
は
象
谷
が
関
わ
っ
た
と
し
て
も
木
箱
の
蓋
裏
に
記
さ
れ
て

い
る
〈
保
辰
〉
年
を
、
天
保
一
五
年
三
八
歳
頃
の
作
と
す
る
に
は

余
り
に
も
未
熟
な
の
で
は
な
い
か
、
と
い
っ
た
疑
問
が
湧
い
て

く
る
。
ま
た
象
谷
が
作
製
し
た
存
清
の
基
準
作
品
は
、
例
示
し
た

二
点
以
外
は
ほ
と
ん
ど
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
編
年
的
に
作
風
を

辿
っ
て
い
く
に
は
無
理
が
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
象
谷

は
讃
岐
漆
芸
の
創
始
者
で
あ
り
、
箱
書
き
を
否
定
す
る
な
ら
と
も

か
く
、
天
保
年
間
に
存
清
な
ど
の
技
法
を
駆
使
し
て
漆
器
を
作
り

販
売
し
た
讃
岐
の
職
工
（
あ
る
い
は
職
工
集
団
）
は
現
時
点
で
は
他

に
考
え
ら
れ
な
い
た
め
、「
丸
足
付
盆
」
は
天
保
三
年
以
前
に
玉

楮
象
谷
の
工
房
・
紅
花
緑
葉
堂
で
つ
く
ら
れ
た
と
し
て
お
く
の
が
、

も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に
思
え
る
。
さ
ら
に
、
作
品
の
底
部

に
捺
さ
れ
た
〈
賛
岐
〉
印
が
、
天
保
三
年
八
月
に
拝
領
し
た
印
と

す
れ
ば
、
作
品
が
出
来
上
が
っ
て
ま
も
な
く
、
天
保
三
年
の
う
ち

に
は
辻
家
に
届
け
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

 

注
（
１
）
森
象
堂
「
狭
貫
彫
り
」『
さ
ぬ
き
美
工
』
通
巻
第
六
号 

讃
岐
美
工
社

一
九
六
三
年
一
二
月 

Ｐ
十
一
。

（
２
） 

太
田
儔
「
香
川
の
う
る
し
工
芸
」『
日
本
の
美
術
二
三
〇
漆
工
（
中
世

編
）』
一
九
八
五
年
七
月 

Ｐ
九
一
。

（
３
）
田
中
敏
雄
「
白
峯
寺
（
坂
出
市
）
の
障
壁
画
」『
日
本
美
術
工
芸
』

五
七
三
号 
一
九
八
六
年
六
月 

Ｐ
五
九
。

（
４
）
太
田
儔 
前
掲
書 

Ｐ
九
八
。
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（
５
）
住
谷
晃
一
郎
編
纂
・
執
筆
『
玉
楮
象
谷
』
図
録 

高
松
市
美
術
館 

二
〇
〇
四
年
二
月 

Ｐ
二
四
一　

た
だ
し
、
当
該
丸
盆
は
箱
で
は
な
く
作

品
本
体
の
裏
に
朱
印
で
捺
さ
れ
て
い
る
。

（
６
）『
日
本
漆
工
会
雑
誌
』
第
一
四
二
号 

日
本
漆
工
会 

一
九
一
二
年�

一
二
月
。

（
７
）
紀
淑
雄
「
讃
岐
彫
と
玉
楮
一
家
」『
早
稲
田
文
学
』
第
十
五
号 

一
八
九
六
年
八
月 
Ｐ
一
六
。

（
８
）
太
田
儔 

前
掲
書 
Ｐ
八
九
。

（
９
）
森
象
堂 

前
掲
書 

Ｐ
一
二
。

（
10
）『
日
本
漆
工
会
雑
誌
』
第
一
四
三
号 

日
本
漆
工
会 

一
九
一
三
年
一
月
。

（
11
）
作
品
の
裏
に
捺
さ
れ
た
〈
賛
岐
蔵
黒
〉
の
印
か
ら
理
吉
が
つ
く
っ
た
と

考
え
ら
れ
る「
存
清
色
漆
花
鳥
刻
引
出
付
机
」は
、明
治
二
七（
一
八
九
四
）

年
に
近
衛
篤
麿
（
文
久
三
・
一
八
六
三
年
～
明
治
三
七
・
一
九
〇
四
年
）
よ

り
贈
ら
れ
た
も
の
と
さ
れ
る
。
た
だ
し
、理
吉
は
明
治
一
三（
一
八
八
〇
）

年
に
四
九
歳
で
没
し
て
い
る
。（『
塩
田
王
野
﨑
家 
ゆ
か
り
の
人
と
作
品
』

公
益
財
団
法
人
竜
王
会
館　

二
〇
一
二
年
二
月 

Ｐ
五
〇
）。

（
図
４
、５
）
は
、住
谷
晃
一
郎
編
纂
・
執
筆
『
玉
楮
象
谷
』（
高
松
市
美
術
館
、

二
〇
〇
四
年
）
よ
り
転
載
。
な
お
本
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
は
同
書
に
よ
る

と
こ
ろ
が
大
き
い
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。

　
（
ま
え
だ　

こ
う　

倉
敷
市
立
美
術
館
学
芸
員
）
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は
じ
め
に　

窪く
ぼ
や屋
郡
（
明
治
三
三
年
か
ら
は
都つく
ぼ窪
郡
）
菅す
ご
う生
村
は
、
明
治
二
二
年

（
一
八
八
九
）
に
三み
つ
だ田
村
・
生い
く
さ
か坂
村
・
西に
し
ざ
か坂
村
・
浅あ
さ
ば
ら原
村
・
子こ
い
の
し
ょ
う

位
庄

村
の
五
か
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
、
昭
和
二
六
年
（
一
九
五
一
）

に
倉
敷
市
に
合
併
し
た
。
そ
う
し
た
明
治
の
大
合
併
で
誕
生
し
昭

和
の
大
合
併
に
よ
っ
て
消
滅
し
た
い
わ
ゆ
る
近
代
の
行
政
村
は
、

今
日
な
お
学
区
な
ど
の
か
た
ち
で
そ
の
名
残
り
を
の
こ
し
て
い
る

場
合
も
多
い
。
し
か
し
、
か
つ
て
そ
こ
に
独
立
し
た
自
治
体
が
あ

っ
た
と
い
う
社
会
的
な
記
憶
は
か
な
り
薄
ら
ぎ
つ
つ
あ
り
、
役
場

の
建
物
も
現
存
す
る
も
の
は
稀
で
あ
る
。
そ
う
し
た
な
か
墨
黒
々

と
「
〇
〇
村
役
場
」
と
表
紙
に
記
さ
れ
た
旧
村
役
場
文
書
は
、
か

つ
て
厳
然
と
し
て
そ
れ
ら
の
自
治
体
が
存
在
し
た
こ
と
の
数
少
な

い
証
と
な
り
つ
つ
あ
る
。　

以
下
、
歴
史
資
料
整
備
室
が
所
蔵
す
る
菅
生
村
の
公
文
書
に

つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
述
べ
て
み
た
い
。
な
お
、
昭
和
一
〇

年
（
一
九
三
五
）
年
段
階
の
同
村
の
世
帯
数
は
八
八
五
、
人
口
は

四
一
五
五
人
、
面
積
は
一
一
・
二
四
㎢
で
あ
る
（『
昭
和
十
年　

岡
山

県
統
計
年
報
』
昭
和
一
二
年　

岡
山
県
）。

１　

文
書
の
来
歴

歴
史
資
料
整
備
室
が
所
蔵
す
る
歴
史
公
文
書
の
う
ち
菅
生
村
に

関
係
す
る
資
料
群
は
、
表
１
に
示
し
た
よ
う
に
七
つ
あ
る
。
昭
和

二
六
年
に
倉
敷
市
に
合
併
し
て
以
降
、
こ
れ
ら
の
文
書
は
ど
の
よ

う
な
経
緯
を
た
ど
っ
て
今
日
に
至
る
の
だ
ろ
う
。
表
中
の
①
や
⑤

（
以
下
、
資
料
群
名
は
①
～
⑦
で
表
記
す
る
）
は
、
市
役
所
の
担
当
部
署

菅
生
村
役
場
の
公
文
書

山　

下　
　

 

洋

資
料
群
紹
介
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に
引
き
取
ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
②
や
④
は
、
ど
こ
か

の
段
階
で
図
書
館
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
本

欄
で
紹
介
し
た
帯
江
村
や
郷
内
村
の
公
文
書
も
図
書
館
に
よ
っ
て

保
存
が
図
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
果
た
し
た
役
割
は
実
に
大
き
い
と

い
え
る
。
⑦
は
か
つ
て
美
観
地
区
の
倉
敷
館
に
展
示
さ
れ
て
い
た

資
料
で
あ
る
。

文
書
の
年
代
別
割
合
は
、
明
治
二
二
年
に
菅
生
村
が
成
立
す
る

以
前
の
五
か
村
の
時
代
の
戸
長
役
場
の
文
書
と
、
そ
れ
以
後
の
菅

生
村
時
代
の
文
書
と
が
約
半
々
の
割
合
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
に
近

世
文
書
と
合
併
後
の
支
所
時
代
の
文
書
が
わ
ず
か
ず
つ
存
在
す

る
。
④
は
す
べ
て
近
世
文
書
で
、
そ
れ
に
は
明
治
以
降
に
付
与
さ

れ
た
整
理
番
号
も
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
近
世
の
庄
屋
文

書
が
必
要
に
応
じ
て
近
代
の
戸
長
役
場
さ
ら
に
町
村
役
場
へ
と
引

き
継
が
れ
て
い
る
と
い
う
ケ
ー
ス
は
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
る
。

２　

文
書
の
内
容

【
文
書
管
理
】

ま
ず
菅
生
村
の
文
書
管
理
の
あ
り
方
そ
の
も
の
に
つ
い
て
み
て

み
よ
う
。
文
書
管
理
規
程
の
変
遷
を
み
る
と
、
は
じ
め
各
種
文

書
の
保
存
年
限
を
定
め
た
「
図
書
類
保
存
規
定
」（
制
定
年
不
明
）、

表１　歴史資料整備室が所蔵する菅生村役場の公文書

資料群名 資料群�
番号 点数 移管元

①旧菅生村議事録 24 124 議会事務局

②旧菅生村役場文書 55 394 中央図書館

③旧菅生村役場文書 82 74 ―

④旧菅生村役場文書 ― 7 中央図書館

⑤野取帳類（一部） 75 247 管理課

⑥旧倉敷市役所文書（一部） 52 2 中央図書館

⑦観光部より移管資料（一部） ― 2 観光部

計 850
注）�資料群名に（一部）とあるのは、その一部に菅生村の文書が含まれるという意味で、点数も同

村の文書に限った数である。
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つ
い
で
明
治
四
三
年
二
月
二
七
日
に
「
菅
生
村
役
場
文
書
整
理
規

程
」（
①
24
―
10
―
16
）、
さ
ら
に
大
正
二
年
三
月
三
〇
日
に
「
菅
生

村
役
場
文
書
編
纂
保
存
規
程
」
が
制
定
さ
れ
る
（
①
24
―
10
―
17
）。

そ
の
う
ち
「
文
書
整
理
規
程
」
は
、
明
治
四
二
年
九
月
に
都
窪
郡

役
所
か
ら
管
内
の
町
村
に
文
書
管
理
に
関
す
る
規
程
を
作
成
す
る

よ
う
に
と
の
通
達
が
あ
り
、
そ
の
雛
形
に
即
し
て
作
ら
れ
て
い
る

（
①
24
―
10
―
３
）。
こ
れ
ら
一
連
の
動
き
を
み
る
と
、
菅
生
村
で
は

比
較
的
早
い
時
期
に
文
書
管
理
に
関
す
る
仕
組
み
が
整
備
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。

文
書
目
録
は
、
明
治
二
二
・
二
三
・
二
四
・
二
八
・
三
一
・
三
二

年
の
も
の
が
残
さ
れ
て
い
て
（
②
55
―
23
―
１
―
３
・
４
・
９
・
10
）、

三
二
年
段
階
の
点
数
は
一
五
一
一
点
で
あ
る
（
同
一
タ
イ
ト
ル
の
簿

冊
は
一
点
と
数
え
て
）。
ま
た
、
昭
和
二
六
年
の
合
併
時
に
作
成
さ

れ
た
文
書
引
継
目
録
も
あ
り
（
②
55
―
27
―
５
）、
現
在
残
っ
て
い

る
文
書
と
比
較
対
照
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

【
議
会
】

明
治
二
七
年
か
ら
昭
和
二
六
年
に
至
る
村
議
会
の
文
書
が
ほ
ぼ

経
年
的
に
残
さ
れ
て
い
て
（
主
に
①
）、
そ
れ
は
議
事
録
・
議
決
書
・

処
分
録
の
三
種
類
の
簿
冊
に
分
け
て
編
綴
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

議
会
で
決
定
さ
れ
た
条
例
・
規
程
を
ま
と
め
た
綴
（
①
24
―
10
―
15

～
18
）、
学
校
・
役
場
・
隔
離
病
舎
・
道
路
・
用
排
水
路
工
事
な

ど
の
請
負
契
約
書
を
ま
と
め
た
綴
（
①
24
―
10
―
14
）
か
ら
は
、
村

政
の
実
態
が
う
か
が
え
る
。
な
お
、
明
治
後
期
の
衆
議
院
議
員
選

挙
に
関
す
る
詳
し
い
記
録
も
残
さ
れ
て
い
る
（
②
55
―
25
―
１
―
７
・

８
）。

【
治
山
】

明
治
一
〇
年
代
以
降
の
山
林
の
砂
防
や
保
安
林
関
係
の
簿
冊
が

四
〇
点
以
上
あ
る
。
こ
れ
は
倉
敷
町
な
ど
へ
の
薪
炭
供
給
地
と
し

て
山
林
の
荒
廃
が
す
す
み
、
そ
れ
へ
の
対
策
が
早
く
か
ら
迫
ら
れ

て
い
た
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
岡
山
県
の
治
山
行
政
を
リ
ー
ド
し

た
宇
野
円
三
郎
か
ら
松
苗
の
購
入
に
つ
い
て
指
示
を
受
け
て
い
る

書
類
な
ど
も
み
ら
れ
る
（
②
55
―
23
―
３
）。

【
税
務
】

土
地
関
係
の
書
類
は
大
変
豊
富
に
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は

②
③
⑤
の
資
料
群
に
分
散
し
て
い
る
が
、
そ
の
経
緯
は
明
ら
か
で

な
い
。
土
地
以
外
に
、
各
戸
の
家
屋
の
平
面
図
を
記
し
た
明
治

一
六
年
ご
ろ
の
台
帳
が
ま
と
ま
っ
て
あ
り
（
②
55
―
１
―
19
～
23
、

③
82
―
２
―
22
）、
当
時
の
居
住
環
境
が
よ
く
う
か
が
え
る
。
こ
の

種
の
台
帳
は
県
内
の
諸
村
で
散
見
さ
れ
、
各
村
に
お
い
て
租
税
を

賦
課
す
る
基
準
と
な
る
各
戸
の
等
級
を
査
定
す
る
に
あ
た
っ
て
作
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成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
他
、
墓
地
・
墓
石
に
関
す

る
記
録
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
の
も
特
徴
的
と
い
え
る
。　

【
用
水
】

酒
津
で
取
水
さ
れ
た
八
ヶ
郷
用
水
は
、
菅
生
村
内
で
定
水
川
と

番
水
川
に
分
か
れ
、
さ
ら
に
番
水
川
は
三
つ
に
分
流
す
る
。
そ
の

関
係
で
、
菅
生
村
は
、
八
ヶ
郷
井
組
合
・
番
水
井
組
合
・
沢
所
組

合
に
加
盟
し
て
い
て
、関
係
資
料
も
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

明
治
三
七
年
に
結
成
さ
れ
た
高
梁
川
水
害
予
防
組
合
の
規
定
な
ど

も
み
ら
れ
る
（
②
55
―
24
―
１
―
１
）。

【
教
育
】

学
校
関
係
の
簿
冊
は
一
〇
点
に
満
た
な
い
が
、
明
治
後
期
に
お

け
る
生
徒
の
入
学
・
卒
業
・
退
学
・
就
学
免
除
な
ど
の
状
況
が
具

体
的
に
判
明
す
る（
②
55
―
29
―
14
―
２
、③
82
―
３
―
２
・
３
）。
ま
た
、

教
員
へ
の
旅
費
支
給
に
関
す
る
書
類
か
ら
は
、
毎
年
の
修
学
旅
行

や
遠
足
の
状
況
も
う
か
が
え
る
（
②
55
―
29
―
14
―
４
）。

【
合
併
】

昭
和
二
四
年
、
倉
敷
市
は
周
辺
の
連
島
町
・
福
田
町
・
西
阿
知

町
・
菅
生
村
・
中
庄
村
・
帯
江
村
・
豊
洲
村
・
粒
江
村
の
八
か
町

村
を
合
併
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
、
そ
れ
に
対
す
る
菅
生
村
の
対

応
を
記
し
た
簿
冊
が
三
点
残
さ
れ
て
い
る
（
②
55
―
27
―
５
、
③
82

―
１
―
３
、
⑥
52
―
41
―
17
）。
そ
こ
に
は
当
時
の
現
況
が
詳
し
く
ま

と
め
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
合
併
協
議
の
状
況
、
倉
敷
市
議
会
議
長

ら
が
来
村
し
て
開
か
れ
た
住
民
説
明
会
の
記
録
な
ど
も
含
ま
れ
て

い
る
。

お
わ
り
に

先
に
紹
介
し
た
合
併
関
係
の
簿
冊
の
一
つ
に
は
、
表
紙
に
「
鴨

川
俊
記
」
と
い
う
署
名
が
み
え
る
（
③
82
―
１
―
３
）。
こ
の
「
鴨

川
俊
」
と
は
、
の
ち
に
倉
敷
市
職
員
労
働
組
合
書
記
長
や
自
治
労

岡
山
県
本
部
書
記
長
・
副
委
員
長
を
つ
と
め
、
倉
敷
市
長
選
挙
に

も
立
候
補
し
た
鴨
川
俊
作（
一
九
二
八
～
一
九
九
八
）の
こ
と
で
あ
る
。

彼
は
昭
和
二
三
年
に
菅
生
村
役
場
に
就
職
し
、
こ
の
と
き
合
併
関

係
の
事
務
を
担
当
し
て
い
た
。
現
在
、
歴
史
資
料
整
備
室
は
「
鴨

川
俊
作
氏
収
集
資
料
」
と
し
て
、
彼
が
組
合
活
動
を
行
う
な
か
で

記
録
・
収
集
し
た
諸
資
料
を
所
蔵
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
資
料
群

同
士
の
連
環
を
把
握
す
る
こ
と
は
、
歴
史
を
よ
り
立
体
的
に
立
ち

上
げ
る
う
え
で
大
切
な
こ
と
に
ち
が
い
な
い
。

（
や
ま
し
た　

ひ
ろ
し　

倉
敷
市
総
務
課
歴
史
資
料
整
備
室
）
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ア
ラ
カ
ル
ト

小
稿
で
取
り
上
げ
る
も
の
は
、
登
録
実
用
新
案
第
五
四
五
五
〇

号
「
便
利
病
床
」（
大
正
九
年
出
願
・
登
録
）
で
あ
る
。
出
願
者
は
磯

崎
高た
か
さ
ぶ
ろ
う

三
郎
で
、
近
代
輸
出
花
莚
の
創
始
者
と
し
て
著
名
な
磯
崎
眠

亀
の
後
継
者
（
磯
崎
製
莚
所
二
代
目
所
主
）
で
あ
る
。

事
あ
る
毎
に
今
な
お
発
信
さ
れ
続
け
る
眠
亀
の
栄
光
と
は
対
照

的
に
、
高
三
郎
の
製
莚
事
業
は
触
れ
ら
れ
る
機
会
に
乏
し
い
。
偉

大
な
父
か
ら
継
い
だ
会
社
を
最
終
的
に
閉
鎖
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
た
点
な
ど
、
結
果
だ
け
を
見
れ
ば
取
り
上
げ
に
く
い
の
か
も
し

れ
な
い
。
た
だ
、
抑
も
高
三
郎
時
代
の
製
莚
所
の
事
業
実
態
自
体

の
多
く
が
未
解
明
で
あ
る
。
兄
弟
で
協
力
し
父
・
眠
亀
の
事
業
の

継
承
に
努
め
た
、
と
い
う
程
度
で
と
ど
ま
る
こ
と
が
多
い
。

筆
者
は
現
在
、
当
該
時
期
を
中
心
に
磯
崎
製
莚
所
の
全
容
把
握

に
腐
心
し
て
い
る
が
、
高
三
郎
が
父
親
譲
り
と
ば
か
り
に
様
々
な

敷
物
を
創
出
し
て
は
特
許
や
実
用
新
案
を
取
得
す
る
一
方
、
異
分

野
に
も
少
々
触
手
を
伸
ば
し
た
形
跡
に
も
接
し
つ
つ
あ
る
。
た
と

え
ば
、
大
正
一
四
年
発
行
『
岡
山
商
工
人
名
録
』
で
は
、「
石
油
、

厨ち
ゅ
う
ろ爐

」（
ル
ビ
は
筆
者
加
筆
。〝
石
油
厨
爐
〟
の
誤
記
ヵ
）
の
商
い
も
あ
る
。

そ
こ
で
今
回
、
磯
崎
製
莚
所
の
花
莚
事
業
「
以
外
」
の
部
分
と

い
う
、
極
め
て
ニ
ッ
チ
な
領
域
の
一
例
と
し
て
「
便
利
病
床
」
に

触
れ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
考
案
に
至
る
経
緯
が
不
明
な
ま
ま
で

の
紹
介
に
な
る
た
め
、
時
期
尚
早
な
り
野
心
的
な
ど
と
い
っ
た
謗

り
を
免
れ
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
先
ず
は
当
該
研
究
を
一
層
積
極
的

に
進
め
る
た
め
の
準
備
運
動
の
つ
も
り
で
始
め
た
い
。

「
便
利
病
床
」
概
要

「
便
利
病
床
」
と
は
、
実
用
新
案
登
録
書
類
中
の
図
面
（
図
１
：

独
立
行
政
法
人
工
業
所
有
権
情
報
・
研
修
館
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
サ
イ
ト
「
特

許
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
よ
り
）
の
よ
う
に
、病
床
の
カ
バ
ー
（
第

一
図
・
右
半
分
）
を
巻
き
は
が
し
（
第
二
図
・
右
上
）、
半
円
形
の
ア

タ
ッ
チ
メ
ン
ト
を
外
し
た
（
第
二
図
・
左
下
）
か
わ
り
に
便
器
を
差

し
込
む
こ
と
で
（
第
三
図
）
使
用
準
備
が
整
う
、
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
新
案
が
実
際
に
商
品
化
さ
れ
た
か
否
か

は
不
詳
で
あ
る
。

敷
物
製
造
業
者・磯
崎
高
三
郎
考
案
の

     





「
便
利
病
床
」に
つ
い
て

吉　

原　
　
　

睦
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高
三
郎
が
「
便
利
病
床
」
の
利
点
と
し
て
強
調
し
た
点
は
、
患

者
に
と
っ
て
の
使
い
勝
手
の
良
さ
で
あ
る
。
即
ち
、
従
前
は
病
床

の
上
に
便
器
を
置
い
て
用
を
足
し
て
い
た
た
め
患
者
の
苦
痛
感
が

大
き
く
排
泄
も
不
完
全
に
な
っ
て
い
た
欠
点
が
あ
り
、
そ
の
改
善

策
と
し
て
安
臥
し
た
ま
ま
容
易
に
排
便
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た

の
が
今
案
の
「
便
利
病
床
」
で
、
特
に
安
静
を
要
す
る
重
病
患
者

に
は
最
適
で
あ
る
、
と
い
う
指
摘
と
主
張
で
あ
る
。

こ
の
案
が
、
眠
亀
の
花
莚
輸
出
事
業
を
最
初
期
か
ら
補
佐
し
続

け
、自
ら
の
代
で
も「
色
彩
花
筵
」「
平
和
敷
物
」「
和
楽
織
敷
物
」「
塗

抹
野
草
筵
」
等
の
特
許
取
得
品
や
「
平
和
織
」「
草
氈
」「
螺
旋
状

織
物
」
と
い
っ
た
登
録
実
用
新
案
品
の
創
出
を
重
ね
て
き
た
高
三

郎
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
ど
う
結
び
つ
く
の
か
、
今
の
筆
者
に
は
ま
だ
皆

目
見
当
が
つ
か
な
い
。
強
い
て
言
え
ば
、
発
想
力
の
豊
か
さ
と
、

そ
の
想
像
力
を
経
済
力
に
変
換
し
う
る
創
造
力
の
確
か
さ
を
、
父

子
共
に
兼
ね
備
え
て
い
た
要
素
と
し
て
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
、

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
。

本
案
出
願
前
後
の
状
況

ど
う
も
本
案
出
願
と
の
直
接
的
な
関
連
性
は
高
く
な
さ
そ
う
だ

が
、
当
時
の
高
三
郎
の
状
況
に
注
目
す
れ
ば
手
続
の
実
態
そ
の
も

の
は
把
握
可
能
で
あ
る
。
歴
史
の
一
端
と
し
て
公
開
し
つ
つ
、
そ

の
余
波
か
ら
更
な
る
史
実
解
明
の
可
能
性
に
も
資
し
た
い
。な
お
、

情
報
の
典
拠
は
第
七
子
・
磯
崎
加
世
氏
の
手
許
に
残
さ
れ
て
い
た

父
・
高
三
郎
の
直
筆
手
帳
（
大
正
九
年
分
）
で
あ
る
。

大
正
九
年
四
月
一
〇
日
、
高
三
郎
の
も
と
に
東
京
の
宮
原
特
許

弁
理
士
（
飯
田
特
許
事
務
所
）
か
ら
手
紙
が
届
く
。「
磯
崎
式
寝
床

新
案
出
願
ノ
価
値
ア
ル
旨
」
の
通
知
で
、
こ
の
あ
と
間
も
な
く
出

願
申
請
・
登
録
に
至
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
磯
崎
式
寝
床
が
「
便
利

病
床
」
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
今
の
と
こ
ろ
、
こ
れ

以
前
の
状
況
を
伝
え
る
史
資
料
に
出
会
え
て
い
な
い
。

こ
の
前
後
、
第
三
子
で
待
望
の
長
男
で
あ
っ
た
巌い
わ
お（

後
の
エ
ス

図１
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ペ
ラ
ン
テ
ィ
ス
ト
・
伊
東
三
郎
）
が
在
京
中
、
流
感
に
罹
っ
た
り
中
耳

炎
を
こ
じ
ら
せ
た
り
し
て
い
た
。
同
年
五
月
一
五
日
、
高
三
郎
は

東
京
の
野
崎
卜
二
郎
（
死
別
し
た
先
妻
・
恭
の
弟
ヵ
）
か
ら
、
巌
が
中

耳
炎
手
術
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
る
と
、
巌
と
高

橋
初は
つ
せ瀬

（
長
女
・
在
京
）
に
手
術
を
急
が
せ
る
書
を
送
っ
た
り
、「
野
」

（
卜
二
郎
で
あ
ろ
う
）
に
「
巌
中
耳
炎
早
ク
施
術
頼
ム
遅
レ
テ
ハ
イ

カ
ヌ
」
と
至
急
電
報
を
発
し
て
い
る
。
そ
し
て
直
ぐ
さ
ま
上
京
を

決
意
し
た
が
、
入
院
す
る
も
手
術
不
要
・
心
配
無
用
と
の
連
絡
を

野
崎
と
初
瀬
か
ら
受
け
て
岡
山
に
留
ま
る
。
と
こ
ろ
が
巌
が
五
月

二
二
日
か
ら
腎
臓
炎
を
患
っ
て
治
療
を
受
け
始
め
た
こ
と
を
、
高

橋
胖ゆ
た
か（

初
瀬
の
夫
）
か
ら
知
ら
さ
れ
る
。
高
三
郎
は
巌
を
岡
山
へ

連
れ
帰
る
べ
き
か
否
か
を
思
案
す
る
が
、
そ
の
矢
先
に
再
び
胖
か

ら
「
順
天
堂
医
院
入
院
中
ノ
巌
中
耳
炎
切（
マ
マ
）

解
手
術
ヲ
施
ス
ノ
要
ア

ル
旨
」
伝
え
ら
れ
た
。
翌
々
日
の
六
月
三
日
、
高
三
郎
は
次
女
・

貞さ
だ
こ子
を
連
れ
、
巌
の
看
病
の
た
め
に
岡
山
を
発
つ
。
途
中
、
多
賀

神
社
（
滋
賀
県
）
に
立
ち
寄
っ
て
祈
祷
を
し
、
急
行
列
車
に
乗
り

込
ん
で
四
日
に
東
京
に
到
着
す
る
と
、病
院
へ
直
行
し
た
。
結
局
、

経
過
良
好
で
手
術
を
要
し
な
さ
そ
う
な
状
態
で
あ
る
と
聞
か
さ
れ

て
安
堵
し
、
こ
の
日
は
胖
宅
に
泊
ま
る
。

翌
日
以
降
の
数
日
間
は
、
巌
の
見
舞
い
・
看
病
と
、
貞
子
と
の

観
光
で
多
く
の
時
間
を
過
ご
し
た
よ
う
で
あ
る
。
蛇
足
な
が
ら
後

者
は
、
皇
居
・
赤
坂
周
辺
、
動
物
園
・
博
物
館
、
日
比
谷
・
芝
・

上
野
の
各
公
園
、
三
越
呉
服
店
な
ど
を
観
覧
し
た
り
、
松
坂
屋
・

東
洋
軒
・
上
野
精
養
軒
で
昼
食
を
と
っ
た
り
し
て
い
る
。

六
月
一
五
日
朝
、
帰
路
に
つ
こ
う
と
し
た
が
時
間
に
遅
れ
て
し

ま
う
。
出
発
を
翌
日
に
変
更
し
、
こ
の
機
に
「
飯
田
特
許
事
務
所

ニ
宮
原
氏
ヲ
訪
ヒ
改
良
病
床
ノ
新
案
登
録
出
願
方
ヲ
依
頼
ス
」
る

こ
と
に
し
た
。
小
稿
主
題
に
直
結
す
る
動
向
で
あ
る
。

ち
な
み
に
翌
日
は
中
央
線
経
由
で
名
勝
「
寝
覚
の
床
」
を
眺
め

な
が
ら
名
古
屋
を
通
過
し
、
製
莚
所
大
阪
支
店
の
弟
・
悦
三
郎
を

訪
問
し
て
住
吉
菖
蒲
園
・
四
天
王
寺
・
通
天
閣
等
へ
立
ち
寄
る
な

ど
、
再
び
観
光
を
満
喫
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
。

巌
は
六
月
二
四
日
に
無
事
退
院
し
た
。「
便
利
病
床
」
の
そ
の

後
は
、
八
月
に
印
紙
代
と
手
数
料
を
、
一
一
月
に
登
録
料
等
を
弁

理
士
へ
送
金
し
、
一
二
月
三
日
付
け
で
登
録
さ
れ
て
い
る
。

小
稿
執
筆
に
あ
た
り
磯
崎
和
彦
氏
・
早
津
純
子
氏
か
ら
過
分
な

御
協
力
を
賜
っ
た
。
末
筆
な
が
ら
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

（
よ
し
は
ら　

む
つ
む　

岡
山
商
科
大
学
非
常
勤
講
師
）
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は
じ
め
に

倉
敷
村
の
小
野
家
は
、
江
戸
時
代
に
長
く
倉
敷
村
庄
屋
を
勤
め

た
家
で
あ
る
。
同
家
は
倉
敷
代
官
役
所
管
下
幕
府
領
の
大
庄
屋
・

掛
屋
も
勤
め
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
慶
長
期
か
ら
の
倉
敷
村
に

関
す
る
資
料
や
倉
敷
代
官
役
所
管
下
幕
府
領
の
運
営
に
関
わ
る
資

料
が
豊
富
で
あ
る
。
そ
の
た
め
小
野
家
文
書
は
倉
敷
の
歴
史
を
探

求
す
る
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
文
書
群
で
あ
る
。

小
野
家
に
伝
来
し
た
古
文
書
の
一
部
は
昭
和
二
八
年

（
一
九
五
三
）
に
岡
山
大
学
の
所
蔵
と
な
り
岡
山
大
学
附
属
図
書
館

か
ら
目
録
が
刊
行
さ
れ
た
。
そ
れ
以
外
の
古
文
書
は
、
平
成
九
年

に
小
野
一
臣
氏
か
ら
倉
敷
市
へ
寄
贈
さ
れ
、
そ
の
後
も
平
成
二
八

年
、
令
和
四
年
と
二
度
に
わ
た
り
同
家
か
ら
の
寄
贈
が
あ
っ
た
。

本
展
は
小
野
家
文
書
を
展
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
水か

夫こ

の
町

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
倉
敷
村
の
原
点
と
、
そ
の
発
展
の
過
程
を

広
く
紹
介
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
慶
長
期
か
ら
明
治
初
年
ま
で

の
様
々
な
資
料
を
展
示
し
た
。

会
場
は
テ
ー
マ
別
に
１
か
ら
１０
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、
展
示

資
料
に
は
す
べ
て
簡
単
な
解
説
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
を
付
し
た
。
各

コ
ー
ナ
ー
の
資
料
選
択
と
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
執
筆
は
歴
史
資
料
整

備
室
職
員
が
担
当
し
（
１
・
６
・
１０
畑
和
良
、
２
・
３
・
４
山
本
太
郎
、
７
・

９
山
下
洋
、
５
・
８
大
島
千
鶴
）、
１
日
２
回
の
展
示
解
説
タ
イ
ム
で 図１　展示会チラシ

展
示
会
記
録

令
和
五
年
度
資
料
展
示
会

小
野
家
文
書
の
世
界

 

―
倉
敷
村
の
慶
長
か
ら
明
治
―
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は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
担
当
の
解
説
を
行
っ
た
。

本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
を
基
に
、
主
な
展
示
資
料

を
紹
介
す
る
。
文
中
の
番
号
は
末
尾
展
示
目
録
の
資
料
番
号
に
対

応
し
て
い
る
。

１　

備
中
国
奉
行
小
堀
父
子
と
倉
敷

小
野
家
文
書
の
特
徴
は
、
な
ん
と
言
っ
て
も
そ
の
年
代
の
古
さ

に
あ
る
。
特
に
備
中
国
奉
行
を
務
め
た
小
堀
正
次
と
そ
の
息
子
政

一
の
時
代
の
資
料
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。
本
展
示
の
目
玉
と
な
っ
た
「
く
ら
し
き
助
右
衛
門
あ
て
小
堀

正
次
書
状
」（
１
‐
１
・
写
真
１
）
は
慶
長
六
～
八
年
（
一
六
〇
一
～

〇
三
）
の
間
の
資
料
で
、
国
奉
行
時
代
の
正
次
の
署
名
が
あ
る
資

料
は
ご
く
わ
ず
か
し
か
確
認
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
極
め
て
貴
重

な
も
の
で
あ
る
。
正
次
は
く
ら
し
き
の
助
右
衛
門
に
虫
明
三
八（
庭

瀬
の
戸
川
達
安
の
家
臣
）
か
ら
畳
表
百
帖
を
受
け
取
り
、
大
坂
へ
船

で
運
ぶ
よ
う
命
じ
て
い
る
。
ま
た
、
畳
表
だ
け
で
は
軽
い
の
で
連

島
で
船
底
に
材
木
を
積
む
こ
と
も
指
示
し
て
い
る
。
書
状
の
「
く

ら
し
き
」
は
現
在
の
美
観
地
区
を
中
心
と
す
る
一
帯
に
形
成
さ
れ

て
い
た
倉
敷
村
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
書
状
に
よ
っ
て
遅
く

と
も
関
ヶ
原
の
戦
い
か
ら
数
年
後
に
は
「
倉
敷
」
と
い
う
名
の
集

落
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
そ

こ
は
物
資
の
集
積
地
で
あ
っ
た
こ

と
が
分
か
る
。
な
お
、
こ
の
資
料
は

『
倉
敷
の
歴
史
』
第
二
〇
号
で
紹
介

さ
れ
て
い
る
（
山
本
太
郎
「
小
堀
正
次

の
書
状
」
同
誌
一
一
三
～
一
一
五
頁
）。

こ
の
ほ
か
小
堀
政
一
支
配
時
代

の
草
場
開
発
を
め
ぐ
る
倉
敷
村
と

白
楽
市
村
の
争
論
（
１
‐
２
）、
小
堀

正
次
が
倉
敷
村
で
検
地
を
実
施
し

た
事
を
伝
え
る
資
料
（
１
‐
３
）、
現

倉
敷
ア
イ
ビ
ー
ス
ク
エ
ア
付
近
に

あ
っ
た
小
堀
政
一
の
お
茶
屋（
陣
屋
）

に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
倉
敷
村
の

村
明
細
帳
（
１
‐
４
）
な
ど
を
紹
介

し
た
。

２　

水
夫
の
町
倉
敷
～
倉
敷
の
原
点
～

太
古
、
倉
敷
周
辺
は
海
で
あ
り
、
鶴
形
山
は
海
に
浮
か
ぶ
小
島

で
あ
っ
た
。
海
に
面
し
て
い
た
倉
敷
に
は
早
く
か
ら
船
乗
り
た
ち

写真１　くらしき助右衛門あて小堀正次書状
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が
住
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
、
船
乗
り
た
ち
の
住
む
屋
敷
（
水
夫

屋
敷
）
が
並
ぶ
町
が
倉
敷
の
原
点
と
も
い
え
る
。

慶
長
一
四
年
（
一
六
〇
九
）
の
「
倉
敷
屋
敷
方
御
免
被
成
分
之

帳
」（
２
‐
１
）
は
小
堀
政
一
支
配
時
代
の
倉
敷
村
の
水
夫
屋
敷

一
七
二
筆
の
面
積
・
石
高
・
所
持
者
を
書
き
上
げ
た
最
古
の
水
夫

屋
敷
帳
で
あ
る
。ほ
か
に
寛
政
三
年（
一
七
九
一
）の
水
夫
屋
敷
帳（
２

‐
２
）
と
屋
敷
割
絵
図
（
２
‐
３
）
も
展
示
し
た
。
い
ず
れ
も
往
事

の
倉
敷
村
の
姿
が
し
の
ば
れ
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

２
‐
４
は
寛
永
一
四
年
（
一
六
三
七
）
の
島
原
の
乱
の
際
に
倉

敷
村
に
課
せ
ら
れ
た
水
夫
役
役
銀
の
負
担
割
賦
を
、
領
主
で
あ
る

松
山
藩
の
役
人
へ
組
頭
が
報
告
し
た
も
の
。
水
夫
屋
敷
所
持
者
が

所
持
高
に
応
じ
て
負
担
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
２
‐
５
・
６
は
倉
敷
代
官
・
彦
坂
平
九
郎
が
船
で
倉
敷

村
を
訪
れ
る
際
な
ど
の
加
子
（
水
夫
）
の
調
達
や
、
賃
金
に
関
す

る
資
料
で
あ
る
。
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）、
彦
坂
が
大
坂
と
備
中

を
軍
船
で
往
復
す
る
際
「
あ
こ
や
」「
河
田
屋
」「
伝
法
屋
」
と
い

う
業
者
が
加
子
の
調
達
を
請
け
負
っ
て
い
る
。
加
子
は
六
五
人

で
、
一
人
当
た
り
の
賃
金
は
一
匁
二
分
で
あ
つ
た
。

３　

倉
敷
代
官
と
陣
屋
～
幕
府
支
配
の
拠
点
～

倉
敷
村
な
ど
は
寛
永
一
九
年
（
一
六
四
二
）
に
幕
府
直
轄
領

と
な
り
、
幕
府
代
官
が
支
配
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
陣
屋
は
長

い
間
設
置
さ
れ
な
か
っ
た
。
陣
屋
が
完
成
し
た
の
は
延
享
三
年

（
一
七
四
六
）
の
こ
と
で
同
五
年
に
は
牢
屋
も
付
設
さ
れ
た
。
陣

屋
の
設
置
に
よ
り
倉
敷
は
江
戸
幕
府
の
山
陽
地
方
支
配
の
拠
点
と

な
っ
た
。

３
‐
１
は
倉
敷
村
を
支
配
し
た
領
主
・
幕
府
代
官
名
と
、
彼
ら

に
関
す
る
特
記
事
項
を
書
き
留
め
た
資
料
で
あ
る
。
代
官
以
外
の

諸
役
人
の
名
前
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。

３
‐
２
は
代
官
所
か
ら
の
内
意
を
伝
え
る
も
の
で
、
代
官
往
返

の
節
は
村
役
人
が
次
の
村
ま
で
案
内
・
出
迎
え
を
す
る
こ
と
や
、

陣
屋
の
門
前
を
通
行
す
る
者
が
笠
を
着
る
こ
と
、
大
声
で
歌
っ
た

り
悪
口
を
言
っ
た
り
し
な
が
ら
通
行
す
る
こ
と
な
ど
を
禁
じ
て
い

る
。
ま
た
３
‐
３
で
は
陣
屋
内
の
者
が
町
へ
出
て
買
物
を
す
る
時

は
、
必
ず
代
銀
を
支
払
わ
せ
る
よ
う
、
ま
た
通
帳
を
持
た
せ
る
の

で
、
持
参
せ
ぬ
者
に
は
品
物
を
渡
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、
陣

屋
内
の
者
へ
金
銀
銭
米
、
何
で
あ
ろ
う
と
貸
借
し
て
は
な
ら
な
い

こ
と
、
な
ど
を
言
い
渡
し
て
い
る
。
陣
屋
へ
敬
意
を
払
わ
せ
る
と

と
も
に
、
陣
屋
役
人
が
権
威
を
誇
示
す
る
行
為
を
取
り
締
ま
る
も

の
で
あ
る
。
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３
‐
４
・
５
は
作
製
年
不
詳
だ
が
、
陣
屋
と
牢
屋
の
様
子
が
分

か
る
貴
重
な
見
取
図
・
絵
図
で
あ
る
。
陣
屋
見
取
図
に
赤
い
線
が

あ
る
の
は
目
隠
し
の
た
め
に
設
置
さ
れ
て
い
た
板
塀
で
あ
る
。
牢

屋
は
塀
に
囲
ま
れ
た
中
に
三
畳
敷
の
番
屋
と
二
重
の
牢
屋
が
あ
っ

た
。こ

の
ほ
か
、
天
保
年
間
の
様
子
が
立
体
的
に
分
か
る
「
明
倫
館

図
」（
３
‐
６
）
と
「
倉
敷
村
本
田
小
割
絵
図
」（
代
官
陣
屋
部
分
）（
３

‐
７
）
を
写
真
パ
ネ
ル
で
展
示
し
た
。

４　

小
野
家
の
仕
事
～
庄
屋
と
掛
屋
～

小
野
家
の
当
主
は
江
戸
時
代
初
期
か
ら
、
文
政
一
一
年

（
一
八
二
八
）
に
新
禄
古
禄
騒
動
に
よ
っ
て
退
役
す
る
ま
で
代
々

倉
敷
村
庄
屋
を
世
襲
し
て
お
り
、
譜
代
藩
が
支
配
し
て
い
た
時
期

な
ど
に
は
備
中
国
村
々
の
大
庄
屋
も
務
め
た
。
延
享
三
年
に
倉
敷

代
官
陣
屋
が
で
き
る
と
他
村
の
庄
屋
も
兼
ね
、
倉
敷
代
官
役
所
管

下
幕
府
領
の
年
貢
銀
と
、
郡
中
入
用
銀
を
管
理
す
る
掛
屋
に
も
任

命
さ
れ
た
。

幕
府
領
で
は
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
以
降
、
大
庄
屋
は
廃
止

さ
れ
て
い
た
が
、
必
要
に
応
じ
て
残
さ
れ
て
い
た
所
も
あ
る
。
４

‐
１
は
、
倉
敷
村
庄
屋
又
兵
衛
が
享
保
一
九
年
（
一
七
三
四
）
に

代
官
所
に
差
し
出
し
た
覚
（
下
書
）
で
、
同
年
ま
で
の
支
配
の
変

遷
と
そ
の
間
の
大
庄
屋
の
勤
め
方
が
記
さ
れ
て
い
る
。

幕
府
領
の
年
貢
は
、
江
戸
・
大
坂
の
ほ
か
伊
予
国
の
別
子
・
立

川
銅
山
へ
も
廻
漕
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
年
貢
は
鉱
夫
用
飯
米
に
宛

て
る
も
の
で
、
米
で
は
な
く
代
銀
を
幕
府
領
村
々
庄
屋
の
代
表
が

船
で
伊
予
国
へ
届
け
て
い
た
。
４
‐
５
は
、寛
延
三
年（
一
七
五
〇
）

に
代
表
た
ち
が
渡
海
し
た
際
の
船
賃
や
宿
賃
な
ど
諸
経
費
を
書
き

上
げ
た
帳
面
で
あ
る
。
代
表
庄
屋
ら
は
三
月
二
一
日
に
役
所
に
召

し
出
さ
れ
、
二
七
日
に
乗
船
し
渡
米
渡
海
す
る
よ
う
仰
せ
つ
け
ら

れ
た
の
で
、
二
四
日
に
倉
敷
へ
罷
り
出
て
掛
屋
又
兵
衛
方
で
相
談

を
し
て
い
る
。

倉
敷
村
で
は
庄
屋
が
一
時
期
不
在
の
時
期
が
あ
っ
た
が
宝
暦

一
二
年
（
一
七
六
二
）
に
改
め
て
庄
屋
役
が
置
か
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
４
‐
２
は
、
小
野
孫
太
夫
が
浅
井
代
官
か
ら
庄
屋
役
に
任
命

さ
れ
た
際
の
申
渡
し
覚
で
あ
る
。

こ
の
他
に
、
代
官
の
動
向
や
年
貢
納
入
、
郡
中
大
割
、
訴
訟
な

ど
、
倉
敷
代
官
役
所
の
支
配
に
関
わ
る
出
来
事
を
記
録
し
た
公
用

の
「
日
記
」（
４
‐
３
）、
領
主
か
ら
下
達
さ
れ
た
触
書
・
廻
状
を

控
え
記
録
し
た
「
御
用
留
」（
４
‐
４
）、
掛
屋
を
勤
め
る
倉
敷
村

の
庄
屋
七
太
夫
と
年
寄
三
人
が
、
代
官
役
所
へ
郡
中
大
割
銀
の
勘
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定
を
報
告
し
た
勘
定
目
録
（
４
‐
６
）
を
展
示
し
た
。

５　

陣
屋
元
町
倉
敷
～
倉
敷
ぐ
ら
し
～

一
七
世
紀
後
半
二
七
〇
〇
人
ほ
ど
だ
っ
た
倉
敷
村
の
人
口

は
、
一
八
世
紀
前
半
に
は
四
五
〇
〇
人
を
超
え
た
。
天
和
四
年

（
一
六
八
四
）
に
は
全
戸
数
中
八
割
が
店
借
と
な
っ
て
お
り
、
倉

敷
が
町
場
と
し
て
発
展
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
早
く
か
ら
定

期
市
も
開
か
れ
、
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
の
「
備
中
窪
屋
郡
倉

敷
町
委
細
帳
控
」（
５
‐
１
）
に
よ
る
と
月
六
回
定
期
市
が
立
っ
て

い
る
。
行
政
上
は
「
倉
敷
村
」
だ
が
近
世
当
初
か
ら
市
場
と
し
て

発
展
し
た
在
町
（
農
村
に
成
立
し
た
町
）
だ
っ
た
。

５
‐
２
は
倉
敷
村
の
一
八
三
八
人
の
名
前
と
職
業
を
書
き
上
げ

た
帳
面
で
、
醤
油
屋
・
饅
頭
屋
・
た
ば
こ
売
・
伊
部
物
売
・
ぬ
い

も
の
仕
・
豊
島
石
細
工
・
鯨
油
屋
・
髪
結
・
旅
人
宿
・
小
舟
乗
り
・

湯
風
呂
屋
・
せ
ん
だ
く
（
洗
濁
屋
・
洗
濯
屋
の
こ
と
）・
手
習
師
匠
・

医
師
等
々
、
多
数
の
職
業
が
記
さ
れ
て
お
り
、
倉
敷
村
の
人
々
の

生
活
が
窺
わ
れ
る
興
味
深
い
資
料
で
あ
る
。

５
‐
３
は
、
陣
屋
内
の
火
事
に
備
え
て
出
動
す
る
人
員
の
編
成

と
装
備
を
記
し
た
帳
面
で
、
東
町
組
・
本
町
組
な
ど
町
ご
と
に
組

分
け
さ
れ
、
組
ご
と
の
水
籠
・
龍
吐
水
（
江
戸
時
代
の
消
防
ポ
ン
プ
）・

う
ち
わ
・
鳶
な
ど
の
道
具
の
数
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
５
‐
４
は
村
内
の
屋
敷
や
道
幅
・
川
幅
な
ど
を
測
量
し

て
記
録
し
た
帳
面
で
、
借
家
や
土
蔵
な
ど
を
建
て
る
時
や
境
界
争

い
が
起
こ
っ
た
時
、
燈
籠
や
井
戸
を
設
置
す
る
時
な
ど
に
後
々
問

題
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
測
量
し
て
役
人
に
届
け
出
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。
当
時
の
街
並
み
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
資
料
で

あ
る
。
こ
の
ほ
か
新
禄
古
禄
騒
動
に
関
わ
る
「
新
禄
追
訴
に
つ
き

古
禄
返
答
書
」（
５
‐
５
）
も
展
示
し
た
。

６　

倉
敷
川
の
水
運

近
世
倉
敷
村
の
運
輸
の
要
は
、
倉
敷
川
を
利
用
し
て
の
舟
運
で

あ
っ
た
。
倉
敷
村
か
ら
天
城
村
を
経
て
児
島
湾
に
至
る
倉
敷
川
は

江
戸
時
代
に
は
「
汐
川
」「
汐
入
川
」
な
ど
と
呼
ば
れ
、
前
神
橋

よ
り
上
流
は「
舟
入
」と
し
て
荷
物
の
揚
げ
降
ろ
し
で
賑
わ
っ
た
。

最
も
多
い
時
期
で
四
九
艘
の
船
が
在
籍
し
、
倉
敷
村
の
船
主
は

大
坂
堂
島
備
前
屋
・
児
島
郡
大
畠
村
・
小
豆
島
な
ど
の
大
工
と
取

引
し
て
船
を
新
造
・
購
入
し
て
い
た
（
６
‐
３
）。

６
‐
１
は
倉
敷
川
の
川
幅
を
定
め
た
覚
書
で
、
前
神
橋
か
ら
今

橋
付
近
の
川
幅
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
中
橋
の
記

載
が
な
く
、中
橋
の
架
橋
が
こ
の
年
以
降
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
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６
‐
２
に
は
倉
敷
川
を
上
下
す
る
船
に
積
載
さ
れ
て
い
た
荷
物

の
品
目
と
、
お
よ
そ
の
年
間
取
引
量
が
記
さ
れ
て
い
る
。
塩
・
煎

茶
・
薪
木
・
干
鰯
・
材
木
が
主
要
な
移
入
品
で
、
米
（
年
貢
米
な
ど
）・

種
子
（
菜
種
）・
綿
実
・
雑
穀
類
が
主
に
積
み
出
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。

舟
運
で
栄
え
る
一
方
、
倉
敷
川
は
土
砂
流
入
に
よ
っ
て
埋
ま

り
、
通
船
が
困
難
と
な
る
こ
と
が
近
世
を
通
じ
て
幾
度
と
な
く
起

こ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
浚
し
ゅ
ん
せ
つ
渫
事
業
は
村
人
た
ち
に
と
っ
て
の
大
き

な
課
題
で
あ
っ
た
。
６
‐
４
は
倉
敷
川
が
埋
ま
っ
た
際
の
状
況
を

詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
で
、
葭
草
が
茂
っ
た
り
、
附つ
き
す洲

が
出
来
た
り
し
て
諸
国
か
ら
の
船
が
入
れ
ず
、ま
た
、船
持
も
年
々

減
少
し
て
い
る
、
と
窮
状
を
代
官
に
訴
え
出
て
い
る
。

６
‐
５
は
倉
敷
川
河
畔
で
の
現
状
改
変
工
事
の
実
地
確
認
用
に

作
成
さ
れ
た
見
取
図
で
あ
る
。
前
神
橋
の
少
し
上
手
の
左
岸
に
土

手
町
通
り
か
ら
倉
敷
川
へ
降
り
る
石
段
（
坂
）
が
あ
り
、
そ
の
上

流
に
も
う
一
か
所
石
段
が
増
設
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

７　

高
梁
川
を
め
ぐ
っ
て

小
野
家
に
は
高
梁
川
に
関
わ
る
資
料
も
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
は
、
水
論
、
取
水
、
水
害
、
普
請
な
ど
に
関
す
る
も
の
で
、

人
々
の
生
活
に
密
接
に
関
わ
る
重
要
な
問
題
で
あ
っ
た
。

７
‐
１
は
東
高
梁
川
の
河
口
部
の
福
田
村
な
ど
岡
山
藩
領
五
か

村
が
干
拓
を
計
画
し
た
際
、
上
流
部
の
倉
敷
村
な
ど
一
八
か
村

が
、
水
は
け
が
悪
く
な
る
事
を
理
由
に
中
止
を
求
め
た
訴
訟
の
資

料
で
あ
る
。
審
理
は
幕
府
の
評
定
所
に
も
ち
こ
ま
れ
、
長
い
裁
判

の
末
、
干
拓
を
認
め
る
方
向
で
和
解
が
成
立
し
た
。
そ
の
お
よ
そ

一
〇
〇
年
後
に
も
、
さ
ら
に
干
拓
を
す
す
め
る
計
画
が
も
ち
あ
が

り
、
上
流
の
村
々
は
洪
水
の
危
険
性
が
増
す
と
し
て
再
度
反
対
を

し
た
。
こ
の
件
は
、
様
々
な
対
策
や
補
償
を
行
う
こ
と
で
決
着
が

図
ら
れ
た
（
７
‐
２
）。

ま
た
、
高
梁
川
か
ら
成
羽
川
を
行
き
来
す
る
高
瀬
船
の
航
路
を

川
上
郡
の
田
原（
高
梁
市
備
中
町
東
油
野
）よ
り
上
流
の
備
後
東
城（
広

島
県
庄
原
市
東
城
町
）
ま
で
通
す
工
事
が
開
始
さ
れ
る
と
、
下
流
の

村
々
は
、
そ
の
工
事
が
水
害
の
危
険
性
を
高
め
る
と
し
て
、
川
辺

村
（
倉
敷
市
真
備
町
川
辺
）
で
会
合
を
開
き
対
応
を
協
議
し
た
（
７
‐

３
）。
７
‐
４
は
新
た
に
通
船
す
る
田
原
―
東
城
区
間
を
描
い
た

絵
図
で
あ
る
。

７
‐
６
～
８
は
鉄か
ん
な
な
が

穴
流
し
関
係
の
資
料
で
あ
る
。
鉄
穴
流
は
、

土
砂
を
含
む
大
量
の
濁
水
を
下
流
へ
と
排
出
す
る
た
め
、
下
流
の

村
々
に
被
害
を
与
え
る
と
と
も
に
、
河
床
を
上
昇
さ
せ
て
洪
水
や
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旱
魃
の
要
因
と
も
な
っ
た
。こ
の
た
め
、倉
敷
村
ほ
か
下
流
の
村
々

は
連
合
し
て
、
鉄
穴
流
し
の
停
止
を
要
求
し
た
。

７
‐
９
は
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
に
破
損
し
た
安
江
村
の
高

梁
川
左
岸
の
堤
防
を
翌
年
修
復
し
た
際
の
見
取
図
で
あ
る
。
こ
こ

は
嘉
永
三
年
の
大
洪
水
で
決
壊
し
た
場
所
で
あ
っ
た
。

８　

宗
教
・
学
芸
・
習
俗
～
文
化
の
町
倉
敷
～

倉
敷
の
有
力
な
商
人
た
ち
は
ま
た
、
文
化
の
担
い
手
で
も
あ
っ

た
。
彼
ら
は
和
歌
・
俳
句
・
茶
道
・
能
楽
な
ど
を
嗜
み
、
倉
敷
に

文
化
的
サ
ロ
ン
を
形
成
し
て
い
く
。
小
野
家
の
当
主
た
ち
も
漢
詩

や
和
歌
・
俳
句
に
長
け
て
お
り
、
サ
ロ
ン
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ

た
。
と
り
わ
け
和
歌
に
つ
い
て
は
大
量
の
短
冊
が
残
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
中
か
ら
小
野
季
顕
・
小
野
正
子
・
顕
世
・
顕
允
の
作
（
８

‐
８
）
を
取
り
上
げ
た
。

ま
た
、
小
野
家
に
は
学
問
所
に
関
す
る
資
料
が
ま
と
ま
っ
て
残

さ
れ
て
い
る
。
８
‐
４
は
文
政
一
一
年
（
一
八
二
八
）
に
倉
敷
村

の
佐
右
衛
門
が
学
問
所
の
設
立
を
代
官
所
に
願
い
出
た
も
の
で
、

文
中
の
「
学
問
所
が
で
き
孝
悌
忠
信
に
心
を
寄
せ
る
者
が
増
え
れ

ば
自
ら
民
衆
は
和
む
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
長
引
く
新

禄
古
禄
騒
動
終
息
へ
の
願
い
が
読
み
取
れ
る
。

佐
右
衛
門
の
願
書
で
学
問
所
設
立
は
実
現
し
な
か
っ
た
が
、
そ

の
六
年
後
、
陣
屋
内
に
教
諭
所
が
設
立
さ
れ
た
。
８
‐
５
は
そ
の

開
講
に
先
立
ち
、
領
民
た
ち
に
聴
講
に
出
向
く
よ
う
代
官
所
が
発

し
た
廻
状
で
、
備
中
の
他
、
作
州
や
讃
岐
の
直
島
・
小
豆
島
ま
で

順
達
さ
れ
て
い
る
。

宗
教
関
係
の
資
料
は
、
倉
敷
村
の
寺
院
や
神
社
な
ど
を
書
き

上
げ
た
元
禄
一
〇
年
の
帳
面
（
８
‐
１
）、
宝
永
四
年
の
倉
敷
村
の

宗
門
改
め
帳
（
８
‐
２
）、
神
祇
管
領
（
神
道
吉
田
家
）
が
四

ゆ
う

組
木
綿

手だ
す
き襁

（
神
事
の
時
に
掛
け
る
木
綿
の
襷
）
着
用
を
許
可
し
た
免
許
状
（
８

‐
３
）
を
展
示
し
た
。

ま
た
習
俗
資
料
と
し
て
は
、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
に
玉
島

で
興
行
が
あ
っ
た
相
撲
の
番
付
表
（
８
‐
９
）、
江
戸
時
代
の
「
な

ん
で
も
ラ
ン
キ
ン
グ
」と
も
い
う
べ
き「
見
立
番
付
」の
中
か
ら「
お

よ
そ
世
か
い
ニ
い
や
な
物
乃
番
付
」「
ほ
う
ぐ
わ
い
ろ
ん
な
し
（
法

外
論
な
し
）
当
世
ず
ぼ
ら
な
人
の
角
力
」（
８
‐
10
）
を
展
示
し
た
。

９　

江
戸
か
ら
明
治
へ

幕
末
維
新
期
の
動
乱
、
明
治
新
政
府
の
制
度
改
革
は
倉
敷
村
の

人
々
の
暮
ら
し
を
大
き
く
変
化
さ
せ
た
。
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）

一
月
、
倉
敷
代
官
所
は
岡
山
藩
に
引
き
渡
さ
れ
、
五
月
に
は
新
政



- 125 - - 124 -

府
に
よ
っ
て
旧
倉
敷
代
官
所
管
轄
地
が
倉
敷
県
と
な
っ
た
。　

９
‐
１
は
、
倉
敷
村
に
設
置
さ
れ
た
岡
山
藩
の
郡
方
役
所
が

村
々
に
対
し
、
苦
情
な
ど
が
あ
れ
ば
申
し
出
る
よ
う
に
通
達
し
た

触
書
で
あ
る
。

新
政
府
の
制
度
改
革
に
よ
る
大
き
な
変
化
の
一
つ
が
氏
神
妙
見

宮
の
祭
祀
で
あ
る
。
神
仏
混
交
で
あ
っ
た
江
戸
時
代
、
妙
見
宮
の

祭
祀
は
観
龍
寺
が
行
っ
て
い
た
が
、
神
仏
分
離
に
よ
り
神
社
と
寺

院
は
切
り
離
さ
れ
て
、
御
神
体
は
観
龍
寺
に
移
さ
れ
、
神
社
に
は

新
た
に
宗む
な
か
た像
三
女
神
が
祀
ら
れ
た
。
ま
た
、
神
官
を
小
野
家
の
当

主
が
務
め
る
こ
と
と
な
り
、社
号
も
阿
智
神
社
と
改
め
ら
れ
た
（
９

‐
２
・
３
）。
同
社
は
明
治
四
年
に
郷
社
と
な
っ
て
い
る
（
９
‐
４
）。

全
国
民
を
神
社
の
氏
子
と
し
て
登
録
す
る
氏
子
調
べ
も
実
施
さ

れ
、
倉
敷
村
の
村
民
に
は
阿
智
神
社
か
ら
氏
子
札
が
配
布
さ
れ
た

（
９
‐
５
）。

さ
ら
に
、
明
治
五
年
に
は
大
区
小
区
制
と
い
う
あ
ら
た
な
地
方

制
度
の
創
設
と
と
も
に
、
庄
屋
・
年
寄
な
ど
の
村
役
人
が
廃
止
さ

れ
た
。
最
後
の
庄
屋
は
大
橋
平
蔵
で
、
あ
ら
た
に
深
津
県
か
ら
戸

長
に
任
命
さ
れ
た
の
は
原
唯
七
（
も
と
年
寄
）、
副
戸
長
は
木
山
精

一
（
も
と
年
寄
）
で
あ
っ
た
（
９
‐
６
）。

10　

絵
図

庄
屋
小
野
家
に
は
多
く
の
絵
図
類
も
伝
来
し
た
。
倉
敷
村
の
み

な
ら
ず
、
倉
敷
代
官
所
管
下
幕
府
領
の
各
地
の
絵
図
も
含
ま
れ
て

お
り
、
し
か
も
極
め
て
古
い
年
代
の
も
の
が
含
ま
れ
る
。

「
倉
敷
村
古
図
」（
10
‐
１
）
も
そ
の
一
つ
で
、
こ
の
度
の
調
査

で
倉
敷
村
の
街
区
と
屋
敷
ご
と
の
戸
主
名
を
記
す
絵
図
と
し
て
は

最
古
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
本
町
・
中
船
元
町
・
向
市
場
の

家
並
み
と
、
倉
敷
川
（
汐
川
）
左
岸
の
船
場
か
ら
な
る
街
区
が
、

延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
頃
ま
で
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
分
か

る
。
主
要
街
路
と
船
場
は
「
途ず

子し

」
と
呼
ば
れ
る
小
路
で
繋
が
れ

て
い
る
。
現
在
の
今
橋
の
位
置
に
既
に
橋
は
架
か
っ
て
い
る
が
、

中
橋
の
位
置
に
は
ま
だ
橋
は
架
け
ら
れ
て
い
な
い
。

10
‐
１
の
七
年
後
、
貞
享
元
年
～
二
年
頃
（
一
六
八
四
～

一
六
八
五
年
頃
）の
街
並
み
を
描
い
た
の
が「
倉
敷
村
屋
敷
割
絵
図
」

（
10
‐
２
）
で
、
こ
の
間
に
倉
敷
川
に
新
橋
（
後
の
中
橋
）
が
架
け

ら
れ
て
い
る
。
倉
敷
新
田
用
水
と
倉
敷
川
を
結
ぶ
新
川
は
ま
だ
開

削
さ
れ
て
い
な
い
。
夜
間
に
町
へ
の
出
入
り
を
制
限
す
る
た
め
の

木
戸
は
傍
点
で
示
さ
れ
て
い
て
、
天
城
村
・
浜
村
・
川
入
村
な
ど

隣
接
地
域
の
住
民
が
所
有
す
る
屋
敷
・
借
家
も
確
認
で
き
る
。
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さ
ら
に
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
の
絵
図
（
10
‐
３
）
か
ら
は
、

建
築
中
の
代
官
陣
屋
の
一
部
、
え
び
す
町
、
相
生
町
な
ど
街
区
の

拡
大
を
確
認
で
き
る
。
年
代
を
お
っ
て
絵
図
を
見
て
い
く
こ
と

で
、
町
の
発
展
の
様
子
が
よ
く
分
か
る
。

こ
の
他
、色
鮮
や
か
な
彩
色
の
「
倉
敷
村
鳥
瞰
図
」（
10
‐
４
）、

倉
敷
村
向
山
に
四
か
所
あ
っ
た
官
有
地
・
御
林
を
描
い
た
「
倉
敷

村
御
林
・
新
開
山
畑
絵
図
」（
10
‐
５
）、「
小
野
家
住
宅
平
面
見
取

図
」（
10
‐
６
）、

「
土
蔵
起お
こ
し
え
ず
絵
図
」

（
10
‐
７
）
を
展

示
し
た
。
起
絵
図

は
折
畳
式
の
紙
製

模
型
で
、
通
常
は

折
畳
ん
で
収
納
で

き
る
。
大
工
が
設

計
の
参
考
に
し
た

り
、
完
成
イ
メ
ー

ジ
を
発
注
主
に
伝

え
た
り
す
る
目
的

で
作
成
さ
れ
た
。

こ
の
土
蔵
は
倉
敷
村
の
酒
造
家
か
ら
取
り
立
て
た
酒
造
役
米
を
備

蓄
す
る
た
め
の
も
の
で
、倉
敷
新
田
に
建
設
が
計
画
さ
れ
て
い
た
。

お
わ
り
に

今
回
の
展
示
会
の
入
場
者
は
、の
べ
二
五
〇
人
で
あ
っ
た
。「
古

文
書
の
展
示
は
分
か
り
に
く
い
」
と
敬
遠
さ
れ
る
な
か
で
「
文
書

群
の
展
示
」
を
全
面
に
押
し
出
し
た
今
回
の
テ
ー
マ
は
や
は
り
、

来
場
者
数
の
減
少
と
い
う
結
果
を
招
い
た
。
し
か
し
、
観
覧
者
の

満
足
度
は
非
常
に
高
く
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
を
見
て
も
、
本
展

示
の
目
的
で
あ
る
「
倉
敷
村
の
発
展
の
過
程
を
知
っ
て
ほ
し
い
」

と
い
う
意
図
を
よ
く
ご
理
解
い
た
だ
け
た
よ
う
に
思
う
。
特
に
絵

図
を
用
い
て
の
町
場
形
成
過
程
の
解
説
は
、
例
年
に
も
ま
し
て
好

評
で
、
来
場
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

一
方
、
若
い
世
代
の
来
場
は
依
然
と
し
て
少
な
く
、
今
後
い
か

に
し
て
若
年
層
を
呼
び
込
む
企
画
を
行
っ
て
い
く
か
が
大
き
な
課

題
で
あ
る
。

【
付
記
】
展
示
会
開
催
に
あ
た
り
御
協
力
い
た
だ
い
た
小
野
敏
行
様
を
は
じ
め

小
野
家
の
み
な
様
、
ま
た
、
ポ
ス
タ
ー
掲
示
に
御
協
力
く
だ
さ
っ
た
み
な

様
に
、
厚
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

               （
文
責
は
大
島
千
鶴　

倉
敷
市
総
務
課
歴
史
資
料
整
備
室
）

写真２　小堀正次書状の解説を聞く来場者
手前に見えているのが立体的な起絵図
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１ 備中国奉行小堀父子と倉敷
№ 資料名 年月日 文書番号
1 くらしき助右衛門あて小堀正次書状 （慶長6~8年頃）9月1日 169-1
2 草場境目につき取替証文写★ 元和4年正月18日 149-1-2
3 宇佐美又四郎あて小野正広返答書 延宝7年12月 97-6-16
4 備中窪屋郡倉鋪村明細帳控★ 宝暦3年3月 21-18

２  水夫の町倉敷　～倉敷の原点～
№ 資料名 年月日 文書番号
1 倉敷屋敷方御免被成分之帳 慶長14年11月 1-1
2 倉敷町水夫屋敷帳 寛政3年8月 1-2
3 水夫屋敷割絵図 （寛政3年8月カ） 168-1-4
4 島原万入用之覚 寛政4年正月写〔寛永16年3月29日〕1-5-2
5 彦坂平九郎様備中へ御下り被成候加子之事★ 寛文元年9月4日 1-13
6 倉敷村・連島加子割之覚★ 巳年（寛文5年）10月18日 1-17

３  倉敷代官と陣屋　～幕府支配の拠点～
№ 資料名 年月日 文書番号
1 倉敷御支配録★ （近世後期） 21-23-3
2 陣屋元礼式心得覚★ 年月日未詳 107-7-11
3 陣屋役人応対方につき倉敷村庄屋・年寄請書★ 寅年（明和7年）10月 7-2
4 代官陣屋見取絵図★ 年月日未詳 87-6-4
5 備中国窪屋郡倉敷村牢屋絵図★ 年月日未詳 139-8
6 天保時代倉敷陣屋及明倫館図（写真パネル） 昭和26年9月 購入資料Ⅳ-16
7 倉敷村本田小割絵図（写真パネル） 文久3年8月 大橋紀寛家文書別１-24-５

４ 小野家の仕事　～庄屋と掛屋～
№ 資料名 年月日 文書番号
1 幕府領大庄屋役相勤候品申上候覚★ 寅年（享保19年）10月 97-6-3
2 孫太夫庄屋役申付につき覚★ 午年（宝暦12年）12月11日 105-10-20
3 日記 寛政2年2月12日~寛政3年正月27日 27-1
4 御用留 文政8年 148-1
5 予州銅山師渡米諸入用勘定帳★ 寛延3年7月 99-2-1-4
6 郡中大割銀御勘定目録★ 文化3年8月 66-1-8

５  陣屋元町倉敷　～倉敷ぐらし～
№ 資料名 年月日 文書番号
1 備中窪屋郡倉敷町委細帳控 元禄8年4月 21-15
2 倉敷村町内小前商売留帳★ 辰年（明和9年）年8月 34-4
3 火事之節火消人数幷火消道具取調書 文政11年2月20日以前 61-1
4 年々屋敷道筋川筋見分帳 天明7年 77-6
5 新禄追訴につき古禄返答書 文政8年8月 162-9

６  倉敷川の水運 
№ 資料名 年月日 文書番号
1 倉敷村舟入川幅相定覚★ 寛文13年6月27日 161-7
2 倉敷汐川通船荷物出入凡書上★ 安永6年11月 56-22
3 当酉船数増減積石改帳 安永6年10月 56-23

展示資料目録
令和５年度資料展示会　小野家文書の世界　～倉敷村の慶長から明治～

令和 5年 6月 2日（金）～ 6月 5日（月）
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4 倉敷汐川につき上申書控★ 明和4年10月 105-11-25
5 八浜屋弥兵衛宅横手土手町通川筋石階見分 文化6年2月8日 77-7

７  高梁川をめぐって
№ 資料名 年月日 文書番号
1 福田古新田の開発につき訴訟書類★ 享保2年 19-19
2 福田新田の開発につき嘆願書 天保10年 20-7-4
3 成羽川通船につき川辺村にて申合せ （明和3年） 97-11-1
4 成羽川絵図 （明和3年） 97-11-4
5 東西高梁川の分水量につき和談書 文政3年11月26日 19-1-3-4
6 鉄穴流し場の図 年未詳 76-39
7 鉄砂一件願書 天保13年8月 93-4
8 鉄穴流出入議定書 天保13年 75-2
9 安江村の堤防修復見取図 卯年（慶応3年） 54-1-22

８　宗教・学芸・習俗  ～文化の町倉敷～
№ 資料名 年月日 文書番号
1 倉敷村寺社郷改帳 元禄10年8月6日 22-15
2 宗門御改寺手形　備中窪屋郡倉鋪村 宝永4年4月 14-8
3 四組木綿手襁裁許状（神道裁許状） 正徳5年6月16日 151-1-2
4 学問所設立の発案につき倉敷村佐右衛門願書★ 文政11年4月 18-4-2
5 教諭所開校につき倉敷代官所触書★ 午年（天保5年）10月24日 18-19-2
6 御伝受申茶之湯方之事 元禄14年10月27日 139-4
7 小野孫太夫宛葛野知定書状 （能楽葛野流免許状）年月日未詳 146-2

8

〔小野氏和歌〕小野季顕
　　　　　　小野正子
　　　　　　小野顕世
　　　　　　小野顕允

年月日未詳

157-3-2-3-7
160-226
159-1-2-11
160-168

9 相撲番附表（玉島興行） 安政3年8月 125-1-4

10 見立番付　「およそ世かいニいやな物乃番付」　　　　　「ほうぐわいろんなし当世ずぼらな人の角力」年月日未詳
125-1-21-1
125-1-21-3

９ 江戸から明治へ
№ 資料名 年月日 文書番号
1 備中鎮撫にあたり岡山藩倉敷役所よりの触書 辰年（慶応4年）3月5日 55-13-2
2 妙見宮神主任命書★ 巳年（明治2年）年8月 151-12-4-1-4
3 阿知宮への改号通知★ 巳年（明治2年）年12月 151-12-4-1-2
4 阿智神社を郷社格とする通知 辛未年（明治4年）年9月 151-12-1-1
5 阿智神社の氏子札 明治5年5月 172
6 庄屋・年寄役廃止の通知 壬申年（明治5年）5月 152-32

10  絵図
№ 資料名 年月日 文書番号
1 倉敷村古図 （延宝5年） 49-1-22
2 倉敷村屋敷割絵図 （貞享元年~2年ごろ） 54-3
3 倉敷汐川絵図 寛保2年10月晦日 49-1-1
4 倉敷村鳥瞰図 （安永7年~天保5年） 8-7
5 倉敷村御林・新開山畑絵図 （元文2年~延享2年ごろ） 8-6
6 小野家住宅平面見取図 年月日未詳 未整理
7 土蔵起絵図 （享和3年）8月 113-27-3
註　資料名の後ろに★があるものは『新修倉敷市史』9・10に翻刻掲載されている
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歴史資料整備室では、令和３年度に引き続
き、所蔵資料を活用し、倉敷市域の歴史や歴
史資料についての理解を深めてもらうため、
歴史資料講座を開催しました。令和４年度は
重要文化財井上家住宅公開に向けた記念講座
として、ライフパーク倉敷市民学習センター
と共同開催しました。

【受講者の声】
「義倉という言葉は知っていたが話を聞い

て倉敷の誇るべき遺産だということがわかり
ました」「とても分かり易く、端木という人物
の大きさ、ローカルでない人物と理解できた」「井上家住宅のことを知り倉敷のすばらしさ
を再確認した」「文書の文字を具体的に読み解きながら、くずし字の法則、当時の習慣など
について説明していただいたのでとてもよくわかった」「かな文字中心の和歌をとてもおもし
ろく学習させていただきました」など、様々な意見が寄せられました。

【会場】　ライフパーク倉敷中ホール及び第一会議室

■第１回目　倉敷義倉と続義倉
開催日時：令和４年１０月２日（日）１４：００～１６：００
講師　　：山本太郎（総務課歴史資料整備室）
参加人数：３８人

■第２回目　倉敷村出身の文化人・井上端木の生涯～法橋になった古禄～
開催日時：令和４年１１月２６日（土）１４：００～１６：０５
講師　　：大島千鶴（総務課歴史資料整備室）
参加人数：３５人

■第３回目　重要文化財井上家住宅の魅力
開催日時：令和４年１２月１７日（土）１４：００～１６：１０
講師　　：内池英樹（岡山県教育庁文化財課）
参加人数：３７人

■第４回目　井上家文書でくずし字を学ぼう～進物帳を読む～
開催日時：令和５年１月２１日（土）１４：００～１６：００
講師　　：山下　洋（総務課歴史資料整備室）
参加人数：３７人

■第５回目　井上家文書でくずし字を学ぼう～文芸史料（和歌・紀行文）のかな文字を読む～
開催日時：令和５年２月２５日（土）１４：００～１６：００
講師　　：畑　和良（総務課歴史資料整備室）
参加人数：３３人

報　告

令和４年度歴史資料講座
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歴史資料整備室では、市域に甚大な被害
をもたらした自然災害の記録の調査研究の
成果を市民に報告することによって、歴史
資料を防災教育・防災意識の向上につなが
る資料としても活用するため、災害に関す
る歴史資料調査報告会２を真備保健福祉会
館大会議室で開催しました。４０人の申
込者とマスコミ関係者が参加し、報告終了
後、活発な質疑応答が行われました。

【受講者の声】
「従来聞いたことのない切り口の話で参
考になりました」「災害発生時や復興時に
名望家が果たした役割について考えさせら
れた」「歴史を学ぶことはとても大切です。
若年層の市民の方にも学習の機会を持って
いただくことができればよいと思います」
「どう生かしていくか、どうやって防災意
識を高めていけばよいか、それを考えてい
く必要があると思う。学者さんと、住んで
いる方々とをつなぐ人のシステムとか、組
織とかが必要なのではないか」「南海トラ
フ地震は必ずくるということを認識いたし
ました」「過去の話はたいへん重要ですが、それをふまえつつ今後の対応が急がれる」など、
様々な意見が寄せられました。

【開 催 日 時】　令和５年１月２８日（土）　１４：００～１６：４０
【会　　　場】　真備保健福祉会館３階大会議室 
【講師・演題】　
嘉永３年洪水からの復旧	 倉地克直（岡山大学名誉教授）
明治２６年水害と野﨑家	 久野　洋（ノートルダム清心女子大学講師）
安政大地震と倉敷	 大島千鶴（総務課歴史資料整備室）

【参加人数】　４１人
　

災害に関する歴史資料調査報告会２



- 131 - - 130 -

■古文書解読講座（中級）「大原家文書を読む」
歴史資料整備室では、ある程度くずし字を読
むことができる人を対象に、古文書を活用し、
「くずし字」を解読するために必要な知識を学
んでもらうとともに、さらなる利用の促進を図
るため、古文書解読講座（中級）を開催しました。
令和５年度は「大原家文書を読む」とし、公益
財団法人有隣会と連携し、有隣会が管理する大
原家文書またはそのマイクロフィルムを使用し
ました。
第１回目　金基と倉敷代官
開催日時：令和５年７月２２日（土）１３：５０～１５：２０
講師　　：山本太郎（総務課歴史資料整備室）
会場　　：真備保健福祉会館３階大会議室
参加人数：３１人

第２回目　大原与兵衛の庄屋就任
開催日時：令和５年７月２９日（土）１３：５０～１５：２０
講師　　：大島千鶴（総務課歴史資料整備室）
会場　　：真備保健福祉会館３階大会議室
参加人数：３２人

第３回目　父母から一人息子への手紙
開催日時：令和５年８月５日（土）１３：５０～１５：２０
講師　　：水島　博（公益財団法人有隣会）
会場　　：真備保健福祉会館３階大会議室
参加人数：３０人

■ゼロから始める古文書講座－古文書読解の初級講座－
　歴史資料整備室では、所蔵の古文書を活用し、古文書を初歩中の初歩から学んでいただ
くために、茶屋町公民館と連携して古文書解読講座（初級）を開催しました。
第１回目
開催日時：令和５年９月２０日（水）１３：３０～１５：３０
講師　　：大島千鶴（総務課歴史資料整備室）
会場　　：茶屋町公民館
参加人数：１６人

第２回目
開催日時：令和５年１０月４日（水）１３：３０～１５：３０
講師　　：山下　洋（総務課歴史資料整備室）
会場　　：茶屋町公民館
参加人数：１５人

第３回目
開催日時：令和５年１０月１８日（水）１３：３０～１５：３０
講師　　：山下　洋（総務課歴史資料整備室）
会場　　：茶屋町公民館
参加人数：１５人

令和５年度古文書解読講座



- 131 -

■歴史資料整備室に潜入！古文書を解読しよう
歴史資料整備室では、玉島公民館と連携して、
小学校４年生から中学生を対象に、資料を保管
している収蔵庫の見学や、玉島の古文書・絵図
等の閲覧、版木を用いた印刷を体験していただ
く講座を開催しました。
【受講者の声】
「歴史資料をたくさん見て、江戸時代や明治
時代の様子を知ることができてよかったです」
「大きな土地のような紙を見たときは、小田県
という土地があったことを初めて知りました」
「版画をしたときは、版画に墨をつけたりする
のが難しかったけど、昔の人は版画で刷っていたのがすごいと思いました」など
【開催日時】　令和５年８月１７日（木）１０：００～１１：３０
【会　　場】　歴史資料整備室及び真備支所１０１会議室
【参加人数】　８人

■古文書探訪－歴史資料整備室見学会－
歴史資料整備室では、玉島公民館と連携して、
市民を対象に、資料を保管している収蔵庫の見
学や、玉島の古文書・絵図等の閲覧、版木を用
いた印刷を体験していただく講座を開催しまし
た。
【受講者の声】
「ずっと歴史資料整備室が気になっていたの
で、実際に見学できてよかった」「古文書の現
物にふれて、本当の歴史を見ることができて楽
しかった」「木版印刷を体験できたことは貴重
でした」など
【開催日時】　令和５年１０月２６日（木）１０：００～１１：３０
【会　　場】　歴史資料整備室及び真備支所１０１会議室
【参加人数】　１６人

歴史資料整備室見学会
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倉敷市文書館（アーカイブズ）研究会は、倉敷市が市史編さん事業終了後も歴史資料整
理と研究紀要の発行を責任ある体制で行うことを支援する組織として、平成１７年８月に
発足しました。研究会は、令和５年４月現在で９人の専門家・有識者により構成され、倉
敷市の要請に基づいて、歴史資料の調査・収集・整理と保存・活用を推進する方法等につ
いての協議や、『倉敷の歴史』の編集等を行っています。研究会の庶務は、倉敷市総務局総
務部総務課において処理しています。令和５年には次の事業を行いました。

■第３８回会議
開催日時：令和５年３月２２日（水）１４：２５～１６：２５
場所　　：倉敷市真備支所１０２会議室
協議内容：�令和４年度歴史資料整備室事業状況などについて事務局から報告、令和５年

度主要事業計画（案）・『倉敷の歴史』の編集、研究会規約、会員の再任など
について協議

参加人数：８人

■第３９回会議
開催日時：令和５年５月２４日（水）１４：３０～１６：１５
場所　　：倉敷市真備支所１０２会議室
協議内容：�令和４年度歴史資料整備室事業実績報告書などについて事務局から報告、会

長・副会長の互選、令和５年度主要事業計画、新会員候補などについて協議
参加人数：５人

■『倉敷の歴史』３４号第１回編集会議
開催日時：令和５年６月１４日（水）１３：３０～１５：２０
場所　　：歴史資料整備室
協議内容：『倉敷の歴史』第３４号の編集
参加人数：編集担当者２人

■『倉敷の歴史』３４号第２回編集会議
開催日時：令和５年１２月１１日（月）１３：２０～１６：１５
場所　　：歴史資料整備室
協議内容：『倉敷の歴史』第３４号の原稿査読にもとづく編集
参加人数：編集担当者２人

倉敷市文書館（アーカイブズ）研究会の活動
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新
刊
紹
介

石
田
正
也
監
修　

除
本
理
史
・
林
美
帆
編
著

『
「
地
域
の
価
値
」
を
つ
く
る

　
　
　
　
　
　

―
倉
敷
・
水
島
の
公
害
か
ら
環
境
再
生
へ
―
』

（
東
信
堂　

二
〇
二
二
年
十
月
）

　

は
し
が
き
に
あ
る
「
深
刻
な
公
害
を
経
験
し
た
水
島
は
、
そ
の

こ
と
に
よ
っ
て
む
し
ろ
、
将
来
の
問
題
解
決
に
向
け
た
潜
在
力
を

蓄
え
て
き
た
の
で
は
な
い
か
」
す
な
わ
ち
「
困
難
な
過
去
」
こ
そ
が

「
地
域
の
価
値
」
を
高
め
る
と
い
う
視
点
を
打
ち
出
し
た
こ
と
、
そ

こ
に
「
本
書
の
価
値
」
は
あ
る
。
そ
し
て
、
本
書
の
企
画
に
あ
た
っ

た
水
島
地
域
環
境
再
生
財
団
（
み
ず
し
ま
財
団
）
も
、
そ
の
潜
在
力
を

顕
在
化
さ
せ
る
う
え
で
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　

本
書
は
三
部
構
成
に
な
っ
て
い
て
、
第
三
部
は
患
者
・
医
師
・

市
職
員
・
企
業
関
係
者
な
ど
、
六
名
の
方
の
主
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
は
こ
の
第
三
部
か
ら
読
み
は
じ
め
て

み
る
の
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

 

※�

ご
購
入
は
、
書
店
・
東
信
堂
（
℡
０
３
―
３
８
１
８
―

５
５
２
１
）
、
お
問
合
せ
は
、
み
ず
し
ま
財
団
（
℡
０
８
６
―

４
４
０
―
０
１
２
１
）
ま
で
。

『
重
要
文�

化
財　

    




井
上
家
住
宅
主
屋
ほ
か
四
棟
保
存
修
理
工
事
報
告
書
』

（
編
集
・
著
作
：
公
益
財
団
法
人
文
化
財
建
造
物
保
存
技
術
協
会

　

発
行
・
井
上
典
彦�

二
〇
二
二
年
十
二
月
）

　

平
成
二
十
四
年
か
ら
始
ま
っ
た
井
上
家
住
宅
の
保
存
修
理
工
事

は
、
令
和
四
年
に
足
掛
け
十
年
に
及
ぶ
工
事
を
完
了
し
た
。
こ
の

報
告
書
は
、
事
業
の
内
容
、
建
造
物
の
概
要
、
調
査
事
項
、
施
工

内
容
、
発
見
物
及
び
諸
資
料
を
余
す
こ
と
な
く
ま
と
め
た
も
の
で

あ
る
。
本
文
編
・
写
真
編
一
・
写
真
編
二
・
図
面
編
の
四
冊
組

に
分
冊
さ
れ
、
様
々
な
目
的
を
も
っ
た
利
用
者
が
使
い
や
す
い
よ

う
に
細
か
く
工
夫
さ
れ
て
い
る
。
現
在
及
び
将
来
に
貴
重
な
資
料

と
な
る
よ
う
、
井
上
家
の
沿
革
や
技
術
的
な
事
実
が
細
か
く
網
羅

的
に
記
入
さ
れ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
参
考
資
料
と
し
て
、
現
当

主
の
祖
母
か
ら
の
聞
き
取
り
の
記
録
の
全
文
や
、
現
当
主
や
そ
の

母
か
ら
の
聞
き
取
り
の
概
要
が
掲
載
さ
れ
、
居
住
し
た
人
々
の
姿

が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
修
理
工
事
の
過
程

の
写
真
や
図
面
も
豊
富
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
非
常
に
情
報
量
が

多
く
、
編
集
者
の
こ
だ
わ
り
が
随
所
に
感
じ
ら
れ
る
報
告
書
で
あ

る
。

 

※
非
売
品
。
倉
敷
市
立
図
書
館
で
閲
覧
可
。



- 135 - - 134 -

小
野
恭
平
『
改
訂　

高
梁
川
西
岸
河
口
部
の
干
拓
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
船
尾
村
・
長
尾
村
の
場
合
―
』

（
二
〇
二
三
年
三
月
）

　

倉
敷
地
域
の
歴
史
を
語
る
う
え
で
干
拓
と
い
う
問
題
は
欠
か
せ

な
い
。
し
か
し
、
近
世
前
期
に
さ
か
の
ぼ
る
干
拓
地
に
つ
い
て

は
、
そ
の
詳
し
い
経
緯
が
不
明
、
も
し
く
は
誤
っ
た
説
が
通
用
し

て
い
る
場
合
も
少
な
く
な
い
。
本
書
で
は
、
船
尾
新
田
・
長
尾
新

田
に
つ
い
て
、
い
く
つ
も
の
絵
図
や
地
形
デ
ー
タ
な
ど
を
用
い

て
、
そ
の
干
拓
時
期
や
範
囲
が
特
定
さ
れ
て
い
る
。

　

著
者
は
、
既
存
の
さ
ま
ざ
ま
な
見
解
や
通
念
を
い
っ
た
ん
カ
ッ

コ
に
入
れ
、
資
料
を
丁
寧
に
読
み
解
く
こ
と
で
、
合
理
的
な
解
釈

を
導
き
出
し
て
い
る
。
干
拓
に
限
ら
ず
他
の
分
野
に
お
い
て
も
、

こ
う
し
た
姿
勢
を
も
っ
て
研
究
に
臨
め
ば
、
も
っ
と
あ
ら
た
な
地

平
を
望
む
こ
と
も
で
き
る
に
ち
が
い
な
い
。

 

※�

お
問
合
せ
・
ご
購
入
は
、
小
野
恭
平
氏
（onofam

i@
ever.

ocn.ne.jp

）
ま
で
。
な
お
、
本
書
と
ほ
ぼ
同
様
の
内
容
の
論

考
が
、
高
梁
川
流
域
連
盟
機
関
誌
『
高
梁
川
』
第
八
十
号

（
二
〇
二
二
年
十
二
月　

定
価
一
、
四
三
〇
円
）
に
も
収
録
さ
れ

て
い
る
。

新聞報道された歴史資料整備室（令和5年）(抄）

年月日 新　聞 記　事

令和 5年 2月 10 日 山陽新聞 江戸から明治　災害分析　真備で歴史資料報告会　復興向けた自治に特色

令和 5年 5月 9日 山陽新聞 浅尾騒動主導者に迫る　「倉敷の歴史」第 33 号発刊　備中地域の領主変遷も

令和 5年 6月 3日 山陽新聞 倉敷村移り変わり紹介　小野家古文書や絵図 70 点　市真備支所

令和 5年 7月 22 日 山陽新聞 小堀父子検地帳・書状　市重文指定答申　文化財保護審　「くらしき」最古の記述
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■
『
倉
敷
の
歴
史
』
第
三
十
五
号
投
稿
要
領

『
倉
敷
の
歴
史
』
は
、
倉
敷
市
域
の
歴
史
に
関
す
る
論
考
や

エ
ッ
セ
ー
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
が
地
域
の
歴

史
に
つ
い
て
学
ぶ
う
え
で
有
用
な
書
籍
と
な
る
よ
う
願
っ
て
い

ま
す
。
第
三
十
五
号
（
令
和
七
年
三
月
発
行
）
へ
の
投
稿
を
募
集

し
ま
す
。
左
記
の
要
領
で
御
応
募
く
だ
さ
い
。

一　

部
門
及
び
分
量

い
ず
れ
も
倉
敷
市
域
に
関
わ
る
内
容
の
も
の
で
あ
る
こ
と

①　

論
文　
　
　
　

一
八
ペ
ー
ジ
以
内

歴
史
資
料
を
用
い
た
テ
ー
マ
と
結
論
の
明
確
な
研
究

②　

ノ
ー
ト　
　
　

一
〇
ペ
ー
ジ
以
内

研
究
中
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
中
間
報
告

③　

資
料
紹
介　
　

一
〇
ペ
ー
ジ
以
内

特
定
の
歴
史
資
料
に
関
す
る
翻
刻
と
解
説

④　

ア
ラ
カ
ル
ト　

三
ペ
ー
ジ
以
内

歴
史
的
な
出
来
事
や
人
物
な
ど
に
関
す
る
エ
ッ
セ
ー

⑤　

実
践
報
告　
　

三
ペ
ー
ジ
以
内

歴
史
資
料
を
利
用
し
た
講
座
や
展
示
な
ど
の
記
録

※�

各
部
門
の
分
量
に
は
、
註
・
表
・
図
・
写
真
な
ど
を
含
み
ま

す
。

二　

書
式
・
用
紙

原
稿
用
紙
は
、
専
用
の
も
の
を
倉
敷
市
総
務
課
歴
史
資
料
整

備
室
ま
で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
の
場
合
は
、
Ａ
４
判
の
用
紙
を
縦
に
使

い
、
一
行
二
五
字
×
二
○
行
×
二
段
に
縦
書
き
で
作
成
し
て
く

だ
さ
い
。
電
子
デ
ー
タ
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
フ
ァ
イ
ル
）
と
必
要

に
応
じ
て
プ
リ
ン
ト
を
御
提
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、本
誌
の
ペ
ー
ジ
単
位
の
組
版
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

本
文
（
13
級
）　

一
行
二
五
字
×
二
○
行
×
二
段
（
縦
書
）

註　
（
11
級
）　

一
行
三
○
字
×
二
七
行
×
二
段
（
縦
書
）

三　

投
稿
・
審
査
の
手
順

①�　

令
和
六
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
に
部
門
、
題
目
、
ペ
ー
ジ

数
、
要
旨
（
①
～
③
は
二
○
○
字
～
四
○
○
字
、
④
⑤
は
一
○
○
字

～
二
○
○
字
）
を
後
記
の
送
り
先
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

倉
敷
市
文
書
館
（
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
）
研
究
会
で
協
議
を
お
こ
な

い
、
ご
連
絡
を
差
し
上
げ
ま
す
。

②�　

令
和
六
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
推
敲
を
済
ま
せ
た
完

全
原
稿
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。
倉
敷
市
文
書
館
（
ア
ー
カ
イ

ブ
ズ
）
研
究
会
で
審
査
の
う
え
、
採
否
を
決
定
し
ま
す
。

四�　

校　

正　

著
者
校
正
は
初
校
の
み
で
す
。
校
正
時
の
大
幅
な
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修
正
は
御
遠
慮
願
い
ま
す
。

五　

備　

考　
　

・�

投
稿
は
未
発
表
原
稿
に
限
り
ま
す
。
二
重
投
稿
は
御
遠
慮
く

だ
さ
い
。

・�

民
間
の
個
人
・
団
体
な
ど
が
所
有
す
る
資
料
を
用
い
て
執
筆

す
る
場
合
は
、
所
有
者
の
了
解
を
得
た
う
え
で
御
応
募
く
だ

さ
い
。
写
真
・
図
版
な
ど
の
掲
載
許
可
は
執
筆
者
の
責
任
で

お
取
り
く
だ
さ
い
。

・�

原
稿
が
採
用
さ
れ
た
方
に
は
、
掲
載
誌
及
び
薄
謝
を
進
呈
し

ま
す
。

・�

掲
載
原
稿
の
転
載
は
、
原
則
と
し
て
刊
行
後
一
年
は
御
遠
慮

く
だ
さ
い
。
転
載
に
あ
た
っ
て
は
、
倉
敷
市
の
承
認
を
得
て

く
だ
さ
い
。

・�

掲
載
さ
れ
た
論
考
は
将
来
、
著
者
の
許
諾
を
得
た
上
で
、
歴

史
資
料
整
備
室
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
公
開
す
る
こ
と

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

六�　

送
り
先　

〒
七
一
○
―
一
三
九
八　

倉
敷
市
真
備
町
箭
田

一
一
四
一
番
地
一　

倉
敷
市
総
務
局
総
務
部
総
務
課
歴
史
資
料

整
備
室
宛

歴
史
資
料
整
備
室
日
誌
（
抄
）

二
○
二
三
年

◆　

令
和
４
年
度

（
令
和
５
年
）

１
・
21　

ラ
イ
フ
パ
ー
ク
倉
敷
講
座
「
歴
史
資
料
講
座
」（
第
４
回
）（
連
携
）

１
・
28　

災
害
に
関
す
る
歴
史
資
料
調
査
報
告
会
２
（
真
備
保
健
福
祉
会
館
）

２
・
25　

ラ
イ
フ
パ
ー
ク
倉
敷
講
座
「
歴
史
資
料
講
座
」（
第
５
回
）（
連
携
）

２
・
26　

歴
史
資
料
専
門
員
採
用
試
験

３
・
22　

第
38
回
倉
敷
市
文
書
館
（
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
）
研
究
会
会
議

３
・
31　
『
倉
敷
の
歴
史
』
第
33
号
発
行

◆　

令
和
５
年
度

４
・
５
～
７　

�

倉
敷
市
所
蔵
守
屋
家
文
書
整
理
〔
岡
山
大
学
文
学
部
日
本
史
研
究
室
〕�

（
岡
山
大
学
）

４
・
10　

大
山
家
文
書
調
査

４
・
12　

鴨
井
家
文
書
調
査

４
・
27　

倉
敷
芸
術
科
学
大
学
「
倉
敷
ま
ち
づ
く
り
基
礎
論
」
へ
講
師
派
遣

５
・
20　

玉
島
公
民
館
講
座
「
玉
島
の
歴
史
ア
ラ
カ
ル
ト
」（
連
携
）
へ
講
師
派
遣

５
・
24　

第
39
回
倉
敷
市
文
書
館
（
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
）
研
究
会
会
議

６
・
２
～
５　

�

資
料
展
示
会
「
小
野
家
文
書
の
世
界
―
倉
敷
村
の
慶
長
か
ら
明
治
―
」�

（
真
備
支
所
）

６
・
13　

倉
敷
商
業
高
等
学
校
「
探
Ｑ
の
時
間
」
へ
講
師
派
遣

６
・
14　
『
倉
敷
の
歴
史
』
第
34
号
編
集
会
議

６
・
23　

中
央
図
書
館
所
蔵
資
料
調
査

７
・
１　

歴
史
資
料
整
備
室
収
蔵
庫
の
ガ
ス
燻
蒸
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７
・
６
～
７　

�

「
真
備
の
記
憶
」
写
真
展
（
マ
ー
ビ
ー
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
・
真
備

支
所
）

７
・
22　

第
１
回
古
文
書
解
読
講
座
（
真
備
保
健
福
祉
会
館
）

７
・
29　

第
２
回
古
文
書
解
読
講
座
（
真
備
保
健
福
祉
会
館
）

８
・
１
～
４　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
入

８
・
５　

第
３
回
古
文
書
解
読
講
座
（
真
備
保
健
福
祉
会
館
）

８
・
11
～
９
・
９　

�

真
備
支
所
３
階
図
書
室
を
歴
史
資
料
整
備
室
収
蔵
庫
に
改
修
工

事

８
・
17　

�

玉
島
公
民
館
講
座
「
歴
史
資
料
整
備
室
に
潜
入
！
古
文
書
を
解
読
し
よ

う
」
（
連
携
）�

８
・
17　

備
中
国
奉
行
小
堀
氏
関
係
文
書
が
倉
敷
市
指
定
重
要
文
化
財
に
指
定

８
・
26　

歴
史
資
料
専
門
員
採
用
試
験

８
・
31
～�

９
・
３　

�

倉
敷
市
所
蔵
守
屋
家
文
書
整
理
〔
岡
山
大
学
文
学
部
日
本
史
研

究
室
〕（
岡
山
大
学
）

９
・
20　

�

茶
屋
町
公
民
館
講
座「
ゼ
ロ
か
ら
始
め
る
古
文
書
講
座
」（
第
１
回
）（
連
携
）

10
・
４　

�

茶
屋
町
公
民
館
講
座「
ゼ
ロ
か
ら
始
め
る
古
文
書
講
座
」（
第
２
回
）（
連
携
）

10
・
７　

ラ
イ
フ
パ
ー
ク
倉
敷
講
座
「
歴
史
資
料
講
座
」
（
第
１
回
）
（
連
携
）

10
・
11
～
13　

新
採
用
職
員
タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
研
修
へ
講
師
派
遣

10
・
18　

茶
屋
町
公
民
館
講
座「
ゼ
ロ
か
ら
始
め
る
古
文
書
講
座
」（
第
３
回
）（
連
携
）

10
・
23
～
25　

総
社
南
高
等
学
校
「
人
文
表
現
」
授
業
へ
講
師
派
遣

10
・
26　

�

玉
島
公
民
館
講
座「
古
文
書
探
訪
―
歴
史
資
料
整
備
室
見
学
会
―
」（
連
携
）

11
・
５　

ラ
イ
フ
パ
ー
ク
倉
敷
講
座
「
歴
史
資
料
講
座
」
（
第
２
回
）
（
連
携
）

11
・
９　

真
備
東
中
学
校
チ
ャ
レ
ン
ジ
ワ
ー
ク
受
入

11
・
９　

�

中
央
図
書
館
郷
土
講
座
「
美
観
地
区
最
古
の
町
屋　

井
上
家
住
宅
を
訪
ね

る
」
へ
講
師
派
遣

11
・
10　

�

高
教
研
地
理
歴
史
・
公
民
部
会
歴
史
分
科
会
研
究
協
議
会
へ
講
師
派
遣

（
真
備
支
所
）

11
・
16　

貝
原
家
文
書
調
査

11
・
24　

倉
敷
商
工
会
議
所
所
蔵
資
料
調
査

11
・
28　

香
西
家
旧
蔵
書
画
調
査

12
・
７
～
８　

中
国
・
四
国
地
区
文
書
館
等
職
員
連
絡
会
議
参
加
（
広
島
市
）

12
・
10　

ラ
イ
フ
パ
ー
ク
倉
敷
講
座
「
歴
史
資
料
講
座
」（
第
３
回
）（
連
携
）

12
・
11　
『
倉
敷
の
歴
史
』
第
34
号
編
集
会
議

■
『
倉
敷
の
歴
史
』
第
三
十
三
号　

正
誤
訂
正

一
一
五
ペ
ー
ジ
上
段　

�

表
１　

享
保
６
年
の
破
堤
地
点
の
う
ち
、「
東
高
梁
川
右
岸
」

の
「
〇
」
を
削
除
し
、「
東
高
梁
川
左
岸
」
に
「
〇
」
を
追
加
。

同
じ
く
被
害
甚
大
地
域
の
う
ち
「
倉
敷
」
に
「
〇
」
を
追
加
。
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コ
ラ
ム

  


「
わ
か
ら
な
い
」
展
示
考

博
物
館
等
の
展
示
解
説
は
有
難
い
も
の
で
あ
る
。
あ
る
と
き
音
声
解
説

の
ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
を
し
て
、
展
示
脇
の
解
説
文
を
読
も
う
と
し
て
い
た
。

そ
こ
に
小
学
高
学
年
の
少
女
が
隣
に
き
た
。
す
る
と
お
父
さ
ん
と
思
し
き

紳
士
が
、「
ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
を
外
し
な
さ
い
」
と
少
女
に
声
か
け
た
。「
説

明
の
声
に
し
ば
ら
れ
ず
、
自
分
の
見
た
感
じ
だ
け
で
い
い
」
と
い
う
で
は

な
い
か
。
思
わ
ず
私
も
展
示
資
料
に
向
き
直
し
た
。

う
ー
ん
、「
わ
か
ら
な
い
」。
そ
こ
で
解
説
文
に
帰
る
。
な
る
ほ
ど
そ
う

か
、
と
思
い
再
び
展
示
を
み
な
が
ら
音
声
解
説
を
傾
聴
し
た
。
す
る
と
さ

ら
に
よ
く
わ
か
っ
た
気
が
し
た
。

私
は
そ
の
お
か
げ
で
展
示
を
楽
し
め
た
。
展
示
は
担
当
者
の
意
図
で
仕

上
が
る
作
品
で
、
こ
れ
を
「
展
示
叙
述
」
と
い
い
、
資
料
の
も
つ
「
力
」

は
解
説
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
生
き
る
と
、
私
は
思
っ
て
い
る
。

し
か
し
紳
士
は
少
女
に
「
わ
か
る
」
こ
と
を
求
め
て
は
い
な
い
。
展
示

資
料
と
対
面
だ
け
で
よ
か
っ
た
の
だ
。
こ
れ
も
一
理
あ
る
と
強
く
思
っ

た
。
わ
か
ら
な
く
て
も
い
い
の
だ
。

そ
う
い
え
ば
一
九
七
〇
年
、
大
阪
万
博
で
月
の
石
を
み
た
。
何
も
わ
か

ら
な
か
っ
た
が
、
い
ま
だ
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

倉
敷
の
歴
史
資
料
の
原
物
に
も
さ
し
ず
め
「
月
の
石
」
が
多
く
あ
る
。

若
い
と
き
に
是
非
、
生
の
資
料
と
の
対
面
を
経
験
し
て
お
い
て
欲
し
い
。

�

（
定
兼
）
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研究誌『倉敷の歴史』１～34号（以下続刊。年１回発行）
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編 

集 

後 

記

▽
『
倉
敷
の
歴
史
』
第
三
十
四
号
を
お
届
け
い
た

し
ま
す
。
御
執
筆
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
は
、
短

期
間
で
の
御
執
筆
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
『
倉
敷
の
歴
史
』
も
三
十
四
号
を
迎

え
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
市
民
の
皆
様
方
の
御
支

援
・
御
鞭
撻
の
お
か
げ
で
す
。
今
後
と
も
御
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▽
本
号
に
は
、
国
指
定
重
要
文
化
財
井
上
家
住
宅

の
保
存
修
理
工
事
完
了
・
一
般
公
開
開
始
と
井

上
家
文
書
の
倉
敷
市
へ
の
寄
附
を
記
念
し
て
倉

敷
宮
崎
屋
井
上
家
特
集
を
収
録
し
ま
し
た
。
井

上
家
住
宅
・
井
上
家
文
書
の
双
方
に
つ
い
て
充

実
し
た
論
考
が
そ
ろ
い
、
さ
ら
に
、
当
主
の
井

上
典
彦
氏
か
ら
の
興
味
深
い
聞
き
書
き
を
掲
載

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
論
文

二
編
、
ノ
ー
ト
一
編
、
資
料
紹
介
一
編
、
資
料

群
紹
介
一
編
、
ア
ラ
カ
ル
ト
一
編
、
展
示
会
記

録
及
び
報
告
を
掲
載
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
資

料
を
丹
念
に
読
み
込
ん
だ
論
考
で
す
。

▽
本
年
度
も
資
料
展
示
会
・
古
文
書
解
読
講
座
・

歴
史
資
料
講
座
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
文
書
調
査
報
告
会
と
し

て
室
所
蔵
資
料
等
の
研
究
成
果
報
告
を
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
本
年
度
か
ら
よ
り
多
く
の
皆
様

に
郷
土
の
歴
史
を
普
及
す
る
機
会
を
提
供
す
る

た
め
、
室
所
蔵
等
の
資
料
に
つ
い
て
わ
か
り
や

す
く
解
説
す
る
歴
史
資
料
解
説
会
に
模
様
替
え

し
、
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

▽
本
年
度
は
、
二
つ
の
高
等
学
校
の
探
求
学
習
と

人
文
表
現
の
授
業
時
間
で
歴
史
資
料
整
備
室
職

員
が
講
師
を
つ
と
め
、
ま
た
、
昨
年
度
に
引
き

続
き
、
小
学
校
四
年
生
か
ら
中
学
生
を
対
象

に
、
所
蔵
資
料
に
親
し
ん
で
も
ら
う
講
座
を
公

民
館
と
共
同
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
今

後
は
若
い
世
代
に
歴
史
資
料
の
魅
力
を
伝
え
る

活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。　

▽
歴
史
資
料
整
備
室
の
業
務
や
所
蔵
す
る
資
料
、

イ
ベ
ン
ト
、
刊
行
物
な
ど
に
つ
い
て
倉
敷
市
内

外
の
皆
様
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
Ｘ
（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）

の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
令
和
五
年
八
月
か
ら
開
設

し
、
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
歴
史
資
料
整
備
室
が
所
蔵
す
る
「
備
中
国
奉
行

小
堀
氏
関
係
文
書
」
五
点
が
令
和
五
年
八
月

十
七
日
に
倉
敷
市
指
定
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。

▽
『
倉
敷
の
歴
史
』
の
編
集
は
倉
敷
市
文
書
館

（
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
）
研
究
会
が
行
い
、
編
集
実

務
は
歴
史
資
料
整
備
室
で
行
い
ま
し
た
。
第

三
十
五
号
で
も
原
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

投
稿
要
領
に
も
と
づ
い
て
ふ
る
っ
て
御
応
募
く

だ
さ
い
。　

（
山
本
・
山
下
・
大
島
・
畑
・
森
）

倉敷の歴史 第 34 号

・�本誌上で寄稿者の責任において述べられた意見および事実の説明は,倉敷市・倉敷市文
書館（アーカイブズ）研究会としての見解を示すものではありません。
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